


はじめに

　本報告書は、平成１７年度から平成２１年度までにおいて本町教育委員会が事業者の委託

を受けて実施した桑江伊平土地区画整理事業に伴う緊急発掘調査の成果をまとめたもの

です。

　本町桑江伊平土地区画整理事業は、平成１５年３月末に返還された米軍施設跡地（キャ

ンプ桑江北側部分）にて施行されています。米軍施設跡地（キャンプ桑江北側部分）地

域の返還前の状況は、埋蔵文化財の有無が不明であったため文化庁の補助事業により試

掘調査などを実施し、その事業において小堀原遺跡は平成１１年度に発見されました。

　本遺跡は試掘調査等及び今回の本発掘調査の結果、多くの柱穴群や明確な掘立柱建物

址、高床式建物址が検出され、それらは対を成していることが判明しました。また、埋

葬墓も検出されました。なかには頭部の横にほぼ完形のカムィヤキ壺を副葬品として埋

葬した事例も検出されており、埋葬儀礼を考えるうえで大変貴重であります。遺物は中

国産白磁、滑石製品、カムィヤキ、羽口などグスク時代初期のものであります。このよ

うに、グスク時代初期の先人たちが残した集落の様相の一端を垣間見ることができまし

た。

　また、本遺跡はグスク時代の下層に貝塚時代後期の包含層もあります。遺構は少ない

が、注目されるものとして貝交易に利用される貝製腕輪の素材となる貝のストックが確

認されました。これらは往時の人々の九州との交流・交易を考えるうえで大変貴重な発

見であります。遺物は土器、石器、骨製品、貝製品などが出土しています。また、北側

の丘陵麓を源流とする奈留川（ナルカー）の流路が遺跡を蛇行しながら横断している状

況が確認されました。このことから本遺跡の立地及び地形の変遷を理解するうえで大変

貴重な成果が得られております。

　今回、本遺跡の調査成果を本報告書にまとめ刊行することとなりました。本書が文化

財保護へのご理解と認識を深める一助となり、さらに、文化財保護思想の普及、そして

本町をはじめ地域の歴史を考える学術研究資料として活用していただければ幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで、ご助言とご指導を賜りま

した諸先生方に厚く御礼申しあげるとともに、発掘調査現場や資料整理作業にご尽力頂

きました関係各位に対し、心からの謝意を表します。

　　平成２４年３月

北谷町教育委員会

教育長　比嘉　秀夫



例　　言

１．本報告書は、北谷町教育委員会が桑江伊平土地区画整理事業伴い、平成17年度～21年度に実施

した『小堀原遺跡』発掘調査の成果をまとめたものである。

２．本報告書に掲載した地図は、国土地理院発行の1/2,500地形図(昭和54年測量)を元に北谷町役

場都市計画課が作成したものである。本報告の方位は磁北をさす。

３．遺物の同定等については、下記の方にご協力をいただいた。(敬称略)記して感謝申し上げます。

植 物 遺 体　　高宮　広土（札幌大学）

　　　　　　　　千田　寛之（札幌大学古食性分析室）

脊椎動物遺体　　樋泉　岳二（早稲田大学）

貝 類 遺 体　　黒住　耐二（千葉県立中央博物館　上席研究員）

人　　　　骨　　土肥　直美（琉球大学医学部）

　　　　　　　　藤田　祐樹（沖縄県立博物館･美術館学芸員）

堆　 積 　学　　松田順一郎（（財）東大阪市施設利用サービス協会）

石　　　　質　　大城　逸朗（おきなわ石の会）

４．高宮広土氏・千田寛之氏・黒住耐二氏・樋泉岳二氏・土肥直美氏・藤田祐樹氏には玉稿を賜った。

　　記して謝意を表します。

５．放射性炭素分析　パリノ･サーヴェイ（株）に依頼した。

６．本報告書の編集は、山城安生、島袋春美が行い執筆分担は下記のとおりである。

　　　第一章～第三章１・２節 松原　哲志　 

　　　第三章　第３節  山城　安生

　　　第三章　第４節１・２ （２・３） 島袋　春美

　　　第三章　第４節２ （１） 島袋　春美・呉屋　広江

　　　第三章　第４節２ （４） 上地千賀子

　　　第三章　第５節１・２ （２～６） 東門　研治

　　　第三章　第５節２ （１） 呉屋　広江

　　　第三章　第５節２ （７～９） 島袋　春美

　　　第三章　第６節１・２ （１～４・９～11） 山城　安生

　　　第三章　第６節２ （５～８） 呉屋　広江

　　　第三章　第６節２ （12・20） 上地千賀子

　　　第三章　第６節２ （13～19） 島袋　春美

　　　第五章 東門　研治

　　　付　篇 島袋　春美

７．本遺跡の遺物の注記及び、遺構の凡例は次のとおりである。（注記台帳はＣＤに収録）

　　・注記凡例　　　

　　　Ｈ18年２月～平成20年10月調査　北谷町

クムイ，061006－３
J7，SD６，茶褐色土層

→
番号取上日層序遺構グリッド台帳番号

３061006茶褐色土層SD６J７1688



　　Ｈ20年11月～Ｈ21年３月調査　業務委託その①

　　Ｈ21年４月～６月調査　業務委託その②

　・遺構記号凡例

８．本報告の編年表記は沖縄編年(前Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ、後期)を基本とするが、時間的都合上、

報告書全般での統一には至らなかった。編年の対照については「報告書抄録」及び下記の資料を

参考されたい。

９．本書に掲載した発掘調査に関する写真、実測図などの記録および出土遺物全ては北谷町教育委

員会に保管している。

　沖縄・九州の時代区分対照表

23クムイＨ４， Kb層
10KSD，081208

→
番号取上日層序遺構グリッド台帳番号

25081208Kb層10KSDＨ４23

6267クムイ北東区Ｆ9，
Ｙ層，090630-０

→
番号取上日層序遺構グリッド地区台帳番号

090630Ｙ層Ｆ９北東区6267

撹乱その他・現代自然流路貝集積柱穴・穴土壙溝・河川性　　格

ＳＸＳＳＳＰＳＫＳＤ
Ｈ18年２月～

Ｈ20年10月
遺構記号

ＫＳＺＫＳＵＫＳＳＫＳＰＫＳＤＫＳＤ
Ｈ20年11月～

Ｈ21年６月
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第一章　調査経緯・経過

第１節　調査に至る経緯

　本調査は、桑江伊平土地区画整理事業に係る記録保存の為の緊急発掘調査である。

　小堀原遺跡が立地する北谷町字桑江小字小堀原は、平成１５年３月に返還された在沖米海軍基地

（キャンプ桑江北側地区）内に位置し、基地返還に先立つ予備調査で発見された「周知の埋蔵文化

財包蔵地」である。予備調査の結果、小堀原２７０番地一帯には、貝塚時代後期（弥生から平安並行期）

とグスク時代、近世以降の遺構が広がっていることが確認された（註１・２）。

　キャンプ桑江北側地区の返還跡地では「桑江伊平土地区画整理事業（施行者　北谷町長）」が施

行されることから、北谷町教育委員会は、事業地内における各遺跡の取扱について事業施行者と協

議を重ねたが、本遺跡については現状保存が図れないことから次善の策として記録保存調査を行う

こととなった。

　平成１６年１０月２７日、北谷町教育委員会は、桑江伊平土地区画整理事業施行区域における埋蔵文化

財の取扱について事業施行者と協定を締結した。

　平成１６年１１月１５日、事業施行者は、文化財保護法第５７条の３第１項（現：第９４条第１項）の規定

に基づき、北区１６第５８８８号にて「埋蔵文化財発掘の通知について」を沖縄県教育委員会教育長に提

出し、平成１７年１月１７日付け教文第１２４６号にて発掘調査の実施が必要であるとの回答を受けた。平

成１６年度は、区画整理事業における他遺跡の発掘調査から実施することで施行者と調整が済んでい

た為、小堀原遺跡は平成１７年１２月１９日から発掘調査に着手した。

　　

第２節　調査体制

　調査体制は以下のとおりである。

事業主体　　教　 育 　長　　　瑞慶覽　朝　宏（平成１７年度～平成１９年度） 

　　　　　　　　 同 　　　　　比　嘉　秀　夫（平成２０年度～平成２３年度）

事業総括　　教 育 次 長　　　阿波根　　　進（平成１７～１８年度）

　　　　　　　　 同　 　　　　謝　花　良　継（平成１９～２１年度）

　　　　　　　　 同 　　　　　大　城　　　操（平成２２～２３年度）

　　　　　　社会教育課長　　　大　城　　　操（平成１７～２１年度）　

　　　　　　　　　　　　　　　知　念　喜　忠（平成２２～２３年度）

調査総括　　文 化 係 長　　　中　村　　　愿（平成１７～１９年度）

　　　　　　　　 同 　　　　　嘉陽田　朝　栄（平成１９～２３年度）

調査担当　　主 任 主 事　　　山　城　安　生（平成１９～２３年度）

　　　　　　　　 同 　　　　　東　門　研　治（平成１７～２３年度）

　　　　　　　　 同 　　　　　松　原　哲　志（平成２３年度）

　　　　　　主　　　　事　　　松　原　哲　志（平成１８～２２年度）

発掘調査及び資料整理作業員

（平成１７年度）

第一章
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嘱託　上間真寿美・佐久間クリエ・豊里初江・仲田浩二・八田夕香・東順子・山城小百合

臨時　大城俊・知念真衣・山田裕二

（平成18年度）

　嘱託　上間真寿美・佐久間クリエ・島袋保・照屋元子・豊里初江・仲田浩二・東順子・細川愛・

山城小百合

　臨時　新城とよ子・大城俊・知念栄子・知念真衣・山田裕二・前田武士・古謝かなえ

（平成19年度）

　嘱託　新城とよ子・上間真寿美・佐久間クリエ・島袋春美・曽木菊枝・照屋元子・豊里初江・

　　　　知念栄子・西原美草・東順子・細川愛　　　

　臨時　池原絵利香・喜友名香織

（平成20年度）

　嘱託　佐久間クリエ・曽木菊枝・照屋元子・豊里初江・西原美草・東順子　　　

　臨時　朝岡利恵子・石川千恵・石川由華・稲嶺律子・金城綾乃・當山美希・知念栄子・宮里美也子

（平成21年度）

　嘱託　上地千賀子・佐久間クリエ・曽木菊枝・照屋元子・豊里初江・西原美草

　臨時　朝岡利恵子・石川早季・石川千恵・石川由華・稲嶺律子・川南百代・岸本里子・金城綾乃

　　　　照屋朝子・當山美希・豊川頼子・仲村渠恵子

（平成22年度）

　嘱託　上地千賀子・上間真寿美・呉屋広江・佐久間クリエ・島袋春美・曽木菊枝・知念栄子

　　　　照屋元子・豊里初江・西原美草・東順子・山城小百合

　臨時　安里美紀・阿部果緒理・石川早季・稲嶺律子・大城光・川南百代・岸本里子・喜村郁乃

　　　　照屋朝子・富平砂綾子・豊川栄子・仲村渠恵子・比嘉久美子・又吉哲司

（平成23年度）

　嘱託　上地千賀子・上間真寿美・呉屋広江・佐久間クリエ・島袋春美・曽木菊枝・知念栄子

　　　　照屋元子・豊里初江・西原美草・東順子・山城小百合

　臨時　安里美紀・阿部果緒理・稲嶺律子・喜村郁乃・富平砂綾子・川畑良子・仲松恵

（平成17～23年度）

　　北谷町シルバー人材センター

発掘調査及び資料整理に係る業務委託

（平成20年度）

埋蔵文化財発掘調査に係る図化業務委託　有限会社　ティガネー

小堀原遺跡埋蔵文化財発掘調査支援業務委託　国際航業株式会社　

小堀原遺跡埋蔵文化財発掘調査支援業務委託(その２)　国際航業株式会社　

（平成22年度）

小堀原遺跡の自然科学分析業務委託　パリノ・サーヴェイ株式会社　

出土容器内土壌の自然科学分析業務委託　パリノ・サーヴェイ株式会社　

調査指導及び助言（敬称略、所属五十音順）

おきなわ石の会　　　　　　　大城逸朗

沖縄県教育庁文化財課　　　　島袋洋・盛本勲
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沖縄県立博物館・美術館　　　　　　藤田祐樹・山崎真治

沖縄県立埋蔵文化財センター　　　　金城亀信・片桐千亜紀・新垣力・中山晋・瀬戸哲也・知念隆博

沖縄市文化財調査審議会　　　　　　比嘉賀盛

恩納村教育委員会　　　　　　　　　崎原恒寿

鹿児島大学法文学部　　　　　　　　渡辺芳郎

北中城村教育委員会　　　　　　　　砂川正幸

宜野湾市立博物館　　　　　　　　　知念勇

札幌大学文化学部　　　　　　　　　高宮広土

千葉県立中央博物館　　　　　　　　黒住耐二

今帰仁村教育委員会　　　　　　　　宮城弘樹・玉城靖

文化庁文化財部記念物課　　　　　　水之江和同・渡辺丈彦

読谷村教育委員会　　　　　　　　　仲宗根求

琉球大学医学部　　　　　　　　　　土肥直美

早稲田大学教育学部　　　　　　　　樋泉岳二

（財）東大阪市施設利用サービス協会　松田順一郎

第３節　調査経過

発掘作業

　発掘作業は平成17年度から平成21年度にかけて実施した。以下、年度毎に記述する。

平成17年度

　平成17年度は12月下旬から調査区設定に取りかかった。調査区設定にあたっては、確認調査の際

に遺物・遺構が認められなかった岩盤や泥炭層に留意し、旧地形の平坦地を中心とした約4,500㎡に

調査区を設定した。磁気探査実施後、土層観察用畦を残しながら重機による表土掘削を行い、２月

下旬からは人力による包含層掘削（黄褐色土層）を開始した。並行して壁面の分層及び記録作業を

行い17年度の調査は終了した。

平成18年度

　平成18年度は６月下旬から現場作業を開始した。近現代の遺物包含層は厚く出土遺物も少量で

あったため、再度重機による掘り下げを行い遺構検出作業へ移行した。遺構検出面で残っていた米

軍建物の基礎については、除去・掘削を行い地下の堆積状況の把握に努めた。９月29日には遺構検

出状況の全景写真撮影を行い、遺構掘削へ移行した。調査区の東側に見られた幅５～10ｍ程の溝か

らは木杭を伴った石積みが確認され、溝は戦前の航空写真より遺跡付近を流れる「奈留川（ナル

カー）」と判断でき、石積みは護岸と考えられた。調査区南側では土坑が集中して検出され、土坑

周囲の溝からは沖縄産施釉陶器などの生活雑器と共に瓦が出土したことから、これらの土坑は戦前

の航空写真に確認できる屋敷跡（図版88）と判断された。12月２日には、県内の文化財関係者を対

象に現場説明会を開き意見交換を行った。１月１６日には遺構完掘状況の全景写真撮影を行い、その

後近世からグスク時代の包含層掘削（黒褐色土層）へ移行し、２月下旬に18年度の調査は終了した。

平成19年度

　平成19年度は６月中旬から現場作業を開始した。６月下旬には町内の中学生を対象に職場体験学

習の一環で発掘作業を行った。包含層上部では青磁・染付が主体を成し、下部からは玉縁白磁・カ

第一章
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ムィヤキ・滑石製品が主であった。いずれも出土点数は少ない。包含層を剥ぎ取ると黄色のシルト

層が現れ、同層上面には遺物包含層とは異なる黒色埋土の遺構が検出された。遺構直上の包含層で

得られた遺物の年代や、遺構の検出状況、確認調査の結果などから11～12世紀の集落跡であること

が判断できた。各遺構は10m×10mのグリッド毎に記録作業を順次行い、掘立柱建物跡及び高床式建

物跡のプラン確認に務めた。調査区のほぼ中央に北東から南西にかけて自然流路が見られ、遺構は

流路以西に集中していた。検出遺構には土坑墓もあり、内１基は平面形が円状の遺構下部から焼骨

がまとまって出土した。改葬されているものであり、本遺構以外確認されなかったことから特異な

遺構と考えられた。１月16日には、県内の文化財関係者を対象に現場説明会を開き意見交換を行っ

た。その後、図面作成、写真撮影、遺物取り上げを行い、３月下旬に19年度の調査は終了した。

平成20年度

　平成20年度は４月中旬から現場作業を開始した。掘立柱建物跡及び高床式建物跡の柱穴から栽培

植物が得られる可能性を考慮し、柱穴埋土はサンプリング後フローテーション作業を随時行った。

グスク時代の遺構面から貝塚時代後期の遺構面までは中間層が厚く堆積していたことから、調査の

一部を民間委託し遺構面付近（砂丘上面）まで機械による掘削を実施した。掘削が進むにつれて調

査区の西側からは「く」の字状に蛇行した自然流路が検出され、流路西側ではくびれ平底土器が、

東側では尖底土器が主体的に出土するなど、流路の東西で出土する遺物内容に差異が認められた。

また、調査区の南西隅ではピットがまとまって検出され、これらの遺構及びグスク時代の遺構が調

査区外にも広がる様相を示していたことから、調査区の拡張について関係部局と調整し、民間の調

査会社の活用を前提に21年度に追加調査を行うこととなった。２月14日には貝塚時代後期の遺構完

掘状況の全景写真撮影を行い、その後重機掘削にて下層確認後、２月20日に現地調査は終了した。

平成21年度

　平成21年度は4月上旬から調査を開始した。調査対象地は、前年度調査区北東側（北東区）と南

西側（西区）の約2,500㎡ で、遺物出土量が僅少であった近・現代の遺物包含層（黄褐色土層）は

重機にて掘削した。５月にはグスク時代の遺構調査に取りかかり、掘立柱建物跡や土坑墓を確認し

た。同時に、確認調査の結果も踏まえるとグスク期の遺構はこれ以上広がらないことが判断でき

た。北東区西側では岩盤が露出し、岩盤に沿うように自然流路の埋没状況が検出された。岩盤と流

路の境には縄文前期から貝塚時代後期にかけての遺物が見られたが、二次堆積と判断された。各時

代の遺構や壁面の記録作成、遺物取り上げ作業を行い、６月30日には完掘状況の全景写真撮影を

行った。下層調査にて包含層の無いことを確認して全ての現地調査を終了した。

　整理作業

　本発掘調査から出土した遺物量は、標準的な遺物コンテナ（60cm×40cm×10cm）で約660箱であっ

た。整理作業は現場作業の雨天時を利用した遺物の洗浄・乾燥に始まり、本格的な作業は現地調査

終了後の平成21年度から開始した。乾燥後の出土遺物はナンバリングや接合作業等を行い、特徴的

な資料を実測した。遺物実測図及び現場作業で作成した層序図や遺構図等は全てスキャンし、パソ

コン上でデジタルトレース作業を行った。報告書掲載写真はデジタルカメラで撮影したものを用

い、35mmフィルムカメラの資料はアルバムにて整理・保管した。現場作業中に採取した炭化物やサ

ンプル試料については、各専門機関へ調査依頼・業務委託を行った。

 〈註文献〉

　註1　北谷町教育委員会　2005　『キャンプ桑江北側返還に伴う試掘調査－伊礼原Ｂ遺跡ほか発掘調査事業－』

　註2　北谷町教育委員会　2009　『小堀原遺跡－キャンプ桑江北側返還に伴う発掘調査事業（平成11年～13年度） －』
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第二章　位置と環境

　位置

　北谷町は沖縄本島中部の西海岸、県都那覇市から約16km北東に位置している。町の総面積は

13.78㎞２で、南北約６㎞、東西約4.3㎞の長方形をなし、北は嘉手納町、東は沖縄市と北中城村、南

は宜野湾市に接している。西は全域が東シナ海に面し、彼方に慶良間諸島が眺望される。町役場の

位置は、北緯26度18分58秒、東経127度45分55秒で、その北西約150ｍに小堀原遺跡は所在する。

　地理的環境

　本町の地形を概観すると、台地・丘陵・カルスト地形・低地・海浜・サンゴ礁・埋立地などが見

られ、東側には台地や丘陵が、西側には低地や海浜が広がり、東から西に階段状に低くなる海岸段

丘を成す。海岸段丘の各面の標高は高い順に100ｍ以上、100～50ｍ、50～30ｍに分かれる。侵食が

進んだ台地は起伏に富んだ地形（丘陵）を呈し、その様子は県道24号線沿いに良く確認できる。カ

ルスト地形は北側の砂辺あたりに発達しており、洞穴やドリーネ、石灰岩堤、石灰岩丘（円錐カル

スト）が見られ、遺跡や拝所となっている所が多い。

　低地は谷底低地と海岸低地に分けられ、谷底低地は大部分がジャーガル（泥岩層の風化土壌）で

構成され、その水持ちの良さから戦前は水田として利用されていた。主な河川には、白比川と普天

間川（佐阿天川）の二級河川と、白比川の支流である新川がある。

　海岸低地は、海成砂を主体とするが、表層部はジャーガルやマージ（琉球層群の風化土壌）が堆

積する。戦前は、北谷・桑江などの古い集落が立地し、田畑として利用されていた。また、自然海

浜が発達していたが、現在はほとんど埋立地や人工ビーチとなっている。

　サンゴ礁では礁原（ヒシ）が発達し、礁池（イノー）はあまり発達していない。1840年にチャタ

ンビシで座礁したインディアン・オーク号（英国海軍の輸送船）の話は有名である。

　地質についてみると島尻層群を基盤に琉球層群が不整合に覆い、低地では琉球層群を沖積層が不

整合に覆っている。琉球層群は大きく南北に区分され、北側が沖縄本島北部の非石灰質の国頭礫

層、南側が沖縄本島中南部の石灰質の琉球石灰岩層をなしている。　そのため、植生も北部に生育

するイタジイ・イジュ・ヤマモモ等と、中南部に生息するアカギ・オオバギ・ヤブニッケイ等があ

り、本町の台地・丘陵部は、両方の植物が混生していて、学術的にも貴重な地域である。しかし、

沖縄戦や戦後の米軍基地整備、住宅開発に伴う伐採等の影響により、自然植生は、一部の御嶽や拝

所、墓所、城跡等のまわりや台地斜面に残るのみである。

　　

　歴史的環境

　本町の遺跡は現在、53件確認され、そのうち１件は国史跡（第１表10伊礼原遺跡）、１件は町史

跡（８浜川ウガン遺跡）となっている。

　町の北側、砂辺集落背後には円錐形のカルスト残丘が点在し、一帯には遺跡（１砂辺サーク原貝

塚・２砂辺サーク原遺跡・３砂辺貝塚・４砂辺ウガン遺跡・５カーシーノボントン遺物散布地・６

クマヤー洞穴遺跡）が集中し、南側では北谷城の丘陵部一帯の遺跡（23北谷城・24北谷城第７遺

跡・28玉代勢原遺跡・29長老山遺物散布地）が知られている。それらに挟まれる沖積低地（キャン

プ桑江北側）では、返還に伴う試掘調査で小堀原遺跡を含む9遺跡（45千原遺跡・41平安山原Ａ遺

第二章
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跡・42平安山原Ｂ遺跡・43平安山原Ｃ遺跡・10伊礼原遺跡・39伊礼原Ｄ遺跡・40伊礼原Ｅ遺跡・44

小堀原遺跡・32後兼久原遺跡）が新たに確認された。また、本地域は現在低平な平野であるが、沖

縄戦による破壊や戦後の米軍によって削平や客土が施され、地形が改変されている。試掘成果や戦

前の地形図、戦中の米軍航空写真などを基に石灰岩微高地や河川の流路などの旧地形を復元すると

先史時代からの海岸線や砂丘形成期など古地理の変遷が、推測され往時の集落は古地理の変遷に連

動して形成されていることが明らかとなった。

　平成22（2010）年に国指定になった伊礼原遺跡は、出土遺物も沖縄諸島で最古の土器とされる爪

形文土器、九州の縄文前期の曽畑式土器、室川下層式土器、面縄前庭式土器、宇佐浜式土器、縄文

晩期系土器、弥生式土器、貝塚時代後期系土器、グスク時代の白磁玉縁口縁碗、滑石製品、カムィ

ヤキ、青磁、染付など、粗密はあるものの沖縄諸島の先史時代からグスク時代までの編年体系が網

羅できるほどの遺物が得られた。

　その他の遺跡を時代毎に概観するとまず旧石器時代に13鹿化石出土地が挙げられる。18桃原洞穴

遺跡からは約１万６千年前の旧石器時代に比定されている化石人骨（頭蓋骨）が検出されたが、近

年の研究では中世または近世初めの可能性が指摘されている。

　縄文時代の遺跡は12遺跡あり、町北側の石灰岩地域（砂辺）に所在する3砂辺貝塚からは縄文時

代晩期の方形状住居址、6クマヤー洞穴遺跡からは縄文時代早期からグスク時代の遺物得られ、特

に縄文時代晩期（宇佐浜式土器）の改葬人骨が多数検出された。

　貝塚時代後期（弥生～平安並行期）の遺跡は16遺跡あり、ほとんどはキャンプ桑江やキャンプ瑞

慶覧の米軍基地のある沖積低地に立地している。小堀原遺跡を含め、基地返還後の発掘調査で、沖

積低地の海岸線の変遷や遺構や遺物の発見など、沖縄先史時代に新たな資料を提供している。本遺

跡を含むキャンプ桑江北側地区では平地式住居址やゴホウラ・イモガイ貝集積などの遺構、弥生式

土器やそれを模倣した土器、影響を受けた在地土器（浜屋原式土器・大当原式土器・アカジャンガー

式土器）が多数出土した。また、それに伴う食料としてのサンゴ礁に棲息する大形貝や魚なども出

土し、それを生活の道具に用い、ホラガイ製容器や漁網錘、貝交易に関連する貝輪なども出土して

いる。

　グスク時代に属する遺跡は25遺跡あるが、丘陵に立地する「グスク」は北谷城である。北谷城は

グスク時代の開始期とされるフェンサ下層式土器や14世紀～15世紀の中国産の青磁や褐釉陶器など

が得られ、そのころ盛行期を迎えたと考えられている。またほぼ同時期の中国産陶磁器が出土する

後兼久原・小堀原・伊礼原D遺跡は低地に立地し、丘陵に立地する北谷城との関連は沖縄史を考え

る上で今後の課題である。

　舌状台地の北谷城周辺は、平安並行期から近世の遺跡が集中し、キャンプ桑江北側と同様、先史

時代から集落形成過程を考える上で重要な地域である。

　グスク時代から近世の遺跡としては27山川古墓群や46大作原古墓群などの古墓群が米軍基地内に

点在する。嘉手納空軍基地は本町及び嘉手納町・沖縄市に跨がり、本町ではこれまで地中に眠る先

史遺跡は発見されてないが、最近、嘉手納町域において縄文後期から晩期にかけての良好な住居址

が発見された。また、宜野湾市の普天間基地内や、米海軍病院の移転地となる丘陵地でも先史遺跡

が発見されていることから、今後、本町域の嘉手納空軍基地でも先史遺跡が発見される可能性は高

い。

註：低湿地区の伊礼原Ｃ遺跡は、砂丘地区の伊礼原A遺跡と連動して生活址が確認されたことから、両遺跡をまとめて

「伊礼原遺跡」とした経緯がある。
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第２図　北谷町の位置と遺跡分布
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　第１表　北谷町遺跡一覧

所　　在　　地時　　期遺　　跡　　名謂

字砂辺差久原　弥生～平安並行期砂辺（すなべ）サーク原貝塚1

字砂辺加志原　縄文後期～近世砂辺サーク原遺跡2

字砂辺村内原縄文後期～グスク砂辺貝塚3

字砂辺加志原弥生終末～平安並行期砂辺ウガン遺跡4

字砂辺加志原縄文晩期カーシーノボントン遺物散布地5

字砂辺村内原縄文前期～戦前　クマヤー洞穴遺跡6

字浜川浜川千原縄文晩期浜川千原岩山（はまがわせんばるいわやま）遺物散布地7

字浜川浜川弥生終末～平安並行期浜川ウガン遺跡8

字上勢頭平安山伊森原・伊礼伊森原･下勢頭平安山下勢頭原近世上･下勢頭区古墓群（かみ・しもせどくこぼぐん）9

字伊平伊礼原縄文早期～戦前伊礼原（いれいばる）遺跡10

字伊平伊礼原縄文前期～晩期･近世･戦前伊礼原Ｂ遺跡11

字桑江小堀原グスク～近世桑江ノ殿（くわえのとぅん）遺物散布地12

字吉原栄口原･桃原旧石器鹿化石出土地13

字桑江桑江原･前原近世前原古島（めーばるふるじま）Ａ遺跡14

字桑江前原近世前原古島Ｂ遺跡15

字桑江伊地差久原近世伊地差久原（いじさくばる）古墓16

字桑江前原近世前原古墓群17

字吉原東新川原旧石器桃原（とうばる）洞穴遺跡18

字北谷地先近世インディアン･オーク号の座礁地19

字吉原東宇地原･西宇地原グスク池（いち）グスク20

字北谷西表原縄文前期白比川（しらひがわ）河口遺物散布地21

字大村城原平安並行期～グスク北谷城（ちゃたんぐすく）遺跡群22

字大村城原平安並行期～グスク北谷城23

字大村城原弥生～グスク北谷城第７遺跡24

字北谷北谷原グスク北谷番所址25

字吉原東角双原･西角双原グスク吉原東角双原（よしはらあがりぬちまたばる）遺物散布地26

字大村山川原近世山川原（やまがーばる）古墓群27

字大村玉代勢原平安並行期～グスク玉代勢原（たまよせばる）遺跡28

字大村玉代勢原グスク～近世長老山（ちょうろうやま）遺物散布地29

字北谷大道原グスク大道原（うふどうばる）Ａ遺跡30

字北谷大道原縄文晩期大道原Ｂ遺跡31

字桑江後兼久原､字桑江小堀原グスク後兼久原(くしかにくばる）遺跡32

字桑江小堀原グスクジョーミーチャー古墓33

字上勢頭伊礼伊森原グスク伊礼伊森原（いりーいーむいばる）遺跡34

字大村玉代勢原グスク～近世後原（くしばる）遺跡35

字北谷塩川原グスク塩川原（すーがーばる）遺跡36

字北前稲干原弥生並行期稲干原（んにふしばる）遺跡37

字北前横嵩原グスク横嵩原（よこたけばる）遺跡38

字伊平伊礼原弥生～グスク伊礼原Ｄ遺跡39

字伊平伊礼原縄文前期～近世伊礼原Ｅ遺跡40

字伊平平安山原グスク～近世平安山原（はんざんばる）Ａ遺跡41

字伊平平安山原弥生～近世平安山原Ｂ遺跡42

字伊平平安山原弥生～近世平安山原Ｃ遺跡43

字桑江小堀原弥生～近世小堀原（くむいばる）遺跡44

字伊平千原グスク千原（せんばる）遺跡45

字伊平大作原近世大作原（うふさくばる）古墓群46

字北谷東表原縄文晩期東表原（あがりうむてぃばる）遺跡47

字北谷安仁屋原縄文早期～近世新城下原（あらぐすくしちゃばる）第２遺跡48

字伝道原東宇地原近世東宇地原（あがりうじばる）古墓群49

字北谷大道原近世大道原Ｃ遺跡50

字北谷大当原グスク大道原Ｄ遺跡51

字北谷高畔原近世～戦前高畔原（たかぶしばる）水田跡52

字北前安仁屋原グスク～近世安仁屋（あにやばる）原遺跡53

註：時代表記は概ね「縄文時代」→「貝塚時代前期」、「弥生～平安並行期」→「貝塚時代後期」、「グスク」→「10～17世紀前半」、「近世」→「17世紀後半

～明治以前」、「戦前」→「1945年以前」

《参考文献》

①中村愿・田場勝也ほか ｢北谷町の遺跡－詳細分布調査報告書－｣『北谷町文化財調査報告書』第14集 北谷町教育委員会 1994年

②中村愿 ･東門研治･島袋春美『キャンプ桑江北側返還に伴う試掘調査－伊礼原B遺跡ほか発掘調査事業』北谷町文化財調査報告書　　第23集　北谷町教育

委員会　2005年3月

③中村愿･東門研治･松原哲志･島袋春美ほか　伊礼原B遺跡･伊礼原E遺跡　『キャンプ桑江北側返還に伴う発掘調査事業(平成10～14年度)』北谷町文化財調

査報告書　第27集　北谷町教育委員会　2008年3月

　　　＊番号は位置図に付随
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第三章　第１節

第三章　調査の方法と成果

第１節　調査の方法

調査区及びグリッド設定

　調査地は、確認調査の結果を踏まえ小堀原270番地一帯の標高4.5～5.0ｍの平坦地に定め、北西－

南東方向が長軸となる長方形状の調査区を設けた。調査区周囲への基準点設置及びグリッド設定

は、米軍基地整備によってナルカー護岸に設置された３級基準点と水準点を用い外部委託にて設定

した。調査区は、十字に残す土層観察用畦の交点から見て北西区・北東区・南西区・南東区の４区

域に分割し、10ｍ毎にグリッドを設けた。グリッドは、南北方向（X軸）を北からA、B、C・・・東

西方向（Y軸）を西から１、２、３・・・と呼称し、杭が示す位置と範囲は、杭の南東側100㎡と定

めた。なお、平成21年度に拡張した調査区については、調査区の北から東側拡張部分を北東区、西

から南側拡張部分を西区と呼び、グリッドは上記基準をそのまま使用した。

表土掘削

　調査区の設定後、磁気探査を実施し機械力を用いて表土掘削を行った。磁気探査では、汚水管や

鉄屑等、米軍基地に帰属する金属類が認められた。また、磁気探査では探知できない小銃弾等も出

土したが、これらについては関係部署と調整し自衛隊や警察が回収した。表土掘削は、これら金属

類を撤去しつつバケット容量0.8逢のバックホー２台にて米軍基地建設時に客土した造成土及び旧

表土の一部を掘削した。

包含層掘削及び遺構検出

　遺物包含層は、遺物量や出土状況に応じて手鍬やねじり鎌を用いて掘削を行った。出土遺物は層

位・グリッド毎に取り上げ、特徴的な遺物や一括遺物については実測図作成と写真撮影を行った。

遺構検出作業は基本的にジョレンを用いたが、より精査が必要な箇所についてはねじり鎌を用い

た。

遺構掘削

　遺構は基本的に長軸で半截し、プランの判る建物址については建物の外側を、土坑墓は長軸での

半截または四分割した対角線を、溝は規模に応じて２～４箇所程の土層観察用畦を残し掘削した。

記録作業

　実測はマイラー用紙を用いて行い、土層図や平面図は基本的に1/20の縮尺で作図し、土坑墓等の

遺構は1/5の縮尺で作図した。写真撮影では、35mmフィルムカメラと600万画素のデジタルカメラを

用い、フィルムカメラでは、カラーネガ、モノクロ、カラーリバーサルのフィルムを使用した。全

景写真については、状況に応じてラジコンヘリコプター・高所作業車を使用して撮影した。

自然科学分析

　本調査では、グスク時代の掘立柱建物址の柱穴や土坑墓内部の埋土及び炭化物を主として採取し

た。柱穴の埋土については、現場作業と並行してフローテーション作業を行い、得られた植物遺体

の同定や炭化物の年代測定等を専門機関に依頼・委託した。

整理作業

　遺構平面図は、時期毎の全体図のほか個別遺構図を掲載し、現地調査及び整理作業でも判然とし

なかったピット等ついては詳細な記述を割愛した。出土遺物では特徴的なものを抽出し、図面及び

写真を掲載した。遺物の撮影には600万画素のデジタルカメラを用いた。
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第２節　レプリカ製作

　本遺跡からは、グスク時代（Ⅳ層）の土坑墓が６基検出された（うち１基は確認調査時（2009）

に検出）。

　当該期の人骨は発見例が少ないことから、今後の研究資料や展示資料として活用を図るため、レ

プリカを製作する事とした。対象資料は発見例の少ない幼児骨に定め、中でも比較的保存状態の良

い４号人骨（Ｋ10出土）を選んだ。レプリカ製作は、実測図や写真等の記録を取った後、専門の業

者に委託し実施した。以下はレプリカ製作の工程である。なお、製作したレプリカは北谷町教育委

員会にて保管している。
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第３節　層　序

　本遺跡の層序は、Ⅰ～Ⅷ層に大別される。第６～11図に土層断面、第３図に調査範囲と岩盤、第

４図に流路（川跡）と14Ｃ年代測定サンプル採取箇所（註1）、第５図に層模式、第178図に遺構、出土

遺物等の時代別変遷図を示した。以下、各層について述べる。

Ⅰ層：現表土、米軍基地建設・整備の造成土。層厚は概ね約0.6ｍ～１ｍであるが、Ｋ7の戦前の屋

敷跡で約1.3ｍと最も厚い。

Ⅱ層：旧表土。耕作土と見られる。茶褐色系と黄褐色系砂質土でカワニナを含む。層厚は約20～60

㎝。

Ⅲ層：近世。灰褐色土層。北東区から中央区に傾斜しながら広がる。カワニナを含む。後述する北

東区で細分される。層厚は15～40㎝。

Ⅳ層：グスク時代の遺物包含層。11～12世紀頃と見られる。暗褐色、灰褐色、オリーブ粘質シルト

層。層厚は約15～20㎝。

Ⅴ層：漸移層。黄褐色、シルト質土。粘質。流水による砂利の集中が見られる。北東区のⅧ層（地

山）付近で小礫が見られ、流路下部で泥炭層が確認された。中央区の西側では石灰質砂岩や

サンゴ石灰岩礫が検出された（巻首図版８分層帯５）。本層は自然作用による流路（川跡）

を埋めており、Ⅵ層を覆っている。

Ⅵ層：貝塚時代後期の遺物包含層。暗褐色砂層。本層確認時に流路（川跡）沿いの傾斜面にも堆積

が見られた。層厚は約15㎝。第４図に示した流路に沿うように北西―南東方向で帯状に軽石

のまとまる範囲が検出された。

Ⅶ層：海成堆積砂層。Ｊ9～11の下層確認トレンチで確認した層厚は約1.8ｍ。下部に厚さ約５～８

㎝ の泥炭層が見られるが、部分的に途切れている。Ｊ9では下位の砂利層は灰色、Ｊ11では

淡褐色を呈する。

Ⅷ層：地山。国頭マージと北西側で検出される石灰岩岩盤。北東区の北側で検出される。第３図に

示したように本遺跡の北側、北西側には岩盤の広がりを認める。

以下、各層について略述する。

　Ⅰ層は、現表土上面の標高は約4.2～５ｍ。本遺跡は旧集落（伊礼･桑江ヌ後）の背後にあたり、

米軍上陸後の航空写真資料（1945年）では旧ナルカー（註２）や屋敷（註３）を残しながら整地されて

いる様子が窺える（註４）。このことから赤土等の客土を用いた造成は、これ以降の本格的な米軍基地

整備の際に行われたものと見られる。

　Ⅱ層は平地部（中央区）で概ね黄褐色、茶褐色系を呈し、前者は旧ナルカー（護岸敷設以前）や

溝状遺構（SD４、SD６やその周辺検出の溝状遺構）の埋土となっており、褐色を呈する範囲は平地

部（北西区）Ｈ・Ｉ3、Ｈ・Ｊ4に見られる。また、溝状遺構や戦前の屋敷跡（註５）周辺では薄く途

切れた箇所も見られる。

　北東区では基地整備の削平によってほぼ失われているが、範囲確認調査時の３トレンチ（註６）で

確認されたⅡ層は褐色系が主である。

　Ⅲ層は、北東区で標高約3.7～4.5ｍに堆積し、層厚は約15～40㎝、中央区では標高約3.4～4ｍ、層

厚は約15～30㎝。
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　北東区のＦ12付近から東側では溝状遺構に関連して細分され、第11図（巻首図版11）のＣベルト

のⅢ層では、層番号６〔６・6ａ・6ｂ〕はカワニナを多く含む。6ｂからの掘り込み状の痕跡が見

られる13（灰黄色）は層下面が安定しており沈殿によるもので、水田の可能性を示唆するものと思

われる。標高約3.2ｍ前後に堆積する。

　層番号６は、それ以下の細分される層を切って層番号15の上位に堆積（巻首図版10・Ｃベルト断

面）し、中央区ではⅣ層の上位に堆積（巻首図版５・壁１）する。

　層番号15（巻首図版10・Ｃベルト）（黄褐色）はⅣ層の上位に堆積し、北西・南東方向で薄くな

り、中央区南西側（巻首図版４・５壁１）では不明瞭となる。第６図壁１（巻首図版５・壁１北壁）

ではこの頃のものと見られる流路状の落ち込みも11ライン付近に見られる。

　Ⅳ層は北東区のＤ９では標高約4.4ｍ、南東・北西方向へ緩く傾斜し、中央区では標高約3.2～3.6

ｍであるがＩ4付近は約3.8ｍ。南北方向に3.2ｍ前後で広がる。

　第６図壁１のＥ6、Ｆ7では層厚６㎝ と薄く、Ｆ8南東隅にも同様な部分が見られる。Ｈ10付近の

緩斜面地から平坦部への広がりで検出された自然流路（445KSD）では、ナベ底状の互層が見られた。

また、断面形がラッパ状の落込みも見られ、その底には粗砂利が堆積する（巻首図版４・壁１北壁）。

遺構等との関連性は捉えられていない。

　５号土坑墓は壁１（第６図）でも確認されており、本層より土坑墓の埋土は濃い褐色を呈す。ま

た、調査区南西側では土色が濃い暗褐色の傾向が見られ、羽口・鉄滓などの出土が目立った。

　Ⅴ層は流路（川跡）を埋める無遺物層。国頭マージ風化土壌の二次堆積層と見られ、北東区では

上部は黄褐色、下部は褐色味が増す。流路（川跡）を埋める自然堆積によって一帯はシルト質土壌

の緩斜面と平地に変貌したと推察される。基本的には無遺物層であるが僅かにⅣ・Ⅵ層の遺物を含

む。　

　流路内下部では、北東区Ａ・Ｃベルト部分の下層確認（註３）で泥炭層と石灰岩礫の堆積が確認さ

れ、Ｂベルトに近い範囲確認調査時の３トレンチで行われた下層確認においても検出されている（註

６）。中央区では、第６図壁１で標高約2.7～2.9ｍ、第８図分層帯５で標高約２ｍ前後である。この

泥炭層の広がりは今回の調査範囲よりも丘陵側に広がりを有している。

　中央区では、貝塚時代後期頃の川の可能性が考えられた泥炭層までを掘り下げ、その下位につい

ては未確認であるが、部分的に流路内の下層確認のために設けたトレンチでは互層を成す泥炭層の

堆積（巻首図版４・壁１北壁上、巻首図版12・分層帯４）が見られる。

　第７図分層帯４の泥炭層の放射性炭素分析結果は1,470±30BP（註７）であった。また、巻首図版12

の流路内６ライン付近の泥炭層に堆積のズレが見られ、堆積後に生じた地震によるものと見られる

（註９）。

　Ⅵ層は北東区のＥ6～Ｅ9で標高約3.5～４ｍに堆積（ａ区）し、中央区では蛇行する流路（川跡）

間の標高約３ｍ前後（ｂ区）、流路（川跡）の南西側（Ｈ3・4、Ｉ3・4）では標高約2.9ｍに堆積

（ｃ区）する。

　本層では、第49図に示したａ、ｂ、ｃ区で土器底部平面分布には異なる傾向が見られ（註10）、本

層は流路（川跡）に沿って傾斜する斜面においても堆積が確認されることから、同図土器分布ｂ区

の主体となる大当原期には流路は形成されていたと判断される。この流路は、北西・北側の地山に

遮られて南西方向に向きを変えたと見られる。

　丘陵側の緩斜面地のａ区の頃のものと見られる遺物の広がりは、平地部のⅥ層でも検出されてい

る。Ｊ9～Ｍ10の北西―南東方向で軽石の目立つ範囲があり旧汀線を窺わせるものである。
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　Ⅶ層は、海成砂層で中央・西区に堆積する。北東区のＡ・Ｃベルトの下層確認トレンチ内では見

られないことから、丘陵側の堆積はⅤ層が堆積する自然作用による流路（川跡）の形成によって失

われた可能性が考えられる。第９図分層帯６の東側（巻首図版５・壁２）の互層堆積はⅥ層下位に

確認され、同図壁２では互層堆積の落ち込みがⅣ層下位に見られ、本層は背後の丘陵等に起因する

と思われる流水の影響を幾度も受けていたことが窺える。

　中央区の本層下部には、泥炭層が検出されており（巻首図版12）、下層確認トレンチのＪ11で標

高約1.8～２ｍ検出された泥炭層下の木片による放射性炭素分析は2,530±30BP（註９）の結果が得ら

れた。Ｊ9下部に見られた泥炭層は層厚５～15㎝。Ⅶ層はＪ9で層厚約1.8ｍを測る（註11）。

　Ⅷ層は、北東区のＤ5～10以北に広がりが確認できた。第49図の土器分布のａ区の地山である。

範囲確認調査の１・2トレンチで石灰岩が露頭する赤土の広がりが確認されており、本遺跡北西・

北・北東側には石灰岩の岩盤を伴う地山が広がる。

註１：註２報告の５トレンチ（1,960±30BP）・6トレンチ（1,840±BP）、3トレンチ（1,830±30BP）の年代測定結果も

含めて示した。

註２：奈留川（ナルカー）は米軍基地整備によって流路が変えられている。本書では図版88に示したナルカーを「旧ナ

ルカー」として扱う。

註３：図版88の「屋敷跡」の部分。

註４：沖縄県立公文書館所蔵資料（1945年２月撮影）を参考にした。

註５：註３参照。

註６：東門研治・島袋春美（編）2009『小堀原遺跡』　北谷町教育委員会　第30集

註７：第３図と巻首図版Ｅ9･Ｆ8トレンチ、北東区南トレンチを参照。 

註８：第四章５節を参照。 

註９：松田順一郎氏の所見による。　

註10：第三章４節１を参照。

註11：巻首図版12：Ｊ9（北壁）・Ｊ9下層確認トレンチ（北壁）を参照。
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第４節　貝塚時代後期

１　遺構

　Ⅳ層（グスク期）を掘り下げていくとシルト質の層（Ⅴ層）と砂質の層（Ⅵ層）面が検出される。

砂層面（Ⅵ層）の地形図と２本の横断面を第13図に示した。これによると調査区はフラットではな

く、標高1.45mの低い部分と標高3.9mの高い部分があり、低い部分は「Ｕ」字状に落ち込む。低い部

分の幅は21.7～25.8mを測り、溝状にしては幅が広い。

　また、「Ｕ」字状の落ち込み部分から泥炭層が検出され、下位からは水が湧き出てくる。このよ

うな状況も踏まえると「川跡」と判断される。この川跡部分を境に貝塚時代後期（Ⅵ層）は上流の

北側（a区）、砂州をなす東側（b区）、川を挟む西側（c区）に分けられ、出土遺物も若干様相を異

にするようである。その他の遺構についてみるとⅥ層の最下面で帯状に堆積した軽石ラインが２カ

所、土坑（82KSK、88KSY、89KSK）、炭化物集中部３、土器集中部①、②、③、柱穴、ゴホウラの貝

集積（87KSS）、シャコガイ貝集中部が検出された。

（１）川跡

　A-A'断面をみると南北幅21.7ｍの最下部が標高1.8mで北側に標高3.9ｍと高くなり、凹部断面は

東端に「Ｖ」字状に凹む。

　B-B'断面をみると幅25.8mで最下部の標高は1.45mで、西側の標高2.87m、その対岸（ｂ区）は標高

3.3ｍと高いことから西側に傾斜するようである。また、川跡と考えられる凹部はA-A'ラインとは

逆方向に「Ｖ」字状に凹

みが確認される。これら

の左右の凹部の異なりか

ら自然作用による流路と

判断される。

　川跡部分の堆積土は

「Ｔ層」「暗褐色シルト

層」とした砂を含む粘質

の層で、基本的に無遺物

層であるが、上位からは

Ⅳ層の遺物が検出され、

下位からはⅥ層の遺物も

包含していることから、

Ⅴ層のシルト層が時間を

かけて堆積しことが覗え

る。Ⅵ層面の境界は場所

によって、粘質部分や色

を残すところがある。Ⅳ

層の柱穴部分の下層から

はⅥ層期の貝塚時代後期

の土器も検出される。

第12図　貝塚時代後期地区区分（ａ･ｂ･ｃ）
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　Ⅴ層は薄い所で厚さ10cm（I５）、厚い部分で１ｍ20cm（H６）にも達する。

　また、川縁の斜面部分と思われるa区の縁（貝だまり①）とb区N11の低い部分（貝だまり②）で

貝だまりが２カ所確認された。貝だまりを構成する貝種はマングローブ域に生息するアラスジケマ

ンガイが主体である。

（２）軽石ライン

　川跡ラインに平行するような標高3.3m前後の軽石の集中する場所が検出された。状況から汀線ラ

インを示唆するもので、a・c区より標高が低いb区にのみ見られる。

　その範囲はJ9、K9、K10、L10、M10にまたがり、幅0.32～6.25m、長さ41.5mの南北方向に帯状に分

布する。その方向は川跡ラインに平行することから貝塚時代後期（Ⅵ層）の時期の汀線と考えられ

る。

第13図　貝塚時代後期（Ⅵ層）の地形（川跡）と遺構配置
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（３）82KSK（第14図）

　82KSKはＨ9のⅥ（Yb）層面で検出された。

　平面の大きさは70×90cm、略方形の黒砂の落ち込みで中から乳房状尖底（第53図64）と胴部の土

器やリュウキュウサルボオが得られ、その下部の埋土は部分的に深い落ち込みがあり、さらに下層

面は軽石を含む砂層となる。試掘調査（2009）の５トレンチと６トレンチの間に位置する。この遺

構の位置する場所はⅥ層面（貝塚時代後期）でも比較的フラットな面である。

（４）88KSY（第15図）

　88KSYはＬ11のⅥ層面で検出された。平面の大きさは83.5×68.4cmの不定形で、深さ10cmの焼土

を含む落ち込みが検出され、その中央部分は前者と同様に深い落ち込みが確認された。遺構内の埋

土は３層（M1～3）に分かれ、M1からは少量の軽石と所々に大きめの炭化物が含まれ、M2はやや炭

化物、M3からは炭化物と0.5～2cmの貝片を混入するものである。

　炭化物を多く含み、火に関わる遺構の可能性が考えられ、床面において径10cm前後の落ち込みが

３カ所確認されている。上部（Ⅳ層）の遺構の可能性も考えられる。

図版２　82KSK完堀状況（東より） 図版３　88KSY焼土堆積状況（北より）
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（５）89KSK（第16図）

　J・K11にまたがる183.1×98.6cmの南側はやや丸く、

北側は隅丸方形の全形は略長方形を呈する。最深部分

は41cmを測る鍋底状の落ち込み（黒色砂層）である。中

央部分にはⅣ層（グスク期）の柱穴跡が残る（巻首図

版14）。覆土は灰黄色砂層（2.5Y6/2）で、下部方向に

徐々に明るくなり淡黄砂層（2.5Y8/3）を呈するが、中

央部分を中心に濃い砂を残す。その中には１mm前後の

貝や石英などを混入する。検出された遺物は土器５点

とイノシシ脛骨が１点である。土器は第28図３・６の

口縁と鋸歯状の幅広沈線文の胴部破片が出土してい

る。口縁部は「く」字状に湾曲するものである。ｂ区

最下部の出土である。b区の上限の土器とも考えられ

る。他に遺物はなく、正確は明瞭でない。

（６）炭化物集中部（第17図・図版６）

　炭の集中する範囲は２カ所（J10・L11）確認された

が、最も残りのいい炭化物集中部３（１個は欠番）を

図示した。Ｊ10で検出された。深さ20cmに掘り込む、

埋土（M2）に炭化物や焼け土を多く混入する。炉址の

可能性が高い。

図版６　炭化物集中部３壁面
（南東より）

図版４　89KSK検出状況（北より）

図版５　89KSK完堀状況（南より）
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（７）土器集中部

　b区（G9・H10）とc区（H4）で土器の集中する場所があり、ドット上げされた３カ所を示した。土

器の項で詳細を述べるが、b区は主に大当原式土器が主体でc区はくびれ平底土器を主体とする所で

ある。

　b区の土器集中部はいずれも西から東に傾斜するように堆積し、当時の地形の形状を示すもので

ある。これまで報告された貝塚時代後期の遺跡は海岸に接したフラットな面であったが､土器集中

部の検出状況から内湾の貝塚時代後期の遺跡の立地あるいは生活の中心遺物である土器のありよう

が示された。
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・土器集中部①（b区G9）

   第18図はG9の土器集中部の高い所で標高3.356m、北東側の低い所で2.683mと緩やかに低くなる。

この部分は川縁で土器の出土もその状況を示している。北東側の斜面付近の堆積は厚く、上位はほ

ぼ水平である。

　図化されたものを上図に示した。これによると第41図113は積み痕も明瞭な大当原式土器の範疇

のものである。第31図38は口縁部であるが、破片のため、図上復元はできなかった。

・土器集中部②（b区H10）

　前述の土器集中部①と同様、川縁に集中して出土した。試掘調査（2009）の調査ではこのあたり
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から小堀原遺跡の下限の土器と位置づ

けられるくびれ平底土器（《試》第30

図89）が出土した。

　標高3.2mから2.4ｍと徐々に東側に

低くなる。西側で確認された川辺が東

側にも確認され、ｂ区が砂州状の地形

であったことが覗える。

　今回の調査でも図示した口縁部と底

部がある。第36図89、第37図97は口縁

部で、前者が若干くびれ、後者が外反

するものでいずれも器面調整は良好で

ある。第52図21、第51図19は底部で、

前者はいわゆる乳房状尖底、後者は平

底的な土器で本遺跡の特徴的なもので

ある。胎土はやや泥質である。

　ここからは多くのイノシシ骨（第四

章第２節参照）、６㎏ の細粒砂岩も得

られ、貝塚時代後期（Ⅵ層）の生活の

場であったことが窺える。          

・土器集中部③（c区H4）

　c区H4の標高2.75～2.85mの間に直径

3.0mの範囲に土器片が集中して出土し

た。

　土器の時期を特定する資料としては

丸底（第51図４）とくびれ平底（第56

図123・124）の底部が共伴して得られ

た。

　くびれ平底のうち、第56図124のく

びれ平底は開き気味で、図123はやや

底面から立ち上がりは強い方である。

　ほぼ中央に64KSPが検出されたが土

器集中部との関連は明瞭ではなく、Ⅵ

層の遺構と考えられる。
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（８）貝集積（第22図）

　L12のⅥ層、標高3.52mで貝集積が1基検出され、中から６点のゴホウラが得られた。

　貝集積は白砂層に長軸47cm、短軸35cm、深さ６cmの掘り込みが確認され、遺構内の埋土（以下

「Ｍ」）は３層に分けられる。いずれも粘性がなく、締まりの弱い砂層である。粒の大きさや色調に

若干の違い（表ａ）が認められる。埋土の新旧はＭ１→Ｍ２・Ｍ３と古くなる。 東側のＭ２は径

24cm、深さ18.6cm、西側のM３は径21cm、深さ5.4cmで前者は深い。

　これらの貝は大きめのゴホウラで、埋土（Ｍ１）から検出された。検出状態をみると③④は外唇、

⑤と⑥は腹面、①と②は同一個体で背面を上にして配置している。貝殻の加工をみると⑤と⑥は袖

部上部が直線状に整っていることから、手を加えた可能性も考えられる。貝殻の状態をみると第22

図に示したように埋土（Ｍ１）に包含されていた部分（第23図の網掛け）は殻の保存がよい。③④

は体層の部分が埋まり、殻口部分が露出する。これは貝の中身を腐らすかあるいは臭いをとるため

の措置と思われ、③④以外の貝殻は集積が崩れたものと考えられる。貝塚時代後期における貝集積

の状態が想定される好資料である。

　第２表　貝集積（87KSS）　ゴホウラ観察一覧

重さ （ｇ）加工有無貝の状態残存部位貝種番号

30なし風化外唇ゴホウラ①

209なし風化背面・殻頂欠ゴホウラ②

548なし外唇風化背面欠ゴホウラ③

538なし袖部風化背面一部欠ゴホウラ④

200袖部上欠,加工か風化著しい,背面アバタ腹面欠ゴホウラ⑤

550袖部上欠,加工か風化背面欠ゴホウラ⑥

　註：「番号」は遺構・図番号と一致

第三章　第４節１
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（９）シャコガイ貝集中部（第25図）

　I10のⅥ層でシャコガイ（主にヒメジャコ）がややまとまって検出された。前項のゴホウラ貝集積

のような人工的な遺構の可能性は低いが、浦添市嘉門貝塚（1993）やうるま市津堅貝塚（2005）で

も報告されているので掲載する。

　図版９に示したように集積は意図的に集められたとは考え難いが、貝の大きさを自然貝と比較す

ると大きめで、よく利用される二枚貝有孔製品とほぼ同じ大きさである。

　本遺跡の主体貝はマングロー

ブ域に棲息するアラスジケマン

ガイであることから、イノーに

棲息するヒメジャコの採取には

距離がある。

　このように二枚貝有孔製品と

同じ大きさの貝が多いことから

推測すると製品として利用する

ために集められた可能性も考え

られる。

＜引用・参考文献＞

　宮城伸一・東當美和　2005　『津堅貝塚』勝連町の文化財第23集　勝連町教育委員会　

　松川章・安里進・下地安広　1993　『嘉門貝塚Ｂ』浦添市文化財調査報告書第21集　浦添市教育委員会

第三章　第４節１
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２．出土遺物

　Ⅵ層からは土器、貝製品、骨製品、石器、石材、脊椎動物遺体、貝類遺体などが出土した。

　大まかな出土量は、貝類遺体が85コンテナ、土器57コンテナ、石器27コンテナ、脊椎動物遺体２

コンテナである。以下、遺物別に概略を述べる。

（１）土器（第28～56図）

　土器は57コンテナと前回の調査の21コン

テナを含めると78コンテナの出土で、出土

量は貝類に次いで多い。

・分類集計の方法

　土器を計量し、グリッド別の出土分布

（第26図）を確認し、さらに時間をかけて

接合、できるだけ復元を試みた。

　口縁部・底部・胴部に分け、口縁部と底

部は既に型式分類されているものを軸に分

類し、口縁部、底部それぞれで集計した。

無文胴部については口縁部の分類に準じ、

その重量を量った。

・結果

　これらの土器を分類した結果、口縁部は

1024点（有文胴部含む）、底部489点が確認

された。

　復元可能な９個体を含む特徴的な口縁部124点、胴部33点、底部147点、土製品１点を図示した。

その中で、径が８分の１以上のものはできるだけ図上復元を試みたが、その図は絶対ではなく、今

後の資料の追加によっては変更も否めない。

　口縁部及び底部は形態及び胎土などを考慮しながら分類し、グリッドごとの出土状況を（第４・

６表）に示した。

　土器の出土状況を見るため、試掘調査（2009）と今回調査の重量の平面分布を第26図に示した。内

訳は今回の調査（胴部）の190131.6g、試掘調査（2009）126359.0gでその合計は316490.6gである。

出土分布をみるとａ区ではＥ6～9で多く得られ、ｂ区では特にＧ9、Ｈ9～11、Ｉ10・11・Ｊ12に集

中し、その場所は軽石ライン

（第13図）に平行するようであ

る。また、ｃ区ではＧ4、Ｈ4、

Ｉ4に多く、特にＨ4に集中す

る。

　前述したように無文胴部は口

縁部の分類に準じて分け、重量

を量った（第27図）。ａ～ｃ区ご

とに出土量をみてみるとａ区は

25562.9gで、Ⅳ 類（薄 手）が

第26図　土器平面分布（重量）

第27図　土器（無文胴部）地区別出土比較
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19.4％、Ⅳ類（厚手）が17.6％と多く、搬入土器が8.2％、Ⅱ類25.3％である。搬入土器とⅡ類の出

土比率が他の地区より高い。ｂ区では139872.2gでⅣ類（薄手）が29.1％、Ⅳ類（厚手）38.2％と７

割近くを占める。ｃ区では15883.2gでⅤ類が69.3％と多い。その他に地区不明8813.3gがある。

　このような出土状況は口縁部や底部でも同様の傾向を示すことから、川を挟んでａ区はⅡ類（浜

屋原式）、ｂ区はⅣ類（大当原式）、ｃ区はⅤ類（くびれ平底）と貝塚時代後期の時期にａ区→ｂ区

→ｃ区の時期差がみられる。

＜口縁部・有文胴部＞

　口縁部・有文胴部は図示したものも含め、分類集計した（第４表）。

　これによると搬入29点、有文139点、在地土器の壺12点、甕・鉢は

Ⅰ類10点、Ⅱ類93点、Ⅲ類11点（図掲載のみ）、Ⅳａ類（薄手）250

点、Ⅳｂ類（厚手）320点、Ⅴ類136点、分類不明24点の計1024点で

ある。

　分類は範囲確認調査（2009）の分類を踏襲し、新たに細分した。

　1）搬入土器

　土器の形状及び胎土（角閃石、火山ガラス混入）などから明らか

に搬入されたと考えられるものである。器種はＡ甕・鉢とＢ壺があ

る。

　搬入された土器は胎土から縄文晩期系土器、弥生土器と弥生系土

器がある。各区別の出土状況をみると縄文晩期系土器はａ区２点、

ｂ区４点の計６点、弥生・弥生系土器はａ区12点、ｂ区７点、ｃ区

３点、地区不明１点の計23点で、地区別の割合はａ区8.2％、ｂ区

1.6％、ｃ区2.6％と各地区での割合はａ区が高い。

Ａ甕・鉢　

　製作された時期によりａ：縄文晩期、ｂ：弥生・弥生系、ｃ：型式不明がある。

ａ:縄文晩期

　形状や胎土から縄文晩期系の土器でa1：浅鉢、a2：深鉢、a3：口径が大きいものがある。

　a1：図１は浅鉢で、胴上部で逆「く」字状に屈曲し、胴下部が膨らみ、器厚も厚くなることから

丸底の可能性が高い。口縁はリボン状突起をなすもので、図２も同様な口縁である。このような口

縁は伊礼原遺跡（2007）でも数例出土している。

　a2：前者と同様、口縁部が逆「く」字状に屈曲・湾曲する深鉢で図３～５がある。後述する在地

のⅡ類に類するが、在地で産出しない混和材が含まれていることからここで扱った。特に図３は逆

「く」字状の屈曲の強い口縁である。

　a3：図６は口径が27.1cmと大きく、前述したものとは胎土も異なる。89KSK（第16図）で出土し

た。

ｂ：弥生・弥生系

　弥生式土器、あるいは弥生系土器で、b1：胴部、b2：小振り、b3：中実脚台、b4：浅鉢がある。

　b1：図７・８は胴部破片で、外面に弥生土器の特徴である黒班点を有し、内面は器面がはがれ、

いずれも胎土に火山ガラスや角閃石を含む。

土器分類

１）搬入土器
　　Ａ甕・鉢
　　　ａ縄文晩期
　　　ｂ弥生・弥生系
　　　ｃ型式不明
　　Ｂ壺
２）在地土器
　　Ａ壺
　　Ｂ有文
　　　ａ沈線文
　　　ｂ刺突文
　　　ｃ凸帯文
　　　ｄ口唇貼り付け
　　　ｅその他
　　Ｃ小型
　　　ａ内彎
　　　ｂ直状
　　Ｄ甕・鉢
　　　Ⅰ類：阿波連浦下層タイプ
　　　Ⅱ類：浜屋原式土器
　　　Ⅲ類：型式不明
　　　Ⅳ類：大当原式土器
　　　Ⅴ類：くびれ平底系土器
３）その他
　　　布目痕
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　b2：図９は口径が14.5cmと小振りの土器である。肩部に断面が三角形の凸帯文を囲繞するもので

ある。胎土は粗粒で、焼成良好である。伊礼原Ｄ遺跡（2008）試掘no.6に類例がある。

　b3：図12は上げ底の中実脚台で底厚が4.3cmと厚く、器面調整もよく、混入物に角閃石を含むこ

とから、鹿児島の入来式土器の底部に酷似する（本田1996）。本遺跡ａ区の時期を示唆するものであ

る。図11は底部破片であるが、胎土や形状が外に反ることから図12と同じ類のものと判断した。

　b4：図13は口径25.5cm、器高15.6cm、底径8.5cmの浅鉢である。胎土は泥質で、在地産の可能性が

あるが、底部は上げ底の中実脚台で図12と底部が類似することからここで扱った。外反口縁で赤色

粒の混入物が確認される。外面は橙色、内面は淡橙色と在地土器には見られない器色で、E8+E9Ⅵ層

からの出土である。　　

ｃ:型式不明

　型式不明としたものは、前述の縄文晩期系土器や弥生・弥生系土器に属さないものである。

　c1：図10は段をなす薄手の胴部で、類例がなく、器種は不明である。砂質で、胎土はきめが細か

く、黄褐色を呈し、焼成はやや悪い。他に小片であるが、外反する口縁が得られている。

　c2：図14は残りのよい資料で、器厚が0.6cmと薄手で口径19.6cm、最大胴径28.0cmで、口縁部が逆

「く」字状に反り、肩が張る形状である。混入物をみると石英･赤色粒･砂粒が含まれるが少なく、

吸水性が強い。外面に径1.0cmの瘤状突起を２個一組にして縦位に貼り付け、口縁部の大きさから

４箇所に貼り付けるようである。本品はG8で出土した。また、同一個体が川跡を挟むJ5で出土し

た。いずれもⅥ層上部の出土である。胎土や形状からは県内に類例がなく、搬入品と考えられる。

搬入土器の中では、出土層位、形状を考慮すると最も新しいものに位置づけられる。

Ｂ壺

　壺はa：朝顔タイプ、b：内傾タイプ、c：胴部破片（肩部含む）が出土した。

a：図15は朝顔状に開き、口縁部断面は方形状を呈する。試掘調査（2009）でも出土（第18図1）し

ている。　

b：図16・17は口縁部が上すぼまりに緩くしまるものである。図16は口唇が丸みを帯び、わずかに

外反するもので、火山ガラスを多く含む。図17は口唇を欠損するが、断面の形状から図16と同じタ

イプで、器厚は前者より若干厚い。図18は緩やかな肩部で断面の形状や胎土などから図17と同一個

体の可能性が高い。

c：搬入土器の壺の胴（肩）部片をここにまとめた。図19・20は器表面に光沢を持つもので、磨か

れたものと思われる。前者は胴部で３条の浅い沈線を横位に施し、後者は肩部で器面は堅緻で光沢

がある。図21・22は凸帯文を施すもので、図21は断面が三角形の細い凸帯文を曲線状に施し、図22

は断面が丸い凸帯文を肩部に囲繞する。いずれも胎土に角閃石や火山ガラスなど在地で産しないも

のを含む。図23は肩部～底部近くの大形の破片で、肩部に２～３条の細沈線文を弧状に施すもので

ある。胎土は洗練され、他の土器に比べて軽い。図22は入来式、図23は高橋式に類似資料がみられ

る（本田1996）。

　2）在地土器

　在地で作られたものでＡ壺、Ｂ有文、Ｃ小型、Ｄ甕・深鉢がある。

　Ａ～Ｃは出土量が少ないが、Ｄは出土量も多いため、既存に型式設定されたものを基準に分類し

たがそれに含まれないものもある。ここでは分類記号で示し、略述する。
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Ａ壺

　いずれも長頸の壺であるが、ａ：直状（図24・25）とｂ：玉縁（図26）、ｃ：やや外反するもの

（図27～31）がある。

a：図24は頸部に断面が三角形状の凸帯文を囲繞し、その上位に径７mmの孔を均等に３箇所に穿孔

する。孔の機能を示唆するものと思われる。本品は平敷屋トウバル遺跡（1996）で報告例がある。図

25は小片であるが、口縁断面が丸く、直状となる形状から壺の可能性が高い。外面に凸帯文を逆

「Ｕ」字状に施す。

b：図26は口縁部に向かって「ハ」字状に緩くすぼまり、口唇で外反するもので搬入土器（図16）

と形状が類似する。口径8.0cmと小振りである。

c：口縁断面は主に舌状を呈し、やや外反するもので、肩部にはナデが想定される（図27～31）。そ

の中で図29・31は口縁部の反りが強く、口径は９cm前後、図28・30は反りが弱く、口径は６cm前後

である。また、図27は外面に不規則な沈線文が施されている。

　図32は頸部で、横位の沈線文の間に刻目文を施す。出土地がｃ区I3であることからくびれ平底に

伴う壺の可能性が高い。

Ｂ有文

　文様を施した土器には胎土から在地外の土器もみられるが、ここでまとめた。文様の種類には

ａ沈線文、ｂ刺突文、ｃ凸帯文、ｄ口唇貼り付け、ｅその他がある。以下、文様の種類ごとに略述

する。

ａ沈線文：主文様に沈線文を施すもので75点と最も出土量が多い。他の文様との組み合わせがあ

り、沈線文の幅でまとめた。文様は全体的に雑でその構図は鋸歯状、波状、弧状、縦位、斜位があ

り、口縁の形状や胎土からⅣ類のタイプが多い。　

　a1：沈線文＋刺突文　図33は口径15.9cmと小振りで、口縁部に２条の沈線文、その間に不規則な

刺突文を施す。刺突文の径は1mmで、一見は混和材が抜け落ちたように思える。　

　図46・47は鋸歯状の沈線文に沿うように刺突文を施すもので、図47は口縁部断面が舌状を呈し、

口唇に刺突文、内面に沈線文を１条囲繞する。　

　a2：細沈線文（方形）　図34は外反口縁で幅4.8cmの文様帯をなし、その中程に穿孔がある。沈線

文は細く、不規則に口縁部の上下に２～３条、縦位に７条を施文するが、文様は全体としてまとま

る。

　a3：幅広沈線文　篦状の工具で施文するもので、施文も深い。縦位（図35）と波状（図36）、弧

状（図37）に施すものである。図35は口径23.0cmの中型で、口縁部が緩やかに湾曲する形状である。

文様は外面の口縁～胴上部に２条１組の沈線文を縦位、その間にコーヒー豆大の楕円を２～３個施

すが、その位置は不揃いである。内面も２条１組で斜沈線文を施すものである。破損するが２カ所

確認できる。

　図36は口縁が外反するもので、外面に刻目文と２条１組の深い波状沈線文を施すもので文様は

整っている。図37は口径37.8cm外反する鉢で、文様は外面に不定形の沈線文を弧状と横位、内面に

弧状に施すものである。胎土は他と異なり、色調は明るい褐色と黒褐色を呈し、内面は篦ナデが顕

著で、混和材が走り、胎土などから搬入品とも考えられる。類例は浜屋原貝塚（1977）、部瀬名貝塚

（2002）でみられる。

　a4：沈線文　前者よりは細い沈線文で、文様構図は弧状、波状、鋸歯状、横位に施すものである。
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施文部位をみると内外面に施文するもの（図39・40・42～44・49）、口唇に刺突文か刻目文を施す

もの（図38・40・41）、外面のみに施文するもの（45・48・50～53）がある。沈線文の幅はバリエー

ションがあり、細いもの（図38・39・42・49・51）は薄手のものが主体で、特に図38は器面調整も

丁寧で、文様下位に稜線が残る。文様構図はラフな波状が多くみられるが、中には波状を交差させ

るもの（図48）、鋸歯状との組み合わせ（図40）、波状と横位の組み合わせ（図49・51）などがある。

　内面の文様構図は縦位（図39）、弧状（図40）、斜位（図44）が見られる。図43はさらに穿孔する

もので、試掘調査（2009）の第20図29と接合できた。

　口縁断面をみると方形（図38・41）、丸（図42・50）以外舌状のものが多い。図43～45の器面調

整をみると篦や指で雑に調整されており、胎土も考慮すると後述するⅣ類に含まれるものと思われ

る。また、図49は細かい沈線文を施し、器面調整も丁寧で、薄手で他のものとは若干様子を異する。

　胴部：図54はこれまでの沈線文と異なり、規則性のある沈線文である。叉状工具で羽状に施さ

れ、施文から古手と思われるが、焼成はよい。

ｂ刺突文：図55の胴部１点の出土で口縁部の形状は不明、胎土はⅣ類の土器と同じである。

ｃ凸帯文：13点の出土で、文様構図にc1：横位、c2：「Ｓ」字状、c3：斜位・リボン状、c4：鞍状

がある。

　c1：図57は幅1.0cmの幅広の凸帯文を横位に配し、その上に短沈線文を施し、図24のように頸部

を囲繞するものと思われる。

　図146と図147も胴部で、凸帯幅が0.7cmと前者よりは細く、その上に刻目を施すもので前者は刻み

が深く、後者は凸帯が厚い。いずれも焼成良好で、ｃ区の出土である。くびれ平底に伴う文様と思

われる。

　c2：断面が三角形の凸帯文を「S」字状に施文するもので、図56・58・59は断面が明瞭で、図60

はやや丸みがあり、前者よりいびつである。口縁部の形態も逆「く」字状に屈曲する。

　c3：細い凸帯文で、図61は斜位、図62はリボン状に貼り付け、その部位は口唇部上に位置する。

浅鉢の可能性が高い。

　c4： 鞍状に貼り付けたもので、凸帯幅は６mm（図63）、８mm（図64）、12mm（図65）、18～22mm

（図66～68）の種類がある。図74の口径は17.9cmと小型で凸帯幅10mm、図116は口径37.2cmの大型の

土器で、凸帯幅も1.4cmと広くなる。土器の大きさと鞍状凸帯文の幅は関連するようで、凸帯幅が広

く扁平状を呈する傾向がみられる。また、中には口縁部と一体化するものもある（図66）

ｄ口唇貼り付け：口唇に約10～20mmのやや不定形の粘土紐を貼り付けるもので、図72・73がある前

者は、口唇で折り曲げ、逆「く」字状に湾曲し、後者は直状である。粘土紐は加飾か、口縁形態に

起因するかは明瞭でない。

ｅその他：e1：鍔縁状、e2：瘤状突起、e3：貼り付け文などの浮文をここにまとめた。

　e1鍔縁状　図69は鍔状の凸帯文を施し、その上面に文様らしきものがあるが、小破片のため明瞭

でない。

　e2瘤状突起　図70は径1.5cm前後の瘤状突起を口縁部近くに施すもので、口縁は直状で、焼成は

非常に良く、グスク系土器の可能性も考えられる。

　e3貼り付け文　図71は凸部分が破損しているが、斜めに貼り付けが確認できる。小破片のため耳

か凸帯文かは不明である。

Ｃ小型

　小型土器としたのは口径14.3～18.0cmで、器高が10～20cmの範疇に納まるものである。図示した
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のは４点で、ａ内彎とｂ直状がある。

ａ内彎：図74～76は口縁に幅８mm程度の粘土紐を加え、口縁を内彎させたものである。図74は口縁

部に幅10mmの鞍状凸帯文を施すものである。口唇部分をみると図74・75は器面調整が丁寧でスムー

ズに内彎するが、図76は口唇外面に内彎させるための粘土紐、胴部の積み痕も残り、仕上げが雑で

ある。前２者は出土地も近く、胎土も酷似していることから同一個体の可能性が高い。器面調整を

みるとaタイプは内外面とも指頭痕が顕著である。

ｂ直状：図77は前者に比べて薄手で、胴部は湾曲して底部にいたるようである。底部は胎土及び出

土地が近いもの（第54図73）で図上復元を試みた。器面調整をみると内面に幅1.5cmの篦で斜めにナ

デ調整されている。

　小型土器は胎土がやや粘質で焼成もよく、出土地もｂ区であることから、Ⅳ類：大当原式土器の

ものと思われる。ａタイプの小型土器は試掘（2009）でも出土（第19図12）しており、大きさが口

径11.0cm、高さ10.5cm、底径3.8cmの上げ底状である。それからするとａタイプの底部もｂタイプと

同じような上げ底状の尖底土器が想定される。

Ｄ甕・鉢

　甕・鉢は本遺跡で主体となすもので、尖底土器系（阿波連浦下層タイプ、浜屋原式土器、大当原

式土器）とくびれ平底系土器に大きく分けられる。ここでは、土器分類に用いられている型式をⅠ

類：阿波連浦下層タイプ、Ⅱ類：浜屋原式土器、Ⅲ類：型式不明土器（小堀原タイプ、試掘2009）、

Ⅳ類：大当原式土器、Ⅴ類：くびれ平底系土器として分類した。また、口縁部の形状で細分を試み

（第４表）下記に分類順に略述する。個別の観察、出土地については観察一覧（第３表）に示した。

集計は分類可能な３cm以上のものを行った。

Ⅰ類：阿波連浦下層タイプ

　口縁部が逆「く」字状に湾曲するもので、阿波連浦遺跡Ⅵ層（高宮・他1999）出土のものである。

ａ～ｃ区での口縁部の出土状況をみるとａ区４点、ｂ区５点、ｃ区０点、地区不明１点の計10点で、

各区の出土比率ではａ区2.4％、ｂ区0.7％、ｃ区０％でａ区の割合が高い。

ａ：口唇が凸帯文様に肥厚するものと、b：肥厚しないものがある。

ａ：図78は肥厚部分は幅が0.5～0.8cmと不揃いであるが、口唇が丸くなる。外面に篦ナデが明瞭に

残り、一見、文様にも見える。

　図79は肥厚幅1.3cmで前者より太く、口唇は明瞭な角を持つもので、焼成もよく、混入物に角閃石

を含み、搬入の可能性もある。図80は頸部で口縁部は肥厚し、段を有し、胎土はやや粗く、石英な

どを多量に混入する。

　伊礼原遺跡（2007）、平安山原Ｂ遺跡（2008）で出土例がある。

ｂ：図81は全形が窺えるもので、口縁部は逆「く」字状に湾曲し、胴部で若干張り丸みを帯びる。

底部は丸底（第51図１）で、内底はフラットを呈する。口径23.8cm、推定器高23.0cmと中型の土器

である。類例は伊礼原遺跡（2007）宇地泊兼久遺跡（1999）で出土している。

Ⅱ類：浜屋原式土器

　本型式は混和材に角閃石、輝石などの黒色鉱物を含む特徴があり、器面調整をみると外面が丁

寧、内面に指頭痕がみられる点で共通する。

　ａ～ｃ区での口縁部の出土状況をみるとａ区43点、ｂ区45点、ｃ区０点、地区不明５点の計93点

が得られ、各地区の比率ではａ区25.3％、ｂ区6.5％、ｃ区０％とａ区での割合が高い。
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　図示したものは口縁部の傾きにより３つに細分された。

　ａ：口縁が直状するもの、ｂ：口縁内面が膨らみ胴部が若干湾曲するもの、ｃ：口縁が内傾する

ものがある。

ａ：図82・84・86は口径が復元できるもので、29.4～31.2cmと大型である。口縁断面は主に方形を

呈する。口唇部の器厚が胴部より細くなるもので、内面の胴下部が黒褐色を呈する。図83・87は破

片で、前者はａ区の下層確認調査で出土したために図示したが、擬似口縁の可能性も高い。図87は

口縁断面が丸くなるものである。

ｂ：図85は口径26.7cmと大きめの土器で、ａより器厚が厚く、内唇が若干丸みを帯び、外唇がわず

かに外反する。同様な形状はⅣ類の図92・93にも見られ、型式の関連が窺える。

ｃ：図88は口縁部がわずかに「ハ」字状を呈するもので、器厚は口縁部で0.7cm、胴下部に膨らみを

持たせながら底部に至るようである。

Ⅲ類：型式不明土器

　Ⅱ類：浜屋原式土器、Ⅳ類：大当原式土器に分類困難なものをⅢ類とした。口縁の形態及び全体

の形状によりａ～ｇに細分した。図示したもの以外の口縁破片の集計は胎土などからⅡ類かあるい

はⅣ類の薄手に分類されている。

ａ：図89は口縁部が胴部より大きく、外反するもので胴上部が「く」字状に屈曲する。器厚は0.5cm

と薄く、均一で器面調整の丁寧で、胎土に角閃石を含み、Ⅰ・Ⅱ類の流れを汲むものと思われる。

ｂ：図90は口縁部と胴部がほぼ同じ大きさで、胴上部で「く」字状に湾曲し、口縁部は外反する。

Ｈ10のⅥ層で出土し、試掘調査（2009）の復元土器（第30図89）と出土地も近く、形状や胎土も酷

似することから底部は平底が想定される。図91もこの類のものと思われる。

ｃ：図92・93は口唇の内縁が丸みを帯びるものである。図92は口径が小さく、図93は口径が大きく

なる。このような形状の口縁はⅡ類（図85）にも見られるが、胎土が異なることからここに含めた。

ｄ：図94・95は口縁部断面が舌状で、全形は筒状を呈するものである。図94は口径24.6cmと中型で

口縁部がわずかに外反する。図95は口径29.0cmと大型である。

ｅ：図96は口縁部断面が方形を呈し、外反するもので、全形は胴部から徐々に細くなる。口径23.1cm

の中型である。

ｆ：図97は口縁部で「く」字状に湾曲し、大きく外反するものである。口径21.0cmと中型で、胎土

に赤色粒を混入し、器面調整も良い。

ｇ：図98は頸部で湾曲し、外反するもので口縁部が胴部より大きくなる。頸部径32.0cm、最大胴径

32.7cmを測る大型である。細かい胎土で、焼成もよく、器厚は0.9cmで安定する。

Ⅳ類：大当原式土器

　前述のⅠ・Ⅱ類に比べると焼成良好で粘土の積み痕が明瞭、器面調整は雑で、石英、赤色粒など

の混和材を多く含む。が、底部は乳房状尖底になることが多く、胴部から底部にかけて厚くなる。

粗隆文土器（高宮1993）に類するもので、有文も多い。

　また、器厚が薄手のものと厚手のものがあり、それを基準に器厚が0.6cm前後を薄手、1.0cm前後

を厚手とした。それによると口縁部破片の内訳は薄手がａ区で33点、ｂ区で202点、ｃ区で３点、地

区不明12点の計250点、厚手がａ区30点、ｂ区265点、ｃ区で８点、地区不明17点の計320点で厚手の

出土が多い。

　ａ～ｃ区の比率ではａ区（19.4％、17.6％）、ｂ区（29.1％、38.2％）、ｃ区（2.6％、7.0％）、ｂ

区は２タイプを合計すると67.3％でその割合が高い。同様な傾向は無文胴部の出土量とも一致し、
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底部では乳房状尖底が主体をなす。

　また、全形を窺える資料をみると全体的にいびつで、その中では図112・123は形が整っている。

　図示したものは口縁形態でａ外反口縁、ｂ内彎口縁、ｃ直状口縁、ｄ口縁の内面が膨らむものに

細分される。

ａ外反口縁：口径は21.6～34.3cmと幅があり、外器面は口縁から３～10cmの範囲で丁寧に器面調整

が施され、内器面の調整は器厚が厚手のものは横位の刷毛、薄手のものは主に指頭痕が施されてい

る。口縁部の形状で次の3つに細分できる。　

a1：口縁部断面が舌状を呈し、大きく外反するもの（図99～102）。

a2：玉縁状を呈するもので、口唇に粘土紐を加える（図103・104）。

a3：口唇部分が緩やかに外反するもの（図105～107）。

　a1：図99は口縁部が大きく外反するもので口縁部より下に幅10cmは器面調整が丁寧だが、その下

部は雑に仕上げる。図100は前者より外反が強いもので、積み幅も3.0cmと明瞭である。外器面の丁

寧な調整は前者より幅が狭く、粘土の積み幅と同じ3.0cm程度である。図101は口径21.6cmで前２者

より器厚が薄く、小振りである。図102は他の土器より器色が明るめで、外反は弱い。穿孔を施すも

ので、穿孔の方向は外面から内面方向である。

　a2：図104は口唇に粘土紐を貼り付け、外反の強度を高め、玉縁状を呈するもので、粘土紐の接続

部も明瞭である。図103は他に比べて厚手で、口唇近くでやや膨らみを持たせ、口縁で曲げるような

形状で、そのため玉縁状に見える。

　a3：図105～107は口唇近くで外側に緩やかに外反するもので、図105・106が薄く、図107が厚い。

図106は口縁下から約８cmまで器面調整が丁寧で、器面調整が雑な胴部との間に境がある。図107は

粘土幅と同じ3.0cm程度まで器面調整が丁寧でそれ以下の胴部は雑に仕上げている。内面の器面調

整は図106が指頭痕に対し、図107は横位の刷毛ナデである。

ｂ内彎口縁：口径21.4～37.4cmで中～大型の土器である。

b1：口縁部が逆「く」字状に屈曲するもの（図108～111）。

b2：口縁部～胴部にかけて緩やかに湾曲するもの（図112・113・115・116）。

b3：ワイングラス状に湾曲し胴部が極端に小さくなるもの（図114・117・118・120）。

　b1：図108は砂質で、図109は胴部まである資料で粘土帯の幅が５cmで、積み痕の調整が明瞭に残

るものである。口縁断面は方形を呈し、器厚も0.5cmと1.2cmと差が大きく、厚い部分は縦位の指頭

痕が明瞭である。試掘調査（2009）と接合できた資料である。

　図110は厚手で、他と異なり、口縁部は外反するが逆「く」字状を呈するため、ここに含めた。図

111は粘土紐の凸部分が他の土器と異なり、篦で丁寧に器面調整されている。

　b2：図112は残りのよい資料で復元を試みた。その大きさは口径31.0cm、推定器高31.0cm、最大

胴径は32.5cmを測り、若干、口縁部より胴部が大きい。全体に均整のとれたものである。また、外

面の胴上部に薄く炭が付着する。図113・115・116も口径30.0cm以上の大型で、図113は口縁部近く

に穿孔、図116は幅1.4cmの扁平の鞍状凸帯文を施す。図115は口縁断面が舌状で、他に比べて器面調

整は丁寧である。

　b3：図117・118は口縁部に対して胴部は径をかなり小さくし、断面でみるとワイングラス状の段

をなすもので、厚手のタイプが多い。図120と図114は断面の形状からこのタイプに近い、図119はこ

のタイプの胴部と思われる。

ｃ直状口縁：８点得られ、そのうち、全形が窺えるものが４点得られた。図123・126は、いずれも
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口径に対して高さがあり、細身で、底部は乳房状尖底（底Ⅲbロ）である。図125はやや小振りで底

部はやや上げ底（底Ⅲf）、図124は標準的な鉢で底部も乳房状尖底（底Ⅲaイ）を呈する。口縁部か

ら底部までまっすぐに伸びる形（図123・125・126）、と胴上部でわずかに曲がる形（図124・127・

128）がある。

　大きさをみると中型（図123・126）と小型（図124・125）があり、図127・128は底部が欠損して

いるが、全形が窺えるものからすると、前者は器高が低く浅鉢に近く、後者は器高が高く深鉢にな

る可能性が高い。図121と122は薄手で、口縁断面をみると前者は舌状、後者は丸く、内外面とも指

頭痕による器面調整が顕著に見られる。

ｄ口縁の内側が膨らむもの：口径22.6～32.0cmの中～大型である。口縁部の形状で細分できる。

　d1舌状： 図133は径22.6cmと中型の土器で、底部は乳房状尖底(底Ⅲｂイ)である。粘土帯は明瞭

で、その幅は5.0cmである。図132は破片で全形は窺えないが、内面に厚みがあり、内彎気味である。

　d2外反：図134は口径が32.0cmと大型の土器で、口縁部の器厚が1.7cmと最も厚い。外面の口縁部

部分に不規則な沈線文を施すもので、底部は他と同様、乳房状尖底が想定される。図131は破片であ

るが、口縁部の形状からここに含めた。しかし、器面調整は特徴的で篦で外面が縦、内面が横位に

顕著に施す。

胴部：図129・130はⅣ類に属するもので器厚が1.0cm前後の厚手である。いずれも器面調整は雑で、

器厚も不安定で1.2～2.1cmと極端に厚い部分もあり、補修されたものと思われる。また、図130は特

徴的で内面に刷毛幅1.5cmの調整痕がみられるが、Ⅳ類（大当原式）の製作の粗雑さを示す資料であ

る。

Ⅴ類：くびれ平底系土器

　口縁部の形態及び器厚も平均0.5cm前後と薄手で、焼成がよく、黄褐色を呈する。また、出土する

場所（ｃ区）によるものか器表面に砂状の物質が付着するものが大半を占める。この区で出土する

底部もくびれ平底が主体であることから「くびれ平底系土器」とした。

　ａ～ｃ区での口縁部の出土状況をみるとａ区６点、ｂ区50点、ｃ区79点、地区不明１点の計136点

で、出土比率をみるとａ区3.5％、ｂ区7.2％、ｃ区69.3％とｃ区で主体をなす。

　底部についてみると器厚が0.6cm前後のくびれ平底土器はｃ区で多く得られており、Ⅳ類と同様

の傾向を示す。口縁部の形状から下記に細分される。全体として出土量は少ない方である。ａ：小

型土器（図135）、ｂ：口縁断面が丸く、やや外反する（図138・139）、ｃ：口縁断面が方形（図136・

137・140・141）、ｄ：口縁が外反し、泥質を呈する（図142）、ｅ：有文（図143)、ｆ：口縁部が

「く」字状に外反する（図144・145）、ｇ：注口（図153・154）に細分される。

ａ：図135で口径9.8cm、器厚が0.4cmを呈し、口縁断面は方形でわずかに外反する。内面に積み痕が

明瞭に残ることから壺、薄手で口縁部が外反することから小型土器、２つの可能性が考えられる

が、形状から後者の可能性が高い。　

ｂ：図138・139は口縁部を外反するものである。図139は口径が28.4cmの大型のタイプで、図138は

口縁部分を指頭痕で補強するものである。　　

ｃ：図136・137・140・141は口縁断面が方形を呈し、わずかに外反し、口唇が0.9cm前後と厚くな

る。ｂタイプと異なり、口縁部分は外面及び口唇を篦で調整し、内面は指で押しつけて補強し、図

136・137は内面に積み痕が明瞭に残り、図140・141は特に内面が厚く、口縁部を補強したようである。

ｄ：図142は他と異なり胎土が泥質で、口径15.0cmと小振りで、いわゆるフェンサ下層式土器に類似

する。この種の胎土は本遺跡でほとんど見られない。類例は伊礼原Ｄ遺跡（2008）で得られている。
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ｅ：図143は胴部で、口縁部が欠落し、これまでの分類に含まれないため、新たに分けた。器厚が３

～５㎜と他よりも薄く、焼成も非常によい。胴部に不定形の曲線で幅広沈線文を描く。文様は前述

の有文土器と類似する。しかし、胎土などから本分類に含めた。

ｆ：図144・145は器厚が4～7㎜ の薄手で、「く」字状に屈曲するもので、泥質を呈する。外面に横

位の篦ナデがみられ、胎土に赤粒を混入する。形状からグスク土器に類似する。

ｇ：注ぎ口と思われる破片２点が得られた（図153・154）。図153は注口断面が「Ｕ」字状、図154は

「Ｖ」字か方形を呈するもので、前者が器厚0.6cm、後者0.4cmと薄手である。胎土をみると図153は

火山ガラスが含まれることから搬入土器の可能性が高い。類例は奄美マツノト遺跡（2006）に報告

されている。

　3）その他

布目痕：図148は小破片であるが、内面に布目の痕が確認されたので図化した。口縁断面は舌状で、

胎土は大当原式に近い。類例はマツノト遺跡（2006）にある。

胴部：器面調整に特徴が見られるものを図示した。図150・151は胎土はⅣ類に似るが、外面に斜位

の刷毛目が明瞭にみられ、内面に横位の篦ナデが顕著に認められ、後者はさらにナデ消しされてい

るものである。器面調整が他のⅣ類と異なるものである。  

　図149は前述の２点より薄手で胎土も細かく、器面調整は内外面とも条痕が明瞭でナデ消しが認

められる。図152は両面に煤が付着する。出土地も北東区177KSPでⅣ類以外のものと思われる。

・土製品

　図155はドーナツ状に成形した製品で、復元径は内径1.9cm、外径8.5cmで、内縁の厚さが14mm、外

縁の厚さが４mmと外縁に舌状に細くなる。胎土はⅣ類（大当原式）に類似する。また、片面に弧状

沈線文が施される。

・Ⅵ層以外土器

　第48図156～160はⅥ層（貝塚後期）の出土ではないため、ここにまとめた。

　図156・157は曽畑式土器、図158は室川下層式土器、図159は仲泊式か面縄東洞式の胎土に似た土

器で川跡部分で得られ、図160は宇佐浜式土器でⅣ層の柱穴の最下部から出土した。

　図156は外面に整った条痕を施し、器厚が８～11mmと次第に厚くなることから底部近くと考えら

れる。胎土に粒の粗い滑石を多量に混入するもので、搬入されたものと思われる。類例は伊礼原遺

跡原低湿地区、伊礼原Ｅ遺跡から出土している。

　図157は口縁部が大きく外反するもので、内外面に沈線文を施すものである。文様は外面胴上部

に横位、口唇とその間を斜位、内面は弧状に沈線文を施す。全体に器面は剥離し、摩耗する。器色

は暗褐色を呈する。

　図158は胴部で外面に縦位の刺突文を施すものである。器色は外面－茶褐色、内面が暗褐色を呈

し、器面調整:外面－条痕、器厚：10～12㎜、文様：外面－縦位の刺突文を施すものである。

　図159は器厚が0.5cmと薄手の土器で全体に摩耗するものである。胎土や器色から面縄東洞式土器

か仲泊式土器の類と思われるもので出土地は前３者と異なり、下流のＬ8で出土している。

　図160は小破片であるが、口縁部断面は三角形を呈し、砂質であることから宇佐浜式土器の、口縁

部と考えられる。E8Ⅳ層の柱穴（492SP）で出土している。平面的には川跡部分であるが、標高3.3m

の位置で川の堆積層としては上位であり、今後の資料の追加を待ちたい。
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　第３表－１　土器観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類
番
号

第図
図版

E6　Ⅵ層
090625-0

形状:逆「く」字状に屈曲･口縁はリボン状突起･口縁断面は丸、胎土:やや砂質、
焼成:良好、混入物:石英、混入量:微量、粒度:微細粒、器色:外面－橙褐色･内
面－暗褐色、器面調整:ナデ丁寧、器厚:4～8㎜

13.4 
－ 
－

口縁部
搬入土器
甕･鉢 
ａ1

1

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

28

10

E9　Ⅵ層
090630-0

形状:逆「く」字状に屈曲･口縁は段状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼
成:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面
調整:ナデ、器厚:3～6㎜

－ 
－ 
－

口縁部
搬入土器 
甕･鉢 
ａ1

2

K11　89KSK 
090220-

形状:逆「く」字状に屈曲･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混
入物:石英、角閃石･火山ガラス、混入量:多量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器
面調整:ナデ(丁寧)、器厚:5～8㎜、文様:外面－横位の沈線

－ 
－ 
－

口縁部
搬入土器 
甕･鉢 
ａ2

3

K11　Ⅵ層
形状:逆「く」字状に湾曲･口縁断面はやや玉縁状、胎土:やや砂質、焼成:良
好、混入物:赤色粒･石英･角閃石･火山ガラス、混入量:多量、粒度:粗粒、器
色:橙褐色、器面調整:ナデ（外面－丁寧)、器厚:8㎜

18.6 
－ 
－

口縁部
搬入土器 
甕･鉢 
ａ2

4

J11　Ⅵ層 
090217-639

形状:逆「く」字状に屈曲･口縁断面は丸、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入
物:石英・輝石･砂粒･光(白)、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器面
調整:指頭痕･ナデ、器厚:4㎜

16.0 
－ 
－

口縁部
搬入土器 
甕･鉢 
ａ2

5

J11・K11 Ⅵ層　89KSK 
090219・090218-666

形状:逆「く」字状に湾曲･口縁断面はやや舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、
混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:外面－橙褐色･内面－淡橙褐
色、器面調整:指頭痕･ナデ、器厚:6～8㎜

27.1 
－ 
－

口縁部
搬入土器
甕･鉢 
ａ3

6

E6　Ⅵ層
090626-0

胎土:砂質、焼成:やや良、混入物:角閃石･火山ガラス･石英･赤色粒、混入量:
やや多量、粒度:やや細粒、器色:外面－黄褐色､内面－淡黄色、器面調整:ナデ丁
寧、器厚:4～8㎜、外面－黒斑点有り･内面－ハガレ

－ 
－ 
－

胴部
搬入土器 
甕･鉢 
ｂ1

7

E6　Ⅵ層 
090625-0

胎土:砂質、焼成:良好、混入物:石英･角閃石･火山ガラス、混入量:多量、粒
度:やや粗粒、器色:黄褐色、器面調整:ナデ丁寧、器厚:７ ㎜、外面に扇状の
黒斑点有り

－ 
－ 
－

胴部
搬入土器 
甕･鉢 
ｂ1

8

E6　Ⅵ層 
090625-0

形状:小振りの土器･口縁断面は逆「Ｌ」字状（約2cmと幅広）、胎土:やや砂質、
焼成:良好、混入物:石英･チャート、混入量:やや多量、粒度:粗粒、器色:橙
褐色、器面調整:ナデ、器厚:5～10㎜、文様:肩部に断面三角状の凸帯文(幅10
㎜･厚さ6.5㎜)

14.5 
－ 
－

口縁部
搬入土器 
甕･鉢 
ｂ2

9

J11　Ⅵ層
090207-

形状:胴部が段をなす、胎土:砂質、焼成:やや悪、混入物:石英･輝石(少)､混入
量:少量、粒度:細粒､器色:黄褐色､器面調整:ナデ、器厚:3～5㎜

－ 
－ 
－

胴部
搬入土器 
甕･鉢 
ｃ1

10

E6　Ⅵ層
胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石英･火山ガラス･角閃石･砂粒、混入量:
多量､粒度:細粒、器色:橙色、器面調整:篦ナデ･指頭痕、器厚:7mm

－ 
－ 
－

底部付近
搬入土器
甕･鉢(脚台) 
ｂ3

11

E7　Ⅵ層
形状:上げ底の中実脚台、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:角閃石･石英･砂
粒･火山ガラス、混入量:多量、粒度:粗粒、器色:橙色、器面調整:ナデ丁寧、
器厚:9㎜、底厚:43㎜

－ 
－ 
7.6

底部
搬入土器 
甕･鉢(脚台) 
ｂ3

12

E8・E9　Ⅵ層 
090360

形状:口縁部は外反する浅鉢･口縁断面は丸･底部は上げ底の脚台（胎土は在
地）･底厚は2.9cm、胎土:泥質、焼成:悪い、混入物:赤色粒･砂粒、混入量:多
量、粒度:粗粒、器色:外面－橙色･内面－淡橙色（底部は暗褐色に変色）、器面
調整:ナデ、器厚:7～9㎜

25.5 
15.6 
 8.5

口～底部
搬入土器
甕･鉢(脚台) 
ｂ4

13

G8　Ⅵ層上部 
081022 

形状:口縁部は逆「く」字状に反り、肩が張る･口縁断面はやや舌状、胎土:砂
質(吸水性強)、焼成:やや良、混入物:石英･赤色粒･砂粒、混入量:少量、粒度
:細粒、器色:黄褐色、器面調整:外面－口縁部の刷毛目明瞭･内面－刷毛目･指頭
痕、器厚:6.0㎜、文様：外面－瘤状突起(10×10㎜･厚さは7㎜･断面は三角状)
を縦位に2個1組･4箇所に貼付、最大胴径:28cm

19.6 
－ 
－

口～胴部
搬入土器
甕･鉢 
ｃ2

14

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

29

11

E7　Ⅵ層 
090630-0

形状:口縁部は朝顔状に外反･口縁断面は方形、胎土:砂質、焼成:良好、混入物
:石英･角閃石･火山ガラス･赤色粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色:
橙褐色、器面調整:ナデ、器厚:5～9㎜

－ 
－ 
－

口縁部
搬入土器 
壺 
ａ

15

E7　Ⅵ層 
090627-0

形状:口縁部は「ハ」字状で上端が僅かに外反･口縁断面は丸、胎土:砂質、焼
成:やや悪、混入物:石英･輝石･火山ガラス、混入量:やや多量、粒度:やや粗
粒、器色:橙褐色、器面調整:外面－ナデ･内面－ハガレ、器厚:5～8㎜

12.4 
－ 
－

口縁部
搬入土器 
壺 
ｂ

16

E6　Ⅵ層
090625-0

形状:口縁部は「ハ」字状で緩く窄まり、上端は外反、胎土:砂質、焼成:やや
悪い、混入物:石英･火山ガラス･砂粒、混入量:多量、粒度:粗粒、器色:外面－
赤褐色･内面－暗褐色、器面調整:ナデ、器厚:6～10cm

－ 
－ 
－

口縁部
(口唇破損)

搬入土器 
壺 
ｂ

17

E8　Ⅵ層 
090626-0

形状:肩部が張る、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:赤色粒･粘板岩粒、混
入量:多量、粒度:粗粒、器色:赤褐色、器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:8～10㎜、
図17と同一個体の可能性有り

－ 
－ 
－

肩部
搬入土器 
壺 
ｂ

18

L11　Ⅵ層 
090610-3003

形状:胴部は膨らむ、胎土:砂質、焼成:やや良好、混入物:光(白)･石英･火山ｶ
ﾗ゙ｽ･混入量:やや多量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:ナデ･外面－光沢有
り(磨き)、器厚:7㎜、文様:横位の浅い沈線を3条施す

－ 
－ 
－

肩･胴部
搬入土器 
壺 
ｃ

19

I10　Ⅵ層 
090218-0

形状:肩部は張る、胎土:砂質、焼成:堅致、混入物:火山ガラス･赤色粒･石英、
混入量:やや多量、粒度:やや細粒、器色:灰橙褐色、器面調整:ナデ･外面－光沢
有り(磨き)、器厚:10㎜

－ 
－ 
－

肩･胴部
搬入土器 
壺 
ｃ

20

H10　Ⅵ層 
090122-

胎土:砂質、焼成:良好、混入物:角閃石･石英･粘板岩粒、混入量:多量、粒度:
粗粒、器色:外面－暗積褐色･内面－赤褐色、器面調整:ナデ、器厚:7～9㎜、文
様:断面三角状の細い凸帯文(幅4.5㎜)を縦位の曲線状に貼り付け

－ 
－ 
－

肩部
搬入土器
壺 
ｃ

21

H4　Ⅵ層 
090120-156

形状:胴部は膨らむ、胎土:砂質、焼成:やや悪、混入物:赤色粒･石英･火山ガラ
ス、混入量:多量、粒度:やや粗粒、器色:橙褐色、器厚:5～6㎜、文様:肩部に
幅3㎜の凸帯文(横位･断面形は丸)

－ 
－ 
－

肩部
搬入土器
壺 
ｃ

22

L11　Ⅵ層 
090626-0

形状:最大径は肩部にある、胎土:砂質(洗練･軽量)、焼成:やや良好、混入物:
石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面調整:ナデ(外面丁
寧)、器厚:6～9㎜、文様:外面肩部に2～3条の細沈線を弧状に施す

－ 
－ 
－

肩～底部
近く

搬入土器 
壺 
ｃ

23
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　第３表－２　土器観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類
番
号

第図
図版

I10　Ⅵ層 
090218-0＋090219-0

形状:長頸･口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:赤
色粒･石灰粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面調整:ナデ、器厚
:5～7㎜、文様:頸部に凸帯文(断面三角状)を囲繞･その上部に径7㎜ の孔を均
等に3箇所(外→内)に穿孔

8.5 
－
－

口縁部
在地土器
壺 
ａ

24

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

30

12

G9　Ⅵ層
090109-

形状:口縁部は直状･口縁断面は丸、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石英
･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整:ナデ、器厚:4㎜、
文様:逆「U」字状凸帯文(幅は5㎜)

－
－
－

口縁部
在地土器
壺 
ａ

25

J4　Ⅵ層 
090623-0

形状:口縁部は「ハ」字状で緩く窄まり、上端は外反･口縁断面は玉縁状、胎
土:やや砂質、焼成:やや悪い、混入物:石英、混入量：少量、粒度:細粒、器
色:黄茶褐色、器面調整:ナデ、器厚:6㎜

8.0 
－ 
－

口縁部
在地土器
壺 
ｂ

26

I10　Ⅵ層 
090129-

形状:口縁部はやや外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物
:赤色粒･石英、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色:赤褐色、器面調整:
ナデ、器厚:7～10㎜と厚手、文様:外面－沈線文(不規則)

－ 
－ 
－

口縁部
在地土器
壺 
ｃ

27

I10　Ⅵ層
090129-

形状:口縁部はやや外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物
:砂粒･石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:外面－ナデ丁
寧、器厚:6～8㎜

6.2(推定) 
－ 
－

口縁部
在地土器
壺 
ｃ

28

I10　Ⅵ層 
090218-0

形状:口縁部は外反･口縁断面は丸、胎土:砂質、焼成:良好、混入物:石英･輝
石、混入量:多量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:ナデ(外面丁寧)、器
厚:6㎜

8.6 
－ 
－

口縁部
在地土器
壺 
ｃ

29

G9　Ⅵ層
090130-

形状:口縁部はやや外反･肩部はなで肩状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、
焼成:良好、混入物:石英･赤色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、
器面調整：ナデ、器厚:3～9㎜、内面の頸部は厚手

5.2 
－ 
－

口縁部
在地土器
壺 
ｃ

30

H11　Ⅵ層 
090218-0

形状:口縁部はやや外反･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物
:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:微細粒、器色:橙褐色、器面調整:ナデ･指頭
痕、器厚:7㎜

9.0 
－ 
－

口縁部
在地土器
壺 
ｃ

31

I3　Ⅵ層 
090623-0

形状:肩部はナデ肩状、胎土:やや砂質、焼成:やや悪い、混入物:石英･砂粒、
混入量:少量、粒度:微細、器色:黄褐色、器面調整：外面－ナデ、器厚:8㎜、
文様:外面頸部に沈線文(横)＋刻目文

－ 
－ 
－

頸部
在地土器 
壺

32

J11　Ⅵ層 
090212-611

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石
英･輝石、混入量:やや多量、粒度:やや細粒、器色:黄茶褐色、器面調整:ナデ
丁寧、器厚:6㎜、文様:外面－2条の沈線文(横)＋刺突文(混和材が抜け落ちた
様に思われる）

15.9 
－ 
－

口縁部
有文
ａ

33

I11　Ⅵ層 
090220-

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:砂質、焼成:悪い、混入物:石英･砂
粒、混入量:やや多量、粒度:細粒、器色:外面－暗褐色･内面－黄茶褐色、器面
調整:ナデ、器厚:6～11㎜、文様:細沈線文(縦＋横）のほぼ中央に有孔

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ2

34

L11　Ⅵ層 
090208-512

形状:口縁部は緩やかに湾曲･口縁断面はやや丸、胎土:やや砂質、焼成:良好、
混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面調整:ナデ･
指頭痕、器厚:5～11㎜、文様:外面－叉状工具による幅広沈線文(縦位＋ラフな
楕円)、内面－幅広沈線文(斜位)

23.0 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ3

35

H11　Ⅵ層 
081226-

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:やや良好、混入物
:石英･赤色粒･粘板岩粒、混入量:やや多量、粒度:細粒、器色:茶褐色(両面黒
色部分有り)、器面調整:ナデ、器厚:3～7㎜、文様:口唇－刻目文･外面－幅広沈
線文(波状)

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ａ3

36

H10　Ⅵ層
090218-667

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:赤
色粒･石英・輝石、混入量:少量、粒度:やや細粒、器色:黒褐色、器面調整:内
－篦ナデ、器厚:9㎜、文様:外面－幅広沈線文(弧状＋横位)、内面:幅広沈線文
（弧状）

37.8 
－ 
－

口縁部
有文
ａ3

37

G9　Ⅵ層 
090122-215

形状:口縁部は直状･口縁断面は方形、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:赤
色粒･石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整：ナデ(丁寧)、
器厚:6～8㎜、文様:口唇－刺突文･外面－細沈線文(曲）

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ａ4

38

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

31

13

J11　Ⅵ層 
090210-519

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石
英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色：茶褐色、器面調整:ナデ丁寧、器
厚:4～6㎜、文様:外面－細沈線文で弧状･内面－細沈線文(縦位)･有孔

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ａ4

39

K11　Ⅵ層 
090610-3006

形状:口縁部はやや外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物
:石英･砂粒･輝石、混入量:少量、粒度:細粒、器色：茶褐色、器面調整:ナデ、
器厚:4～9㎜、文様:外面－沈線文で鋸歯状･内面:弧状･口唇－刻目文

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ａ4

40

H11　Ⅵ層 
081226-

形状:口縁部は直状･口縁断面は方形、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:赤
色粒･石英･粘板岩粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器面調整:ナ
デ、器厚:5～6㎜、文様:口唇－刺突文･外面－沈線文(曲･浅い)

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ａ4

41

K11　Ⅵ層 
090625-0

形状:口縁部は直状･口縁断面は丸、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:輝石
･石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄茶褐色、器面調整:ナデ･刷毛目(内
面)、器厚:4～8㎜、文様:両面－細沈線文(曲)

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ａ4

42

H10・H11・H5　Ⅵ層
081226・090219・090117

形状:口縁部は内彎･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石
英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整:指頭痕･ナデ、
器厚:8～11㎜、文様:内外面－沈線文(波状)

31.8 
－ 
－

口縁部
有文
ａ4

43

H10　Ⅵ層 
090116-108

形状:口縁部は内彎･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:輝
石･石英･粘板岩粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色：茶褐色、器面
調整:外面－ナデ(篦？指？)内面－指頭痕･篦ナデ、器厚:3～11㎜、文様：両面
:沈線文(外面－波状･内面－斜位の弧状）･外－深い･内－浅い

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ4

44

H10　Ⅵ層 
090216-655

形状:口縁部はやや内彎･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物
:輝石･石英・粘板岩粒･赤色粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色:赤
褐色、器面調整:指頭痕･篦ナデ痕明瞭、器厚:3～11㎜、文様:沈線(外面－曲)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ4

45

第三章　第４節２
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第三章　第４節２

　第３表－３　土器観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類
番
号

第図
図版

J12　Ⅵ層
090216-

形状:口縁部は直状･口縁断面は丸、胎土:やや砂質、焼成:やや良好、混入物:
石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄茶褐色、器面調整:ナデ、器厚
:5～8㎜、文様:口唇－刺突文･外面－沈線文(横＋鋸歯状)＋刺突文

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ1

46

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

31

13

J12　Ⅵ層
090216-

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:砂質、焼成:良好、混入物:石英･砂
粒、混入量:少量､粒度:細粒、器色:黄茶褐色、器面調整:ナデ、器厚:8㎜、文
様:口唇－刺突文･外面－沈線文(横＋鋸歯状)＋刺突文･内面－沈線文(横＋鋸歯
状･浅い)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ1

47

不明　Ⅵ層
形状:口縁部は内彎･口縁断面は舌状、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:砂粒、
混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:5～11
㎜、文様:外面－沈線文(波状交差)

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ａ4

48

H9　Ⅵ層
090216
090212-544

形状:口縁部は直状･口縁断面はやや丸、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:
赤色粒･石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄茶褐色、器面調整:ナデ･指
頭痕、器厚:7㎜(上部は若干厚手)、文様:両面－細沈線文(外面－横+波状、内面
－波状）

26.6 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ4

49

I11　Ⅵ層 
090120-138

形状:口縁部は直状･口縁断面はやや丸、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:
石英･粘板岩粒、混入量:多量、粒度:やや粗粒、器色:茶褐色、器面調整:ナデ
･指頭痕、器厚:7～8㎜、文様:外面－沈線文(曲)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ4

50

H10　Ⅵ層
090122-

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:赤
色粒｡石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:ナデ、器厚:3
～7㎜、文様:外面－沈線文(横＋波状)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ4

51

E8　Ⅵ層 
090105-

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:石
英･赤色粒･砂粒、混入量:少量、粒度:やや細粒、器色:茶褐色、器面調整:ナ
デ、器厚:3～10㎜、文様:外面－沈線文(曲)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ4

52

I11　Ⅵ層 
090210-

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:赤
色粒･石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面調整:ナデ、器厚:6
～8㎜、文様:外面－沈線文(曲)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ａ4

53

H11　Ⅵ層
090105-

胎土:砂質、焼成:やや良好、混入物:石英･角閃石･粘板岩粒、混入量:やや多
量、粒度:やや粗粒、器色:茶褐色、器面調整:篦ナデ、器厚:5～9㎜、文様:外
面－沈線文(規則性がある)

－ 
－ 
－

胴部
有文 
ａ

54
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J11　Ⅵ層 
090212-

胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、
器色:茶褐色、器面調整:ナデ、器厚:6㎜、文様:外面－刺突文

－ 
－ 
－

胴部
有文 
ｂ

55

J10　Ⅵ層 
090212-

形状:緩やかな逆「く」字状に湾曲、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:石英、
混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面調整:外面－条痕、器厚:7～12㎜、
凸帯文の幅:約8㎜、文様:凸帯文（8㎜幅で「Ｓ」字状）

－ 
－ 
－

胴部
有文 
ｃ2

56

M11　Y層 
090625-

胎土:やや砂質、焼成:やや悪い、混入物:赤色粒･石英、混入量:少量、粒度:
細粒、器色:黄褐色、器面調整:ナデ、器厚:6～9㎜、文様:横位の凸帯文上に
短沈線文(凸帯幅:10㎜)

－ 
－ 
－

胴部
有文 
ｃ1

57

H9　Ⅵ 
090219-

胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:
外－茶褐色･内－灰茶褐色、器面調整:ナデ明瞭、器厚:6～10㎜、文様:外面－凸帯
文（縦･幅：10㎜)

－ 
－ 
－

胴部
有文 
ｃ2

58

I10　Ⅵ 
090216-

胎土:泥質、焼成:良好、混入物:石英･赤色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器
色:淡橙褐色、器面調整:ナデ、器厚:12㎜、文様:凸帯文（幅は10㎜)

－ 
－ 
－

胴部（頸部）
有文
ｃ2

59

L11　Ⅵ層 
090206-508

形状:口縁部は逆「く」字状に屈曲･口縁断面は丸、胎土:泥質、焼成:良好、
混入物:赤色粒･石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細かい、器色:橙褐色、器面
調整:指頭痕、器厚:6～8㎜、文様:凸帯文（10㎜幅)

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ｃ2

60

I10　Ⅵ層 
090206-

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:砂質、焼成:良好、混入物:石英･赤
褐色、混入量:少量、粒度:細粒、器色:外－黄橙色･内－暗橙色、器面調整:ナデ、
器厚:3～6㎜、文様:外面に斜位の凸帯文(縦･幅6㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ｃ3

61

I10　Ⅵ層
090128-

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:赤
色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器面調整:ナデ、器厚:4㎜、
文様:リボン状の凸帯文(幅は5～9㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｃ3

62

H9　Ⅵ層 
090216-

形状:口縁部はやや外反･口縁断面は丸(玉縁状)、胎土:やや砂質、焼成:良好、
混入物:石英･赤色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:ナ
デ、器厚:4～6㎜、文様:鞍状凸帯文(16×6㎜･紐状)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｃ4

63

J11　Ⅵ層 
090211-541

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:石
英･赤色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:外面－淡橙色･内面－黄橙色、器面
調整:ナデ、器厚:4～9㎜、文様:外面－鞍状凸帯文(幅:18×8㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｃ4

64

H10　Ⅵ層
081224-

形状:口縁部は直状･口縁断面は丸、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:砂粒、混
入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整:ナデ、器厚:7㎜、文様:鞍状
凸帯文(17×12㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｃ4

65

G10　Ⅵ層 
090216-

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質､焼成:良好、混入物:石
英･赤色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:淡赤褐色、器面調整:ナデ、器厚
:8～10㎜、文様:鞍状凸帯文(幅:21×18㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｃ4

66

H10　Ⅵ層 
090216-655

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:石英、
混入量:少量、粒度:細粒、器色:暗褐色、器面調整:ナデ、器厚:5～7㎜、文様
:鞍状凸帯文(16×22㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｃ4

67

G8　Ⅵ層 
090202-

形状:口縁部は直状･口縁断面は方形、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:赤褐色
粒･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶黄褐色、器面調整:ナデ、器厚:5
～7㎜、文様:鞍状凸帯文(16×18㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｃ4

68
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　第３表－４　土器観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類
番
号

第図
図版

E8　Ⅵ層 
090625-0

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:角
閃石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整:ナデ、器厚:不明、
文様:凸帯文が鍔状に貼付(3㎜幅)(その上面に文様らしきもの有り)

－ 
－ 
－

口縁部
有文
ｅ1

69
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H10　Ⅵ層 
090106-

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:砂粒、
混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙色、器面調整:指頭痕、器厚:4～8㎜、文様
:瘤状突起（15×10㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｅ2

70

E8　Ⅵ層 
090625-

胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:砂粒、混入:少量、粒度:細粒、器色:橙
褐色、器面調整:ナデ、器厚:7～10㎜、文様:外面－凸帯文または外耳(横･15㎜
幅)が斜位に貼り付け

－ 
－ 
－

胴部
有文 
ｅ3

71

H9　Ⅵ層 
090219-

形状:口縁部は逆「く」字状に湾曲･口縁断面は舌状、胎土:泥質、焼成:良好、
混入物:石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面調整:ナデ、器厚
:４～6㎜、文様:口唇で折り曲げて粘土を貼り付ける(幅:10㎜)

17.2 
－ 
－

口縁部
有文 
ｄ

72

不明　Ⅵ層
形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:石
英、混入量:少量、粒度:やや粗粒、器色:橙褐色、器面調整:ナデ、器厚:5～7
㎜、文様:口唇部に粘土を薄く貼り付ける(幅:約18㎜)

－ 
－ 
－

口縁部
有文 
ｄ

73

G10・H10　Ⅵ層 
090126・090128

形状:口縁部は内彎･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:石
英･赤色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整:指頭痕･ナデ、
器厚:8㎜、粘土幅:約4cm、文様:鞍状凸帯文(24×10㎜)

17.9 
－ 
－

口縁部
小型 
ａ

74
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G9　Ⅵ層 
090202-491

形状:口縁部は内彎･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:赤
色粒･石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整:指頭痕･
ナデ、器厚:6～7㎜、粘土幅:3～5cm

18.0 
－ 
－

口縁部
小型 
ａ

75

I10　Ⅵ層 
090128-

形状:口縁部は内彎･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:赤
色粒、混入量:少量、粒度:粗粒、器色:茶褐色、器面調整:ナデ、器厚:5～10㎜、
口唇に粘土紐を貼り付ける(幅:8㎜程)

15.6 
－ 
－

口縁部
小型 
ａ

76

H9・I9・I10　 
Ⅵ層 
090626-0

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状･胴部から底部にかけて急に窄まる、胎土
:やや泥質、焼成:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:
黄褐色、器面調整:指頭痕･内面－条痕明瞭(斜め)、器厚:4～6㎜

14.3 
11.0 
(推定) 
－

口～胴部
小型 
ｂ

77

H10　Ⅵ層 
090115-

形状:口唇部が凸帯文様に肥厚･口縁部は直状･口縁断面は丸、胎土:砂質、焼
成:良好、混入物:石英･赤色粒･粘板岩粒、混入量:やや多量、粒度:細粒、器
色:外面－暗茶褐色･内面－茶褐色、器面調整:外面－篦ナデ明瞭･内面－指頭痕、
器厚:7～9㎜、肥厚帯幅:5～8㎜

－
－ 
－ 

口縁部
甕･鉢 
Ⅰ類ａ

78

K11　Ⅵ層
090211-

形状:口縁部は外反･口縁断面は明瞭な角を持つ、胎土:やや砂質、焼成:堅致、
混入物:石英･角閃石、混入量:やや多量、粒度:細粒、器色:黄茶褐色、器面調
整:ナデ･指頭痕、器厚:4～8㎜、肥厚幅:約13㎜

－
－ 
－ 

口縁部
甕･鉢 
Ⅰ類ａ

79

E8　Ⅵ層 
090630-0

形状:頸部で段を作る、胎土:やや砂質、焼成:やや良好、混入物:石英･輝石、
混入量:多量、粒度:やや粗粒、器色:外面－橙茶褐色･内面－暗褐色、器面調整:
ナデ、器厚:5.5～10㎜

－
－ 
－

頸部
甕･鉢 
Ⅰ類ａ

80

E7　Ⅵ層
090630-0

形状:口縁部は逆「く」字状に湾曲･口縁断面はやや舌状、胎土:砂質、焼成:
やや良、混入物:角閃石･石英、混入量:やや多量、粒度:細粒、器色:橙色、器
面調整:ナデ･指頭痕、器厚:5～7㎜

23.8 
23.0 
(推定) 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅰ類ｂ

81

J11・12　Ⅵ層 
090216-17

形状:口縁部は直状･口縁断面は方形、胎土:砂質、焼成:良好、混入物:石英･角
閃石･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色(内面下部は黒褐色に変
色）、器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:5～8㎜

29.8 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅱ類ａ

82

第
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不明 
090225-01

形状:口部は直状･口縁断面は丸(疑似口縁？)、胎土:砂質、焼成:やや良好、混
入物:石英･貝(微小巻き貝)砂粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色:茶
褐色、器面調整:ナデ、器厚:8㎜

－
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅱ類ａ

83

J11・12　Ⅵ層 
090216
090217-642

形状:口縁部は直状(胴部で緩やかに湾曲･口縁断面は丸と方形、胎土:砂質、
焼成:良好、混入物:石英･角閃石･砂粒、混入量:やや多量、粒度:細粒、器色:
黄褐色(内面下部は黒色に変色)、器面調整:ナデ(丁寧)･指頭痕、器厚:3～10
㎜(胴部より口唇が細い)

29.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅱ類ａ

84

E7　Ⅵ層 
090627
090630-0

形状:口縁部はやや外反･口縁断面は丸･内面口唇が厚い、胎土:砂質、焼成:良
好、混入物:輝石･石英･光(白)、混入量:多量、粒度:やや細粒、器色:外面－橙
褐色･内面－暗褐色、器面調整:ナデ･指頭痕(内面)、器厚:7～10㎜(口唇が厚
い）

26.7 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅱ類ｂ
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E6　Ⅵ層 
090624-0

形状:口縁部は直状･口縁断面は丸、胎土:砂質、焼成:良好、混入物:石英･角閃
石、混入量:多量、粒度:細粒、器色:外面－茶褐色･内面－黒褐色、器面調整:ナ
デ･指頭痕、器厚:6～9㎜

31.2 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅱ類ａ

86

E6　Ⅵ層 
090626-0

形状:口縁部は直状･口縁断面は丸･胴部は僅かに膨らむ、胎土:砂質、焼成:悪
い、混入物:石英･砂粒･光(白)、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器
面調整:ナデ･指頭痕、器厚:7～9㎜

－ 
－
－ 

口縁部
甕･鉢 
Ⅱ類ａ

87

E6　Ⅵ層 
090625-0

形状:口縁部は内傾(「ハ」字状)･口縁断面はやや方形、胎土:砂質、焼成:良
好、混入物:角閃石･石英、混入量:多量、粒度:やや粗粒、器色:外面－橙褐色･
内面－暗褐色、器面調整:ナデ･指頭痕(内面)、器厚:7～10㎜

19.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅱ類ｃ

88

H10　Ⅵ 層 
090126+090128

形状:口縁部は外反･逆「く」字状に屈曲(屈曲部が長い)･口縁断面は丸、胎土
:砂質、焼成:良好、混入物:石英･砂粒･角閃石、混入量:少量、粒度:細粒、器
色:黄褐色、器面調整:ナデ(丁寧)･刷毛目、器厚:5㎜

30.2 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ａ
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H10・H11　Ⅵ層
090108・090121-163

形状:口縁部は外反･緩やかな逆「く」字状に湾曲･口縁断面は丸、胎土:やや
砂質、焼成:やや良、混入物:石英･砂粒、混入量:やや多量、粒度:細粒と粗粒、
器色:赤褐色、器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:5.5～7㎜

27.8
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ｂ

90

E7　Ⅵ層 
090627-0

形状:口縁部はやや外反で段有り･口縁断面は丸、胎土:やや砂質、混入物:砂
粒、混入量:多量、粒度:粗粒、器色:両面:黄茶褐色(外面は僅かに煤付着)、
器面調整:指頭痕、混入物が抜け落ちて器面がアバタ状

－ 
－
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ｂ

91

第三章　第４節２
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第三章　第４節２

　第３表－５　土器観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類
番
号

第図
図版

E6　Ⅵ層 
090626-0

形状:口縁部は僅かに外反･口唇の内縁が丸みを帯びる、胎土:やや砂質、焼成
:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面調
整:ナデ･指頭痕、器厚:7～10㎜(口唇の内面は厚い)

17.2 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ｃ

92
第
　
図
・
図
版
　

36

18

E6　Ⅵ層 
090625-0

形状:口縁部は直状･口縁断面は丸、胎土:砂質、焼成:やや悪い、混入物:石英、
混入量:少量、粒度:細粒、器色:淡橙色、器面調整:ナデ、器厚:9～11㎜(口唇
は僅かに厚い)

28.6 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ｃ

93

I11　Ⅵ層 
090121-134

形状:口縁部は僅かに外反･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入
物:石英･砂粒･赤色粒、混入量:少量、粒度:粗粒、器色:淡茶褐色、器面調整:
ナデ･指頭痕、器厚:5～9㎜

24.6 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ｄ

94

第
　
図
・
図
版
　

37

19

J11　Ⅵ層 
090211- 

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石
英･角閃石･混入量:多量、粒度:粗粒、器色:茶褐色、器面調整:ナデ･指頭痕、
器厚:8㎜

29.0 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ｄ

95

E9　Ⅵ層 
090630-0

形状:口縁部は外反･口縁断面は方形、胎土:良好、焼成:やや砂質、混入物:石
英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:6
～9㎜

23.1 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ｅ

96

H10　Ⅵ層 
090129-430

形状:口縁部は「く」字状に湾曲･口縁断面は丸、胎土:やや砂質、焼成:やや
良好、混入物:石英･砂粒･赤色粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色:
暗褐色、器面調整:指頭痕、器厚:7～8㎜

21.0 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅲ類ｆ

97

E6　Ⅵ層 
090624-0

形状:頸部が湾曲･胴部より口縁部が大きい、胎土:やや砂質、焼成:堅致、混入
物:輝石･石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:外面－橙褐色･内面－茶褐色、
器面調整:ナデ、器厚:7～9㎜、重量感があり、頸部の径:32.0cm･最大胴径
:32.7cm

－ 
－ 
－

口縁部付近
甕･鉢 
Ⅲ類ｇ

98

H10　Ⅵ層 
090129-419

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物：
石英･赤色粒･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:指頭
痕･ナデ、器厚:3～10㎜、粘土幅:3～4.0cm

34.3 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ1

99

第
　
図
・
図
版
　

38

20

H10　Ⅵ層 
090126・090127

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:砂粒･赤
褐色、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:指頭痕･ナデ･、器
厚:6㎜、粘土積み痕明瞭(粘土幅は約3cm)

33.8 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ1

100

J11　Ⅵ層 
090217-645

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:石
英･砂粒(石片?)、混入量:少量、粒度:粗粒、器色:黄褐色、器面調整:ナデ･指
頭痕、器厚:4～6㎜

21.6 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ1

101

H10　Ⅵ層 
090108-

形状:口縁部は外反･口縁断面は舌状、胎土:泥質、焼成:やや良好、混入物:赤
色粒、混入量:多量、粒度:やや粗粒、器色:橙色、器面調整:ナデ、器厚:8～
10㎜、文様:有孔(6×6㎜･外→内へ穿孔)

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ1

102

L11　Ⅵ層 
090624-3010

形状:口縁部はやや外反･口縁断面は玉縁状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入
物:石英･砂粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色:茶褐色、器面調整:
指頭痕･ナデ、器厚:8～11㎜

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ2

103

E9　Ⅵ層 
090629-

形状:口縁部は外反･口縁断面は玉縁状(粘土紐貼り付け)、胎土:泥質、焼成:
良好、混入物:赤色粒･砂粒、混入量:やや多量、粒度:やや細粒、器色:外面－
橙褐色･内面－灰橙褐色、器面調整:指頭痕･ナデ、器厚:4～10㎜、積み痕明瞭

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ2

104

I10　Ⅵ層 
090219-
090217

形状:口縁部は緩やかな外反･口縁断面は丸、胎土:砂質、焼成:やや良好、混入
物:赤色粒･石英･砂粒、混入量:やや多量、粒度:粗粒、器色:茶褐色、器面調
整:ナデ･指頭痕･粘土積痕明瞭、器厚:5.5～8.5㎜･底部近くの破片と同一個体
と思われることから図上復元を試みた

33.6 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ3

105

第
　
図
・
図
版
　

39

21

E8　Ⅵ層 
090624-0

形状:口縁部は緩やかな外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質､焼成:良好、混
入物:石英･赤色粒･粘質粒、混入量:やや多量、粒度:粗粒、器色:橙褐色、器
面調整:指頭痕･ナデ、器厚:5～9㎜

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ3

106

H10　Ⅵ層 
090128-381

形状:口縁部は緩やかな外反･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混
入物:石英･砂粒･赤色粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色:茶褐色、
器面調整:指頭痕･ナデ(内面:横位の刷毛ナデ)、器厚:8～11㎜(厚い)

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ａ3

107

E8　Ⅵ層 
090625-0

形状:口縁部は内彎･逆「く」字状に屈曲･口縁断面は舌状、胎土:砂質、焼成:
良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整
:ナデ、器厚:4～11㎜(粘土継ぎ目は厚い)

25.3 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ1

108

H9　Ⅵ層 
090127-1222

形状:口縁部は内彎･逆「く」字状に屈曲･口縁断面は方形、胎土:やや砂質、
焼成:やや悪、混入物:赤色粒･砂粒、混入量:やや多量、粒度:粗粒、器色:暗
茶褐色、器面調整:指頭痕･ナデ(積み痕は明瞭)、器厚:5～12㎜(粘土継ぎ目部
分は厚い)、粘土幅:4.5～6cm

30.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ1

109

I10　Ⅵ層 
090217-

形状:口縁部は外反･逆「く」字状に屈曲･口縁断面は舌状、胎土：やや砂質、焼
成:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度;細粒、器色:黄褐色、器面
調整:指頭痕･ナデ、器厚:8～13㎜（全体的に厚手）、積痕明瞭（篦で丁寧に調整）

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ1

110

第
　
図
・
図
版
　

40

22

I9　Ⅵ層 
090217-

形状:口縁部は内彎･逆「く」字状に湾曲･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、
焼成:良好、混入:：石英、混入::少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:
指頭痕･ナデ(積み痕は篦ナデが丁寧)、器厚:7～12㎜

21.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ1

111

G8・G9　Ⅵ層 
090202-474･490
090130-444
090203-

形状:口縁部は内彎･口～胴部は緩やかに湾曲･口縁断面は舌状、胎土:やや砂
質、焼成:良、混入物:石英･赤色粒･砂粒、混入量：やや多量、粒度:やや粗粒、
器色:外－淡橙褐色･内－淡黄褐色、器面調整:外面－指頭痕･ナデ､内面－条痕明
瞭、器厚:6㎜、粘土幅:3.8～5.6cm、最大胴径:32.5cm、外面胴上部に薄く炭
が付着

31.0 
31.0 
(推定) 
－

口～胴部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ2

112

G9　Ⅵ層 
090123-274

形状:口縁部はやや内彎･口～胴部は緩やかに湾曲･口縁断面は舌状、胎土：泥
質、焼成：良好、混入物：赤色粒･砂粒、混入量：やや多量、粒度：粗粒、器
色：橙色、器面調整：指頭痕･ナデ、器厚：5～11㎜、文様：有孔(12×10㎜ ･
外→内へ穿孔)

37.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ2

113

第
　
図
・

41
図
版
　23
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第三章　第４節２

　第３表－６　土器観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類
番
号

第図
図版

I10　Ⅵ層 
090129-420

形状:口縁部はやや内彎･胴部は極端に小･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、
焼成:良好、混入物:赤色粒･石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐
色、器面調整：指頭痕･ナデ(内面は丁寧)、器厚:4～10㎜、粘土幅:3.5cm

29.0 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ3

114

第
　
図
・
図
版
　

41

23

I11　Ⅵ層 
090220-

形状:口縁部はやや内彎･口～胴部は緩やかに湾曲･口縁断面は舌状、胎土:や
や泥質、焼成:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:やや細粒、器色
:茶褐色、器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:3～7㎜

32.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ2

115

H11　Ⅵ層 
09013-05

形状:口縁部はやや内彎･口～胴部は緩やかに湾曲･口縁断面は舌状、胎土:泥
質、焼成:良好、混入物:赤色粒･石英･砂粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗
粒、器色:淡橙色、器面調整:指頭痕･ナデ、器厚:8～10㎜、粘土幅:285～4cm、
積み痕は明瞭(凹凸有り)、文様:鞍状凸帯文(13×15㎜､21×13㎜)

37.2 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ2

116

G9　Ⅵ層 
090130-

形状:やや内彎･胴部は極端に小･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良
好、混入油物:赤色粒･石英･砂粒、混入量:やや多量、粒度:やや粗粒、器色:
赤褐色、器面調整:ナデ、器厚:4～11㎜、粘土幅:2.5～3.5cm

30.2 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ3

117

第
　
図
・
図
版
　

42

24

J10　Ⅵ層 
090213-

形状:口縁部はやや内彎･胴部は極端に小･口縁断面は丸、胎土:やや砂質、焼
成:やや悪い、混入物:石英･赤色粒･砂粒、混入量:少量、粒度:粗粒、器色:暗
茶褐色、器面調整:指頭痕･ナデ、積み痕明瞭(凹凸有り)器厚:5～8㎜

24.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ3

118

H11・H10　Ⅵ層 
090218-

胎土:砂質、焼成:良好、混入物:石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐
色(内面は黒褐色に変色)、器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:4～7㎜

－ 
－ 
－

胴部
甕･鉢 
Ⅳ類

119

G9　Ⅵ層 
090130-

形状:口縁部はやや内彎･胴部は極端に小･口縁断面は舌状、胎土:泥質、焼成:
良好、混入物:石英･赤色粒･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、
器面調整:指頭痕･ナデ、器厚:4～11㎜、文様:有孔(10×10㎜･外→内へ穿孔))

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｂ3

120

H11　Ⅵ層 
090113-85

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:赤
褐色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:灰橙褐色、器面調整:ナデ、器厚:3
～7㎜

30.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｃ

121

G9　Ⅵ層 
090127-329

形状:口縁部は直状･口縁断面はやや丸、胎土:やや砂質、焼成:やや悪い、混入
物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:外面－暗褐色･内面－橙褐色、
器面調整:指頭痕明瞭、器厚:5㎜(薄手)

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｃ

122

G9・H9　Ⅵ層 
090129・090130
090202

形状:口縁部は直状･口縁断面は丸、胎土:砂質、焼成:悪、混入物:石英･砂粒、
混入量:少量、粒度:やや細粒、器色:外面－橙褐色･内面－暗褐色、器面調整:指
頭痕･ナデ、器厚:4～6㎜

32.2 
33.1 
(推定)
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｃ

123
第
　
図
・
図
版
　

43

25

G9　Ⅵ層 
090126-294

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石
英･赤色粒･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整:指頭痕･
ナデ、器厚:4～12㎜、底厚:28㎜、粘土幅:3.5～4cm、積み痕明瞭（左右非対称）

24.9 
21.0 
－

口～底部
甕･鉢 
Ⅳ類ｃ

124

H9　Ⅵ層 
090212･090213-613
090216･090217

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石
英･砂粒、混入量:少量、粒度:粗粒、器色:黄茶褐色、器面調整：ナデ・指頭
痕、器厚:5～7㎜、底厚:17㎜、粘土幅:3.5～5cm､積み痕が明瞭

26.3 
24.7 
 4.0

口～底部
甕･鉢 
Ⅳ類ｃ

125
第
　
図
・
図
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44

26

G8・G9　Ⅵ層 
090202-475･491･443
090203･090202-427

形状:口縁部は直状･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石
英･赤色粒･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整:指頭痕･
ナデ、器厚:7～12㎜、底厚:24㎜、粘土幅:4～5.5cm、積み痕明瞭

28.4 
34.9 
 2.5

口～底部
甕･鉢 
Ⅳ類ｃ

126

I8　Ⅵ層 
090219-694

形状:口縁部は直状･胴上部で屈曲･口縁断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良
好、混入物:石英･砂粒･赤褐色粒、混入量:多量、粒度:粗粒、器色:赤褐色、
器面調整:指頭痕･ナデ、器厚:6㎜

24.5 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｃ

127

第
　
図
・
図
版
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27

G9・K11　Ⅵ層 
090127.090130-442
090204-

形状:口縁部は直状(いびつなために一部分は内彎)･胴上部で僅かに屈曲･口
唇部断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:砂粒･石英、混入量:少
量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整：指頭痕･ナデ、器厚:10～13㎜、粘
土幅:3.5～6cm、積み痕明瞭

27.9 
－ 
－

口～胴部
甕･鉢 
Ⅳ類ｃ

128

G8　Ⅵ層 
090202-476
090203-498

胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:赤色粒･石英、混入量:やや多量、粒度:
やや粗粒、器色:淡茶褐色、器面調整:刷毛目･内面を粘土貼付で補修、器厚:12
～21㎜

－ 
－ 
－

胴部
甕･鉢 
Ⅳ類

129

I10　Ⅵ層
090217･090218

胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、
器色:茶褐色、器面調整:ナデ･内面－刷毛目(幅:15㎜)粘土で補修？器厚:8～11
㎜

－ 
－ 
－

胴部
甕･鉢 
Ⅳ類

130

I11　Ⅵ層 
090220-

形状:口縁部は直状･膨らむ･口唇部断面は丸、胎土:やや砂質、焼成:やや良、
混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:やや粗粒、器色:暗茶褐色、器面調整
:篦ナデ明瞭(外面－縦･内面－横)、器厚:6～8㎜

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢
Ⅳ類ｄ2

131

第
　
図
・
図
版
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28

J12　Ⅵ層 
090216-

形状:口縁部は内彎気味･口唇部断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:悪い、混入
物:石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:外面－黄褐色･内面－暗褐色、器面調
整:ナデ、器厚:7～9㎜、両面:アバタ （混和材抜け？）

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅳ類ｄ1

132

G8・G9　Ⅵ層
090203-495
090130-444
090202-474

形状:口縁部は直状･膨らむ･口唇部断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、
混入物:石英･赤褐色、粘質粒、混入量:多量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面
調整:指頭痕･ナデ（内面－篦ナデ痕明瞭)、器厚:8～13㎜、底厚:29㎜、粘土幅
:3.5～5.5cm、積み痕明瞭

22.6 
23.8 
－

口～底部
甕･鉢 
Ⅳ類ｄ1

133

H10　Ⅵ層 
090129-415

形状:口縁部は直状･膨らむ･口唇部断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、
混入物:砂粒･石英、混入量:少量、粒度:細粒、器色:赤褐色、器面調整：指頭
痕･ナデ、器厚:7～17㎜、粘土幅:3～5.5cm、積み痕明瞭

32.0 
－ 
－

口～胴部
甕･鉢 
Ⅳ類ｄ2

134

H5　Ⅵ層 
090107-

形状:口縁部は僅かに外反･口唇部断面は方形(壺か小型土器)、胎土:やや砂
質、焼成:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:器褐色、
器面調整：ナデ、器厚:4㎜

9.8 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ａ

135
第
　
図
・
図
版
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29

L11　Ⅵ層　86KSU
090226

形状:口縁部はやや外反･口唇部断面はやや方形、胎土:やや泥質、焼成:良好、
混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器面調整:外面－
条痕明瞭･内面－ナデ、器厚:5～7㎜

18.3 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｃ

136
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　第３表－７　土器観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類
番
号

第図
図版

H3　Ⅵ 層 
090623-0

形状:口縁部はやや外反･口唇部断面は方形、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入
:砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器面調整:ナデ、器厚:4～6㎜

15.7 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｃ

137

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
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29

I4　Ⅵ 層 
090121-182 

形状:口縁部は外反･口唇部断面は丸、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石
英･砂粒･赤色粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器面調整:指頭痕･
ナデ、器厚:5～8㎜

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｂ

138

H4　Ⅵ 層 
090128-396

形状:口縁部は外反･口唇部断面はやや丸、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物
:石英･砂粒･赤色粒、混入量:少量、粒度:やや粗粒、器色:黄褐色、器面調整:
ナデ、器厚:5～7㎜、内面に砂泥付着

28.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｂ

139

H4　Ⅵ 層 
090128-353

形状:口縁部は直状(内側やや膨らむ)･口唇部断面は方形、胎土:やや砂質、焼
成:良好、混入物:石英･砂粒･貝殻片、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、
器面調整:外－篦ナデ痕明瞭･内－指頭痕明瞭、器厚:6～8㎜

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｃ

140

H4　Ⅵ 層 
090129-

形状:口縁部は直状(内側は膨らむ)･口唇部断面は方形、胎土:やや砂質、焼成
:良好、混入物:石英、混入量:少量、粒度:やや粗粒、器色:黄褐色、器面調整
:ナデ、器厚:7㎜

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｃ

141

H5　Ⅵ 層 
090115-

形状:口縁部は外反･口唇部断面は丸、胎土:泥質、焼成:良好、混入物:石英・
砂粒、混入量:少量、粒度:やや粗粒、器面調整:外面－粗めの条痕･指頭痕、器
厚:4～6㎜、フェンサ下層式土器に類似

15.0 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｄ

142

I4　Ⅵ 層 
090120- 

形状:頸部は若干湾曲、胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:赤色粒･石英、混
入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器面調整：ナデ、器厚:3～5㎜、文様:
外面－沈線文(曲･浅い)

－ 
－ 
－

頸胴部
甕･鉢 
Ⅴ類ｅ

143

H11　Ⅵ 層 
090106-

形状:口縁部は「く」字状に屈曲･口唇部断面は舌状、胎土:やや泥質、焼成:
やや良好、混入物:赤色粒･砂粒、混入量:多量、粒度:やや粗粒、器色:赤褐色、
器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:4～7㎜

23.4 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｆ

144

H11　Ⅵ 層 
090217-057

形状:口縁部は「く」字状に屈曲･口唇部断面はやや舌状、胎土:やや泥質、焼
成：やや良好、混入物:砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:橙褐色、器面
調整:指頭痕･篦ナデ(横)、器厚:4～6㎜

－ 
－ 
－

口縁部
甕･鉢 
Ⅴ類ｆ

145

I5　Ⅵ 層 
081211-

胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石英･砂粒、混入量:やや多量、粒度:や
や祖粒、器色:黄褐色、器面調整:ナデ、器厚:4～5.5㎜、文様:横位の凸帯文
上に刻目文(凸帯幅:6～10㎜)

－ 
－ 
－

胴部
有文 
c1

146

第
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30

H4　Ⅵ 層 
090121-200

胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石英･砂粒･赤色粒、混入量:少量、粒度:
細粒、器色:赤褐色、器面調整:ナデ･指頭痕、器厚:5㎜、文様:横位の凸帯文
上に刻目文(凸帯幅:7㎜)、砂粒付着

－ 
－ 
－

胴部
有文 
c1

147

K10　SD46 
091002-16

形状:口縁部は直状･口唇部断面は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:
石英、混入量:少量、粒度:やや粗粒、器色:茶褐色、器面調整:不明、内面－布
目痕有り、器厚:8㎜

－ 
－ 
－

口縁部
その他 
布目痕

148

H9　Ⅵ 層 
090216-

胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:赤色粒･白色粒･粘板粒、混入量:やや多
量、粒度:やや粗粒、器色:茶褐色、器面調整:両面－刷毛目(明瞭)、器厚:6～
10㎜

－ 
－ 
－

胴部その他149

G8　Ⅵ 層 
081114-05

胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:石英･赤色粒、混入量:少量、粒度:細粒、
器色:黄茶褐色、器面調整:刷毛目明瞭(内面－ナデ消し）、外面:煤付着、器厚:7
㎜

－ 
－ 
－

胴部その他150

G8南　Ⅵ 層 
081114-04

胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物:赤色粒、混入量：やや多量、粒度;細粒、
器色:淡黄褐色、器面調整:刷毛目(明瞭)、器厚:7～9㎜

－ 
－ 
－

胴部その他151

F9　177KSP 
090603-0

胎土:やや泥質、焼成:良好、混入物:石英･粘板岩粒？、混入量:少量、粒度:
細粒、器色:暗褐色、器面調整:刷毛目(内面－ナデ消し)、器厚:5㎜、両面:煤
付着、Ⅳ類以外の胴部と思われる

－ 
－ 
－

胴部その他152

H5　Ⅵ 層 
081204-15

形状:注口の断面が「U」字状、胎土:砂質、焼成:良好、混入物:石英･石灰粒･
火山ガラス･輝石、混入量:やや多量、粒度:粗粒、器色:茶褐色、器面調整:指
頭痕･ナデ、器厚:6㎜

－ 
－ 
－

注ぎ口
甕･鉢 
Ⅴ類ｇ

153

H5　Ⅵ 層 
090123-

形状:注口の断面が「V」字か方形･注口部は突出、胎土:やや砂質、焼成:良好、
混入物:石英･砂粒、混入量:少量、粒度:細粒、器色:黄褐色、器面調整:ナデ、
器厚:4㎜

－ 
－ 
－

注ぎ口
甕･鉢 
Ⅴ類ｇ

154

H10　Ⅵ 層 
090126-

形状:ドーナツ状･内側は厚く外側は舌状、胎土:やや砂質、焼成:良好、混入物
:石英、混入量：少量、粒度:細粒、器色:茶褐色、器面調整:指頭痕･ナデ、器
厚:4～14㎜、文様:片面－沈線文(弧状)＋凸帯文、復元径:内径－1.9cm･外径－
8.5cm、胎土は大当原に類似

－ 
－ 
－

－土製品155

E8　川 跡 
090611-0

胎土:やや砂質、焼成:堅致、混入物:滑石、混入量:多量、粒度:粗粒、器色:
暗褐色、器面調整:条痕(刷毛目？)、器厚:8～11㎜、外面－条痕

－ 
－ 
－

胴部
(底部付近)

曽畑式156

E7　川 跡 
090624-0

形状:口縁部は外反強･口唇部断面は丸、胎土:砂質、焼成:悪、混入物:石英、
混入量:より多量、粒度:粗粒、器色:暗褐色、器面調整:ナデ･指頭痕･条痕、
器厚:7～11㎜、文様:外面－沈線文(直＋斜)､内面－沈線文(弧状)

－ 
－ 
－

口縁部曽畑式157

E6　川 跡 
090625-0

胎土:砂質、焼成:やや悪い、混入物:石英、混入量:やや多量、粒度:やや細粒、
器色:外面－茶褐色･内面－暗褐色、器面調整:外面－条痕、器厚:10～12㎜、文様
:外面－縦位の刺突文

－ 
－ 
－

胴部室川下層式158

L8　川 跡 
071210-07

形状:肥厚部有り(文様は摩耗のために不明)、胎土:砂質、焼成:やや悪い、混
入物:石英･チャート･砂粒、混入量:やや多量、器色:赤褐色、器面調整:摩耗の
ために不明、器厚:6㎜

－ 
－ 
－

胴部
仲泊式？
面縄東洞式？

159

E8　492KSP 
090608-0

形状:全体の形状は不明だが、口縁断面形は三角状、胎土:砂質、焼成:やや悪
い、混入物:石英、混入量:多量、粒度:やや細粒、器色:茶褐色、器面調整:ナ
デ、器厚:0.6cm。集計に含まない

－ 
－ 
－

口縁部宇座浜式160
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第28図　土器１（搬入土器）
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第三章　第４節２

図版10　土器１（搬入土器）



－52－

第三章　第４節２

第29図　土器２（搬入土器）



－53－

第三章　第４節２

図版11　土器２（搬入土器）



－54－

第三章　第４節２

第30図　土器３（壺・有文）



－55－

第三章　第４節２

図版12　土器３（壺・有文）



－56－

第三章　第４節２

第31図　土器４（有文）



－57－

第三章　第４節２

図版13　土器４（有文）



－58－

第三章　第４節２

第32図　土器５（有文）



－59－

第三章　第４節２

図版14　土器５（有文）



－60－

第三章　第４節２

第33図　土器６（小型・英類）



－61－

第三章　第４節２

図版15　土器６（小型・英類）



－62－

第三章　第４節２

第34図　土器７（衛類）



－63－

第三章　第４節２

図版16　土器７（衛類）



－64－

第三章　第４節２

第35図　土器８（衛類）



－65－

第三章　第４節２

図版17　土器８（衛類）



－66－

第三章　第４節２

第36図　土器９（詠類）



－67－

第三章　第４節２

図版18　土器９（詠類）



－68－

第三章　第４節２

第37図　土器10（詠類）



－69－

第三章　第４節２

図版19　土器10（詠類）



－70－

第三章　第４節２

第38図　土器11（鋭類）



－71－

第三章　第４節２

図版20　土器11（鋭類）



－72－

第三章　第４節２

第39図　土器12（鋭類）



－73－

第三章　第４節２

図版21　土器12（鋭類）



－74－

第三章　第４節２

第40図　土器13（鋭類）



－75－

第三章　第４節２

図版22　土器13（鋭類）



－76－

第三章　第４節２

第41図　土器14（鋭類）



－77－

第三章　第４節２

図版23　土器14（鋭類）



－78－

第三章　第４節２

第42図　土器15（鋭類）



－79－

第三章　第４節２

図版24　土器15（鋭類）



－80－

第三章　第４節２

第43図　土器16（鋭類）



－81－

第三章　第４節２

図版25　土器16（鋭類）



－82－

第三章　第４節２

第44図　土器17（鋭類）
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図版26　土器17（鋭類）
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第45図　土器18（鋭類）
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図版27　土器18（鋭類）



－86－

第三章　第４節２

第46図　土器19（鋭類）
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図版28　土器19（鋭類）



－88－

第三章　第４節２

第47図　土器20（Ⅴ類）
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図版29　土器20（Ⅴ類）
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第47図　土器20（液類）第48図　土器21（他・注口）・土製品
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図版29　土器20（液類）図版30　土器21（他・注口）・土製品
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　第４表　土器出土量

川跡

土
製
品

合
計

不
明

ⅤⅣbⅣaⅢⅡⅠ在地

有
文

搬入
分類

地区グリッド

曽畑 
室川下層 
仲泊

くびれ 
平底系

大当原 
（厚）

大当原 
（薄）

型式
不明

浜屋原
阿波連浦 
下層タイプ

壺
弥生 
弥生系

晩期

1 57 4 6 10 4 23 5 4 1 E6

ａ
区

1 30 5 1 2 3 1 11 1 3 3 E7

1 53 2 2 17 7 8 3 10 4 E8

30 1 3 5 13 1 1 4 1 1 E9

1 1 F9

10 2 6 1 1 G8

b
区

2 1 1 G8.9

123 1 5 57 49 1 2 8 G9

13 3 2 6 2 G10

1 1 G・H7

2 1 1 H7

2 2 H8

65 1 5 29 23 7 H9

1 147 2 10 62 44 3 3 1 21 1 H10

1 1 H10.11

76 11 28 13 12 1 10 1 H11

2 1 1 H12

1 1 H9・I9・10

7 1 2 4 I8

19 12 6 1 I9

84 8 34 19 3 4 15 1 I10

26 1 6 12 1 6 I11

1 1 IJ7

1 1 J7

1 1 J9

5 1 2 1 1 J10

34 1 1 7 7 1 7 1 6 1 2 J11

1 1 J11.12

23 2 5 6 3 7 J12

1 1 JK9

7 1 6 K10

10 3 2 3 2 K11

2 1 1 K12

15 2 4 2 1 3 3 L11

1 1 L12

8 6 1 1 M11

2 1 1 N10

1 0 L8

3 1 2 G4

c
区

1 1 G5

8 8 H3

46 1 31 4 3 5 2 H4

10 9 1 H5

6 4 1 1 I3

25 17 1 7 I4

6 3 1 2 I5

4 3 1 J4

1 1 J4.5

2 1 1 J5

2 2 J6

46 2 1 17 12 5 1 7 1 不明

4 1 1024 24 136 320 250 11 93 10 12 139 23 6 合　　計



－93－

＜底部の分類＞

　貝塚時代後期土器（註１）の底部が489点得られ、第６表に出土状況を示した。貝塚時代後期の文

化層にあたるⅥ層からの出土がほとんどで（註２）、乳房状尖底やくびれ平底が主体である。川跡を境

にそれぞれまとまりを見せることから、貝塚時代後期に限り、ａ～ｃ区に分けて集計を行った（第

６表）。区別の出土状況をみると、最も多量に出土したのはｂ区で、284点が得られた。中でもＨ10

からは最多の60点、さらに、その周辺のＧ９、Ｈ９、Ｉ９、Ｉ10からも30点前後が出土している。乳

房状尖底が最も多く出土し、次に尖底やくびれ平底が多い。ｃ区からは148点が出土し、Ｈ４の50点

が最も多く、その周辺のＩ４から36点、Ｉ５から14点が出土した。数点を除き、くびれ平底を主体

とする。ａ区は僅か40点の出土で、乳房状尖底と尖底を主体とし、他に丸底や上げ底の中実脚台

（Ⅵ類）などの在地外土器も得られた。このような出土状況がよりわかるように、区別の平面分布

を第49図、出土量を数量化したグラフを第50図に示した。底部のまとまりを見るため、出土数が少

ないグリッドは省略している。

　本遺跡の底部は、形態によって大きく丸底、尖底、乳房状尖底、平底、くびれ平底、脚台に分け

られる。前回（2009）の範囲確認調査の分類では、出土数の少ない丸底と尖底をまとめてＡ類とし

ていたが、今回は、資料も増えたことから丸底をⅠ類、尖底をⅡ類に分けた。Ｂ類の乳房状尖底は

Ⅲ類、Ｃ類の平底はⅣ類、Ｅ類のくびれ平底はⅤ類、Ｄ類の脚台はⅥ類とする。Ⅵ類は今回の調査

で口～底部まで復元が可能なことから、口縁部の項で記述した。試掘調査の分類も含めて検討する

第三章　第４節２

第49図　土器底部平面分布
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と、さらに細分類が可能なことから、底部の詳細な分類を第５表の土器底部の分類に示した。細分

類不可能な底部は、第６表の集計で不明として取り扱った。以下、第５表の土器底部の分類に従っ

てⅠ～Ⅴ類の順で略述し、個々の遺物の詳細は第７表の観察一覧に示した。　

Ⅰ類（図１～３）

　Ⅰ類とした丸底は７点が得られ、底部総数の僅か1.4％の割合である。他の形態の底部に比べる

とはるかに少なく、ａ・ｂ区から出土している。

　図１の胎土は砂質で、石英や黒色鉱物（註３）を含む。胎土や色調などが口縁部の第33図81と似て

おり、縄文晩期系の流れを汲む底部と考えられる。図２は砂泥質で、内面のナデ痕が明瞭である。

胎土や混和材から貝塚時代後期の底部であると思われる。図３は薄手の平底とも考えられるが、外

底面が不均一で、立ち上がりの縁も丸みを呈することからⅠ類に分類した。

Ⅱ類（図４～20）

　Ⅱ類の尖底は48点が得られ、底部総数の9.8％を占める。ｂ区が圧倒的に多く、次にａ区からの出

土が多い。尖底は外底面の形状により、第５表に示したａ～ｄの４種に細分した。特に、ｃ・ｄ種

は底面が平らで平底にも分類可能ではあるが、底径が小さく立ち上がりの角が丸みを呈することか

ら、尖底的の流れを汲むのではないかと考えられ、ここに含めた。以下、順に略述する。

　ａ種は丸底的尖底で、９点が得られた。図４は底面が破損しているが、残存部の形状から尖底に

含めたもので、内外面ともナデ痕が明瞭である。図５・６はやや厚手の堅致な底部である。

　ｂ種の砲弾状尖底は最も多く出土し、21点が得られた。そのうち図7～11の５点を図示した。図

７は典型的なｂ種で、器厚と底厚がほぼ同じである。図８～11は底厚が厚く、外底面がより尖る。

第50図　土器底部　区・グリッド別分布
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図10は、断面などの形状から尖底に分類した。図11の内面中央部には、指で押した様な半球状の凹

みが見られる。

　ｃ種の平底的尖底は13点の出土で、図12～17に図示した。ｂ種に次いで多く、外底面はいずれも

平らで底径が３cm前後と小さい。胴部への立ち上がりは直線的で、全体的な形状や底径が小さいこ

とから尖底の流れを汲むものと思われる。底厚は1.7～2.7cmと厚手である。

　ｄ種はより平底的な尖底で、図1８～20の３点が出土した。図18は底径が小さくてｃ種にも細分出

来そうであるが、底厚が厚くないことや胴部への立ち上がりがｃ種に比べてやや緩やかであること

から、ｄ種とした。図19・20は底径が大きく、本来は平底の部類であるが、図18と同じように、底

厚が厚くないことや胴部への立ち上がりがｃ種に比べてやや緩やかであることから、尖底のｄ種に

含めた。図20は粘土を３cm幅の板状に伸ばして積み上げているが、器面はデコボコで積み痕が明瞭

である。大当原式土器の底部ではないかと考えられる。

Ⅲ類（図21～87）

　Ⅲ類の乳房状尖底は大当原式土器の底部に相当するものがほとんどで、本遺跡では195点と最も

多く、底部総数の39.9％を占めた。ｂ区においては171点が出土し、乳房状尖底全体の88％を占め

る。Ⅲ類の乳房状尖底は、乳頭部の大きさと外底面の形状から第５表に示したａ～ｆの６種に分類

した。

　ａ種は乳頭部が小振りで、厚みを持つものである。21点が出土し、ｂ区が18点と最も多い。外底

面の丸いａイ種は図21・22、外底面の平らなａロ種は図24・25に図示した。いずれも乳頭部は小振

りで、外面にはナデの痕が明瞭に見られる。図23は約35° の角度で外側へ開くもので、乳頭部の先端

は破損しているが、幅が小さいことからａ種に含めた。報告外のものも合わせると、全体的に外底

面は丸いものが多い傾向が見られる。

　ｂ種は乳頭部がやや大振りで、厚みを持つものである。25点の出土で、外底面が丸いｂイ種は15

点、外底面が平らなｂロ種は10点である。それぞれ図26～32、図33～40に図示した。ｂイ種の丸み

を呈する形状は、外底面に粘土を貼り付ける製作技法のためではないかと考えられる。ｂロ種の底

部には指頭痕、ナデ調整が見られ、底面からの立ち上がりがやや丸い。

　ｃ種は乳頭部が小振りで、底厚が薄いものである。20点が得られ、外底面が丸いｃイ種は13点、

外底面が平らなｃロ種は７点とやはり前者が多い。それぞれ図41～45、図46～49に図示した。ｃ種

も外底面が丸いものは、粘土を貼り付けているものが多い。図41は浜屋原式土器の底部である可能

性が高く、砂質で、混和材として黒色鉱物が見られる。ナデが内外面とも丁寧であることから、粘

土の積み痕が不明瞭である。図43・47～49は大当原式土器の底部と思われるもので、粘土の積み痕

が明瞭で、器面に凹凸感がある。混和材には赤色粒が多く見られ、黒色鉱物はほとんど見られない

特徴がある。

　ｄ種は大振りの乳頭部を持つもので、底厚が薄いものである。46点が得られ、Ⅲ類の中では最も

多い。外底面が丸いｄイ種は28点、外底面が平らなｄロ種は18点の出土で、それぞれ図50～54、図

55～62に図示した。図53は底面が破損しているが、わずかに残る底面の状況からｄイ種に含めた。

本品は内外面とも篦ナデ痕が明瞭である。図54は、同一個体と思われる胴部破片と図上復元を試み

た。ｄロ種に分類した図57・59はかなり歪んでおり、左右の形状が不均一である。図61は、内面が

デコボコしており剥がれなのかそれとも指頭痕が明瞭なことから器面そのものなのか、いまのとこ

ろ不明である。混和材には黒色鉱物が含まれており、外面のナデも丁寧であることから浜屋原式土

第三章　第４節２



－96－

第三章　第４節２

器の底部、または在地外土器の底部の可能性も考えられる。

　ｅ種は乳頭部がより大振りなもので、底厚は薄く、22点が出土した。外底面が丸いｅイ種は13点

が得られ、図63～66の4点を図示した。平らなｅロ種は９点が出土し、図67～69の3点を図示した。

図63の外底面には葉脈痕が見られ、葉脈の幅は0.5㎜程度とかなり細い。図66の外面には篦ナデ痕、

内面には刷毛目の痕が明瞭に見られる。図63～65の外底面は粘土を貼り付けて丸みを出している。

ｅ種に限らず、外底面が丸いものは粘土を貼り付けて丸みを出しているものが多く、乳房状尖底の

特徴の一つであると思われる。

　ｆ種は外底面が凹みを呈するもので、35点が得られた。図70～87の18点を図示した。図73・76・

77・79・83・85の外底面は中央部がやや深めで、丸や方形などの凹みを意識して形作っていること

がわかる。そのため、本来はａ～ｅ種に分類が可能であるが、外底面に凹みがあるものをまとめて

ｆ種とした。

Ⅳ類（図88～91）

　Ⅳ類の平底は８点の出土で、図88～91に４点を図示した。底部全体の僅か1.6％の出土で、Ⅰ類の

丸底に次いで少ない。第５表に示したように、形状の違いによってａ～ｄの４種に細分し、その順

で略述する。

　ａ種は３点が出土した。図88は底径が小さく、立ち上がりは丸みを持つが、外底面が平らである

ことから平底のａ種に分類した。

　ｂ種は図89に図示したもので、外底面が平らで直状に立ち上がり、底径が6.0cmを測る。

　内外面とも刷毛目痕が明瞭である。

　ｃ種としたものは図90で、全体的に底面が上げ底状になり、立ち上がりが僅かに膨らむ。

　外底面には葉脈痕が見られ、葉脈の幅は２㎜前後である。

　ｄ種は図91に図示したもので、底径が8.0cmを測り、皿状に外側へ開くものである。胎土は砂質

で、黒色鉱物を多量に含む。形状や混和材などから、在地外土器の底部かと思われる。

Ⅴ類（図92～145）

　Ⅴ類のくびれ平底は187点が得られ、底部全体の38.3％を占める。Ⅲ類の乳房状尖底に次いで多

く出土し、中でもｃ区が圧倒的に多い。Ⅴ類はＡ種とＢ種の２種に大きく分けた。

　Ａ種としたものは、底厚が1.7cm以上の厚い底部で、Ｂ種の典型的なくびれ平底からはずれるもの

も含める。乳房状尖底の多いｂ区からの出土が多く、乳房状尖底の流れを汲んで変形したものでは

ないかとも考えられるが、外底面が平らなこと、くびれが見られることから、Ⅴ類のくびれ平底に

分類し、底厚の厚いＡ種とした。Ｂ種は、外底面からの立ち上がりがくびれるもので、いわゆる典

型的なくびれ平底のことである。以下、それぞれ順に略述する。

　Ａ種は、底径と底厚の違いにより第５表で示したようにａ～ｃに細分した。ａ区は３点、ｂ区は

６点、ｃ区は１点の出土で、ｂ区からの出土が多い。

　Ａａ種は底径が4.0cm以下、底厚が2.0cm以上のもので、４点を図示した。図92・93の２点は底径

が3.2cmと小さく、ミニチュア土器の可能性もある。図94・95は底径が4.0cmを測り、前者は堅致で

底厚が2.8cmと厚手の底部である。後者は器厚が約0.４cmと薄手で、胎土がきめ細かく、微小の石英

が僅かに見られることから、在地外土器の底部の可能性も考えられる。

　Ａｂ種は底径が4.1～5.2cm、底厚は2.0cm以上のもので、図96～98に３点を図示した。図96は重量
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感のある底部で、外面には刷毛目痕が残る。図97も底径と底厚がこの範囲に収まることからここに

含めたが、胎土や混和材などに違いが見られる。図98は外底面の中央部に半球状の凹みがあるもの

で、堅致である。類似の底部が恩納村熱田貝塚で出土している。(註４)

　Ａｃ種は図99の１点で、底径が6.0cm、底厚は1.7cmを測る。底径が他に比べて大きく、Ｂ種にも

分類出来そうであるが、底厚が厚いことから今回はＡ種に含めた。混和材は細かく少量で、外面の

ナデ調整もより丁寧であることから、在地外土器とも考えられる。　

　Ｂ種は底径の大小と底厚の違いによって、第５表のようにａ～ｈまで細分した。典型的なくびれ

平底のＢ種はｃ区から132点が出土し、圧倒的に多い。ａ区では僅か３点、ｂ区は38点の出土であ

る。以下、ａ～ｈの順に記述する。

　Ｂａ種は底径が5.5cm以下と小さく、底厚は1.4～1.8cmと厚いものである。中にはその基準から

外れるが、形状からここに含めたものもある。19点が得られ、図100～110に11点を図示した。ｂ区

での出土が15点と多い。図100は混和材に黒色鉱物を含み、在地外の土器と類似の胎土を呈する。

図101～106は底厚が1.5cm前後とやや厚く、立ち上がりの縁が若干丸みを呈する。図102はⅡ層のＳ

Ｄ６の出土である。図108は立ち上がりの縁に僅かの粘土を貼り付けているために、中央部が若干

上げ底状となる。他とは少し胎土などに違いが見られるが、ここに含めた。

　Ｂｂ種も底径が 5゙.5cm以下で、底厚は1.0cm以下である。18点が出土し、図111～115に図示した。

ｃ区からの出土が15点と多く、ｂ区からは３点と少ない。図111は73KSPの埋土から出土したもので

ある。図112は立ち上がり部が面を呈しており、削りによるものではないかと思われる。図114は外

底面が上げ底状を呈するため、内面の中央部が若干膨らむ。

　Ｂｃ種は底径が6.2～7.0cmとやや大きいもので、底厚は1.1cm以上と厚い。5点の出土で、図116・

117の２点を図示した。図116は僅かに残る部分から底が厚い可能性が考えられ、ここに含めた。図

117は泥質の底部で、左右の立ち上がりが対称ではない。

　Ｂｄ種はＢｃ種と同じ底径でやや大きいが、底厚は1.0cm以下である。47点が得られ、図118～129

に12点を図示した。図121は73KSPからの出土で、砂泥が付着する薄手の底部である。外底面は上げ

底となり、内底面の中央部はやや膨らむ。Ｂｄ種は、くびれ平底のＢ種の中では不明を除くと41％

の割合を占め、ｃ区の底部では最も多く見られた。

　Ｂｅ種は底径が7.0cm以上と大きいもので、底厚も1.1cm以上と厚い。図130～133に４点を図示し

た。図131の底面の一部の角は削りであろうか、シャープな面を作っている。図133は混和材に黒色

鉱物と火山ガラスを多量に含み、胎土も他の底部と比べて細かい。内面には煤が付着しており、黒

褐色を呈する。以上のことから、本品は在地外土器の底部の可能性もある。

　Ｂｆ種はＢｅ種と同じく底径は大きいが、底厚は1.0cm以下である。８点の出土で、図134～137に

４点を図示した。図134は外底面が上げ底状を呈するものである。図135は内面の中央部が膨らむも

ので、やはりｃ区出土である。

　Ｂｇ種は底面が鍔状を呈し、底厚が薄い。底径が5.5cm以下の小さいものをＢｇイ種、5.6cm以上

の大きいものをＢｇロ種に分けた。前者は図138の１点で、鍔状の部分を粘土で貼り付けている。

後者は４点を図示し、図141の鍔状部分は粘土貼り付けによるもので、前述の図138と同じである。

　Ｂｈ種も底面が鍔状を呈するが、Ｂｇ種との違いは底厚が厚いことである。Ｂｈ種も底径が

5.5cm以下の小さいものをＢｈイ種、6.5cm以上の大きいものをＢｈロ種に分けた。前者は図143の

１点で、底面が若干上げ底状になるものである。底厚のＡ種にも似ているが、今回は鍔状の底面を

呈することから、Ｂ種に含めた。後者は図144・145の２点を図示した。図144の外面のくびれ部分に
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は1.5㎜程の孔が見られるが、その上面には穿孔時の痕であろうか、５㎜程の浅い凹みが見られる。

内面までは貫通していない。図145は前回報告された底部の図39と接合が出来たもので、底厚は厚

く、立ち上がりは丸みを呈する。このＢｈ種はｂ区から得られ、底厚が厚いことやくびれ平底の集

中するｃ区からは出土が見られないなど、Ｂ種の典型的なくびれ平底の範疇から外れる可能性もあ

る。

　Ⅵ類の脚台は、第28図11～13に示した３点である。そのうち１点(13図)は、口～底部まで復元可

能なことから、詳細は口縁部の項にて記述した。

＜まとめ＞

　今回、貝塚時代後期の文化層であるⅥ層から乳房状尖底とくびれ平底が多量に得られた。

　本遺跡において層位的な出土状況は把握出来ないが、貝塚時代後期の頃の地形をみると、川跡を

境にしてａ～ｃ区ごとに土器底部のまとまりが見られた（第49図）。ａ区では縄文晩期系の流れを

汲む丸底や尖底などの底部、ｂ区では大当原式土器系の乳房状尖底、ｃ区ではくびれ平底が主体と

なる。

　また、ｂ区で得られたくびれ平底の中に、ｃ区ではほとんど見られない底径が小さくて底の厚い

Ａ種が多く出土し、ｃ区の底径が大きくて底が薄いくびれ平底とは若干異なった様相を見せる。ｃ

区のくびれ平底は、器面に砂粒が付着する特徴を持つものが多く、ａ・ｂ区とは堆積の状況が異な

ると考えられる。

　このように、本遺跡では、形態の違う底部が川跡を境にまとまりを見せることから、ａ～ｃ区で

時期差の可能性があると言えるのではないだろうか。

〈註・引用文献〉

註１　縄文晩期系土器や在地外土器も僅かに含む

註２　表採やⅡ層、Ⅳ層出土の底部も僅かに含む

註３　黒色鉱物は角閃石や輝石のことで、以下、同様な意味で使用（2010『伊礼原Ｅ遺跡』p68参照）

註４　金武正紀　1978「恩納村熱田貝塚発掘調査ニュース」沖縄県教育委員会

島袋洋・金城亀信・上原静他 1996 『平敷屋トウバル遺跡』沖縄県文化財調査報告書　第125集　沖縄県教育委員会

1977 『浜屋原貝塚第一・三次調査報告書』島嶼の考古 創刊号　沖縄国際大学考古学研究会

2002『宇地泊兼久原第一・第二・第三遺跡』宜野湾市文化財保護資料　第53集　宜野湾市教育委員会

高宮廣衛・中村愿・金城利枝 1989 『宜野湾市字宇地泊兼久原遺跡発掘調査報告』沖国大考古　第10号　沖縄国際大学

文学部考古学研究室

中山清美（編） 2006 『マツノト遺跡』笠利町文化財調査報告書　第28集　笠利町教育委員会

岸本利枝（編）1996 『部瀬名貝塚』名護市教育委員会
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　第５表　土器底部の分類

図番号底厚底径（乳頭幅）外底面細分形態
分類記号

土器底部
小中大

１～３胴部と同じ緩やかな弧状丸底Ⅰ（A類）丸底

４～６幅が狭いやや丸底的ａ

Ⅱ（A類）尖底

７～11尖る砲弾状b

12～172.８cm以下
縁やや丸み、底面
が凹むのもあり

やや平底的c

18～203.５cm以上
縁やや丸み、底面
が凹むのもあり

cより平底的d

21・222.2～2.8cm2.0～2.6cm丸いイ
乳頭部が小振りで厚み
を持つ

ａ

Ⅲ（B類）乳房状尖底

24・252.3・2.4cm2.6～3.2cm平らロ

26～322.1～2.9cm3.2～3.8cm丸いイ
乳頭部がやや大振りで
厚みを持つ

b
33～402.5～3.2cm3.1～3.8cm平らロ

41～451.6～2.2cm2.6～3.3cm丸いイ
乳頭部が小振りで底厚
が薄い

c
46～491.3～2.0cm2.7～3.1cm平らロ

50～541.2～2.0cm3.5～4.2cm丸いイ
乳頭部が大振りで底厚
が薄い

d
55～621.1～1.8cm3.1～3.8cm平らロ

63～661.7～2.2cm3.8～5.0cm丸いイ
乳頭部がより大振りで
底厚が薄い

ｅ
67～691.1～1.6cm4.9～5.2cm平らロ

70～870.5～1.9cm1.6～4.4cm上げ底乳頭部が上げ底状ｆ

881.7cm4.0cm平ら底径が小、底面の縁が丸いａ

Ⅳ（C類）平底
891.7cm6.0cm平ら

底径が大、立ち上がりは
直状

ｂ

900.7cm5.4cm上げ底上げ底状、縁に粘土貼付けｃ

911.6cm8.0cm平ら底径がより大、皿状に開くｄ

92～952.0cm以上4.0cm以下平ら
底径がより小、底厚がよ
り厚い

ａ
Ａ
 
（
底
厚
タ
イ
プ
）

Ⅴ（E類）くびれ平底

96～982.0cm以上4.1～5.2cm平ら底径が小、底厚がより厚いb

991.7cm以上6.0cm以上平ら底径が中～大、底厚が厚いc

100～1101.4～1.8cm5.5cm以下平ら底径が小、底厚がやや厚いａ

Ｂ
（
典
型
的
）

111～1151.0cm以下5.5cm以下平ら･上げ底底径が小、底厚が薄いｂ

116・1171.1cm以上6.2～7.0cm以下平ら
底径が中～大、底厚がや
や厚い

ｃ

118～1291.0cm以下5.8～7.0cm平ら･上げ底底径が中～大、底厚が薄いｄ

130～1331.1cm以上7.0cm以上平ら･上げ底底径が大、底厚がやや厚いｅ

134～1371.0cm以下7.1cm以上平ら･上げ底底径が大、底厚が薄いｆ

1380.9cm以下5.5cm以下上げ底イ
底面が鍔状、底厚が薄いｇ

139～1421.1cm以下5.6cm以上平らロ

1432.3cm5.5cm以下上げ底イ
底面が鍔状、底厚が厚いｈ

144・1451.8～2.2cm6.5cm以上平ら･上げ底ロ

2.9～4.1cm7.6～8.5cm上げ底
底厚がより厚く、くびれ
が強い

Ⅵ（D類）脚台

註1：大分類は試掘調査（2009）も併記した。

註2：「底径・乳頭幅」：底径＝平底、乳頭幅＝尖底・乳房状尖底の底径と同じ意。

単位：cmで示す。



－
1
0
0
－

　第６表　土器底部出土量
第
三
章
　
第
４
節
２

地
区
別

合
　
計

合
計

不
明

Ⅳ類
脚台

Ⅴ類（くびれ平底）Ⅳ類（平底）Ⅲ類（乳房状尖底）Ⅱ類（尖底）
Ⅰ類
（丸底）分

類
ⅤBⅤA

不hﾛhｲgﾛgｲfedcbacba不dcbａ不feﾛeｲdﾛdｲcﾛcｲbﾛbｲaﾛaｲ不ｄｃｂa地区グリッド層

40

10111121111

a

E6

Ⅵ

3111E7
1011111113E8
1011111311E9
211E10
11F7
11F9
211D9

表採
11D10

284

11

b

K8Ⅱ
211F10

Ⅵ

3111G10
11G12
11G8
11G8.9
322123512121111121122G9
6051111141212522322261231H10
19121121241121H11
11H12
511111H8
28211118131311121H9
384111111421261132312I10
91121121I11
11I12
11I7
41111I8
38211116523121221331I9
3111J10
611112J11
11J12
211J9
211J8
211K7
11K.L10
41111K11
11K12
11L10
4112L11
11L9
511111M11
4112N10
211G10表採

148

11

c

H4Ⅰ
711131H4Ⅱ
211I4Ⅱ
33G4

Ⅵ

3111G5
11H1･2・3・I2
7331H3
503222161411H4
121311411H5
431I3
36614210121I4
14132212111I5
211IJ5
3111J4
11J4.5
11J5
11J6

1212211112211－不明Ⅵ
5511111－不　　明

489
4894136231638547518191542111326359131828713101561523132197合　　計
489413177108195487種類別計
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　第７表－１　土器底部観察一覧 （単位：底径/cm、底厚・器厚/mm）

出土地観察事項器色
焼成
胎土

器面調整
混和材

種類･量･サイズ

底径
底厚
器厚

分類
（小）

分類
（大）

分類
（大）

図
番
号

第図
図版

E7　Ⅵ層
090630

立ち上がりは丸い
光鉱物(黒)多量
(縄文晩期系？)

外面：黄褐色
内面：暗褐色

良
砂質

両面：ナデ･指頭痕
石英･光鉱物(黒)･砂粒
多量
やや粗粒

－
１４
－

Ⅰ丸底1 

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

51

31

I10　Ⅵ層
090217

立ち上がりは丸い
光鉱物(黒)は少量

両面：赤褐色
良
砂泥質

外面：ナデ
内面：篦ナデ痕顕著

石英･光鉱物(黒)
やや多量･やや粗粒

－
１1
6

Ⅰ丸底2 

I10　Ⅵ層
090109

立ち上がりが丸い
薄手(底厚･器厚とも)ミニチュア？

外面：黄褐色
内面：赤褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒
少量･細粒

－ 
7 
4

Ⅰ丸底3 

H4　Ⅵ層
090128-397

形状から尖底に分類両面：赤褐色
良
砂泥質

両面：篦ナデ痕顕著
石英･砂粒
少量･細粒

－ 
－ 
6

aⅡ尖底4 

J11　Ⅵ層
090213

胎土は堅致
底面はやや丸みを呈する

外面：茶褐色
内面：淡暗褐色

堅致
砂泥質

両面：ナデ･指頭痕
石英･チャート
多量･やや粗粒

－ 
17 
7～8

aⅡ尖底5 

J11　Ⅵ層
090213

底面はやや丸みを呈する
外面：茶褐色
内面：黒褐色

良砂質両面：ナデ･指頭痕
石英･砂粒はやや多量
黒色鉱物(光)は微細粒

－ 
－ 
6

aⅡ尖底6 

J12　Ⅵ層
090216

底面は尖る
底厚･器厚がほぼ同じ

両面：赤褐色良砂質
両面：ナデ
外面：ナデ痕有り

石英･光鉱物(黒)･砂粒
光鉱物(黒)は多量
細粒

－ 
12 
8

bⅡ尖底7 

I9　Ⅵ層
090129

底面は尖る
器厚に比べ､底厚は厚い

両面：茶褐色
堅致
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒
少量･やや粗粒

－ 
18 
5

bⅡ尖底8 

I9　Ⅵ層
090109

底厚は厚い
外面：茶褐色
内面：暗褐色

堅致
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒
少量･細粒

－ 
21 
6

bⅡ尖底9 

J11　Ⅵ層
090213

若干くびれるが､底面が尖ることか
ら尖底に分類

両面：茶褐色
堅致
砂泥質

両面：ナデ
チャート･砂粒
少量･細粒

－ 
13 
8

bⅡ尖底10 

表採
090507

内面に指で押したような凹み有り両面：黄褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒
普通･やや粗粒

－ 
21 
6

bⅡ尖底11 

E8　Ⅵ層
090625

底面がやや平らな面を持つ両面：赤褐色
良
泥砂質

両面：ナデ
(外面：指頭痕顕著)

石英･赤･黒色鉱物･光鉱物
（白）
普通・やや粗粒

1.8 
19 
7

cⅡ尖底12 

E6　Ⅵ層
090630

底面がやや平らな面を持つ
外面：黄褐色
内面：淡灰褐色

良砂質外面：ナデ
赤色粒(多）･砂粒･黒色粒
普通･細粒

2.2 
22 
6

cⅡ尖底13 

I9　Ⅵ層
090128-380

底面がやや平らな面を持つ両面：茶褐色
堅致砂泥
質

両面：ナデ
(内面丁寧)

石英
普通･細粒

1.8 
17 
5

cⅡ尖底14 

G9　Ⅵ層
090202

底面がやや平らな面を持つ
外面：赤褐色
内面：暗褐色

やや悪
砂質

両面：ナデ
石英･赤色粒
普通･細粒

2.0 
27 
8

cⅡ尖底15 

M11　Ⅵ層
090625

底面がやや平らな面を持つ両面：黄褐色
やや悪
砂質

両面：ナデ
石英･赤色粒
少量･細粒

2.0 
22 
11

cⅡ尖底16 

北東区　Ⅵ層
090629

底径の小さな平底的尖底
若干上げ底

外面：茶褐色
内面：暗灰褐色

良
砂泥質

両面：篦ナデ
石英･赤色粒･黒色粒･灰色 
粒･やや多量･やや粗粒

2.8 
20 
7

cⅡ尖底17 

G9　Ⅵ層
090130-459

底径の小さな平底的尖底両面：赤褐色
良
砂泥質

両面：ナデ･指頭痕
石英･白色粒(石灰質)
少量･細粒

2.6 
11 
5

dⅡ尖底18 

H10　Ⅵ層
090127-326

外底面：ややアバタ状
(混和材抜け)

外面：赤褐色
内面：暗褐色

良
砂質

両面：ナデ･刷毛目
石英･チャート･光鉱物(黒)
砂粒･多量･やや粗粒

3.9 
15 
6

dⅡ尖底19 

G9　Ⅵ層
090122-257

若干上げ底
粘土積み痕明瞭

両面：橙褐色
良
砂泥質

両面：ナデ･指頭痕
赤色粒･石英
やや多量･やや粗粒

4.1 
12 
4～7

dⅡ尖底20 

H10　Ⅵ層
090121-199

突起部は粘土貼り付け明瞭
突起部は小

両面：茶褐色
良
砂泥質

外面：篦ナデ
内面：ナデ

石英･赤色粒
少量・細粒

2.1 
22 
11

ａイⅢ
乳房状
尖底

21 

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

52

32

G9　Ⅵ層
090203-496

底面は丸い
底厚は厚い

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒
少量･細粒

3.6
28 
10

ａイⅢ
乳房状
尖底

22 

H11　Ⅵ 層
090218-678

内面:中央部は粘土はがれ
外傾､積痕の状態から蓋の可能性有
り？

両面：赤褐色
やや悪
泥質

両面：ナデ
赤色粒･茶色粒･石英
少量･粗粒と細粒

2.3 
－ 
7

ａⅢ
乳房状
尖底

23 

北東区　Ⅵ層
090629

浜屋原式？
外底面は平ら

外面：淡橙褐色
内面：淡暗褐色

やや良
砂質

外面：篦ナデ
内面：ナデ

石英･光鉱物(黒)
多量･細粒

2.6 
24 
7～9

ａロⅢ
乳房状
尖底

24 

G9　Ⅵ層
090202

外底面は平ら
底厚は厚い

外面：赤褐色
内面：暗褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
チャート･石英･金雲母（微
少）
少量･細粒

2.6 
23 
7

ａロⅢ
乳房状
尖底

25 

H11　Ⅵ層
090218

突起部が大
底面は丸い

両面：淡橙褐色
良
砂泥質

外面：篦ナデ
内面：ナデ

石英･チャート
少量･細粒

3.8 
23 
8

ｂイⅢ
乳房状
尖底

26 

H11　Ⅵ層
090113-82

突起部が大
底面は丸い

外面：淡橙褐色
内面：暗褐色

良
砂質

両面：ナデ
石英･赤色粒･光鉱物(白)
少量･細粒

3.8 
21 
7

ｂイⅢ
乳房状
尖底

27 

I10　Ⅵ層
090129

外底面にアバタ(混和材抜け？)
外底面に粘土を貼り付けて突起部
を作る

外面：赤褐色
内面：淡暗褐色

良
泥砂質

両面：ナデ･指頭痕
石英
少量･細粒

3.2 
22 
5

ｂイⅢ
乳房状
尖底

28 

I9　Ⅵ層
090202-486

底面に粘土を貼り付けて突起部を
作る

外面：赤褐色
内面：黄褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･光鉱物(黒)
少量･細粒

3.2 
21 
6

ｂイⅢ
乳房状
尖底

29 

※Ⅱ類B（乳房状尖底）は、突起部の幅を底径の箇所に記述
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第三章　第４節２

　第７表－２　土器底部観察一覧 （単位：底径/cm、底厚・器厚/mm）

出土地観察事項器色
焼成
胎土

器面調整
混和材

種類･量･サイズ

底径
底厚
器厚

分類
（小）

分類
（大）

分類
（大）

図
番
号

第図
図版

H10　Ⅵ層
090122

外底面にアバタ(混和材抜け)両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒･赤色粒・金雲母
少量・やや粗粒

3.3 
29 
14

ｂイⅢ
乳房状
尖底

30 

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

52

32

I9　Ⅵ層
090129

外底面にアバタ(混和材抜け)両面：橙褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英・チャート
少量･細粒

3.5 
24 
7

ｂイⅢ
乳房状
尖底

31 

E9　928KSP　Ⅵ層
090620

突起部がより大両面：淡灰褐色
堅致
泥砂質

両面：ナデ 
内面：刷毛目

石英･赤色粒 
やや多量･細粒

3.6 
29 
6

ｂイⅢ
乳房状
尖底

32 

I10　Ⅵ層
090211-526

外底面にアバタ(混和材抜け)
底面はやや平ら･底厚は厚い

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒 
普通･細粒

3.2 
28 
8

ｂロⅢ
乳房状
尖底

33 

H10　Ⅵ層
090120-143

底厚は厚い底面はやや平ら
外面：赤褐色
内面：暗灰褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒･光鉱物(白) 
少量･細粒

3.3 
32 
6

ｂロⅢ
乳房状
尖底

34 

I10　Ⅵ層
090217

底厚は厚い底面はやや平ら
外面：茶褐色
内面：淡暗褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒 
やや多い･やや粗粒

3.1 
29 
9

ｂロⅢ
乳房状
尖底

35 

E9　Ⅵ層
090630

底厚は厚い底面はやや平ら
外面：橙褐色
内面：暗褐色

やや良
砂泥質

両面：篦ナデ（擦痕残
り）

石英･チャート 
少量･細粒

3.6 
27 
8

ｂロⅢ
乳房状
尖底

36 

I10　Ⅵ層
090219-696

外底面に若干アバタ(混和材抜け)両面：橙褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒･光鉱物(白）
やや多い･細粒

3.8 
25 
9

ｂロⅢ
乳房状
尖底

37 

G9　Ⅵ層
090202

底厚は厚い底面やや平ら
外面：黄褐色内面：
淡灰褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･赤色粒･砂粒 
普通･やや細粒

3.8 
25 
6

ｂロⅢ
乳房状
尖底

38 

H11　Ⅵ層
090218

底厚は厚い
外面：赤褐色
内面：淡暗褐色

やや悪
砂質

両面：ナデ
石英･砂粒･岩粒 
多量･粗粒

3.8 
29 
－

ｂロⅢ
乳房状
尖底

39 

H10　Ⅵ層
090122-204

外面はアバタ状(混和材抜け)両面：赤褐色
やや悪
砂質

両面：ナデ
石英･砂粒･赤色粒 
少量･やや粗粒

3.6 
29 
7

ｂロⅢ
乳房状
尖底

40 

北東区　Ⅵ層
090629

突起部は小
底面はやや丸い

外面：赤褐色
内面：暗褐色

良
砂質

両面：ナデ石英･光鉱物(黒)
2.7 
16 
9

ｃイⅢ
乳房状
尖底

41 

I9　Ⅵ層
090211

突起部は小両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英 
やや多量･細粒

3.3 
22 
6

ｃイⅢ
乳房状
尖底

42 

I8　Ⅵ層
090219-694

口縁部実Ｎｏ1120と
同一個体の可能性有り

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ(外面は篦ナ
デ痕顕著)

石英･チャート･白色粒･光鉱
物(黒) 
多量･粗粒

2.6 
18 
7

ｃイⅢ
乳房状
尖底

43 

E8　Ⅵ層
090625

突起部は小
底面は粘土貼り付け

外面：暗褐色
内面：黄褐色

やや悪
砂泥質

両面：ナデ
石英
少量･細粒

2.8 
18 
7

ｃイⅢ
乳房状
尖底

44 

H11　Ⅵ層
090218

突起部は小
立ち上がりは緩やか

両面：茶褐色
やや悪
砂泥質

外面：ナデ
石英･砂粒 
少量･細粒

3.3 
19 
－

ｃイⅢ
乳房状
尖底

45 

H10　Ⅵ層
090113-80

突起部は小
底面はやや平ら

外面：桃色
内面：胚褐色

良
泥質

外面：削り？
石英･砂粒･光鉱物(黒) 
微量･微細

3.0 
14 
8

ｃロⅢ
乳房状
尖底

46 

H10　Ⅵ層
090128

突起部は小
底面は平ら

外面：黄褐色
内面：暗褐色(煤?)

良
泥砂質

両面：ナデ･指頭痕
石英･砂粒 
少量･細粒

2.7 
13 
4～6

ｃロⅢ
乳房状
尖底

47 

G9　Ⅵ層
090127

粘土積み痕デコボコ
突起部小･底面平ら

両面：茶褐色
良
泥砂質

両面：ナデ･指頭痕
石英･チャート･赤色粒･砂粒
多量･やや粗粒

3.0 
15 
4～8

ｃロⅢ
乳房状
尖底

48 

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

53

33

I9・J11　Ⅵ層
090213・090218

粘土積み痕明瞭
突起部小･底面は平ら

両面：茶褐色
やや悪
砂泥質

両面：ナデ･指頭痕
石英･砂粒 
少量･細粒

3.1 
20 
5～7

ｃロⅢ
乳房状
尖底

49 

I9　Ⅵ層
090217

突起部は大
底面は丸い

外面：黄褐色
内面：暗黄褐色

砂泥質両面：ナデ
石英･砂粒 
少量･やや粗粒

3.7 
19 
6

ｄイⅢ
乳房状
尖底

50 

H11　Ⅵ層
090106

粘土積み痕明瞭
外面：淡赤褐色
内面：暗褐色

良
砂泥質

両面：ナデ･指頭痕
石英･黒色粒 
普通･やや粗粒

3.8 
20 
8

ｄイⅢ
乳房状
尖底

51 

K11　Ⅵ層
090217-637

粘土積み痕明瞭両面：黄褐色
やや悪
砂質

両面：ナデ
石英･光鉱物(黒) 
多量･やや粗粒

3.5 
15 
8

ｄイⅢ
乳房状
尖底

52 

H11　Ⅵ層
090121-164

粘土積み痕明瞭
調整痕顕著

外面：茶褐色
内面：暗褐色

やや悪
砂質

両面：ナデ･刷毛目
石英･チャート･砂粒 
多量･やや粗粒

4.2 
12 
6～8.5

ｄイⅢ
乳房状
尖底

53 

I10　Ⅵ層
090129-420

外底面にアバタ(混和材抜け？)
外面：橙褐色
内面：淡暗褐色

良
泥砂質

両面：ナデ
石英･チャート
少量･細粒

4.0 
20 
6

ｄイⅢ
乳房状
尖底

54 

J10　SP7　Ⅵ層
070731-32

底面はやや平ら両面：淡橙褐色
良
泥砂質

両面：ナデ
石英･チャート･赤色粒
少量･粗粒

3.8 
16 
－

ｄロⅢ
乳房状
尖底

55 

IJ5　Ⅵ層
081216

底面はやや平ら両面：淡橙褐色
良
泥砂質

両面：ナデ
赤色粒･石英 
少量･やや粗粒

3.4 
16 
－

ｄロⅢ
乳房状
尖底

56 

I10　Ⅵ層
090217-650

両面から粘土貼り付け明瞭
外面：茶褐色
内面：暗茶褐色

良
砂泥質

両面：ナデ(外面は篦ナ
デ痕顕著)

石英 
多量･細粒

3.7 
15 
7

ｄロⅢ
乳房状
尖底

57 

G9　Ⅵ層
090130

粘土積み痕明瞭両面：橙褐色
良
砂泥質

両面：ナデ(外面は篦ナ
デ痕顕著)

石英･光鉱物(黒) 
少量･細粒

3.1 
11 
6

ｄロⅢ
乳房状
尖底

58 
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　第７表－３　土器底部観察一覧 （単位：底径/cm、底厚・器厚/mm）

出土地観察事項器色
焼成
胎土

器面調整
混和材

種類･量･サイズ

底径
底厚
器厚

分類
（小）

分類
（大）

分類
（大）

図
番
号

第図
図版

H8　Ⅵ層
090130

粘土積み痕明瞭両面：茶褐色
やや良
砂泥質

両面：ナデ(外面は篦ナ
デ痕顕著)

石英･チャート･砂粒
少量･細粒

3.5 
12 
4

ｄロⅢ
乳房状
尖底

59 

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

53

33

H10　Ⅵ層
081226

底面は平ら
外面：赤褐色
内面：暗赤褐色(煤
で黒い？)

良
砂質

両面：ナデ･指頭痕
外面は篦ナデ痕顕著

石英･チャート･光鉱物(黒)
多量･やや粗粒

3.0 
12 
6

ｄロⅢ
乳房状
尖底

60 

J11　Ⅵ層
090210

内面は器面はがれ？
調整無し？・在地外？

両面：黄褐色
良
砂質

外面：篦ナデ･指頭痕
内面：はがれ？調整無

石英･光鉱物(黒)
多量･やや細粒

3.6 
18 
4

ｄロⅢ
乳房状
尖底

61 

H11　Ⅵ層
090218-669

灰色粒は粘質性有り
外面:茶褐色
内面：暗褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
(外面は篦ナデ痕顕著)

石英･灰色粒(粘質）
多量･やや粗粒

3.6 
13 
6

ｄロⅢ
乳房状
尖底

62 

H10　Ⅵ層
090123

外底面に葉脈痕有り
(幅が0.5㎜程)

外面:赤褐色
内面:灰褐色

良
砂泥質

小破片のために不明
石英･赤色粒･光鉱物(黒)
少量･細粒

3.8 
21 
－

ｅｲⅢ
乳房状
尖底

63 

H9　Ⅵ層
090121

突起部が大
外面:黄褐色
内面:淡灰褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
赤色粒･黒色粒･石英
少量･細粒

4.6 
20 
6

ｅｲⅢ
乳房状
尖底

64 

H9　Ⅵ層
090130-445

外底面に白色粒
(石灰質)が付着
外底面は粘土貼り付け明瞭

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
赤色粒･石英･白色粒･光鉱物
(黒微少)
多量･粗粒

5.0 
22 
7

ｅｲⅢ
乳房状
尖底

65 

H12　Ⅵ層
090512

突起部が大両面：赤褐色
良
砂泥質

両面：篦ナデ･刷毛目
石英･光鉱物(白)･砂粒
少量･細粒

4.7 
17 
6

ｅｲⅢ
乳房状
尖底

66 

I9　Ⅵ層
090113-77

突起部が大
内面は器面はがれ？
調整無し？　在地外？

両面：淡黄褐色
良
泥砂泥質

外面：篦ナデ
内面：はがれ？調整無
し？

石英
4.9 
11 
4

ｅﾛⅢ
乳房状
尖底

67 

F10 445KSD　Ⅵ層
　
090611 

突起部が大両面：黄茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･チャート･砂粒
少量･細粒

5.2 
12 
7

ｅﾛⅢ
乳房状
尖底

68 

K11　Ⅵ層
090204-503

突起部が大
内面は器面はがれ？
調整無し？

両面：橙色
良
砂泥質

外面：篦ナデ
内面：はがれ？調整無
し？

赤色粒･石英･砂粒
ヤヤ多量･やや粗粒

5.0 
16 
8

ｅﾛⅢ
乳房状
尖底

69 

H10　Ⅵ層
081224

外底面は上げ底
外面：黄茶褐色
内面:暗黄褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･赤色粒
少量･細粒

2.0 
19 
5

ｆⅢ
乳房状
尖底

70 

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

54

34

I10　Ⅵ層
090206

外底面は上げ底
外面：赤褐色
内面：暗灰褐色

やや良
砂泥質

不明
石英
微少･微細粒

1.6 
12 
－

ｆⅢ
乳房状
尖底

71 

I9　Ⅵ層
090211-525

外底面は上げ底両面：茶褐色やや悪両面:ナデ石英少量･細粒
2.2 
13 
6

ｆⅢ
乳房状
尖底

72 

G10　Ⅵ層
090119・090121

外底面は上げ底
(全体的に深く凹む)

両面：淡橙褐色
良
泥砂質

両面：ナデ
赤褐色粒
やや多量･やや細粒

2.2 
5 
5

ｆⅢ
乳房状
尖底

73 

K12　Ⅵ層
090209-514

外底面は上げ底両面：黄褐色
良
砂質

両面：ナデ
石英･光鉱物(黒)
多量･細粒

2.3 
13 
4

ｆⅢ
乳房状
尖底

74 

H8　Ⅵ層
090129

外底面は上げ底(凹みは浅い)両面：茶褐色
ヤヤ悪
砂泥質

両面：ナデ
石英･赤色粒
少量･細粒

2.3 
24 
６

ｆⅢ
乳房状
尖底

75 

I10　Ⅵ層
090129

外底面は上げ底
(全体的に深く凹む)

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英
やや多量･細粒

2.7 
12 
7

ｆⅢ
乳房状
尖底

76 

H10　Ⅵ層
090122-259

外底面は上げ底(凹みは方形状)
外面：茶褐色
内面：暗褐色

やや良
砂泥質

両面：ナデ
石英
やや多量･粗粒

2.8 
9 
6

ｆⅢ
乳房状
尖底

77 

H10　Ⅵ層
090120-147

外底面は上げ底両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英
少量･やや粗粒

3.0 
9 
4

ｆⅢ
乳房状
尖底

78 

H10　Ⅵ層
081225

外底面は上げ底
(全体的に浅く凹む)

両面：黄茶褐色
(外底面は暗灰褐
色）

良
砂泥質

両面：ナデ
赤褐色粒･光鉱物(黒)
少量･やや細粒

3.1 
5 
4

ｆⅢ
乳房状
尖底

79 

H10　Ⅵ層
090121-170

外底面は上げ底両面：赤褐色
良
泥砂質

両面：ナデ
石英･光鉱物(白)
少量･細粒

3.2 
13 
－

ｆⅢ
乳房状
尖底

80 

I9　Ⅵ層
090129

外底面は上げ底
(凹みはやや方形状)
両面から粘土貼り付け

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：篦ナデ
(内面は顕著)

石英･少量･細粒
2.9 
17 
5～7

ｆⅢ
乳房状
尖底

81 

I11　Ⅵ層
090121

外底面は上げ底
(やや方形状の凹み)

外面：茶褐色
内面：橙褐色

やや良
砂質

両面：ナデ
石英･光鉱物(黒)
多量･細粒

3.1 
19 
8

ｆⅢ
乳房状
尖底

82 

M11　Ⅵ層
090625

外底面は上げ底(凹みはやや深い)
外面：橙褐色
内面：灰褐色

やや悪
砂泥質

両面：ナデ
石英
少量･細粒

4.4 
17 
－

ｆⅢ
乳房状
尖底

83 

K11　Ⅵ層
090213

外底面は上げ底(凹みは浅い)
外底面は粘土貼り

外面：黄褐色
内面：黄暗褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
(外面は篦ナデ明瞭)

石英･光鉱物(黒･茶)
やや多量･やや粗粒

3.2 
14 
7

ｆⅢ
乳房状
尖底

84 

H10　Ⅵ層
090130-472

外底面は上げ底
(凹みはやや方形状)

両面：黄茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･チャート
多量･細粒

3.6 
11 
6

ｆⅢ
乳房状
尖底

85 

G9　Ⅵ層
090126-294

外底面は上げ底(凹みは浅い)両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･チャート
多量･細粒

3.8
16
7

ｆⅢ
乳房状
尖底

86 

E6　Ⅵ層
090625

外底面は上げ底(凹みは浅い)両面：桃色
良
泥質

両面：ナデ
石英･赤色粒
少量･細粒

3.9 
15 
7

ｆⅢ
乳房状
尖底

87 



－104－

第三章　第４節２

　第７表－４　土器底部観察一覧 （単位：底径/cm、底厚・器厚/mm）

出土地観察事項器色
焼成
胎土

器面調整
混和材

種類･量･サイズ

底径
底厚
器厚

分類
（小）

分類
（大）

分類
（大）

図
番
号

第図
図版

H10　Ⅵ層
090123-273

立ち上がりが丸い両面：暗茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ・指頭痕
石英･灰色粒(粘質）
多量･やや粗粒

4.0 
17 
9

ａⅣ平底88 第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

54

34

H9　Ⅵ層
090211-530

外底面は平ら
両面：茶褐色
(内面上部は黒褐
色）

やや悪
砂泥質

両面：刷毛目・指頭痕
石英･白色粒
微少･微細粒

6.0 
13 
5

ｂⅣ平底89 

H10　Ⅵ層
090123

外底面に葉脈痕有り(幅2㎜程)
外底面は上げ底

両面：茶褐色
良
泥質

両面：ナデ
赤色粒･石英
やや多量･やや粗粒

5.4 
7 
6

ｃⅣ平底90 

J11　Ⅵ層
090211-538

底径は大
立ち上がりが皿状
胎土から在地外の土器と思われる

外面：茶黄褐色
内面：淡黄褐色

悪
砂質

外面：ナデ
内面：不明

光鉱物(黒)･金雲母･石英･茶
色粒多量･細粒

8.0 
16 
－

ｄⅣ平底91 

G12　117KSO　Ⅵ層
090514

若干くびれる
底面は平ら･底厚は厚い

両面：淡橙褐色
良
泥砂質

両面：ナデ丁寧
石英
微小･微細粒

3.2 
20 
5

aⅤAくびれ平92 

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

55

35

F7　Ⅵ層070725-
01

底面は若干上げ底状
底厚は厚い

両面：淡橙褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･赤色粒･光鉱物(白)
少量･細粒

3.2 
22 
6

aⅤAくびれ平93 

E10　229KSP　Ⅵ層
090529-1039

若干くびれ
底厚は厚い

外面：茶褐色
内面：淡灰黄褐色

堅致
泥砂質

両面：ナデ
(外面：篦ナデ痕顕著)

石英･赤色粒・光鉱物(白)
微小･微細粒

4.0 
28 
8

aⅤAくびれ平94 

M11　Ⅵ層

090206-510

胎土がきめ細かい
(在地外の土器？）
器厚が薄い･若干くびれ

両面：黄褐色
(内面上部は黒褐
色)

良
砂質

両面：ナデ
石英･赤色粒
微小･微細粒

4.0 
20 
4

aⅤAくびれ平95 

D9　表採
090522

重量感がある底部両面：茶褐色
堅致
泥砂質

両面：ナデ丁寧
(刷毛目が若干残る)

石英･チャート
少量･粗粒

5.0 
21 
－

bⅤAくびれ平96 

H10　Ⅵ層
090121-169

底厚が厚い
若干くびれる

両面：茶褐色
やや良
砂泥質

両面：ナデ(外面は篦ナ
デ痕有り)

石英･光鉱物(黒)･透明ガラ
ス質
多量･粗粒

4.1 
20 
9

bⅤAくびれ平97 

I10　Ⅵ層
090211-527

外底面：中央に直径1.5､深さ約1cm
の半球状の凹み有り

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ丁寧
石英･光鉱物(黒･白)
微小･微細粒

5.2 
21 
8

bⅤAくびれ平98 

H5　Ⅵ層
081204-17

外底面：中央に篦ナデ痕
胎土がきめ細かい(在地外の土
器？）

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ丁寧
石英･光鉱物(黒･白)
微小･微細粒

6.0 
17 
5

cⅤAくびれ平99 

G9　Ⅵ層
090119

在地外の土器･実No1259
の胎土と類似

外面：橙褐色
内面：淡灰褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
光鉱物(黒)･石英
多量･やや粗粒

4.8 
14 
5

ａⅤBくびれ平100 

D10　表採
090522

底径は小
底厚はやや厚い

両面：淡橙褐色
良
泥砂質

両面：ナデ
茶色粒･チャート･光鉱物(白)
少量･やや粗粒

4.0 
17 
－

ａⅤBくびれ平101 

K8 SD6 Ⅱ層
061011-12

底径は小
底厚はやや厚い

両面：淡橙褐色
良
泥砂質

両面：ナデ
石英･赤色粒･茶色粒･黒色粒
やや多量･やや粗粒

4.3 
18 
－

ａⅤBくびれ平102 

G10　Ⅵ層
0709007-78

底径は小
底厚はやや厚い

外面：茶褐色
内面：淡橙褐色

良
泥砂質

両面：ナデ
石英･茶色粒
少量･やや粗粒

4.3 
18 
－

ａⅤBくびれ平103 

H11　Ⅵ層
090106

底径は小
底厚はやや厚い

外面：赤褐色
内面：灰褐色

良
泥砂質

両面：ナデ
赤色粒･灰茶色粒
やや多量･やや粗粒

4.4 
14 
8

ａⅤBくびれ平104 

I4　Ⅵ層
090106-63

底径は小
底厚はやや厚い

両面：黄褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英・赤色粒
少量･細粒

4.8 
16 
8

ａⅤBくびれ平105 

H10　Ⅵ層
070831-18

底径は小
底厚はやや厚い

両面：淡黄褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
チャート･石英
少量･細粒

4.6 
16 
－

ａⅤBくびれ平106 

H4　10KSD　Ⅱ層
081216

両面に砂粒が若干付着両面：黄茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ(外面丁寧)
石英･赤色粒
少量･細粒

4.8 
12 
－

ａⅤBくびれ平107 

G9　Ⅵ層
090121-174

粘土貼り付け痕が明瞭
立ち上がり部の角に粘土
貼りけで若干上げ底状

外面：橙褐色
内面：灰褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･赤色粒
少量･細粒

4.5 
11 
6

ａⅤBくびれ平108 

I8　Ⅵ層
090219

粘土貼り付け痕が明瞭
外面：茶褐色
内面：暗褐色

悪
砂泥質

外面：ナデ
内面：不明

石英･チャート
少量･細粒

5.5 
13 
6

ａⅤBくびれ平109 

K7　Ⅵ層
071228-04

底面は平ら
立ち上がりの角は若干丸い

両面：茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･光鉱物(黒)
少量･細粒

5.5 
12 
5

ａⅤBくびれ平110 

H3　73KSP　Ⅵ層
090122-237

両面：砂が付着両面：黄茶褐色
やや悪
砂泥質

不明
石英･ﾁｬーﾄ･白色粒
少量･細粒

4.0 
8 
8

ｂⅤBくびれ平111 

H4　10KSD　Ⅱ層
081212

立ち上がり部の角は削り？両面：黄褐色
やや良
砂泥質

両面：ナデ石英･少量･細粒
4.8 
6 
4

ｂⅤBくびれ平112 

J6　Ⅵ層
081023-19

立ち上がり部が若干丸い両面：淡黄褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
(外面は丁寧)

砂粒・光鉱物(白)
微小･微細粒

5.5 
7 
－

ｂⅤBくびれ平113 

H4　10KSD　Ⅱ層
081211

外底面：若干上げ底
内底面：中央が膨らむ･砂泥が付着

両面：黄褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･光鉱物(黒)
少量･細粒

5.5 
6 
4

ｂⅤBくびれ平114 

I4　Ⅵ層
090114-90

外底面の中央部は若干上げ底両面：黄褐色
良
砂泥質

外面：ナデ丁寧
内面：ナデ雑

石英･赤色粒
少量･細粒

5.4 
6 
5

ｂⅤBくびれ平115 

G10　Ⅵ層
070114

底厚が厚くなると思われることか
らｃに分類

良面：淡灰橙色
良
泥砂質

外面：ナデ
赤色粒
多量･粗粒

6.2 
－ 
5

ｃⅤBくびれ平116 
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　第７表－５　土器底部観察一覧 （単位：底径/cm、底厚・器厚/mm）

出土地観察事項器色
焼成
胎土

器面調整
混和材

種類･量･サイズ

底径
底厚
器厚

分類
（小）

分類
（大）

分類
（大）

図
番
号

第図
図版

I5　Ⅵ層
090113

底面からの立ち上がりが一定しな
い

両面：灰橙褐色
良
泥質

両面：ナデ
赤色粒
やや多量･粗粒

6.3 
11 
－

ｃⅤBくびれ平117 
第
　
図
・
図
版
　

55

35

H4　Ⅵ層
090121-179

内底面の中央部が若干膨らむ両面：赤褐色
やや良
砂泥質

両面：ナデ
砂粒･赤色粒
普通･細粒

5.8 
9 
5

ｄⅤBくびれ平118 

H5　Ⅵ層
070223-02

内面：砂泥付着
外底面：中央部が若干上げ底(内面
は膨らむ)

両面：黄褐色
堅致
砂泥質

両面：ナデ
砂粒
少量･細粒

5.8 
6 
4

ｄⅤBくびれ平119 

H4　Ⅵ層
090116-111

両面：砂泥付着外
底面：中央上げ底

両面：赤褐色
良
砂泥質

外面：ナデ
石英･砂粒･赤色粒･光鉱物
(黒)少量･細粒

6.3 
9 
6

ｄⅤBくびれ平120 

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

56

36

H3　73KSP　Ⅵ層
090122-239

両面：砂が付着両面：黄茶褐色
良
砂泥質

不明
石英･砂粒･光鉱物(黒)
少量･細粒

6.2 
10 
5

ｄⅤBくびれ平121 

I8　Ⅵ層
090218

外底面：中央部が僅かに上げ底両面：灰褐色
やや良
泥質

外面：ナデ
赤色粒
多量･粗粒

6.2 
7 
6

ｄⅤBくびれ平122 

H4　Ⅵ層
090127-344

器面調整が丁寧
薄手の土器

両面：黄茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
(外底面はナデ丁寧)

石英･光鉱物(白)
微少･微細粒

6.5 
8 
6

ｄⅤBくびれ平123 

H4　Ⅵ層
090127-343

外底面に砂粒が付着
薄手の土器

両面：茶黄褐色
悪
砂泥質

両面：ナデ(外面丁寧)
内面：部分的にはがれ
有り

石英・光鉱物(黒)
少量･細粒

7.0 
10 
4

ｄⅤBくびれ平124 

G5　Ⅵ層
081204-19

外底面:僅かに上げ底両面：黄褐色
やや悪
砂泥質

外面：ナデ
チャート･赤色粒
少量･細粒

6.8 
9 
4

ｄⅤBくびれ平125 

G9　Ⅵ層
081203

素地は灰色
薄手の土器

外面：暗褐色
内面：灰褐色

良
泥砂質

両面：ナデ･指頭痕
灰色粒(粘質)･光鉱物(黒)
やや多量･やや粗粒

7.0 
8 
5

ｄⅤBくびれ平126 

H3　Ⅵ層
090623

薄手の土器
外手面は僅かに上げ底

両面：黄茶褐色
やや悪
砂泥質

両面：ナデ(篦痕明瞭)
指頭痕

石英･赤色粒･金雲母
少量･微細粒

6.1 
9 
4

ｄⅤBくびれ平127 

I3　Ⅵ層
090623

両面：砂泥が付着両面：黄茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･砂粒
微小･微細粒

6.2 
10 
6

ｄⅤBくびれ平128 

I3　Ⅵ層
090623

両面：砂泥が付着両面：黄茶褐色
良
砂泥質

両面：ナデ(外面丁寧)
石英･砂粒
微小･微細粒

6.1 
－ 
6

ｄⅤBくびれ平129 

H5　Ⅵ層
090114

底厚が厚い両面：橙褐色
良
泥砂質

両面：ナデ
石英･チャート･茶色粒･光鉱
物(黒･白)
やや多量･やや粗粒

7.1 
16 
－

ｅⅤBくびれ平130 

I9　Ⅵ層
081031-11

底厚が厚い
底面の半分は削り？

両面:淡橙褐色
良
砂泥質

不明
石英･赤色粒
少量･細粒

7.5 
13 
8

ｅⅤBくびれ平131 

I10　Ⅵ層
090217

貼り付け痕が明瞭
外面：橙褐色
内面：暗灰褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･光鉱物(黒)･灰色粒
多量･粗粒

7.6 
11 
9

ｅⅤBくびれ平132 

I5　Ⅵ層
090115

在地外土器(火山ガラス)
両面：煤付着

両面：黒褐色
(煤付着のせい？）

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･火山ガラスチャート･
赤色粒
多量・やや粗粒

7.0 
13 
5

ｅⅤBくびれ平133 

H11　Ⅵ層
090218-660

外底面は上げ底
外面：橙褐色
内面：灰褐色

良
泥質

外面：ナデ
内面：不明

赤色粒･砂粒
やや多量･やや粗粒

7.2 
10 
－

ｆⅤBくびれ平134 

I5　Ⅵ層
080609-23

外底面は上げ底（内面中央は膨ら
む）

両面：黄褐色
悪
砂泥質

外面：ナデ
赤色粒･砂粒
少量･細粒

7.2 
10 
5

ｆⅤBくびれ平135 

I4　Ⅵ層090122-
263

外底面は若干上げ底両面：黄褐色
良
砂質

両面：ナデ(外面は丁寧）
石英
微小･微細粒

7.1 
5 
5

ｆⅤBくびれ平136 

H1.2.3･I2 764KSD
Ⅵ層　090608

底面は破損両面：黄褐色
悪
砂質

外面：ナデ
石英･白色粒･砂粒
少量･細粒

7.3 
－ 
6

ｆⅤBくびれ平137 

H5　Ⅵ層
081128-4

両面:砂泥付着(石英を含む)両面：橙褐色
良
砂泥質

不明
石英･砂粒
少量･細粒

5.2 
9 
7

ｇｲⅤBくびれ平138 

K7　Ⅵ層
090602

底面は鍔状
若干上げ底

外面：淡暗褐色
内面：淡橙色

良
砂泥質

両面：ナデ(外面丁寧)
内面に条痕

石英･茶色粒･砂粒
やや多量・やや粗粒

6.0 
11 
8

ｇﾛⅤBくびれ平139 

I5　Ⅵ層
090119

底面は鍔状両面：黄褐色
良
泥砂質

両面：ナデ(外面丁寧)
赤色粒･石英
やや多量･やや粗粒

6.6 
－ 
4

ｇﾛⅤBくびれ平140 

I5　Ⅵ層
090116

鍔状部分は粘土貼り付け
外面：灰褐色
内面：暗褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
(内面:ヘラ痕顕著)

砂粒
少量･細粒

6.7 
9 
8

ｇﾛⅤBくびれ平141 

H4　旧試掘埋土
060816-06

くびれ強(鍔状に見える)
外傾が他に比べて大

両面：茶褐色
ヤヤ悪
砂泥質

両面：ナデ
石英･赤色粒･光鉱物(白･黒
微小)
微小･微細粒

6.4 
8 
4

ｇﾛⅤBくびれ平142 

H9　Ⅵ層
090216-631

外底面は若干上げ底状
外面：茶褐色
内面：暗灰褐色

良
砂泥質

両面：ナデ
石英･チャート･白色粒
少量･細粒

4.3 
23 
10

ｈｲⅤBくびれ平143 

L9　Ⅵ層
081014-16

外面くびれ部に有孔
(貫通はしていない)

両面：黄褐色
やや良
砂泥質

両面：ナデ（外面丁寧)
石英
少量･やや粗粒

6.6 
22 
5

ｈﾛⅤBくびれ平144 

H9　Ⅵ層
090123-280

外底面：若干上げ底状
試掘（2009）　第33図39と接合

両面：赤褐色
良
砂泥質

両面：ナデ
石英･チャート
やや多量･粗粒

6.6 
18 
9～11

ｈﾛⅤBくびれ平145 
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 第51図　土器底部１（丸底・尖底）
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 図版31　土器底部１（丸底・尖底）、（上：外面・下：内面）



－108－

第三章　第４節２

 第52図　土器底部２（乳房状尖底）
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 図版32　土器底部２（乳房状尖底）、（上：外面・下：内面）
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 第53図　土器底部３（乳房状尖底）
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 図版33　土器底部３（乳房状尖底）、（上：外面・下：内面）
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 第54図　土器底部４（乳房状尖底・平底）
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 図版34　土器底部４（乳房状尖底・平底）、（上：外面・下：内面）
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 第55図　土器底部５（くびれ平底）
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 図版35　土器底部５（くびれ平底）、（上：外面・下：内面）
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 第56図　土器底部６（くびれ平底）
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 図版36　土器底部６（くびれ平底）、（上：外面・下：内面）
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（２）骨製品（第57図）

　エイ（図１）・サメ（図２）の脊

椎の中央に穿孔したものが、２点

出土した。

　穿孔は両面から施され、孔はい

ずれも0.6cm前後と大きい方であ

る。周縁は丸みを帯びているが、

図１は側面も加工されているのが

確認できる。

　第８表　骨製品観察一覧 
（単位：cm、g）

（３）貝製品（第58～61図）

　貝製品は貝玉、貝輪の装飾品と考えられるものと二枚

貝有孔製品、ヤコウガイ製品、ホラガイ有孔製品などの

実用品と考えられるものがある。

　出土地をみるとⅠ層で２点、Ⅳ層で３点、Ⅵ層のｂ区

30点、ｃ区６点、の計41点出土した（第９表）。

　ここでは出土量の少ないⅠ層、Ⅳ層（グスク時代）の

製品も含めて報告する。以下、第59～61図、図版38～40に主なものを示した。

　①装飾品

＜貝玉＞

　図１はイモガイ科の殻頂部分で、やや楕円を呈し、中央の殻頂に0.42cmの孔がある。内外面の加

工は明瞭でなく、穿孔も加工の可能性は低い。しかし、出土地をみるとＫ７Ⅳ層で同層はシルト質

であることから海浜由来の本品が自然に混ざることは困難で、意図的に持ち込まれたと考えられる

ことから掲載した。

＜貝輪＞

　メンガイ３点、オオベッコウガサ１点の計４点出土した。

　図２のメンガイは小形で内側が大きく剥離し、内縁は摩耗気味である。他に２点（製15・16）出

土したが、いずれも内外縁とも粗割で、内外面とも研磨などの加工は明瞭でなく、未製品かあるい

は自然の割れと考えられる。

　図３はオオベッコウガサで、貝の成長線から剥離し、リング状を呈する。剥離痕は自然の可能性

も考えられ、製品かは明瞭でない。

　②実用品

＜二枚貝有孔製品＞

　二枚貝の殻頂近くに1.0cm～2.0cmの粗孔を施すものであるが、貝種によっては自然に割れ、粗孔

をなすものもあるため、製品との区別がつきにくい。そのため、下記の条件のうち、２つ以上の条

出土地観察事項重量孔横孔縦横縦種類図番号
第図
図版

I7　Ⅵ層b研磨確認0.350.60.61.31.4エイ1第
　
図
・

57
図
版
　37 H5　Ⅵ層c全体に摩耗、水魔か0.930.50.521.8サメ2

第９表　貝製品出土量

合
計

有孔未製品二枚貝有孔製品貝輪貝玉製品名

出土地

ホ
ラ
ガ
イ

ヤ
コ
ウ
ガ
イ

メ
ン
ガ
イ

ヒ
メ
ジ
ャ
コ

シ
ラ
ナ
ミ

カ
ワ
ラ
ガ
イ

R
マ
ス
オ

R
サ
ル
ボ
オ

R
ザ
ル
ガ
イ

オ
オ
ベ
ッ
コ
ウ
ガ
サ

メ
ン
ガ
イ

マ
ガ
キ
ガ
イ

22Ⅰ
321Ⅳ
303211324113ｂ

Ⅵ
61221ｃ
413341532141131合計

第57図・図版37　骨製品
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件を満たすものを「二枚貝有孔製品」として扱った。

ａ．孔の穿孔時に複数の打割がみられること。

ｂ．孔は複孔（孔の輪郭に切り合い）であること。

ｃ．腹縁に複数の剥離（使用痕）がみられること。

　以上のことを確認するため、個々の製品について貝及び孔の

大きさ、重さなどを計測し、さらに腹縁の加工、孔の形状、位

置、穿孔方向などを観察し、第12表に示した。

　層別にはⅠ層でメンガイ2点、Ⅳ層でヒメジャコ2点、Ⅵ層で

ヒメジャコ13点、リュウキュウサルボオ4点、シラナミ3点、カ

ワラガイ2点、メンガイ2点、リュウキュウザルガイ及びリュウキュウマスオが各々1点の計30点であ

る。

　Ⅵ層の貝種の割合を見るとヒメジャコ50.0％、シラナミ11.54％、リュウキュウサルボオ15.38％、

カワラガイ7.69%、メンガイ類7.69％、リュウキュウザルガイ及びリュウキュウマスオが各々3.85%

でヒメジャコとシラナミを合計すると61.54％と主体をなす。

　貝の棲息地をみるとシラナミ、ヒメジャコはイノー、リュウキュウサルボオ、リュウキュウマス

オ、リュウキュウザルガイは内湾の転石に棲息するもので、本遺跡の自然貝の主体貝はマングロー

ブ域に棲息するアラスジケマンガイである。また、ヒメジャコ、シラナミの大きさ（殻長）をシャ

コガイ貝集中部の貝と比較すると（第62図）製品の貝殻は大きめの貝を用いていることから意図的

な選択が示唆される。重さについてみると全体的に30g以下が多いが、ヒメジャコの中には100gを

超えるものも３点ある。また、ヒメジャコの大きさについて乳房状尖底を主体とする本遺跡と、く

びれ平底を主体とする伊礼原D遺跡の大きさ（殻長）の比率を第62図に示した。これによると本遺

跡の方が貝殻は大きく、時期が新しくなる伊礼原D遺跡の方が小さくなるようである。この差異は

製品の差か自然貝もその傾向があるのか詳細な検討が必要である。

＜ヤコウガイ製品＞

　３点得られ、各々加工の仕方は異なる。

　図13は殻口近くを半月状に象ったもので、周縁は打割で調整されている。大宜味村喜如嘉貝塚

（1994）本部町備瀬貝塚（1986）で出土したヤコウガイ有孔製品の未製品の可能性も考えられる。

　図14はヤコウガイの殻口～体層の部分で、外殻の稜の部分は打割され、さらに体層部分は直状に

打割されている。研磨調整は確認されないことから未製品と考えられ、沖縄諸島で報告例はない

が、奄美大島マツノト遺跡（2006）のリング状製品に形状は近い。

　図15はほぼ完形であるが、背面の外殻部分が剥離し、真珠層が露出する。ほかに加工痕はなく貝

殻の風化とも考えられるが、このような例は少ないことから掲載した。今後の類例を待ちたい。

＜ホラガイ有孔製品＞

　ホラガイの腹面に1～2.0cmの粗孔を施したもので、3点出土した。いずれもb区の出土である。本

品は前回の調査(2009)でも2点出土している。単孔タイプ（図16）と複孔タイプ（図17）がある。図

17の背面の破損は使用のためと思われる。ホラガイの大きさは前回も含めて小さめである。

＜引用・参考文献＞

　豊見山禎・島袋春美　1994『 喜如嘉貝塚』沖縄県文化財調査報告書第114集　沖縄県教育委員会

　島　弘・岸本義彦ほか　1986『備瀬貝塚』本部町文化財調査報告書　第４集　本部町教育委員会

　中山清美ほか　2006 『マツノト遺跡』笠利町文化財調査報告書第28集　笠利町教育委員会

第58図　二枚貝有孔製品観察部位
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 第59図　貝製品１（貝玉・貝輪・二枚貝有孔製品）
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 図版38　貝製品１（貝玉・貝輪・二枚貝有孔製品）
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 第60図　貝製品２（ヤコウガイ製品）
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 図版39　貝製品２（ヤコウガイ製品）
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　第10表　ヤコウガイ製品観察一覧 （単位：cm、g）

出土地貝殻状態重量幅縦部位製品名
製品
番号

図
番号

第図
図版

H10　Ⅵ層bやや良孔111.9110.356.2殻口未製品1313第
　
図
・

60
図
版
　39

H10　Ⅵ層ｂ良好58812.912.9殻口～体層未製品2414

H５　Ⅵ層ｃやや良好58516.411.5殻口～殻頂未製品2315

 第61図　貝製品３（ホラガイ有孔製品）
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　第11表　ホラガイ有孔製品観察一覧 （単位：cm、ｇ）

出土地備考穿孔方向孔横孔縦重さ殻径殻高完破
製品
番号

図
番号

第図
図版

G9　Ⅵ層ｂ横殻径8.4㎝外→内2.723.3915310.423.6完形2616第
　
図
・

61
図
版
　40 I10　Ⅵ層ｂ①1.0　②1.1①1.1　②1.0115.2110.023完形1717

I10　Ⅵ層ｂ
横殻径8.7㎝、殻頂丸
み。殻口、若干の調整。

外→内1.621.5636911.726.9完形27図版なし

 図版40　貝製品３（ホラガイ有孔製品）
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　第12表　二枚貝有孔製品観察一覧 （単位：cm、g）

　第13表　貝玉・貝輪観察一覧 （単位：cm、g）

出土地貝殻状態・他腹縁孔形
穿孔 
方向

孔の 
状況

孔 
位置

孔 
横

孔 
縦

重 
量

殻 
長

殻 
高

完 
破

左 
右

貝種
製品
番号

図
番号

第図
図版

I９　Ⅵ層ｂ良好×楕円内→外複上中1.51.422.965.64.5完形左Ｒ・サルボオ194

第
　
図
・
図
版
　

59

38

I３　Ⅵ層ｃ風化孔ー成長線沿う×方形内→外複上中2.5226.7166.4完形右メンガイ25

I５　Ⅵ層ｃ風化、孔上剥離×横長楕円内→外複上中1.20.911.665.36完形右メンガイ16

H９　Ⅵ層ｂ良好×横楕円内→外複上前1.380.85145.954.4完形左ヒメジャコ217

K10　Ⅵ層ｂ良好×楕円内→外複上前1.81.118.9774.7完形右ヒメジャコ188

H10　Ⅳ層やや風化、孔上剥離×楕円内→外複上中1.10.917.736.84.95完形左ヒメジャコ99

G8　Ⅵ層ｂやや風化前背方形内→外複上前10.711.865.84.1完形右シラナミＡ1210

J10　Ⅵ層ｂ風化（掘立柱建物址12　SP762）前背不定形孔両面複上前2.11.361.789.37.2完形右ヒメジャコ811

H4　Ⅵ層ｃ前背横楕円内→外複上前2.52.251299.88.6完形左ヒメジャコ512

H9　Ⅵ層ｂやや風化×方形内→外複上中1.161.399.174.54.9完形右Ｒ・ザルガイ32

図
版
な
し

I10　Ⅵ層ｂやや風化×不定形内→外複殻頂0.910.8116.415.13.9完形右Ｒ・サルボオ20

H9　Ⅵ層ｂやや風化×横楕円内→外単殻頂0.930.7313.875.73.7完形左Ｒ・サルボオ38

H9　Ⅵ層ｂやや良好×方形内→外複殻頂0.660.6220.465.553.9完形左Ｒ・サルボオ31

I４　Ⅵ層ｃ×やや方形内→外複中中1.141.157.035.013.6完形右Ｒ・マスオ30

I10　Ⅵ層ｂやや良、色残×縦楕円内→外複上中0.670.8613.184.55.35完形右カワラガイ33

I10　Ⅵ層ｂやや風化×方形内→外単上中0.670.947.243.94.3完形左カワラガイ39

I８　Ⅵ層ｂやや良、色残、紐ずれ？×横楕円内→外複上前1.591.0234.998.85.2完形右シラナミＡ45

H11　Ⅵ層ｂやや風化、殻厚×方形内→外複中中2.391.4493.8512.26.7完形左シラナミＡ44

E７c　Ⅳ層a風化×円内→外複上前1.61.414712.89完形左ヒメジャコ46

I10　Ⅵ層ｂやや良孔、 上剥離、 紐ずれか×不定形内→外複上前1.631.8389.7310.57.5完形右ヒメジャコ35

L11　Ⅵ層ｂやや風化、紐ずれか前背楕円内→外複上中2.181.9776.869.87.6殻頂右ヒメジャコ40

H９　Ⅵ層ｂやや風化×方形内→外複上中1.820.8910.055.54.4殻頂右ヒメジャコ37

M10　Ⅵ層ｂやや風化、 アバタ、 上剥離、 紐ずれ後背不定形内→外複上中1.191.1547.828.77.25完形右ヒメジャコ42

H９　Ⅵ層ｂ良好全縁摩耗横楕円内→外複上前3.21.95105.0710.357.5完形右ヒメジャコ28

I10　Ⅵ層ｂやや良、貝厚腹やや方形内→外複中中3.061.5271.1610.47.4完形左ヒメジャコ34

L11　Ⅵ層ｂ風化後背不定形内→外複上中3.31.7642.819.37.2殻頂左ヒメジャコ41

H４　Ⅵ層ｃやや良、腹縁破損大きい前背横楕円内→外複上前1.661.1125.146.65.5殻頂左ヒメジャコ25

M10　Ⅵ層ｂやや風化、孔小さめ×楕円内→外複上中0.710.7864.57107.1完形左ヒメジャコ43

北西区　Ⅰ層褐色×不定形外→内複上中1.111.1714.754.85.2完形右メンガイ4

北西区　表採×楕円内→外単殻頂1.731.3321.916.256.05完形左メンガイ3

第62図　二枚貝有孔製品の重量別分布と殻長の比率

出土地観察事項重量孔横孔縦殻長殻高完破部位貝種製品名
製品
番号

図
番号

第図
図版

K7　Ⅳ層摩耗0.660.420.421.21.3完形殻頂イモガイ科貝玉101第
　
図
･

59
図
版
　38

G9　Ⅵ層ｂ摩耗3.783.43.24.54.4完形左メンガイ貝輪42

H9　Ⅵ層ｂ成長線から剥離8.883.755.36.7完形-オオベッコウガサ貝輪223

H9　Ⅵ層ｂ風化、孔-成長線から割れる。楕円17.994.235.196.87.05完形左メンガイ貝輪16
図版なし

G8　Ⅵ層ｂ風化、孔-複孔、楕円、未製品か自然27.153.334.156.77.25完形左メンガイ貝輪15



－127－

（４）石器（第63～79図）

　今回の調査で125点の資料が得られた。器種は石斧、敲石、敲石兼磨石、磨石、石皿、砥石、クガ

ニ石、楔形石器等で、それぞれ分類したものを第14表に挙げた。

　器種で最も多いものは磨石で77点、次に石斧12点、石皿10点、敲石９点、敲石兼用磨石７点、砥

石７点、クガニ石１点、楔形石器１点、不明石器１点である。

　層序は出土量の多いⅣ層とⅥ層の比較でみると磨石はⅣ層の出土が48点、Ⅵ層出土が18点とⅣ層

に約半数以上出土している。石斧はⅣ層の出土が２点、Ⅵ層出土が８点でⅥ層からの出土が多く、

そのうち完形が６点、破損したものが2点である。石皿は全て破損したものでⅣ層の出土が３点、

Ⅵ層出土が６点である。敲石はⅣ層の出土が６点、Ⅵ層出土が３点とⅣ層で僅かに多い。以下、主

な石器について簡単に特徴を述べ第15表に観察事項を記した。

①石斧

　石斧は12点の出土で完形６点、破損したもの５点、未製品が１点である。石斧のタイプは大別す

ると撥形で太型のもの、刃部から基端まで同じ幅で断面が扁平状のものに分けられる。刃部は両

刃、片刃のものがみられた。

　図２は、完形で基端まで残存する資料である。部分的に数箇所欠落しているが研磨は基部までお

よび刃部は両刃で、刃こぼれはないが刃縁は鈍る。図３の資料は一般的な中型の石斧である。全体

のつくりは丁寧で欠失する箇所はみられない。刃部は両刃で、側刃角の部分は左右対称にならな

い。刃面の状態は表裏面ともに研磨方向の違いが認められ、数回にわたり研ぎ直している。

　図６は完形資料の中で最も長さのある石斧である。自然礫を利用した資料で基部は形成せず両側

面を直に研磨している。刃部は片刃を成し刃面の範囲は広くない。刃縁は細かい刃こぼれが幾つも

生じている。

②敲石

　敲石は９点の出土で完形６点、破損したものが３点である。そのなかには石斧転用敲石（第68図

11・12）も２点みられる。図37の敲石はⅣ層検出の掘立柱建物址２のプラン、柱穴SP732から出土し

ている。図に示した資料のうち、石斧転用敲石を除くと不定形のものが多い。

③敲石兼磨石

　敲石兼磨石としたものは、敲石と磨石を兼用した資料である。図15の資料は、ほぼ球状を呈すが

全面が多面体で面をつくり細かい敲打の痕が面全体を覆う。重量があるため敲きに使用するには効

果的で、磨面は僅かに研磨が認められる。

④磨石

　磨石は第14表に示したとおり種類別で最も出土が多い。大半が破損したもので、完形のものは９

点の出土である。磨石のタイプを大別すると扁平楕円形、厚手楕円形を呈すもの、石鹸状磨石と称

されるもの、大型厚手のものに分類できる。図32の資料は磨石の破損したもので大型のものと考え

られ、石英脈のある部分から剥離している。従来の磨石より厚みがあり多面的に使用したものと推

測され複数の磨り面が確認でき研磨は滑沢である。

⑤クガニ石

　クガニ石が１点出土している（図40）。半月形を成し弧状を呈す側面に敲打痕がみられる。面を

成す部分は両面が使用され、敲打痕は片面が深く、もう一方の面は浅い。クガニ石は奄美諸島に多

く、沖縄では北原貝塚、平敷屋トウバル遺跡で出土している。今回の資料は、これまでのクガニ石

より敲打痕が顕著で窪みが明瞭に確認できる。Ｉ4、10KSD、Ⅱ層の出土である。
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　第14表　石器出土量

層序別

合計
小
計

用途不明

石器

楔形石器石皿砥石クガニ石磨石
敲石兼
磨石

敲石石斧分類

出土地・区・遺構 完形破損破損完形破損完形破損完形破損完形未製品破損完形

88611Ⅰ

6

11SX71G5

Ⅱ

11SX71I9

1110KSDI4

1110KSDH4

22764KSDH1･2･3･I2

69

4823371221Ⅳ

61221SD44H10

Ⅳ

22SK30J7

11SP16H8

11SP397I8

11SP398I8

11SP558G6

22SP732G7

11SP755I7・8

11SP758J10

11245KSPF8

11287KSPE8

11289KSPE8

1143KSPI5

111137KSPL11

41

7

4211E6

Ⅵ
（a区）

11E8

211E9

31

11G10

Ⅵ
（b区）

11G8

11G9

321H10

211H11

211H9

211I10

211I11

11I9

11I・J7

11J・K10

11J10

211J11

431K11

11K12

11K9

321L11

1186KSUM11

111068KSPL10

111H4Ⅵ
（c区）

2211Ⅵ

111不明

125
1110716892536156小　　計

111071777912合　　計

凡例：「出土地」の項「SX」「SD」「KSD」「SP」「KSP」「KSU」は遺構を示す
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⑥石皿

　石皿は10点の出土で使用痕の明確なものを図に示した。石皿のタイプは大別して薄手のものと厚

手のものに分けられる。図示した４点は薄手のもの２点、厚手のもの２点である。厚手のものは大

型で１点は片面のみ使用、あとの１点は両面使用と考えられる。薄手のもの２点は両面とも使用さ

れ、どちらも使用面の中央部から破損している。両面使用により厚みを減じたことが破損の要因と

考えられる。

　図43の石皿は薄手の資料で細粒砂岩を使用している。表面中央から右半面が使用面の中央部にあ

たると推測される。裏面にも同一の箇所に使用痕跡がみられ両面使用が判断できる。上下端部も破

損し、左側面は周縁加工でなく自然面と考えられる。図44も薄手で石灰質砂岩を使用しており、石

皿に使用される素材としては稀で、この資料も両面使用である。

⑦砥石

　砥石は７点の出土ですべて破損したもので、両面使用のものに大型の資料もみられた。又、接合

された資料（I９ Ⅳ層とI７･８Ⅳ層SP755、Ｊ10 Ⅳ層とＪ10 Ⅳ層SP758）も確認できた。

⑧楔形石器

　楔形石器（第63図、図版41）が１点出土した。素材は黒曜石で、剥片石器はこの資料のみである。

一部折損した箇所がみられ全体の形状は台形を呈し形成剥離後、丁寧に整形した痕跡が窺える。

　上下の縁辺に楔形石器に一般的にみられる階段状の潰れの痕跡もみられる。Ｅ９Ⅵ層の出土で、

法量は最大長1.8㎝、最大幅1.7㎝、最大厚0.4㎝、重量1.36gである。産地は西九州産との見解を得

た。

 第63図　楔形石器 図版41　楔形石器

　第15表－１　石器観察一覧 （単位：㎝、g）

出土地観　 察　 事　 項石　質

最大長
最大幅
最大厚
重量

形　態完/破器種
図
番
号

第図
図版

H10　SD44
Ⅳ層　081029

扁平状で整形は良い。側面の形状は緩く湾曲する。

斑　レ　イ　岩

9.8 
7.2 
1.8 
189

未製品破損石斧1

第
　
図
・
図
版
　

67

42

Ｉ11
Ⅵ層ｂ　090211

中型の石斧で両刃、刃の形態は蛤刃。基部、基端部ま
で整形されている。研磨は基部の表裏面に及んでい
る。

輝　緑　岩

10.6 
5.4 
2.7 
266

両刃完形石斧2

L10　1068KSP
Ⅵ層ｂ　090605

大型石斧で両刃の蛤刃。刃面には方向の違う研磨が
幾つも確認でき、何度か研ぎ直しの痕跡がみられる。輝　緑　岩

14.2 
6.3 
3.7 
528

両刃完形石斧3

H９
Ⅵ層　090122

小型の石斧で刃部は刃線が消滅し潰れている。基部、
基端まで整形され研磨は基部まで及ぶ。刃線の潰れ
具合から敲石に転用、使用したものと考えられる。

輝　緑　岩

9.2 
5.7 
2.8 
263

両刃完形石斧4

Ｅ８
Ⅵ層ａ　090627
一括取り上げ

扁平状石斧で基部、基端に整形痕あり。基部まで丁
寧に研磨が及ぶ。打割により刃部の片側が大きく破
損。

輝　緑　岩

10.0 
6.9 
2.3 
289

片刃的完形石斧5
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　第15表－２　石器観察一覧 （単位：㎝、g）

出土地観　 察　 事　 項石　質

最大長
最大幅
最大厚
重量

形　態完/破器種
図
番
号

第図
図版

H10
Ⅵ層ｂ　090218

厚手で平面形が屈曲する。自然礫を利用し、
整形されていないが研磨は基部まで及ぶ。側
面は若干の研磨を加え片刃的な刃部のつくり
で刃こぼれがある。

斑　レ　イ　岩

16.9 
6.3 
3.7 
581

片刃完形石斧6

第
　
図
・
図
版
　

68

43

Ｋ９
Ⅵ層ｂ　070824

基部は折損、薄手の刃部で扁平石斧と思われ
る。残存資料は片刃的両刃で刃部のみ研磨さ
れ、基部に研磨はみられない。

輝　緑　岩

5.4 
7.3 
2.0 
136

両刃破損石斧7

E6
Ⅵ層ａ　090627
一括取り上げ

基部は破損し形状は不明。残存する刃部は薄
手の扁平状石斧。刃は両面から研ぎだすが表
面はやや膨らみ、離面には一部自然面も残る。

砂　　岩

4.7 
7.3 
1.7 
59.8

片刃破損石斧8

J・Ｋ10
Ⅵ層ｂ　080827

二次加工品か、全体の形状が屈曲する。基部
は整えられているが顕著な研磨はなし。刃部
は研磨されているが小さな刃こぼれがみられ
る。

斑　レ　イ　岩

8.4 
4.2 
1.7 
103

片刃完形石斧9

Ｌ11
Ⅳ層ｂ　090206

薄手の扁平小型石斧。基部表面は両サイドか
ら研磨され中央に向けて膨らむ。裏面は平坦
でフラットな面を成す。刃部は片刃を呈し細
かな刃こぼれが複数ある。

斑　レ　イ　岩

5.9 
4.3 
1.7 
73

片刃破損石斧10

 （不明）下層調査
Ⅵ層　090225

全体の形状不明。刃部らしき箇所は刃が潰れ、
打欠が多くみられる。基部の破損のように見
える部分は手馴れで角が摩滅している。

斑　レ　イ　岩

7.6 
6.9 
3.0 
220

石斧
転用品

破損敲石11

Ｈ11
Ⅵ層ｂ　090121

形態は石斧のように見え、石斧仕様敲石か、石
斧の転用品か。側面には浅い窪みがみられ刃
部は刃線が潰れ面をつくる。

斑　レ　イ　岩

9.0 
5.7 
3.3 
324

石斧
転用品

破損敲石12

Ｋ11
Ⅵ層ｂ　090220

破損資料で全体の形状は不明。表裏面に研磨
がみられ表面中央に浅い敲打痕が確認できる。
側面は大きく欠失しており使用痕は明瞭でな
い。

砂　　岩

7.8 
6.7 
5.5 
322

不定形破損磨石13

第
　
図
・
図
版
　

69

44

Ｇ７
Ⅳ層　081014

球状で多面体の面をもち、重量感のある資料
である。大小の面をつくる箇所が８面確認で
き範囲は3.5㎝ 四方のものから2.2㎝ 程度の面
が全面に確認できる。

石英閃緑岩

6.3 
6.8 
6.1 
431

球状完形敲石14

Ｌ11
Ⅳ層　081127

大型資料でほぼ球状を呈す。使用箇所に面が
でき多面体を成すが、面と面の境に角をつく
る箇所は使用が激しかったことを示す。

角閃石安山岩

8.7 
9.6 
8.8 
1.180

球状完形
敲石兼
磨石

15

Ｇ６
Ⅳ層　070706

小型で球状を潰した形態。自然礫の丸みを利
用し表裏面に軽い研磨の痕跡が確認でき節理
もみられる。

砂　　岩

5.5 
4.8 
3.4 
123

偏平完形磨石16

Ｋ７
Ⅳ層　071207

形態は球状をやや潰した円形。裏面が平坦で
研磨面が存在する。小さな研磨が幾つか重な
り使用度に角度を変えていることが判る。

砂　　岩

6.5 
6.3 
4.0 
237

扁平完形磨石17

Ｌ11　1137ＫＳＰ
Ⅳ層　090624一括
取り上げ

表面中央に浅い敲打がみられる。下面には小さ
い範囲で擦痕面あり。全体に自然礫のままで、
裏面は使用痕が明瞭でない。

砂　　岩

6.8 
6.1 
3.2 
193

扁平
不定形

完形磨石18

Ｅ９
Ⅵ層ａ　090630
一括取り上げ

一般に石鹸状磨石と呼ばれる資料で表面に研
磨面、裏面中央に研磨痕と敲打痕が確認でき
る。側面周囲には擦痕がみられる。

礫　質　砂　岩

9.3 
7.6 
4.6 
623

石鹸状完形
敲石兼
磨石

19第
　
図
・
図
版
　

70

45
試掘トレンチ
Ⅰ層　080222

石鹸状を呈し表裏面に明瞭な研磨あり。側面
周縁に浅い敲打と擦痕面が確認できる。形状
は上下対称にならず下方面の片側のみ極端に
使用したか、もとの原形のまま使用したか不
明。

砂　　岩

8.7 
8.6 
4.5 
572

石鹸状完形磨石20
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　第15表－３　石器観察一覧 （単位：㎝、g）

出土地観　 察　 事　 項石　質

最大長
最大幅
最大厚
重量

形　態完/破器種
図
番
号

第図
図版

Ｉ10
Ⅵ層ｂ　090217

石鹸状磨石の不定形型で表裏面に顕著な研磨
が確認できる。側面周縁に軽い敲打と擦痕が
みられる。

砂　　岩

10.5 
9.3 
6.0 
900

変形
石鹸状

完形
敲石兼
磨石

21第
　
図
・
図
版
　

70

45
Ｈ４
Ⅵ層ｃ　090121

破損資料で表面に敲打による小さい窪みが確
認され右側面、下面にも敲打痕がみられる。
離面の研磨痕は顕著である。

礫質砂岩

11.0 
8.5 
5.3 
602

石鹸状破損
敲石兼
磨石

22

Ｋ11
Ⅵ層ｂ　090212

略三角形の形状で表裏面の研磨は顕著。表面
中央に浅く小さい窪みを有す。側面周囲に擦
痕面がみられる。

砂　　岩

8.9 
8.9 
5.8 
751

略三角形完形磨石23

第
　
図
・
図
版
　

71

46

Ｉ９
Ⅵ層ｂ　090211

表裏面に顕著な研磨がみられ又、敲打痕が表
裏面、右側面に確認できる。上下両端には擦
痕あり。

砂　　岩

12.0 
7.6 
4.7 
731

扁平
楕円形

完形敲石24

Ｉ10
Ⅵ層ｂ　090211

表裏面に研磨痕がみられ、特に表面は中央部
両側の研磨が顕著である。両側面と上下端部
に敲打痕、擦痕がみられる。

礫質砂岩

13.8 
9.3 
4.6 
1.100

扁平
楕円形

完形磨石25

M11　86KSU
Ⅵ層ｂ　090212

楕円形磨石、厚みあり、表裏面研磨あり過度に
使用した箇所は磨り減り側面に向かって傾斜
する。

砂　　岩

12.8 
9.6 
5.1 
1.000

楕円形完形磨石26

第
　
図
・
図
版
　

72

47

Ｋ11
Ⅵ層ｂ　090220

楕円形を呈し表面は中央が厚い。研磨は中央
部より左右に研磨が顕著にみられる。風化に
より側面周縁が剥離し崩れており正確な原形
をとどめない。

砂　　岩

14.1 
9.3 
4.2 
875

扁平
楕円形

完形磨石27

Ｉ５　43 KSP
Ⅳ層　081226

大型の扁平楕円形磨石。離面から上部にかけ
て破損。表面の研磨面は顕著。裏面全体、打
欠により自然面が露呈する。側面周縁に擦痕
がみられる。

石英閃緑岩

12.2 
10.2 
4.2 
816

扁平
楕円形

破損
敲石兼
磨石

28

Ｅ６
Ⅵ層ａ　090124
一括取り上げ

不定形な楕円形磨石で節理面が多い。表裏面
の研磨は顕著、上下端部に擦痕がみられる。

砂　　岩

12.8 
9.3 
6.2 
1.060

変形
楕円

完形磨石29

第
　
図
・
図
版
　

73

48

Ｊ11
Ⅵ層ｂ　090212

楕円形の磨石。表裏面全体に研磨がおよび風
化により鉱物のぬけた小穴が無数にみられる。
離面は平坦で据わりのよい面をつくる。

輝石角閃石安山岩

13.7 
10.1 
6.3 
1.000

楕円形完形磨石30

南下層トレンチ
Ⅵ層　090629
一括取り上げ

楕円形を呈し、ほぼ全面に磨りの痕跡がみら
れるが表裏面は特に研磨が強い。表面と比べ
離面が平坦で据わりが良い。

角閃石安山岩

14.8 
10.5 
6.6 
1.400

楕円形破損磨石31

J11
Ⅵ層ｂ　090217

大型磨石の半欠品で一部欠損し全体の形態は
不明。完形の場合さらに大型の資料と予測さ
れる。残存箇所は全面研磨され範囲の小さい
研磨が幾つも面を成し、向きを変え使用した
痕跡が窺える。

砂　　岩

7.4 
13.1 
9.8 
1.300

不定形破損磨石32

第
　
図
・
図
版
　

74

49

Ｌ9
Ⅳ層　090212

厚みのある資料で破損し全体の形態は不明。
表面に研磨がみられ中央に小さい窪みあり。
側面には敲打の痕跡も確認できる。

角閃石安山岩

7.5 
9.8 
5.8 
671

不定形破損磨石33

Ｉ11
Ⅵ層ｂ　090220
一括取上げ

大型磨石で上部が破損し全体の形状は不明。
表裏面に顕著な研磨あり。表面中央に敲打痕
を有す。

砂　　岩

14.7 
11.6 
10.0 
1.500

不定形破損磨石34
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　第15表－４　石器観察一覧 （単位：㎝、g）

出土地観　 察　 事　 項石　質

最大長
最大幅
最大厚
重量

形　態完/破器種
図
番
号

第図
図版

Ｊ10
Ⅳ層　090219

楕円形磨石と思われるが一部破損している。
表裏面に研磨面がみられる。節理面が多くみ
られ破損の要因となっている。

片　状　砂　岩

11.6 
7.4 
6.7 
653

不定形破損磨石35

第
　
図
・
図
版
　

75

50

H８
Ⅳ層　081203
一括取り上げ

表裏面に研磨痕がみられる。上下端部に二面、
使用による敲打の痕跡が面をつくる。右側面
に抉りのような窪みがみられる。

片　状　砂　岩

12.8 
8.0 
5.5 
892

不定形完形
敲石兼
磨石

36

Ｇ7　SP732
Ⅳ層　081024

チャートと泥岩の中間的な資料でいびつな楕
円形を呈す。節理面が多く表裏面の中央に敲
打の痕跡がみられる。

珪　質　泥　岩

8.9 
7.7 
5.0 
497

不定形完形敲石37

Ｅ８　287 KSP
Ⅳ層　090605

川原石を用いた資料で形態は厚みのある棒状
を呈す。下端部に敲打の痕跡がみられる。表
裏面に若干、軽い研磨が確認できる。敲打は
下端部に一箇所みられる。

砂　　岩

15.8 
5.8 
4.4 
681

円柱状完形敲石38

E８　289 KSP
Ⅳ層　090609

扁平敲石で形状は不定形を呈す。上部と下部
に大きな打欠が確認でき表裏面には敲打痕が
多くみられる。

斑　レ　イ　岩

15.0 
13.1 
4.8 
1.200

扁平
不定形

破損敲石39第
　
図
・
図
版
　

76

51
Ｉ４　10KSD
Ⅱ層　081211

形状は略半月形を呈し両面使用で敲打による
窪みがみられ表面は深く裏面は浅い。側面に
も敲打痕が確認できる。

細　粒　砂　岩

19.8 
13.3 
5.5 
2.500

半月状完形クガニ石40

Ｇ10
Ⅳ層　090529

大型の磨石に属すと考えられる。上下左右は
破損する。表面全面に研磨が認められ、裏面
は打欠により自然面が露呈する。

砂　　岩

15.1 
12.4 
12.2 
1.800

楕円形破損磨石41第
　
図
・
図
版
　

77

52
Ｈ11
Ⅳ層　090121

縦長で断面は三角形を呈し、表面中央に稜を
つくる。裏面は全体に平坦で周囲に打欠がみ
られる。稜のある部分に敲打が若干認められ、
研磨は表、両側と裏面にわずかに確認できる。

砂　　岩

19.6 
10.8 
7.0 
1.300

不定形破損
用途不明
石器

42

Ｈ９
Ⅵ層ｂ　090218

薄手の石皿で全体の形状は不明。両面使用で
表裏面とも使用痕がみられ、使用面の中心部
から破損している。中心部の最も薄い箇所は
厚さ6ミリである。

砂　　岩

16.1 
12.9 
3.6 
943

不定形破損石皿43第
　
図
・
図
版
　

78

53
Ｇ10
Ⅵ層ｂ　090130

上下左右は打欠し全体の形状は不明。残存資
料はやや扁平。両面使用で表裏面の中央部が
磨り減り周辺の厚みとアンバランスになり力
を加えた際に破損したものと考えられる。

石灰質砂岩

19.4 
14.7 
3.1 
904

不定形破損石皿44

Ｇ８
Ⅵ層ｂ　090202

大型の石皿で厚みあり。使用面の凹みが深く
使用頻度は高い。

細　粒　砂　岩

33.2 
30.6 
13.0 
19.5kg

不定形破損石皿45第
　
図
・
図
版
　

79

54

Ｋ12
Ⅵ層ｂ　090220

大型の石皿で両面使用。厚みがあるため使用
面は破損しておらず凹みは位置を変え数箇所
に確認できる。

細　粒　砂　岩

44.7 
26.8 
12.7 
27.0㎏

不定形破損石皿46
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　石器・石材の分布と接合関係（Ⅳ層）

　第64図に調査範囲のⅣ層における石器、石材の出土状況を平面分布に示した。1～５の点数の少

ない石器・石材資料は過半数のグリッドで出土し散在している状況である。又、６～10点の出土は

調査区中央のH・I・J・K・L７～11の８グリッドに限られる。11点以上出土したグリッドはH・I・

J・L７～10に集中している。このことはⅣ層で石器、石材の多くがまんべんなく出土している状況

を示す。

　この分布図に接合資料の石器と石材を示したところ、離れたグリッドから出土した遺物も接合可

能であった。又,接合資料はⅣ層検出の溝状遺構、柱穴からの出土も数点みられた。

　接合資料の石器、石材は６点で、①H10 SD44 Ⅳ層とＧ11 Ⅳ層の磨石（輝緑岩）、②I９Ⅳ層の２

点とJ11 Ⅳ層、L10 Ⅳ層の磨石（礫質砂岩）４点、③I７･８ベルト柱穴SP755Ⅳ層 とI９Ⅳ層の砥石（砂

岩）で柱穴と柱穴外の資料、④Ｊ10 Ⅳ層とＪ10 SP758 Ⅳ層の砥石（砂岩）で柱穴と柱穴の外の資

料、⑤H 11Ⅳ層とM10SP741Ⅳ層の石材（花崗閃緑岩）が４グリッド離れて接合、⑥Ｊ10 Ⅳ層の２点

とＪ10SP789Ⅳ層の石材（閃緑岩）３点が柱穴と柱穴外の資料が接合できた。

第三章　第４節２
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＜石質＞

　第65図は素材となる岩石を種別に分類したもので21種の岩石が確認された。21種のうち、岩石の

成り立ち別に分けると堆積岩８、火成岩（火山岩）13、変成岩１で、火成岩（火山岩）に属す種類

が13種出土しているが、重量比で見ると堆積岩の方が過半数で圧倒的に多い。

重さ（ｇ）石質
99,559.5 細粒砂岩
55,509.5 砂岩
20,490.2 閃緑岩
12,947.1 礫質砂岩
12,024.8 角閃石安山岩
7,167.4 チャート
5,817.5 輝緑岩
4,087.4 斑ﾚｲ岩
2,702.0 片状砂岩
2,458.5 花崗閃緑岩
1,247.0 石英閃緑岩
4,117.2 その他
228,128.1 合　　　計

 (その他の詳細）
1,000.0 　輝石角閃石安山岩
904.0 　石灰質砂岩
717.0 　花崗岩
497.0 　珪質泥岩
417.0 　輝石安山岩
338.0 　安山岩
161.0 　石灰岩
80.6 　黒色千枚岩
1.4 　黒曜石
1.2 　石英斑岩

4,117.2 合　計

第三章　第４節２

第65図　石質別比率（％）

第66図　出土量の多い石材の使用割合

＊凡例の並びは出土量順に同様である
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　沖縄本島中南部で火成岩（火山岩）の露頭が確認される場所は現在知られていない為、慶良間諸

島、久米島あたりからの持ち込みが想定される。全種類の岩石は左記の表を参考に割合の比率を円

グラフに示した。結果、最も多い岩石は細粒砂岩で全体の43％を占め、以下多い順に列挙すると砂

岩が24％、閃緑岩が９％、礫質砂岩が６％、角閃石安山岩が５％である。

　チャートは３％が礫として出土し、石器に使用されているものは認められなかった。

　第66図の円グラフに示した岩石のうち多く出土した４種類の岩石について石材、石器の器種との

相関を示した。細粒砂岩は石材として出土したものが多く、石器としては主に石皿に使用されてい

る。

　閃緑岩のほとんどは石材で、それ以外には磨石、石皿に使用されている。砂岩も石材としての出

土が多いが、石器としては磨石、砥石、敲石、石斧、石皿などほとんどの器種に使われている。礫

質砂岩は石材以外に磨石、敲石兼磨石、砥石に使われている。

　この図をみると砂岩が最も多くの種類の石器に使用されていることが判る。これは砂岩が他の岩

石と比較し加工しやすい石材であると推測できる。

まとめ

　石器は層序の順に述べると、Ⅰ層出土の資料は現代遺物に混在し出土したものである。Ⅱ層（近

代）ではクガニ石がI４、10KSD、Ⅱ層（旧表土）で出土しているが、10KSDの遺構は撹乱されてお

り、土器との関係性は把握できなかった。Ⅲ層（近世）の石器は、撹乱もしくは不明遺構で出土し

ている。遺物はⅣ層とⅥ層に出土し時期はグスク時代に属すものと、貝塚時代後期に属す遺物があ

る。又、楔形石器が１点出土しているが、Ｅ9グリッドの土器出土が少なく詳細が明確でない。

　石斧の出土は12点と少なく、磨石の出土は完形、破損したものを含め78点と対照的である。

　後期の時期からグスクの時期に至る石器の出土は一般的に減少するとされ、本遺跡の場合も同様

な傾向を示す。石器減少の理由として鉄器の出現が要因とされ、特に石斧は次第に使用されなくな

る。磨石、石皿類はグスク期まで出土することから鉄器の出現後も磨石、石皿類にとって変わるも

のがなかったことを示している。

　近接する後兼久原遺跡では砂鉄、鍛冶跡の遺構も確認され同時期と捉えられる。鉄器の出土は本

遺跡では僅かだが、立地や土壌の条件により腐食し易い資料であることを考慮すると残存資料の希

薄さは推測される。そのことから、鉄器の使用が石器の出土に少なからず影響を及ぼしていると考

えられる。

＜註・参考文献＞

＊黒曜石製の楔形石器は牛ノ浜修氏に産地の確認をして頂き、西九州産との見解を得た。又、作図、トレースの作成ま

で手を煩わせた。記して感謝の意を表す。

山城安生　2003（編）山城安生･島袋春美「後兼久原遺跡」北谷町文化財調査報告書　第21集　北谷町教育委員会

盛本勲　1995（編）盛本勲･比嘉優子「北原貝塚」沖縄県文化財調査報告書　第123集　沖縄県教育委員会　

田中ゆきの　1996（編）島袋洋「平敷屋トウバル遺跡」沖縄県文化財調査報告書　第125集　沖縄県教育委員会

岸本義彦　2004（編）高宮廣衛･知念勇「沖縄諸島の石器・石製品」考古資料大観　12　小学館　P264～P266
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第三章　第４節２

 第67図　石器１（石斧）
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第三章　第４節２

 図版42　石器１（石斧）
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第三章　第４節２

 第68図　石器２（石斧・敲石）
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 図版43　石器２（石斧・敲石）
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 第69図　石器３（敲石兼磨石・磨石・敲石）
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 図版44　石器３（敲石兼磨石・磨石・敲石）
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 第70図　石器４（敲石兼磨石・磨石）
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 図版45　石器４（敲石兼磨石・磨石）
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 第71図　石器５（敲石・磨石）
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 図版46　石器５（敲石・磨石）
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第三章　第４節２

 第72図　石器６（磨石・敲石兼磨石）
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 図版47　石器６（磨石・敲石兼磨石）
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 第73図　石器７（磨石）
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 図版48　石器７（磨石）
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 第7４図　石器８（磨石）
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 図版49　石器８（磨石）
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 第75図　石器９（敲石・磨石・敲石兼磨石）
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 図版50　石器９（敲石・磨石・敲石兼磨石）
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 第76図　石器10（敲石・クガニ石）
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 図版51　石器10（敲石・クガニ石）
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 第77図　石器11（磨石・用途不明石器）
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 図版52　石器11（磨石・用途不明石器）
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 第78図　石器12（石皿）
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 図版53　石器12（石皿）
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 第79図　石器13（石皿）
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 図版54　石器13（石皿）
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第５節　グスク時代

１　遺構

　グスク時代の遺構は、第Ⅳ層下部・第Ⅴ層上面において検出される。遺構は調査区の中央部を中

心に掘立柱建物址・高床式建物址・土坑墓・溝状遺構・自然流路・ピットなどである。掘立柱建物

址・高床式建物址・ピットは南北と北東・南東へ分布する（第81図）。土坑墓もほぼ中央部にまと

まり、両建物址の周辺に分布している。掘立柱建物址は平地式住居や側柱式住居などが想定される

が、判別できないため総称することとした。また、高床式建物址は柱穴数や柱穴サイズなどが住居

形態と異なり高倉などが想定されることから分けて扱った。なお、掘立柱建物址、高床式建物址に

ついては、試掘調査(2009)で報告したものについても新たに番号を付し、再報告した。ピット群は

遺構分布図と計測一覧を別添資料にまとめた。なお、プランの想

定できる掘立柱建物址、高床式建物址の図・図版・柱穴一覧につ

いてはまとめて第82～111図として表記した。遺構図の柱穴番号

は年度によって異なるので右のように表した。

（１）掘立柱建物址

・掘立柱建物址１（第82図）

　掘立柱建物址１はＥ8・9、Ｆ8に位置している。本プランは周囲が25本、中柱２本で構成される。

プランの南東角は攪乱を受けている。長方形のプランで長軸が東西方向である。規模は6.8×５mの

34㎡である。柱穴の平面形は楕円形と円形が半々で、楕円形の長軸は南北とやや東西方向となって

いる。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸32.8cm、短軸29.2cm、深さ24.4cm

である。北東角側と北西角の柱穴内の中から上層部で石が認められる。また、滑石製バレン状製品

第80図　柱穴数平面分布
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が281KSP内（第131図51）、830KSP内（第130図43）より出土した。

・掘立柱建物址２（第83図）

　掘立柱建物址２はＧ6・７に位置している。本プランは周囲が29本で構成される。中柱は検出さ

れていない。プランの長軸はやや東西方向である。規模は11.8×4.92ｍの58㎡ である。本プラン

は掘立柱建物址３と重複しているが、前後関係は不明。同時期の溝状遺構③が長軸方向の斜位に延

びており、本プランよりは新しいと思われる。柱穴の平面形は楕円形と円形がありやや円形が多

い。楕円形の長軸は南北方位が多い。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸

35.6cm、短軸30.6cm、深さ31.9cmである。SP732より石器（第75図37）が出土した。また、前回報告

(2009)の羽口２点と、鉄滓も出土した。本遺構は前回報告(2009)の掘立柱建物址１である。

・掘立柱建物址３（第84図）

　掘立柱建物址３はG6・7、H6・7に位置している。本プランは周囲が38本で構成される。中柱は検

出されていない。プランの長軸はやや東西方向である。規模は10.12×7.16ｍの72.4㎡ である。本

第81図　グリッド設定と遺構の配置
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プランは掘立柱建物址２と重複しているが前後関係は不明。柱穴の平面形は円形が多い。楕円形の

長軸はやや東西方位が多い。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸31cm、短軸

25cm、深さ30.3cmである。SP257より滑石製バレン状製品（第130図45）が出土した。本遺構は前回

報告(2009)の掘立柱建物址2である。

・掘立柱建物址４（第85図）

　掘立柱建物址４はＧ・Ｈ8に位置している。本プランは周囲が21本、中柱2本で構成される。中柱

の間に炉址が検出された。プランの長軸は東南-北西方向である。規模は7.2×3.2ｍの23㎡ であ

る。柱穴の平面形は楕円形、円形ともに半々で、楕円形の長軸は東西方向が多い。断面形は「Ｕ」

字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸31cm、短軸24.6cm、深さ30.2cmである。本プランの北角

側は溝状遺構③が延びており本遺構より新しいようである。本遺構は前回報告(2009)の掘立柱建物

址3である。

・掘立柱建物址５（第86図）

　掘立柱建物址５はＧ9に位置している。本プランは周囲が20本、中柱は検出されていない。規模

は5.8×3.25ｍの18.85㎡である。プランの南西側に炉と思われる炭溜まりがある。プランの長軸は

東西方向である。柱穴の平面形は楕円形、円形ともに半々。楕円形の長軸は東西方向が多い。断面

形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸31.3cm、短軸24.3cm、深さ24.6cmである。本

遺構の南北方向に２本、東西方向に１本、溝状遺構が延びており、前者の溝状遺構２本の内、本プ

ランを横断するのが溝状遺構①、その西隣に短い溝状遺構②、東西に延びる溝状遺構③はいずれも

本プランより新しい。本遺構は前回報告(2009)の掘立柱建物址４である。

・掘立柱建物址６（第87図）

　掘立柱建物址６はＦ11、Ｇ11・12に位置している。本プランは周囲が23本、プラン内の中央部に

１本検出された。また、北東部に１本柱穴が検出されたが本プランに伴うかは不明である。規模は

8.15×4.4ｍの35.8㎡ である。プランの長軸は北西-南東方向である。柱穴の平面形は楕円形が多

い。楕円形の長軸はやや東西方向が多い。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長

軸35.2cm、短軸26.7cm、深さ22.5cmである。

・掘立柱建物址７（第88図）

　掘立柱建物址７はＨ8、Ｉ8・9に位置している。本プランは周囲が26本、中柱２本で構成される。

プランの長軸は南東-北西方向である。規模は7.8×3.5ｍの27.3㎡ である。掘立柱建物址８・９と

重複し、８号に切られるが９号との前後関係は不明。また、プランの長軸の北側に添って溝が見ら

れる。柱穴の平面形は円形が多い。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸

43.5cm、短軸32.5cm、深さ29.2cmである。Ｐ31内より開元通宝（第141図２）、SP659内より滑石製品

（第126図4）が出土した。本遺構は前回報告(2009)の掘立柱建物址7である。

・掘立柱建物址８（第89図）

掘立柱建物址８はＨ8、Ｉ8・9に位置している。本プランは周囲が19本、中柱は検出されていない。

プランの長軸は南東-北西方向である。規模は7.5×3.8ｍの28.5㎡ である。掘立柱建物址７・９と
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重複し、両遺構とも本遺構が切っている。柱穴の平面形は楕円形と円形で半々。楕円形の長軸は北

東-南西向きが多い。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸52cm、短軸32.35cm、

深さ29.1cmである。SP467内より白磁（第132図10）が出土した。本遺構は前回報告(2009)の掘立柱

建物址６である。

・掘立柱建物址９（第90図）

　掘立柱建物址９はＨ8・9、I８・９に位置している。本プランは周囲が30本、中柱と思われる柱

穴が南東側に１本検出されている。プランの長軸は南東-北西方向である。規模は6.7×4.8ｍの

32.1㎡である。掘立柱建物址７・８と重複し、8号に切られるが7号との前後関係は不明。プランの

北面に溝状遺構①が、東面には溝状遺構④・⑤・⑥の３本が西方向に延びている。柱穴の平面形は

楕円形が多く、楕円形の長軸は南北と東西向きが半々である。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の

大きさの平均値は長軸34.7cm、短軸24.3cm、深さ29.1cmである。SP641内より滑石製品（第128図24）

が出土した。本遺構は前回報告(2009)の掘立柱建物址5である。

・掘立柱建物址10（第91図）

　掘立柱建物址10はＩ4・5に位置している。本プランは周囲が20本、中柱は検出されていない。プ

ランの長軸は北東-南西方向である。規模は5.6×3.4ｍの19㎡ である。柱穴の平面形は円形が多

い。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸26.2cm、短軸21.3cm、深さ24.9cmで

ある。

・掘立柱建物址11（第92図）

　掘立柱建物址11はＩ6に位置している。本プランは周囲が10本、中柱は検出されていない。プラ

ンの長軸は南北方向である。規模は4.56×3.44ｍの15.6㎡である。柱穴の平面形は楕円形が多く、

断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸32.7cm、短軸27.2cm、深さ29.3cmである。

本遺構は他の住居址と比し柱穴が少なく、高床式建物址としては柱穴数及び柱穴サイズとの差異が

あることから別の用途をもった施設の可能性も考えられる。SP21内より滑石製バレン状製品（第131

図52）が出土した。

・掘立柱建物址12（第93図）

　掘立柱建物址12はＪ10・11に位置している。本プランは周囲が33本、中柱は北西よりに２本検出

されている。プランの長軸は北西-南東方向である。規模は9.44×4.88ｍの46㎡ である。柱穴の平

面形は楕円形が多く、断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸46cm、短軸28cm、

深さ39cmである。SP789内より白磁（第134図50）、SP769内より白磁（第133図45）、SP775内よりカムィ

ヤキ（第124図29・33）が出土した。

・掘立柱建物址13（第94図）

　掘立柱建物址13はＬ・Ｍ9に位置している。本プランは周囲22本、中柱は西側に１本検出されてい

る。プランの長軸はやや東西方向である。規模は6.95×4.95ｍの34.4㎡である。柱穴の平面形は円

形が多い。断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸32.7cm、短軸27.2cm、深さ

29.3cmである。
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・掘立柱建物址14（第95図）

　掘立柱建物址14はＪ7、Ｋ7・8に位置している。本プランは周囲23本、中柱と思われる柱穴があ

るがプランに伴うものかは判然としない。プランの長軸はやや東南-北西方向である。規模は9.66

×5.1ｍの49.2㎡ である。柱穴の平面形は楕円形が多く、長軸方向は南北と東西方向が見られる。

断面形は「Ｕ」字状が多い。柱穴の大きさの平均値は長軸30.3cm、短軸29.4cm、深さ31.9cmである。

（２）高床式建物址

・高床式建物址１（第96図）

　高床式建物址１はＦ6に位置している。本プランは4本柱による建物で東西方向に長軸をもつ。

規模は３×2.2ｍの6.6㎡である。柱穴の平面形は円形と不定形があり、断面形は「Ｕ」字状と有段

がある。柱穴の大きさの平均値は長軸59.2㎝、短軸50.5㎝、深さ39.3㎝ である。南西角部分は北西

から南西方向に近世期の溝が延びている。本遺構は前回報告(2009)の高床式建物址1である。

・高床式建物址２・３（第97図）

　高床式建物址２はＦ・Ｇ９に位置している。本プランは4本柱と６本柱が重複していると思われ

る。前者を２、後者を３と付した。高床式建物址２は柱穴458KSP・136KSP・848KSP・127KSPの４本

で構成される。規模は2.04×1.83ｍのほぼ正方形の3.7㎡ である。柱穴の平面形は楕円形が多く、

長軸がほぼ南北である。断面形は「Ｕ」字状と有段がある。柱穴の大きさの平均値は長軸61.2㎝、

短軸45.7㎝、深さ62.6㎝である。

　高床式建物址３は128KSP・135KSP・147KSK・413KSP・132KSP・126KSPの６本で構成される。柱穴

の平面形は楕円形と円形で、楕円形の長軸はほぼ南北方向である。断面形は「Ｕ」字状と有段があ

る。規模は2.82×2ｍの5.6㎡で、東西方向が長軸となる長方形である。柱穴の大きさの平均値は長

軸63.4㎝、短軸49.4㎝、深さ54.2㎝である。

・高床式建物址４（第98図）

　高床式建物址４はＧ8に位置している。本プランは4本柱による建物で東西方向に長軸をもつ。

規模は2.6×2.1ｍの5.4㎡ である。柱穴の平面形は楕円形が多く、長軸は南北方向である。柱穴の

大きさの平均値は長軸52.5㎝、短軸38.5㎝、深さ54.5㎝ である。本遺構は前回報告(2009)の高床式

建物址２である。

・高床式建物址５（第99図）

　高床式建物址５はＦ・Ｇ8に位置している。本プランは４本柱による建物でほぼ正方形である。

規模は1.92×1.8ｍの3.5㎡ である。柱穴の平面形は楕円形が多く、長軸は南北方向である。SP584

よりイネが検出されている（高宮参照）。柱穴の大きさの平均値は長軸50.0㎝、短軸38.0㎝、深さ

49.2㎝である。本遺構と掘立柱建物址１はセットが想定され、「吹出原型掘立柱建物」の提唱する模

式図③に該当すると思われる（註１）。また、前回報告(2009)の高床式建物址３である。

・高床式建物址６（第100図）

　高床式建物址６はＧ・Ｈ７に位置している。本プランは６本柱による建物で東西方向を長軸とす

る長方形である。規模は5.7×3.5ｍの約20㎡と大きい。柱穴の平面形は円形と楕円形があり、楕円
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形の長軸は東西方向である。断面形は「Ｕ」字状と有段を成す。柱穴の大きさの平均値は長軸65.1

㎝、短軸51.3㎝、深さ41.5㎝である。北西角と南向きの中央部の柱穴に中込もしくは礎石などとし

て利用したと思われる石が見られる。最も浅い南東角の柱穴は、本プランの北西から南東方向に近

世期の溝によって削られているためである。SP314内より滑石製品（第127図20・第130図42）が出土

した。

・高床式建物址７（第101図）

　高床式建物址７はＧ10に位置している。本プランは４本柱による建物で南北を長軸とする長方形

である。規模は3×2.1ｍの6.3㎡ である。柱穴の平面形は楕円形が多く、東西と南北方向がある。

断面形は有段を成す。柱穴の大きさの平均値は長軸83.2㎝、短軸62.4㎝、深さ61.8㎝である。

・高床式建物址８（第102図）

　高床式建物址８はＨ６に位置している。本プランは４本柱で正方形である。規模は2.05×2.02m

の4.1㎡ である。南東角の柱穴壁に石があることから柱を固定するためのものと思われる。柱穴の

平面形は円形が多い。断面は「Ｕ」字状と有段がある。柱穴の大きさの平均値は長軸39.4㎝、短軸

33.5㎝、深さ32.5㎝である。

・高床式建物址９（第103図）

　高床式建物址９はＨ・Ｉ6に位置している。本プランは４本柱で正方形である。規模は2.15×2.14

ｍの4.6㎡ である。柱穴の平面形は楕円形と円形である。断面「Ｕ」字状と有段がある。柱穴の大

きさの平均値は長軸38.4㎝、短軸24.8㎝、深さ42.8㎝である。高床式建物址８と重複する。

・高床式建物址10（第104図）

　高床式建物址10はＨ・Ｉ７に位置している。本プランは６本柱で長軸を東西とする長方形であ

る。規模は4.3×2.8ｍの12.0㎡である。柱穴の平面形は楕円形と不定形があり、楕円形の長軸は東

西方向である。断面形は「Ｕ」字状と有段である。柱穴の大きさの平均値は長軸80.1㎝、短軸62.6

㎝、深さ38.8㎝である。北東角は近世期の溝により削られている。掘立柱建物址３とセット関係に

あると思われる。

・高床式建物址11（第105図）

　高床式建物址11はＩ７に位置している。本プランは４本柱で正方形である。規模は2.62×2.2ｍ

の5.7㎡である。柱穴の平面形は円形と楕円形で、楕円形の長軸は南北方向である。断面形は「Ｕ」

字状と有段を成す。柱穴の大きさの平均値は長軸50.8㎝、短軸43.0㎝、深さ44.0㎝ である。本遺構

は近代期と米軍施設により部分的に破損している。

・高床式建物址12（第106図）

　高床式建物址12はＩ７に位置している。本プランは、本来は９本柱と思われるが近代期の溝によ

り柱穴が欠損している。規模は4.3×2.45ｍの10.5㎡ である。長軸は南東から北西方向の長方形で

ある。柱穴SP283には木片が見られることから柱の残存と思われる。柱穴の平面形は円形と楕円形

で、楕円形の長軸は南北方向である。断面形は「Ｕ」字状と有段を成す。柱穴の大きさの平均値は
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長軸42.6㎝、短軸37.5㎝、深さ40.0㎝である。SP231内より滑石製品（第128図23）が出土した。

・高床式建物址13（第107図）

　高床式建物址13はＩ７・8、Ｊ8に位置している。本プランは６本柱で南東から北西方向を長軸と

する長方形である。規模は3.55×2.1ｍの7.4㎡である。柱穴の平面形は円形と楕円形で、楕円形の

長軸は南北方向が多い。断面形は「Ｕ」字状と有段を成す。柱穴の大きさの平均値は長軸55.8㎝、

短軸46.8㎝、深さ42.1㎝ である。５穴の柱穴には炭を含む特徴が見られた。掘立柱建物址7とセッ

ト関係にある可能性がある。SP708内より土器（第120図１）が出土した。

・高床式建物址14（第108図）

　高床式建物址14はＩ７・８に位置している。本プランは６本柱で北西から南東方向を長軸とする

やや小さめの長方形である。規模は3.73×2.2ｍの8.2㎡ である。柱穴の平面形は楕円形で南北方

向である。断面形は「Ｕ」字状と有段を成す。柱穴の大きさの平均値は長軸53.1㎝、短軸40.6㎝、

深さ46.0㎝ である。プランの南側柱穴に焼土がみられる。掘立柱建物址８とセット関係にある可

能性がある。

・高床式建物址15（第109図）

　高床式建物址15はI・J８に位置している。本プランは６本柱でほぼ東西を長軸とする長方形であ

る。規模は3.7×2ｍの7.4㎡ である。柱穴の平面形は円形と楕円形で、楕円形の長軸は南北方向で

ある。断面形は「Ｕ」字状と有段を成す。柱穴の大きさの平均値は長軸60.8㎝、短軸48.6㎝、深さ

48.5㎝である。SP660よりオオムギが検出（第四章 第４節参照）されている。掘立柱建物址９とセッ

ト関係にある可能性がある。SP660内より滑石製品（第127図17）が出土した。前回報告(2009)の高

床式建物址4である。

・高床式建物址16（第110図）

　高床式建物址16はＫ10に位置している。本プランは４本柱でやや北東から南西方向を長軸とする

長方形である。規模は2.35×1.85ｍの4.3㎡ である。柱穴の平面形は円形と楕円形で、楕円形の長

軸は東西方向である。柱穴の大きさの平均値は長軸44.8㎝、短軸39.9㎝、深さ25.3㎝である。

・高床式建物址17（第111図）

　高床式建物址17はＫ・Ｌ10に位置している。本プランは４本柱でやや北東から南西方向を長軸と

する長方形である。規模は2.6×２ｍの5.2㎡である。柱穴の平面形は円形と楕円形で、楕円形の長

軸は南北方向である。柱穴の大きさの平均値は長軸41.6㎝、短軸34.6㎝、深さ30.9㎝である。

＜参考文献＞

上床　真　2006「薩摩・大隅の掘立柱建物に関する若干の検討」『鹿児島大学考古学研究室25周年記念論集』pp.179-

192　鹿児島大学研究室
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第82図　掘立柱建物址１
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第83図　掘立柱建物址２
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第84図　掘立柱建物址３
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第85図　掘立柱建物址４
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第86図　掘立柱建物址５
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第87図　掘立柱建物址６
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第88図　掘立柱建物址７



－176－

第三章　第５節１

第89図　掘立柱建物址８
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第90図　掘立柱建物址９
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第91図　掘立柱建物址10
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第92図　掘立柱建物址11
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第93図　掘立柱建物址12
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第94図　掘立柱建物址13
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第95図　掘立柱建物址14
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第97図　高床式建物址４

第96図　高床式建物址１
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第98図　高床式建物址２・３
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第100図　高床式建物址６

第99図　高床式建物址５
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第102図　高床式建物址８

第101図　高床式建物址７
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第104図　高床式建物址10

第103図　高床式建物址９



－188－

第三章　第５節１

第106図　高床式建物址12

第105図　高床式建物址11
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第108図　高床式建物址14

第107図　高床式建物址13
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第109図　高床式建物址15
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第111図　高床式建物址17

第110図　高床式建物址16
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（３）溝状遺構（第112図）

　溝状遺構は前回報告（2009）の溝状遺構１から８までの全容と新たに16本確認された。本項では、

前回付した遺構番号を継続し、新たな遺構には順次連番を付して記した。

　

・溝状遺構①

　Ｆ9からＨ9までの約22～23ｍの溝でほぼ南北に直線に延びることが今回の調査で判明した。Ｆ

側で幅が広くＨに向かって狭まる（476KSD）。幅は約50～63cm、深さ約20～28cm。

・溝状遺構②

　Ｆ9からＧ9まで約16ｍの溝で、Ｆ9では「Ｔ」字状を起点に南に２～４本溝状遺構1に沿って途中

で途切れるが延びている （475・165・169・170・172KSD、SD39）。幅は約13～34cm、深さ約５～８cm。

・溝状遺構③

　Ｇ5からＧ9までの全長約41ｍ余の溝で東西に延びる（SD37）がＧ6からＧ7にかけて約1.5ｍ途切

れる。掘立柱建物址４・５を切っている。掘立柱建物址２との前後関係は不明である。幅は約25～

28cm、深さ約8～28cm。

・溝状遺構④

　Ｉ9からＨ8まで南東-北西方向に延び、Ｈ8で直角に南西へ曲がる（SD11・12）。全長約12ｍ、幅

は13～87cm、深さ3～23cm。溝状遺構⑤・⑥を切る。掘立柱建物址８に沿うため雨垂れ跡の可能性が

ある。

・溝状遺構⑤

　Ｉ9からＨ8まで約14ｍの溝で溝状遺構④に沿う（SD10）。幅12～50cm、深さ５～30cm。掘立柱建物

址７に沿うため雨垂れ跡の可能性がある。

・溝状遺構⑥

　溝状遺構⑤に沿い（SD10）Ｈ8で合流する。全長約14ｍ、幅約13～50cm、深さ5cm。

・溝状遺構⑦・⑧

　Ｉ8で前回と同様である。⑦はほぼ南北方向に長さ約3.5ｍ、幅約80～160cm、深さ約8cm。⑧は南

東-北西方向に長さ21.2ｍ、Ｈ7で北東へ直角に曲がる（SD20）。幅約13～110cm、深さ約30cm。⑦を

⑧が切っている。

・溝状遺構⑨

　Ｊ8で北東-南西方向に延びる約6.8ｍの溝で、幅約27cm、深さ約８cm（SD13）。

・溝状遺構⑩

　Ｊ8で溝状遺構⑨とクロスし、本溝が切られている（SD16）。北東-南西方向で7.8ｍ、幅約16～

140cm、深さ約4cm。

・溝状遺構⑪・⑫

　⑪・⑫はＪ8で北東-南西方向に延びる。⑪は4.8ｍ（SD15）。⑫は3.2ｍ（SD14）。

・溝状遺構⑬

　Ｄ9・10で東西方向に延びる（240KSD）。長さ約8.3ｍ。幅約1.1ｍ、深さ約20cm。

・溝状遺構⑭

　Ｅ11からＨ10へ東西方向に緩やかな弧状を描きながら延びている（445KSD、SD43・49・50）。全長

約30ｍ、幅2～3.3m、深さ約49.3cm。本遺構と溝状遺構⑮出土の磨石片が接合できた（第64図）。
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 第 112 図　溝状遺構平面・断面図
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・溝状遺構⑮

　Ｇ11・12に南西-北東方向に延びる（183KSD）。全長約8ｍ、幅約１ｍ。深さ約10cm。

・溝状遺構⑯

　H10で東西方向に弧状を呈し、溝状遺構⑰を切っている（SD44）。全長約７ｍ、幅約80～140cm。深

さ３cm。

・溝状遺構⑰

　Ｈ10で南北方向に延び、溝状遺構⑯に切られている（SD51）。全長約5.2ｍ、幅約1.5ｍ。

・溝状遺構⑱

　E・F８で南北に途切れ途切れに細く２～３本延びる（482・481・440KSD）。長さ約7.4ｍ、幅約15

～58cm、深さ約７～16cm。

・溝状遺構⑲

　Ｇ8で南北に延びる。溝状遺構⑱が延びたものと思われる（482・481・440KSD）。長さ約3.2ｍ、幅

約60cm。

・溝状遺構⑳

　Ｆ5・Ｇ5で東西方向を蛇行して延びている（SD40）。長さ約7.8ｍ、幅約18～68cm、深さ約６cm。

・溝状遺構嬰

　G5で南北方向に延びる（SD41）。長さ約3.2ｍ、幅約1ｍ。溝状遺構⑳に切られる。

・溝状遺構影

　Ｆ6からＦ5に東西に延び（SD36）、Ｆ5で直角に曲がりＦ5・6に延びる。長さ約14ｍ、幅約30～

120cm。溝状遺構⑳を切る。

・溝状遺構映・曳

　映はI5でやや南北方向に延びる（SD35、39KSD）。長さ約8.2ｍ、幅約12～30cm。深さ９cm。

　曳はJ6で北西-南北方向に弧状を呈する（40KSD、SD18・19）。長さ約4.5ｍ、幅約20～30cm。深さ

９～23cm。

（４）自然流路（第112図）

　前回報告（2009）で５トレンチにおいて北東-南西方向に延びる溝及び溝内に散見される礫が見

られ、その礫が自然に流されたと判断されたことから自然流路とした。今回の調査では、本流路は

北東側に溝状遺構⑭と⑯が合流し南西側のＩ・Ｊ9へ流れていることが判明した。Ｉ・Ｊ9は溝がな

く流れによって散在する礫が北東-南西方向へ分布している。長さ約20ｍ、幅約1.2ｍである。流路

内よりグスク時代の遺物が出土する。

第三章　第５節１
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（５）土坑墓（第112図）

　土坑墓は試掘調査（2009）で検出されたものも含めて６基検出された。出土地を見てみると遺跡

のほぼ中央部に位置し、建物の周辺に埋葬されている状況であるが、これら建物と土坑墓の前後関

係は判然としていない。また、墓域空間を有していないことに何らかの意味があるのか定かでない

が、今後、このような集落における埋葬事例を比較検討する必要があると考える。以下、個別につ

いて述べる。なお骨の詳細は第四章第１節に示す。

　①１号土坑墓-P16（第114図）

　I９より検出され、掘立柱建物址７・８の東に位置する。本遺構は長軸が南北方向で平面形がひょ

うたん形を成す。長軸は60cm、短軸は27.5～37.5cmで、断面形は2段掘りの隅丸逆台形で深さは

10.5cmを呈する。埋葬されている人骨は誕生して間もない乳児で頭位を南向きにした仰臥屈肢葬で

ある（註）。

　②２号土坑墓-SP292（第115図）

　I７より検出され、高床式建物址10の東側に位置する。

　本遺構の平面形は長軸が87cm、短軸が70cmとなるやや円形で、断面形はひょうたん形状にくびれ、

深さは28cmである。当初、上面からは遺構は明瞭でなく、隣接する遺構の確認のため、掘り下げ、

その途中黒褐色の強い部分を掘り進み、焼けた骨を確認した。土坑内は大きく３層に分けられ、１

層はほぼⅣ層と同じ色で厚さ10～20cm、焼骨層は約10cmでほぼ均一、その下部４層は厚さ約７cmの

灰が溜まる。また、焼骨は36cm×15cmの長方形にまとめられ意図的な感を受ける。類例は喜界島城

久遺跡群（2009）に見られるがいずれも埋葬としては特異である。

　③３号土坑墓-SK49（第116図）

　H８より検出され、掘立柱建物址９の北西に位置する。本遺構の平面形は隅丸方形を成し、長軸

がほぼ南北で88cm、短軸は東西で70cm、断面形は深さ８cmの角が「Ｕ」字状を呈する。図版59の検

出面の北西角周辺に黒褐色のラインが見られることから木棺の痕跡と思われる。埋葬されている人

骨は幼児で頭位を南東向きにした仰臥屈肢葬である。

　④4号土坑墓-SK48（第117図）

　K10より検出され、高床式建物址16の北側に位置する。本遺構の平面形は隅丸方形で、長軸はほぼ

南北で80cm、短軸は東西で37cm、断面形はやや角張った「Ｕ」字状を呈し、深さは12cmで、３号土

坑墓よりやや小さめである。埋葬されている人骨は幼児と思われ姿勢は不明である。頭位は南東向

きの仰臥屈肢葬である。

　⑤５号土坑墓-122KSK（第１１８図）

　F・G９より検出され、高床式建物址５の東に位置する。発見の経緯は当初の調査範囲の北東壁面

に土坑墓と思われる遺構が確認されたことから、範囲を北東側に広げ調査を行ない確認された。本

遺構の平面形は隅丸方形で長軸は東西方向で256cm、短軸は南北方向で108cm。断面形は長方形を呈

し、深さは40cmである。埋葬人骨は成人骨で仰臥屈肢葬、頭位は南東である。

　第118図左に検出以前の状況、右に検出時の状況を示した。左図をみると土坑墓検出面より、20cm

上部では241KSP、242KSP、243KSKが検出され、その上部には１～３個の礫が包含されていた。また、

その周辺にも123KSP、124KSPの柱穴がみられるが本遺構との関連は明瞭でない。前３カ所の柱穴検

出面の図に人骨検出面の図（第118図左図）を重ねるとちょうど人骨の頭部、腰部、脚部に位置する

ものである。また、その下位では頭部の南側に一部割れた（破損部を頭部に向ける）カムィヤキの

第三章　第５節１
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壺が検出され、胸部上位には18cm大の琉球石灰岩の礫が置かれている。カムィヤキは副葬品と考え

られ、人骨直上の礫の検出例は後兼久原遺跡の第3号土坑墓（2003）がある。

　以上の状況から本遺構上部の３カ所の柱穴及び石は墓のしるべ石的な要素をもち、胸部の上位の

石は、頭部のカムィヤキも含めて人骨の葬送儀礼に関連するものと思われる。

　また、人骨取り上げ後、南壁から941KSPの柱穴が検出され、土坑墓以前の遺構の存在が想定され

る。なお、副葬されたカムィヤキ壺内の土に科学的分析調査を試みたが、炭化物などは検出されな

かった。（第四章５節参照）

　⑥６号土坑墓-121KSK（第119図）

　F８より検出され、掘立柱建物址１の南に位置する。本遺構の平面形は長方形で長軸は東西方向

で94cm、短軸は南北方向で40cm。断面形は長方形で深さは15cmである。図版67の検出面をみると幅

4.8cm～10cmの黒褐色土が囲繞して検出され、土坑墓内が長方形となっていることから木棺の可能

性もある。埋葬人骨は頭骨と四肢骨のみで保存状況はよくない。頭部は東向きで、仰臥屈肢葬と思

われる。頭部の上位周辺からは滑石製品（第130図46）と軽石が検出されている。

＜註・引用・参考文献＞

　（註）試掘調査（2009）で報告したが、他の土坑墓との関係で再掲載する。

　東門研治・島袋春美（編）　2009『小堀原遺跡』北谷町文化財調査報告書　第30集　北谷町教育委員会

澄田直敏・野崎拓司・後藤法宣　2009 『城久遺跡群－山田半田遺跡－』喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書（10）喜界

町教育委員会

　山城安生（編）　2003 『後兼久原遺跡』北谷町文化財調査報告書　第21集　北谷町教育委員会
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第113図　土坑墓配置図
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第三章　第５節２

２．出土遺物

　グスク時代の遺物はコンテナ約10個分と前述の貝塚時代後期と比べて少ない。その内訳は土器50

点、カムィヤキ195点、滑石製品473点、白磁190点、羽口238点、鉄滓31点、鉄製品１点、骨製品１

点、銭貨２点の計1181点で、食料としての貝類遺体、脊椎動物遺体の出土量も僅少であった。

　また、柱穴の土をフローテーションにかけた結果、イネ・ムギ・アワなどの穀物（第四章第4節）

が検出され、貝塚時代後期と異なり、食料として栽培植物を利用していた可能性が高い。

　容器は在地で製作される土器より、移入された徳之島産のカムィヤキや中国産白磁の出土が多く

得られ、グスク時代初期段階の様相を呈している。また、鉄の生産に用いられる羽口や鉄滓の出土

もあり、出土量は少ないもののグスク時代初期の遺物を網羅している。

　第16表　グスク時代遺物出土量

合計銭貨骨製品鉄製品鉄滓羽口白磁滑石製品カムィヤキ土器
種類

層グ リ ッ ド

162167Ⅰ

4617167123Ⅱ

85812220712232614337Ⅳ

211E7

Ⅳ
層
遺
構
内

121272E8

5113E9

6141E10

312F8

11F9

11FG9

11G6

422G7

22G8

7331G9

11G10

17269H7

22H7・8

2316151H8

161123H・I8

101441H10

11I5

1515I6

4211I7

11I7･8

171122812I8

422J７

1311011J8

211J8・9

262222J10

11K6

91413K7

422K8

11K9

211L7

615L10

211L11

918M10

44M11

11N10.11.12

2619115不　明

11812113123819047319550合　計
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（１）グスク土器（第120図）

　グスク土器は、他のグスク時代の遺物に比べて出土量がかなり少ない。グスク土器の大半は、掘

立柱建物址の遺構があるグリッドか、その近くから得られている。図１の復元を試みた資料も、高

床式建物址13のSP708（第107図）からの出土である。同柱穴からは他にも口縁部破片が１点得られ、

上面では炭の集中が見られた。同プランのSP706にも炭集中が見られ、羽口も出土している。その

他に、自然流路から図７に示した滑石混入の底部１点が得られている。

　出土状況は第17表に示した。特徴のある資料を第120図１～８に図示し、それぞれ略述する。

個々の詳細は第18表に記した。

＜口縁部＞

　口縁部の形状により、甕形と壺形の器種に大別した。

　甕形に分類したものは口縁部を「く」字状に屈曲させ、胴部がやや膨らむものである。類例とし

て銘苅原遺跡（1997）や後兼久原遺跡（2003）などがある。また、喜界町城久遺跡群（2009）の報

告書で土師器の甕形土器と記載されている資料とも器形が類似しており、土師器の影響を受けた可

能性も考えられる。甕形を下記のＡ・Ｂの２種に分類した。

　Ａ：最大径が口縁部にあり、屈曲部からやや膨らみを持って直線的に底部へ移行するもの

　Ｂ：最大径が胴部にあり、屈曲部からやや膨らみを持ちながら外傾するもの

　Ａタイプは図１に図示したSP708出土の１点で、復元を試みた資料である。底部は底の広い丸平

底になると思われる。屈曲部は篦削りによって強調され、稜が明瞭となる。外面胴部には黒斑が見

られる。

　Ｂタイプは図２・３に図示した２点の資料で、いずれも胴部が外側へ張り出す形状を呈する。前

者はＡタイプの図１と同じSP708出土で、後者は薄手の口縁部である。

　壺形は図４の１点を図示した。口縁部は直状で、頸部でほぼ直角に屈曲する形状を呈する。口径

が22.5cmを測る大型壺である。胎土は泥質で、両面とも混和材が抜けたのか、若干アバタ状の器面

を呈する。

＜底部＞

　底部は図５～８に４点を図示した。僅かの出土であるが、混和材の違いで下記の二種に分類し

た。

　Ａ：滑石が含まれるもの

　Ｂ：滑石が含まれないもの

　Ａ類は３点を図示した。滑石の含有量が少ないものは図５の１点、多量に含むものは図６・７の

２点である。後者の２点は滑石を多量に含むために器色が灰色を呈し、手触りはツルツルした感じ

で滑らかである。さらに、どちらも立ち上がり部が丸みを呈する。図６は底径が19cmと計測可能な

資料で、形状や胎土から滑石製石鍋を模倣した鍋形土器の底部ではないかと思われる。また、図

５・６の２点は外底面に似通った葉脈痕が見られ、同一の植物の葉を使用した可能性が考えられる。

葉脈痕が幅約２mmであることから、クワズイモなどの大きな葉が想定される。（註）

　Ｂ類は図８に図示した１点で、底面のみの資料である。
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　　　　第17表　グスク土器出土量

＜引用・参考文献＞

註：今帰仁村教育委員会（編）　2009『企画展　グスク土器展』

金城亀信（編）1991『糸数城跡』玉城村文化財調査報告書　第１集　玉城村教育委員会 

仲宗根啓　1997（編）金武世紀『銘苅原遺跡』那覇市文化財調査報告書　第35集　那覇市教育委員会

山城安生（編）2003『後兼久原遺跡』北谷町文化財調査報告書　第21集　北谷町教育委員会 

宮城弘樹・具志堅亮　2007「中世並行期における南西諸島の在地土器の様相」『廣友会誌』第３号P２～16　廣友会

澄田直敏・野崎拓司・後藤法宣　2009『城久遺跡群－山田半田遺跡－』喜界町埋蔵文化財調査報告書　第10集　喜界町

教育委員会

出土地観察事項分類器種
口径
胴径
底径

部位
図
番
号

第図
図版

G8　Ⅳ層　081022
I8南　Ⅳ層　SP708
081020・22

形状：口縁部は「く」字状に屈曲し、やや膨らみを持
ちながら直線的に底部近くまで移行する。最大径は口
縁部にある。口唇は丸み。胎土：砂泥質で堅致。外面
胴部に黒斑有り。混和材：金雲母、白色粒。器色：両
面とも橙褐色。器面調整：指圧痕、ナデ、篦削り。

Ａ甕形
23.9
－
－

口～胴部1

第
　
図
・
図
版
　

120

69

I8南　Ⅳ層　SP708　081022

形状：口縁は「く」字状に屈曲し、やや膨らみながら
外傾し最大径は胴部にある。口唇は丸み。内面の稜は
不明瞭。混和材：赤色粒、金雲母少量、石英。器色：
両面とも茶褐色。器面調整：ナデ。

Ｂ甕形
20
－
－

口縁部2

G9　Ⅳ層　071204

形状：口縁部は「く」字状に屈曲し、やや膨らみなが
ら外傾し、最大径は胴部にある。口唇は丸み。内面の
稜は不明瞭。混和材：石英、金雲母少量、黒・赤色粒。
器色：両面とも橙色。器面調整：ナデ、指圧痕。

Ｂ甕形
20.4
－
－

口縁部3

J5西　Ⅳ層　090601

形状：口縁はやや直状で、肩部で屈曲する。口唇は平
ら。器面：両面とも若干アバタ状。混和材：赤・石灰
質砂粒、金雲母。器色：両面とも橙色。芯部は灰色。
器面調整：両面とも篦削り後にナデ消し。

－壺形
22.5
－
－

口縁部4

I6北　Ⅳ層　071012
底面のみ残る。混和材：滑石、黒・赤色粒。器色：外
面は灰色、内面は赤褐色。外底面に葉脈痕有り(幅が
２㎜と太い)。

Ａ平底

－
－
－

底部5

L9　Ⅳ層　081126
形状：立ち上がりは丸みをなし、丸平底を呈する。
混和材：滑石多量。器色：両面とも灰色。外底面に葉
脈痕有り(幅が２㎜と太い)。

Ａ平底
－
－
19

底部6

I９(南)・J９(北）　自然流路
Ⅳ層　070806・071113
I９･10ベルト　清掃中
080611

形状：立ち上がりは丸みをなし、丸平底を呈する。混
和材：滑石を多量に含む。器色：外面は灰色、内面は
灰色と橙色。

Ａ平底
－
－
－

底部7

H5南　Ⅳ層　080624
底面のみ残る。混和材：石英、チャート、赤色粒、光
鉱物(黒・黄)。器色：外面は灰色、内面は橙色。

Ｂ平底
－
－
－

底部8

　第18表　グスク土器観察一覧 （単位：cm）

合計
底部胴部頸口縁部口～胴部位

胎土
層　遺構地 滑泥砂滑泥砂砂泥砂砂

33SD6Ⅱ

11113KSZ

Ⅳ

11SD16

11SD34

11SD43

11SP200

11SP326-2内

11SP639

11SP658内

211SP708

373333514321遺構外

50433411164221合計
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第120図　グスク土器
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図版69　グスク土器
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（２）カムィヤキ（第122～124図）

　カムィヤキは総数195点出土している。得られた器種は壺・甕・鉢・器種不明の４種類である。出

土状況を見てみると、掘立柱建物址など遺構の周辺、H・I・J8にて多く出土し、層序ではⅣ層から

の出土で約８割を占めている。また、土坑墓や掘立柱建物址の柱穴などの遺構から検出されてい

る。５号土坑墓内からは副葬品として埋納された壺（図24）が出土した。壺の器形は窺えるが1/3ほ

ど口縁部から胴部にかけて破損している。類例資料として、鹿児島県大島郡天城町の中里遺跡

（2010）がある。掘立柱建物址12の柱穴内出土資料　(図29・33）は、器面調整や器色などカムィヤ

キの特徴が見られず、焼成は軟質である。本資料は、カムィヤキに含めず産地不明須恵器として述

べることとする。以下、器種別に述べ、個々の詳細は第20表の観察表にまとめた。

①壺

　壺は全て無文であった。口縁部が大きく屈曲するものと外傾気味に直立するものが認められた。

肩部から胴部にかけて張るものと丸みを帯びるものがある。底部は底面からの立ち上がりが緩やか

で丸みを帯びるもの（図17～20・22・23・28）と直立的に立ち上がるもの（図21）がある。図28は

同一個体であることから図上復元を試みた。口縁部の特徴から以下のように分類した。

　Ⅰ類－口縁部は屈曲が強く外反する。口唇部の形状から下記のように細分した。

　　ａ：口唇部の両端部が突出する（図１・2・4）

　　ｂ：口唇部の内端部が突出する（図3）

　　ｃ：口縁部は舌状気味になる（図5）

　　ｄ：口唇部は肥厚する（図6・7・28）

　Ⅱ類－口縁部は外傾気味に直立する。口唇部外端は舌状に肥厚する（図24）

②甕

　口縁部は外側へ屈曲し外反する。胴部径が口径より大きい（図26）

③鉢

　口縁部は外側へ屈曲し外反する。器高は低いようである（図27）

④器種不明

　図25は皿状で口縁部は内彎の器形を成す。口唇部は丸みを帯び、胴部より下部に器壁が厚くな

る。底面は不明。

⑤産地不明須恵器

　カムィヤキの特徴と異なるものが肩部・胴部資料で５点得られた。いずれも壺形である。図31・

32は器色及び素地ともに淡灰色で胎土に白色微砂粒と黒色粒が見られる。

　図31は肩部で内面に青海状の調整痕が認められる。器壁は1.1㎝ と厚い。図32は胴下部で内面に

綾杉状の調整痕が認められる。1.1～1.2㎝ と厚い。両資料とも特徴が類似することから同一個体の

可能性がある。

　図29・33は掘立柱建物址12の柱穴より検出されたものである。器色は暗茶褐色で胎土に白色微砂

粒を含む。器壁は５～７ ㎜ と薄手である。内外面に叩き痕などの調整痕は見られない。外面はナデ

調整、内面は轆轤痕が残る。焼成不良で軟質である。図29は胴部で図33は肩部である。

　図30は胴部である。器色は茶褐色で胎土に白色微砂粒を含む。外面はナデ調整であるがザラザラ

感がある。外面は轆轤痕が残る。陶器質に近い。

＜引用・参考文献＞

具志堅　亮（編）2010　『中里遺跡』天城町埋蔵文化財発掘調査報告書（４）　鹿児島県大島郡天城町教育委員会
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合　計

不明鉢甕壺器種

分類

層グリッド
底部胴部口縁部口縁部口縁部底部胴部

口縁部

ⅡⅠ

dcba

725Ⅰ

12111Ⅱ

1432411117613125Ⅳ

11FG9

Ⅳ
層
遺
構
内

11G9

11G10

11H8

321H･I8

11I7

11I8

22J７

11J8

11J8･9

22J10

11K7

11L7

11L11

15123不　明

1952581111110823125合　計

グリッドは遺構内出土。「Ⅰ層」SX62含む。　「Ⅱ層」SD４･６･旧ナルカー含む。　「壺」肩部は胴部に含めた。

第121図　カムィヤキ遺物分布と接合関係
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　第20表－１　カムィヤキ観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
焼
成

器　色口径
底径
器高

部位器種分類
番
号

第図
図版

内中外

I･J７
Ⅳ層　080610-3

口縁部は外反し、口唇部の両端部は突出。口唇
部は箆削り後ナデ調整。内外面はナデ調整。

良好黒灰茶黒灰
11.1 
－
－

口縁部壺Ⅰa1

第
　
図
・
図
版
　

122

70

I７
Ⅳ層　070906-4

口縁部は外反し、口唇部の両端部は突出する。
口縁部は箆削り後ナデ調整。内外面はナデ調
整。

良好
淡黒
灰

灰
淡黒
灰

12.2 
－ 
－

口縁部壺Ⅰa2

N11
Ⅳ層　090514-2007

口縁部は外反し、口唇内端部が突出する。口唇
部は箆削り後ナデ調整、内外面はナデ調整。

良好黒灰茶黒灰
12.4 
－
－

口縁部壺Ⅰb3

J８
Ⅳ層　071018-3

口縁部は外反し、口唇部の両端部は突出する。
口縁部は箆削り後ナデ調整。内外面ナデ調整
し、内面肩部叩き調整後にナデ調整。

良好
淡黒
灰

茶
淡黒
灰

12.8 
－
－

口縁部壺Ⅰa4

J10
Ⅳ層　070803-15

口縁部は外反し、口唇部は舌状となる。内外面
ともナデ調整。

不良淡茶茶淡茶
17.2 
－ 
－

口縁部壺Ⅰｃ5

Ⅳ層　061213-1
口縁部は外反し、口唇部は肥厚する。口唇部は
箆削り後ナデ調整。内外面はナデ調整。

不良灰灰灰
12.8 
－
－

口縁部壺Ⅰｄ6

J8
Ⅳ層　070906-6

口縁部は外反し、口唇部は肥厚する。口唇部は
箆削り後ナデ調整。外面は箆削り後ナデ調整。
内面は肩部が箆削り。

不良灰灰灰
12.2 
－
－

口縁部壺Ⅰｄ7

I９
Ⅳ層　070806-31

内外面ナデ調整。良好黒灰茶褐黒灰－肩部壺8

K7　695KSZ
Ⅳ層　090602

内外面箆削り後ナデ調整。良好
淡黒
灰

茶褐
淡黒
灰

－頸～胴部壺9

N10
Ⅳ層　090514

外面はナデ調整、内面は箆削り後ナデ調整。良好黒灰茶黒灰－肩部壺10

I9
Ⅳ層　070806-31

外面は箆削り後ナデ調整、内面は箆削り。良好黒灰暗褐黒灰－肩部壺11

Ⅳ層　061211-1外面は箆削り後ナデ調整、内面は箆削り。良好黒灰暗褐黒灰－肩部壺12

J８　SD13
Ⅳ層　071112-2

外面は箆削り後ナデ調整、内面は平行線文の叩
き調整後にナデ調整。

良好
淡灰
茶

茶褐黒灰－肩部壺13

L10
Ⅳ層　081006-5

外面はナデ調整、内面は箆削り後ナデ調整。良好黒灰茶褐黒灰－胴部壺14

第
　
図
・
図
版
　

123

71

L11
Ⅳ層　081007-14

外面は箆削り後ナデ調整、内面は箆削り。良好黒灰茶褐黒灰－胴部壺15

L10
Ⅳ層　080929-6

外面はナデ調整、内面は箆削り後ナデ調整。不良茶茶褐茶－胴部壺16

I8
Ⅳ層　070627-1

ベタ底で外面は箆削り、内面は底面からの立ち
上がり部は粘土の繋ぎ目があり、その部分をナ
デ調整。

良好青灰茶褐青灰
－
11.7 
－

底部壺17

J11
Ⅳ層　070122-3

外面はナデ調整。内外底面は剥離が著しい。不良茶灰暗茶
－
15.0 
－

底部壺18

I8
Ⅳ層　070806-176

外面は箆削り後ナデ調整、内面はナデ調整。良好
淡黒
灰

茶
淡黒
灰

－
8.4 
－

底部壺19

－

－

－

－

－
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　第20表－２　カムィヤキ観察一覧 （単位：cm）

出土地観察事項
焼
成

器　色口径
底径
器高

部位器種分類
番
号

第図
図版

内中外

N10
Ⅳ層　090514

内外面とも平行線文の叩き後ナデ調整。不良灰茶橙淡茶
－ 
8.0 
－

底部壺20

第
　
図
・
図
版
　

123

71

I９
Ⅳ層　070806-110

底部はベタ底と思われる。外面はナデ調整、内
面は箆削り。

良好
淡黒
灰

茶褐
淡黒
灰

－ 
12.0 
－

底部壺21

G12
Ⅳ層　090512-1021

底部はベタ底ぎみである。外面は箆削り後ナ
デ調整、内面は箆削り。内底面は中心より渦巻
状にナデ調整。

良好
淡黒
灰

灰
淡黒
灰

－ 
10.4 
－

底部壺22

J8
Ⅳ層　070904-2

内外面ナデ調整。良好
淡黒
灰

灰褐
淡黒
灰

－ 
14.5 
－

底部壺23

F・G9
122KSK
Ⅳ層　090625-1055

口縁部は直立し、口唇部外端は舌状となる。外
面は箆削り後ナデ調整、内底面及び内面はナデ
調整。内底面より立ち上がる部分は粘土の繋
ぎ目があり、その部分はナデ調整。口縁部から
胴部まで破損部がある。埋葬に伴うもので、破
損部を頭部に向けて納められていた。

良好灰灰黒灰
13.4 
9.8 
14.6

口～底部壺Ⅱ24

G10　372KSP
Ⅳ層　090602-1043

外面は箆削り後ナデ調整、内面はナデ調整。不良
淡横
灰

淡横
灰

淡横
灰

8.8 
－ 
－

口縁部不明25

I８　SD4
Ⅱ層　060822-1

口縁部は「く」の字状に屈曲する。外面は平行
線文の叩き痕が明瞭である。内面は格子状の
叩き具の後ナデ調整。

良好
淡黒
灰

茶褐
淡黒
灰

28.0 
－ 
－

口縁部甕26

第
　
図
・
図
版
　

124

72

I12
Ⅳ層　090513-1028

口縁部は「く」の字状に屈曲する。外面は平行
線文の叩き痕後ナデ調整、内面は平行線文の叩
き後ナデ調整。

良好
淡黒
灰

茶褐
淡黒
灰

15.0 
－ 
－

口縁部鉢27

M11
Ⅳ層　090514
L11 86KSU
Ⅳ層　090206
K9
Ⅳ層　070824-10

口縁部は外反し、口唇部は肥厚する。口唇部は
箆削り後ナデ調整。内外面はナデ調整。内面
は轆轤痕にナデ調整。

良好黒灰
黒灰
～茶

黒灰

10.9 
11.4 
17.2 
(推定)

口～底部壺Ⅰd28

J10　SP775
Ⅳ層　081031-1

内外面ナデ調整。掘立柱建物址12の柱穴より
出土。

不良茶褐茶褐茶褐－胴部壺29

N10
Ⅳ層　090514

内外面ナデ調整。不良茶褐茶褐茶褐－胴部壺30

G9
不明　070711-2

外面はナデ調整。内面は青海文状の叩き痕が
残る。

良好灰白灰白灰白－胴部不明31

H7
Ⅳ層　070710-9

外面は幅の狭い平行線文の叩き後ナデ調整、内
面は幅広の平行線文の叩き痕が残る。

良好灰白灰白灰白－胴部不明32

J10　SP775
Ⅳ層　081031-2

内外面ナデ調整。掘立柱建物址12の柱穴より
出土。

不良茶褐茶褐茶褐－肩部壺33

－

－

－

－

－
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第122図　カムィヤキ１
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図版70　カムィヤキ１
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 第123図　カムィヤキ２
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 図版71　カムィヤキ２
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 第124図　カムィヤキ３
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 図版72　カムィヤキ３
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（３）滑石製品（第126～131図）

　滑石製品は総数473点出土した。全て破片である。出土状況は堀立柱建物址などの遺構が検出さ

れたH７・８、I6～９、J８～10に集中し、その周辺に広がる。層序ではⅣ層が多く占めている。滑

石製品は石鍋の形状の状態から以下のとおりに分けた。個々の詳細は第22表の観察表にまとめた。

　　A：石鍋の形状を保持するもの

　　B：二次加工を受けているもの

　　C：転用されたもの

A：石鍋の形状を保持するもの（図１～18）

　石鍋の形状を保持する。また、割れや剥離などが二次加工によるものか判然としないのもあるた

め、ここで扱うこととする。

　図１～６は口縁部で、図６は推算口径18.1cmであった。口縁部は内彎（図１・２・４～６）と直

口（図５）があり、口唇部の面取りは内端のみと両端施されるのがある。図６は、把手は口唇部よ

り方形の縦耳を持ち、把手の両側の付け根に成形時と思われる線条痕が残る。図５の口縁部に見ら

れる調整痕は、外面はノミ痕で上部より下方へ、左から右方向へ削り一廻りする。図３は整形時の

ノミ痕は見られず器面全体が磨耗し、アバタ状となっている。内面は丁寧に研磨される。器壁は厚

手で重量感がある。

　図７～13は胴部片で、図10は方形の縦耳をもつ。図９・12・13は穿孔痕が残る。孔は水平なもの

と斜位に施す図13がある。器面調整は、外面は口縁部同様ノミ痕が施され、内面は研磨されてい

る。器壁は薄手と厚手が見られる。

　図14～18は底部である。図16・17の底面脇に垂直に穿孔されている。外底面はノミ調整による面

取りが2～3面ある。内面は丁寧に研磨されている。器壁は厚い。外底面は淡灰黒色や灰黒色を帯

びている。

B：二次加工を受けているもの（図19～42・50）

　図19～26・31は口縁部片で、Aと同様内彎（図20・21）と直口（図19・22～26・31）があり、図

19と図23は穿孔されている。加工痕は口唇部を斜位に削る図20・23、内外面より削り舌状を成す図

19、口唇部や口縁下部の片面若しくは両面に擦り切りによる線条痕が見られる図22・25、丸ノミで

削り込み割り取る図24がある。図22は胴部に斜位に「Ｖ」字状のノミと思われる工具で削りを施し

ている。図21は把手に沿って擦り切りによる割り取りと把手の付け根の両側から擦り切りを施し、

耳を割り取っている。図26は口唇部内外面に擦り切り痕が斜位に残る。外面は擦痕で調整される。

図31は縦位に穿孔痕がある。内面を縦位にノミによる削りを施している。胴下部の破断面は窪み弧

状を成し丁寧に研磨されている。

　図27～30・32～36・50は胴部片である。図27・28・32・33は擦り切りによる線条痕が見られるも

ので、その技法による割り取り若しくはその途中のものがある。また、図32・33は孔の側より擦り

切りの線条痕が残る。図30は破断面にノミによる削りが施される。図35・36は内外面より削りを施

した後、研磨されている。図35の破断面にはノミ痕が残る。図34は内面に斜位にノミによる削りが

施されている。破断面に「Ｖ」字状の削りがある。外面下部には丸ノミ状工具による刻みが見られ

る。

　図50は胴部と思われ、剥離片を加工したものである。内外面に幅１㎜の櫛歯状のノミ状工具によ

る削り痕があり、剥離した痕跡と思われる。その後、内外面とも研磨されている。図37～42は底部

である。図39～42は穿孔が見られ、底面と底面脇を貫通する。図37の破断面の一部は丁寧な研磨痕

第三章　第５節２
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第125図　滑石の遺物分布と主な製品

合計 
(重量)

合計 
(個数)

破片ＣＢＡ種類

層グリッド

不口底口口不底口口底胴口

重個重個重個重個重個重個重個重個重個重個重個重個重個

1307561251Ⅱ

3910326322482218012561038152143993360326164443968883106Ⅳ

3131E7

Ⅳ
層
遺
構
内

10537365441112291481E8

1433621812E9

934462472E10

16021331271F8

4141F9

53824871511G7

3333G9

133921106221442H7

249151543611308682H8

401287325H・I8

406492112516811211H10

184151781461I6

561561I7

344812211312841353I8

29110421913222365J8

121121J8・9

161224936175112J10

18213151K8

925122803L10

3328326761M10

724724M11

601601不　明

848747338354244101146710628442941111521076131301747952698720145012572919合　計

　第21表　滑石製品出土量
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が施される。図38は外底面が剥離し、剥離面にはノミ痕が残る。図39・40は底面と胴部を切り離す

ため破断面は擦り切りとノミ痕が残る。また、図39の底部破断面の一部は研磨されている。図41は

内外面からの擦り切りによる割り取りが施されている。図42はノミ痕による抉りで割り取られてい

る。外底面に成形時のノミ痕が明瞭に残る。

C：転用されたもの（図43～49・51～56）

　石鍋から二字加工され転用したもので、形状から以下のように細分した。

　　ア．バレン状製品（図43～45・49・51・52・54～56）

　　イ．錘状製品（図53）

　　ウ．不明（図46～48）

　ア．バレン状製品

　突起部を有するもので、その部位に穿孔を有するものがある。本製品の形状は、円形を成す図

49・52・56と隅丸方形状の図45・55、不明の図43がある。

　図49は破断面部を「Ｖ」字状に抉りを廻らす。内外面の端部は舌状を呈する。外面中央部は線条

痕が残り、その部分のみ灰色である。図56は半分欠損している。突起部に穿孔痕が残る。本製品の

中で最小である。縁は内外面より丁寧に研磨され、先端は面取りされている。突起部周囲はノミ削

りで調整されている。図45は隅丸方形状を成す。外面の縁は研磨により丸を帯び舌状となる。ま

た、外面中央側に窪みが見られるが再加工かは不明。その周囲は線条痕が顕著に見られる。図55は

内面を平坦に外面は斜位に研磨を施し、鍔を成形している。突起部は方形状を呈すると思われる。

　図51は口縁部を使用し、口縁部以外の破断面部は「Ｖ」字状に抉りが施される。また、内面には

口唇部下と口縁部下の２カ所にノミによる刻みが施される。内外面端部は研磨を施し、破断面部は

舌状を呈する。本資料は口縁部を残していることから製作途中かと思われるが他の製品の可能性も

考えられる。図43・45・52は本製品が破損若しくは不用となったため再加工が施されている。図43

の形状は不明。端部を両面より研磨し丸味を帯びた舌状を成す。内面の突起部には再加工による2

カ所のノミ削り痕がある。図44は弧状を呈することから円形と思われる。端部は内外面研磨を施し

舌状を成す。再加工は破断面の一部を擦り切りによる割り取りが行なわれている。図52は弧状を呈

することから円形と思われる。端部は内外面より研磨されるが先端は破損している。再加工は破断

面部の一部に研磨が施されている。

　図54は端部が弧状を呈するが全容は不明である。端部の断面形は舌状である。破断面の一部にノ

ミ状工具による抉り痕が見られ穿孔されていた可能性がある。

　イ．錘状製品

　錘状に加工された資料が１点出土している。図53は円柱状を呈し、断面部周囲はノミによる削り

で溝を成している。

　ウ．不明

　図46は縦耳の把手部を利用したもので、把手に横位に２カ所穿孔痕が残る。把手は割り取りされ

ており表面は研磨し灰色を呈する。内面は把手の真裏に浅い凹みを成形し、この部分のみ黒ずんで

いることから直火を受けていたのではないかと思われる。破断面に一部は内外面より研磨されてい

るが先端は欠損。図47はイノシシの牙状を呈する。破断面や内外面にノミによる削り痕が残る。図

48は半月状を呈するもので、弧状の部分は内外面より丁寧な研磨が施され先端は面取りされてお

り、一見石包丁を彷彿させる。直角となる破断面はノミ削りが施されている。内外面とも丁寧な研

磨が施される。
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　第22表－１　滑石製品観察一覧 （単位：ｇ、径/cm、器厚/mm）

出土地観察一覧器厚
口径
胴径
底径

重量部位
分
類

図
番
号

第図
図版

J8　SD13 

Ⅳ層　071106-22

口唇部は平坦で、口唇内端を面取りする。内外面・断面は淡黄白色。外面

にノミ痕が見られ、胴部下方に穿孔痕がある。ノミ調整は左から右へ、そ

して上から下方向に施す。

20～21111.0 口縁部A1

第
　
図
・
図
版
　

126

73

I8　SD20 

Ⅳ層　070913-9

口唇部は平坦である。外面は黒灰色、口唇から内面は灰色である。外面に

ノミ痕が見られる。ノミ調整は左から右へ、そして上から下方向に施す。
1535.3 口縁部A2

I9　 

Ⅳ層　070806-40

口縁部は丸みを帯びる。器面はアバタ状で研磨調整を施す。器色は灰褐

色。
25224.0 口縁部A3

H8　SP659  

080930-1 

掘立柱建物址7柱穴

口唇部は平坦で、口唇内端を面取りする。内外面・断面は灰色。外面にノ

ミ痕が見られる。
19～2157.8 口縁部A4

L10　SP696 

Ⅳ層　081014-22

口唇部は平坦で、口唇内端を面取りする。口縁部下に孔が施される。外面

のノミ調整痕はやや不鮮明。口唇部から外面は淡黒灰色、内面は灰色。
18～2180.2 口縁部A5

J8　SD14 

Ⅳ層　071022-1

口縁部は内彎する。縦位に方形の把手を持つが破損している。口唇部内端

は丸みを帯びる。外面にノミ痕が見られる。内面は研磨されている。器色

は外面が灰茶黒色、灰茶色。

16～18口径:18.1125.0 口縁部A6

K10 

Ⅳ層　080929-11

内外面とも研磨されている。器色は外面が淡茶褐色で、内面は淡灰茶色で

ある。内面に黒色の斑点が散見できる。
1995.6 胴部A7

I8　 

Ⅳ層　070806-176

外面に幅の狭いノミ痕が右から左へ、上から下方へ施す。器色は外面が黒

色、内面は灰色である。
10～1343.2 胴部A8

M11 1041KSP 

Ⅳ層　090605

穿孔痕が見られる。外面はノミ調整が施されるが不明瞭である。器色は暗

褐色。内面は淡褐色。器壁は薄い。
1035.9 胴部Ａ9

G12 

Ⅳ層　090512-1025

縦耳の把手を持つ石鍋。把手の付け根部周辺にノミ痕が残る。内面は研磨

されている。把手から胴部は破損後研磨した可能性もある。
20～30胴径:27.1194.0 胴部Ａ10

H10　SD51  

Ⅳ層　070925-28

胴下部で底部に近い部分と思われる。内外面の調整痕が不明瞭である。器

色は内外面ともに灰茶色である。
21121.0 胴部A11

J6 

Ⅳ層　071121-5

穿孔痕が見られる。また、外面に穿孔を試みたのか浅い穴が見られる。外

面はノミ調整痕が、内面は研磨されている。器色は内外面とも灰色。
1823.8 胴部A12

I9　自然流路

Ⅳ層　070806-87

胴部片で底部に近い部分と思われる。内外面研磨されている。穿孔痕が残

る。器色は内外面とも灰茶色。
16～2395.0 胴部A13

第
　
図
・
図
版
　

127

74

I9　 

Ⅳ層　070806

外底面は剥離している。胴下部はノミ調整が施されている。内底面は研磨

されている。器色は内外面とも淡灰色。
13底径:16.3102.0 底部A14

J10　SP806 

Ⅳ層　070803-4

底部片である。底面からの立ち上がりはやや丸みを帯びている。外面は僅

かにノミ痕が見られ、内面は研磨されているが雑である。器色は外面は灰

黒色、内面は灰色。

2061.1 底部A15

H8 

Ⅳ層　071003-12

外底外端部は面取りを施す。外面は幅7、８mmのノミ調整痕が明瞭に残る。

底面に穿孔がある。器色は外面が淡黒色で、内面は淡茶色。
17底径:21.1130.0 底部A16

I8　7-P46 

Ⅳ層　081007-2 

高床式建物址15柱穴

底面に穿孔がある。孔の中は外底面側が黒いため火を受けたと思われる。

外底面端は面取りされ、外面はやや幅広のノミ痕が見られる。内面は研磨

されている。器色は外面が淡黒色、内面は淡灰茶色。

12底径:32.6284.0 底部A17

J9　 

Ⅳ層　０７０９０７-45

外底部はほとんど破損している。外面は幅6mmのノミ調整痕が残る。内面

は研磨される。器色は外面が淡灰黒色、内面は淡茶褐色。
15底径:21.257.7 底部A18

I9 

Ⅳ層　070806-58

口縁部。口唇部内端部を削り窪む。口唇部は内外面より削り尖る。断面は

斜位に線条痕が見られることから口縁部を割り取ったものと思われる。口

縁下部に穿孔がある。器色は外面が淡黒灰色、内面は灰茶色。

1839.8 口縁部Ｂ19

G7　SP314 

Ⅳ層　080909-7

高床式建物址6柱穴

やや内彎する口縁部。口唇部は平坦で、胴部に向け斜位に削り丁寧に研磨

する。断面部には割り取る際の切り込みが内外面より施される。内面から

の切り込みの一部は断面半分まで及んでいる。外面はノミ調整が行なわれ

ているが線条の傷跡が残る。内面も線条痕が見られる。器色は外面が灰

色、内面は灰茶色。

15口径:19.350.7 口縁部B20

M10　1028KSP 

Ⅳ層　090605-1

縦耳の把手を持つ石鍋で把手の付け根部より擦り切りにより割り取り、そ

の後、耳に沿って口縁部より胴部へ切り取っている。内面には線条痕が斜

位に刻まれすり鉢の溝のような櫛目を呈する。外面はノミ調整痕。器色は

外面は淡黒灰茶色で部分的に煤が残る。内面は淡茶褐色。

15口径:15.4163.0 口縁部B21
第
　
図
・
図
版
　

128

75
F10 

Ⅳ層　090518

口唇部は外面より擦り切りによる痕跡が残る。また、口縁部下内外面に横

位の線条痕が見られる。内面胴部には「V」字状に抉りがあり、細かく分割

する様相が窺える。器色は外面が黒色、内面は暗灰色。

17124.0 口縁部B22
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　第22表－２　滑石製品観察一覧 （単位：ｇ、径/cm、器厚/mm）

出土地観察一覧器厚
口径
胴径
底径

重量部位
分
類

図
番
号

第図
図版

I･J7　SP231 

Ⅳ層　080821-15

高床式建物址12柱穴

口縁部と思われる。口唇部から胴部へ向け斜位に削られる。口縁部下に穿

孔が見られ、外面より内面の径が大きい。外面はノミ調整痕が残る。内面

は研磨されている。器色は内外面とも灰色。

13～16148.0 口縁部B23

第
　
図
・
図
版
　

128

75

H8　SP641  

Ⅳ層　081003-1 

掘立柱建物址9柱穴

口縁部は内彎気味。口唇部内外端面取りを施す。口縁部下の内面に３～４

の溝状痕らしきものが見られることから、割り取りする際の痕跡と思われ

る。器色は灰白色。

1335.8 口縁部B24

J10　 

Ⅳ層　0700726-4

口縁部下に内外面より擦り切りを行い割り取っている。器色は外面は淡灰

黒色、内面は灰色。
1229.2 口縁部B25

F19 

Ⅳ層 

090515-0

口縁部に斜位に数状の擦り切り痕が残る。口縁部外面は研磨痕が見られ

る。器色は内外面が淡灰黒色。
5～1337.32口縁部B26

K11 

Ⅳ層　070726-3

内面に割り取りするための目印と思われる線条痕が縦位に２本施されてい

る。内外の器面は研磨されている。器色は外面は淡茶灰色、内面は灰色。
20胴径:24.085.0 胴部B27

I9　自然流路

Ⅳ層　070806-6

底部から胴部への立ち上がり部と思われる。内外面にやや深い線条痕が外

面は横位に内面は横位と斜位に見られる。擦り切りの途中と思われる。ま

た、外底の剥離面にノミ痕により穿孔したと思われる痕跡が見られる。器

色は灰色。

12～21111.0 胴部B28

J10　SP8 

Ⅳ層　070803-35

胴部片で穿孔痕が見られる。内面側に研磨痕と、横位の線条痕が残る。器

色は内外面とも灰色。
1518.3 胴部B29

G9 

Ⅳ層　080909-6

破断面に研磨痕が見られる。外面はノミ調整痕、内面研磨されている。器

色は外面は淡灰黒色、内面は灰色。
14～1627.9 胴部B30

I9　 

Ⅳ層　081031-10

把手の部位と思われる。把手の付け根に縦位に穿孔痕がある。口縁部下の

破断面は緩やかな窪みを施す。外面は剥離し、部分的に研磨されている。

内面は把手の裏側に縦位のノミによる削りで窪みになる。器色は内面が灰

色。

25口径:18.811.8 口縁部B31

H11　 

Ⅳ層　070808-４

穿孔痕が見られる。孔の側より内外面から擦り切りにより割り取りが行な

われている。擦り切り痕はあと一カ所内面に見られる。器色は外面が灰茶

色、内面は淡褐色。

1819.3 胴部B32

F8　293KSP 

Ⅳ層　090624

底部から胴部への立ち上がり部で、内面から外面へ斜位に穿孔痕、その上

端部は内外面より擦り切りにて胴部を割りとる。底部は外底に擦り切り

痕、そして有段で内底に面し断面は研磨されている。外面に横位の浅く細

い線条痕があり、切り取りの区画を意識して目印としたと思われる。器色

は外面は淡灰黒色、内面は灰茶色。

1926.5 胴部B33

第
　
図
・
図
版
　

129

76

H10　SD44 

Ⅳ層　０８１０２９－２４

底部から胴部への立ち上がり部で、内面に擦り切り若しくはノミによる削

りが施される。また、胴部断面に明瞭な「V」字の刻みと不明瞭なのが見ら

れる。外面下部に丸ノミ状の工具による溝が３～４条が、内面は横位に線

状痕が見られる。器色は外面は淡灰黒色、内面は灰茶色。

15～19125.0 胴部B34

水田跡2-A 

Ⅳ層　061204-30

断面部の一部を内外面より削り舌状に仕上げる。外面は細かい削り痕が残

り、内面は丁寧に研磨する。器色は外面が灰茶色、内面は淡灰茶色。
10～1882.0 胴部B35

G10　 

Ⅳ層　090511-1017

破断面にノミ痕が残り、黒色である。内外面より斜位に削るため舌状を呈

する部分と、ノミによる削りで平に成形する。器色は外面は黒色、内面は

淡灰黒色。

10～1339.1 胴部B36

G12 

Ⅳ層　090512-1027

底部から胴部の破断面は研磨されている。内底角に集中して刻みが見られ

ることから割り取り途中の状況と思われる。外面はノミ調整痕が明瞭であ

る。器色は外面は淡灰黒色、内面は灰色。外底は剥離しているが一部に煤

がみられる。

1348.1 底部B37

I8　SD4 

Ⅱ層　060816-2

外底面は剥離している。胴下部はノミ痕が見られる。内底面は研磨されて

いる。器色は外面は灰色、内面は淡灰黒色。
12125.0 底部B38

H10 SD44 

Ⅳ層　081027-8

胴最下部に内面から外面へ斜位に穿孔する。また、底面にも穿孔されてい

る。底部から胴部の破断面は丁寧に研磨されている。斜位の穿孔部の上位

は外面からの擦り切り痕が残る。器色は外底面は灰黒色、外面は灰色、内

面は灰茶色。

10～19底径:17.491.6 底部B39

E8　287KSP 

Ⅳ層　090604-1045

底部片で、端部は面取りする。胴部は開きながら立ち上がる。胴下部に穿

孔が見られる。胴上部は割り取り後、幅広のノミ状工具で削り丁寧に研磨

している。外面は約12～15㎜ のノミ痕が明瞭に残る。内面は研磨にて仕

上げているが、線条痕が見られる。器色は外底か胴部は黒灰色で内面は灰

色。

18～20底径:38.0229.0 底部B40
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　第22表－３　滑石製品観察一覧 （単位：ｇ、径/cm、器厚/mm）

出土地観察一覧器厚
口径
胴径
底径

重量部位
分
類

図
番
号

第図
図版

H8 

Ⅳ層　070828-1

胴最下部に内面から外面へ斜位に穿孔する。胴部の内外面より擦り切りを

施し割り取っている。器色は外面が灰色、内面は濃灰色。
11～15底径:16.637.3 底部B41

第
　
図
・
図
版
　

130

77

G7　SP314 

Ⅳ層　080909-8

高床式建物址6柱穴

外底面中心部より端部へかけて２～３面の面取りを施す。外底から胴部の

立ち上がり部も面取される。底面に穿孔が見られる。胴最下部に内面から

外面へ斜位にノミ状工具による穿孔痕が2カ所あり、そこから割り取った

り、底面の割れから打撃を加えて割り取っているようである。器色は外面

は淡灰黒色、内面は灰色。

12～18底径:21.8487.0 底部B42

E8　830KSP 

Ⅳ 層　090611 

掘立柱建物址1柱穴

胴部上部は断面が「L」字状に削り取られ、端部は丸みを帯びた舌状を呈す

る。突起部の両側に面取りのような削り痕が残る。外面は丁寧に研磨され

ている。器色は外面は淡灰黒色、内面は茶灰色。

1870.0 胴部Cァ43

J9　 

Ⅳ層　０７０９０７-16

バレン状製品と思われる。弧状を成す部分の端部を舌状に仕上げる。しか

し、破断面に擦り切り痕が残ることから割り取った後、半円形状に再加工

したと思われる。外面は研磨痕、内面は端部は研磨痕、内側は線条痕が見

られる。器色は外面が茶灰色、内面は灰色。

7～1765.0 胴部？Cァ44

H7　SP257 

Ⅳ層　071217-8 

掘立柱建物址3柱穴

バレン状製品と思われる。平面形は隅丸方形で端部は舌状にする。断面は

「V」字状に抉りを廻らす。突起部の形状も同様と思われるが端部は外面の

端部より内側に仕上げるがほぼ欠損し全容は不明である。外面の調整痕と

して横位と縦位の線条痕が明瞭に残る。また、窪みが見られるが転用後の

再加工によるものはが不明。内面は研磨されている。器色は外面が淡黒

色、内面は灰色。

8～16106.0 底部？Cァ45

F8 121KSK 

Ⅳ 層　090625-1053 

６号土坑墓

縦耳の把手部分を転用したものである。把手の上下に横位に穿孔痕があ

り、割り取られた把手の部分は丁寧に研磨している。外面は縦位に線条痕

が残る。内面は把手の裏側に窪みを成形し、その周囲は研磨されている。

断面の一部は舌状に仕上げる。器色は外面胴部が黒色で、把手の部分は灰

色、内面は窪み部は淡灰黒色で、その周囲は灰色。

17～21133.0 把手Cゥ46

E9　227KSP 

Ⅳ層　090602-10

胴部を利用したものでイノシシの牙のような形状を成す。石鍋の胴部を横

位に割り取り、その断面部はノミ調整で断面が細い部分はやや丸に、太い

部分は隅丸状に仕上げる。外面はノミによる削りが顕著である。内面はノ

ミによる研磨痕が残る。器色は外面が淡茶灰色、内面は灰色。

12～1862.3 胴部Cゥ47

E8

Ⅳ層　090620-1050 

用途不明。形状は半月状を呈し、弧状を呈す端部は内外面よりノミ調整や

研磨にて舌状に仕上げる。直角を呈する破断面は研磨し、やや丸味を帯び

る。器色は外面が灰色、内面は淡灰黒色。

2～６83.8 胴部？Cゥ48

E8　907KSP

Ⅳ層　090622-1062 

バレン状製品と思われる。断面は「V」字状に抉りを巡らす。抉り部はノミ

調整痕が見られる。外面は石鍋の胴部の調整痕が残り、中央部に横位や縦

位、斜位等の二次加工の線条痕が見られる。内面の縁の部分を研磨してい

る。器色は外面が淡灰黒色、内面は灰色。

10～16182.0 胴部Cァ49

第
　
図
・
図
版
　

131

78

E8　277KSP 

Ⅳ層　090609-1047

剥離片と思われる。内外面に幅1mmの櫛歯状工具による削り痕が残り、割

り取りに使用したと思われる。その後、内外面とも研磨痕が残る。内面は

灰色、外面は淡灰黒色。

2～848.2 胴部？B50

E8　28１KSP 

Ⅳ 層　09060９-1046 

掘立柱建物址1柱穴

口縁部は維持し、断面部は「V」字状に抉りを施す。内外面とも断面に抉り

を施した後、断面端部は研磨して仕上げている。内面の口縁部下と胴部に

ノミ状工具による刻み痕がある。また、横位線条痕が残る。器色は外面が

灰黒色で、抉り部も同色。内縁は灰茶色。

13～21口径:29.4411.0 口縁部Cァ51

I6　SP21 

Ⅳ 層　071012-1 

掘立柱建物址11柱穴

バレン状製品と思われる。外面は線状痕が明瞭である。突起部の縁は調整

するためのノミ痕や線条痕が、内側は線条痕及び研磨痕が見られる。破断

面にノミによる調整痕が残る。器色は外面が灰色で縁の一部は灰黒色が残

る。内面は茶灰色。

13～19178.0 胴部？Cァ52

I8　SP417 

Ⅳ層　080229-10

錘状製品と思われる。円柱状で破断部は溝状の窪みが周回する。また、破

断面はノミによる削りが施されている。外面の器面調整はノミ痕が残る。

内面は研磨されている。器色は内外面とも黒色。

133.4 胴部Cィ53

E8  261KSP 

Ⅳ層  090605-117

バレン状製品と思われる。端部は舌状を成す。破断面に角張ったノミ状工

具による抉り痕が見られる。内面は線条痕が残る。器色は外面は灰黒色、

内面は黒色で煤が残る。

1629.2 胴部Cァ54

H8　 

Ⅳ層　070828-1

バレン状製品と思われる。突起部は隅丸方形状を成すことから縦位の把手

の部位を転用したと思われる。突起部より縁方向へと斜位に成形する。内

面は丁寧な研磨を施す。器色は外面が淡黒灰色、内面は灰色。

7～1814.0 胴部Cァ55

F9 

Ⅳ層　090515

バレン状製品と思われる。突起部に穿孔痕が見られることから、把手の部

位を転用したものと思われる。鍔は突起部付け根より縁方向へ、内面も中

心部より縁側へと斜位に成形し、先端は丸味を帯びた舌状にする。外面は

ノミによる調整で、内面は丁寧な研磨を施し、部分的に浅く短い線条痕が

残る。器色は内外面とも灰黒色。

4～16
撮径:1.9
径 :3.2

9.7 胴部Cァ56
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 図版78　滑石製品６
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（４）白磁（第132～134図）

　中国産白磁は190点得られた（第23表）。内訳はⅣ層で159点と大半を占め、その内の37点は溝状遺

構・柱穴など遺構内からの出土である。次いでⅡ層の16点、Ⅰ層の６点、不明が９点となっている。

得られた器種は碗のみで、特に玉縁口縁碗の出土が多い。また、出土状況は調査区の中央部の遺構

が集中する地域で多く見られる。分類は部位ごとに記述し、個々の詳細については第24表の観察表

に記した。

＜碗＞

　碗は口縁部の形態から玉縁口縁碗・外反口縁碗・直口口縁碗の３種類に分けられる。

①口縁部

Ⅰ類　玉縁口縁碗（図１～図21）

　口縁部を玉縁状に肥厚する、いわゆる玉縁口縁碗である。胴部は直線的に開くものと丸みを帯び

るものがある。

Ａ種　器体は直線的に開く。肥厚部断面の形状から２種類に分けた。

　ａ：肥厚部断面は丸みを帯びるものと丸みに稜を有するものがある。（図１～４・６～8・10）

　ｂ：肥厚部は三角形状を成す。（図５・16・20・21）

Ｂ種　器体はやや丸みを帯びる。肥厚部断面の形状から２種類に分けた。

　ａ：肥厚部断面は丸みを帯びるものと丸みに稜を有するものがある。（図11～13・15・17～19）

　ｂ：肥厚部は三角形状を成す。（図９・14）

Ⅱ類　直口口縁碗（図40・42・44・46・47）

　口縁部が直口する碗である。口唇部の形状よりa～ｃに、更に文様の有無よりアとイに細分した。

　ａア：口唇部が舌状を呈し、外面に櫛目文を施す（図46）

　ａイ：口唇部が舌状を呈し無文である（図42）

　ｂア：口唇部は丸みを帯び、内面に横線が施されている（図47）

　ｂイ：口唇部は丸みを帯び無文である（図44）

　ｃイ：口唇部は平坦を呈する（図40）

Ⅲ類　外反口縁碗（図41・43・45）

　口縁部が外反する碗である。口唇部の形状よりａ～ｃに分けた。

　　ａ：口唇部外端が反る端反り碗である（図41）

　　ｂ：口縁部が反り口唇部は丸みを帯びる（図43）

　　ｃ：口縁部は窄まり外反する。口唇部は丸みを帯びる（図45）

②胴部資料

　胴部は丸みを帯びるものと直線的に開くものがある。

　Ａ種　胴部は丸みを帯びる（図22～25）

　Ｂ種　胴部は直線的に開き、腰部に鉋痕が残るものもある（図50～52）

③底部資料

　底部は高台造りによりＡ～Ｃの3種類に分けた。

Ａ種　高台内削りは浅く、高台は方形状を呈する。玉縁口縁碗の底部である（図26～39）

Ｂ種　高台削りは深く、高台内面を斜位に削る。外面に櫛目文を施すものと無文がある（図48・

49・53・54）

Ｃ種　高台内削りは深く、畳付が尖る。（図55）
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　　　　　　　　第23表　白磁出土量

　第24表－１　白磁観察一覧 （単位：cm、g）

合
　
計

碗

分類

層 グリッド

胴底部口縁部

ⅢⅡⅠ

不CBABA

不bbaaba

62211Ⅰ

169211111Ⅱ
1226415113514231526Ⅳ
211E8

Ⅳ
層
遺
構
内

11E9

11E10

11F8

211G7

33G9

621111H7

621111H8

4112H10

11I5

211I7

11I7･8

211I8

11J8

211J10

11L7

11L11

9311112不明

19090357175927272448合計

・「グリッド」は遺構内出土

第三章　第５節２

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類器種
図
番
号

第図
図版

L10
Ⅳ層　080929

逆「ハ」の字状に開く器形。素地は白色微粒子でやや緻密。釉色は
淡灰白色で貫入は粗い。

15.8 
－ 
－

口縁部ⅠAa碗1

第
　
図
・
図
版
　

132

79

K9
Ⅳ層　070801

逆「ハ」の字状に開く器形。口縁下部は外面に小さなアバタが見ら
れる。素地は白色微粒子で緻密。釉色は白色で貫入はない。内面に
釉垂れが見られる。

16.6 
－ 
－

口縁部ⅠAa碗2

H7　SD20
Ⅳ層　080110

逆「ハ」の字状に開く器形。口縁肥厚帯下より器厚は薄い。素地は
白色微粒子でやや緻密。釉色は淡灰白色。貫入はやや細かい。

14.4 
－ 
－

口縁部ⅠAa碗3

K12
Ⅳ層　090204

逆「ハ」の字状に開く器形。口縁部外面に釉垂れが見られる。外面
に小さなアバタが見られる。素地は白色微粒子。釉色は白色で貫入
はない。

15.4 
－ 
－

口縁部ⅠAa碗4

K11
Ⅳ層　070817

逆「ハ」の字状に開く器形。素地は淡白色微粒子。
釉色は淡灰白色で貫入は粗い。

17.2 
－ 
－

口縁部ⅠAb碗5

H8
Ⅳ層　071003

逆「ハ」の字状に開く器形。口縁部の肥厚部は折り曲げる。外面に
小さなアバタ状が見られる。素地は白色微粒子。釉色は淡灰白色で
貫入は粗い。

15.8 
－ 
－

口縁部ⅠAa碗6

E10
Ⅳ層　090430

逆「ハ」の字状に開く器形。外面に小さな気泡の破裂痕が見られる。
素地は白色微粒子。釉色は黄灰白色で貫入はなし。

13.6 
－ 
－

口縁部ⅠAa碗7

K9･10
Ⅳ層　070129

逆「ハ」の字状に開く器形。素地は淡灰白色微粒子。釉色は灰色で
貫入はなし。

14.0 
－ 
－

口縁部ⅠAa碗8

H7
Ⅳ層　070709

逆「ハ」の字状に開く器形。口縁下部は窄まる。素地は淡白色微粒
子。釉色は淡灰白色で貫入はない。

16.6 
－ 
－

口縁部ⅠBb碗9

I8　SP467－2
Ⅳ層　080312

逆「ハ」の字状に開く器形。口縁部下部は窄まる。
素地は白色微粒子。釉色は白色で貫入はない。

13.8 
－ 
－

口縁部ⅠAa碗10

J8
Ⅳ層　070625
I･J7
Ⅳ層　080821

逆「ハ」の字状に開く器形。素地は淡白色微粒子。
釉色は灰白色で貫入は粗い。内面腰部に圏線

16.4 
－ 
－

口縁部ⅠBa碗11

E10　233KSK
Ⅳ層　090603

逆「ハ」の字状に開く器形。素地は淡灰白色微粒子。
釉色は淡灰白色で貫入はなし。

15.8 
－ 
－

口縁部ⅠBa碗12

K7
Ⅰ層　071228

逆「ハ」の字状に開く器形。素地は淡灰白色微粒子。釉色は淡灰色
で貫入はなし。

14.0 
－ 
－

口縁部ⅠBa碗13
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　第24表－２　白磁観察一覧 （単位：cm、g）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類器種
図
番
号

第図
図版

Ⅳ層　061204
逆「ハ」の字状に開く器形。肥厚帯及び器厚は薄い。素地は白色微
粒子。釉色は透明釉で貫入は細かい。

16.2 
－ 
－

口縁部ⅠBb碗14

第
　
図
・
図
版
　

132

79

L11
Ⅳ層　070730

器体は丸みを帯びる。素地は淡灰白色微粒子。釉色は淡灰白色で貫
入は細かい。

11.6 
－ 
－

口縁部ⅠBa碗15

J10
Ⅳ層　070726

逆「ハ」の字状に開く器形。外面に小さなアバタ見られる。素地は
白色微粒子。釉色は淡黄色を帯びる白色で貫入はなし。

15.8 
－ 
－

口縁部ⅠAb碗16

G7　SP729
Ⅳ層　081023

器体は丸みを帯びる。素地は白色微粒子。釉色は黄白色で貫入は細
かい。

16.2 
－ 
－

口縁部ⅠBa碗17

F10
Ⅳ層　090501

器体は丸みを帯びる。素地は白色微粒子。釉色は淡灰白色で貫入は
やや粗い。

12.6 
－ 
－

口縁部ⅠBa碗18

H7　SP318
Ⅳ層　081016

器体は丸みを帯びる。外面に気泡の破裂痕がアバタ状に残る。素地
は白色微粒子。釉色は淡黄色を帯びる白色で貫入はなし。

17.0 
－ 
－

口縁部ⅠBa碗19

I7･8　SP755
Ⅳ層　081029

逆「ハ」の字状に開く器形。素地は淡灰白色微粒子で細かい黒粒も
含む。釉色は淡灰色で貫入はやや細かい。

－口縁部ⅠAb碗20

H8　SP640
Ⅳ層　081002
　　　080926

逆「ハ」の字状に開く器形。素地は淡灰白色微粒子。釉色は透明釉
を施めす。貫入なし。

－口縁部ⅠAb碗21

H4　10KSD
Ⅱ層　081219

高台脇から腰部までの破片で、内底より緩やかに立ち上がる。素地
は淡灰白色微粒子。釉色は透明釉を施す。貫入はなし。

－胴部A碗22

第
　
図
・
図
版
　

133

80

J5　Ⅳ層　090602
内底より丸みをもちながら立ち上がる。素地は淡灰白色微粒子。釉
色は透明釉で、貫入はなし。胴下部より高台脇まで露胎している。

－ 
－ 
7.6

胴部A碗23

F9
Ⅳ層　090501

内底より緩やかに立ち上がる。素地は白色微粒子。釉色は透明釉で
貫入はなし。外面は高台脇より露胎している。

－ 
－ 
7.6

胴部A碗24

J10
Ⅳ層　070730

胴下部は丸みをもちながら立ち上がる。素地は白色微粒子。釉色は
乳白色で貫入はなし。内外面に細かいアバタが見られる。

－
胴部A碗25

Ⅳ層　081008
高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色微粒子。釉色は内底面に石灰が
薄く付着し不明である。高台脇及び外底は露胎している。

－ 
－
6.0

底部A碗26

L10
Ⅳ層　081003

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色微粒子。釉色は淡灰白色で内底
から外面腰部まで施釉する。また、高台内面は釉が残る。貫入は粗
い。

－ 
－ 
6.1

底部A碗27

H7　SD20
Ⅳ層　071207

高台の内刳が浅い。素地は白色微粒子。釉色は淡灰白色で、外面腰
部は露胎する。貫入はない。外面腰部に鉋削り痕が薄く残る。

－ 
－
6.0

底部A碗28

K6
Ⅳ層　090601

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色微粒子。釉色は灰白色で、腰部
から外底は露胎する。貫入はない。

－ 
－ 
5.6

底部A碗29

K10
Ⅳ層　070129

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色粗粒子。釉色は灰白色で、高台
外面まで施釉する。貫入はない。

－ 
－ 
6.5

底部A碗30

H10　SD44
Ⅳ層　070925

高台の内刳が浅い。素地は白色微粒子。釉色は乳白色で高台脇まで
施釉する。貫入はない。

－ 
－ 
7.4

底部A碗31

H6
Ⅳ層　071012

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色粗粒子。釉色は灰白色で、腰部
まで施釉する。貫入はやや細かい。器形は高台より逆「ハ」の字状
に開く。胴部の器厚は薄手。

－ 
－ 
5.7

底部A碗32

J10
Ⅳ層　090115

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色微粒子。釉色は淡灰白色。高台
脇から外底まで露胎する。貫入はない。

－ 
－ 
6.2

底部A碗33

E8　287KSP
Ⅳ層　090604

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色微粒子。釉色はやや薄い透明
釉。高台脇から外底まで露胎する。貫入はない。

－ 
－ 
7.1

底部A碗34

J10
Ⅳ層　081028

高台は破損している。素地は白色微粒子。釉色は釉白色である。高
台脇から外底まで露胎する。貫入細かい。

－ 
－ 
7.0

底部A碗35
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　第24表－３　白磁観察一覧 （単位：cm、g）

出土地観察事項
口径
器高
底径

部位分類器種
図
番
号

第図
図版

H5
Ⅳ層　080624

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色微粒子。釉色は淡灰白色。高台
外面まで施釉する。貫入はない。底部の器厚は厚い。

－ 
－ 
7.4

底部A碗36

第
　
図
・
図
版
　
・
　

133

80

81

H10　SD50
Ⅳ層　070925

高台の内刳が浅い。素地は白色粗粒子。釉色は淡灰白色。腰部から
外底まで露胎する。貫入は細かい。

－ 
－ 
6.3

底部A碗37

H11
Ⅳ層　070808

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色微粒子。釉色はやや薄い透明
釉。部分的に高台外面まで釉が見られる。貫入はない。

－ 
－ 
6.9

底部A碗38

I7　SP17
Ⅳ層　071004

高台の内刳が浅い。素地は淡灰白色微粒子。釉色は淡灰白色で、部
分的に高台外面まで釉が見られる。貫入はない。

－ 
－ 
7.2

底部A碗39

F8　918KSP
Ⅳ層　090620

器体は直口に立ち上がり、口唇部で微弱に外反する。素地は白色微
粒子。釉色は白色で貫入は細かい。

12.6 
－ 
－

口縁部Ⅱｃイ碗40

N11
Ⅳ層　090514

器体は直口に立ち上がり、口唇部で微弱に外反する。素地は白色微
粒子で細かい黒粒を含む。釉色は淡灰白色で貫入は細かい。

14.4 
－ 
－

口縁部Ⅲａ碗41

H8
Ⅳ層　070709

器体は直口に立ち上がり、口唇部で微弱に外反する。素地は白色微
粒子。釉色は淡灰白色で貫入はない。

9.8 
－ 
－

口縁部Ⅱａイ碗42

J10
Ⅳ層　0707311

器体は直口に立ち上がり、口縁部で外反する。素地は淡白色微粒
子。釉色は淡灰白色で貫入はない。

14.6 
－ 
－

口縁部Ⅲｂ碗43

I7　SD11
Ⅳ層　071004

器体は直口に立ち上がり、口唇部で微弱に外反する。素地は白色微
粒子。釉色は淡灰白色で貫入はない。

16.0 
－ 
－

口縁部Ⅱｂイ碗44

J10　SP769
Ⅳ層　081030

器体は直口に立ち上がり、口縁部で外反する。素地は淡白色微粒
子。釉色は薄い透明釉で貫入はない。

16.2 
－ 
－

口縁部Ⅲｃ碗45

L10
Ⅳ層　081002

口縁部は直口する。外面口縁部下より線彫りによる櫛描文を施こ
す。素地は淡灰白微粒子。釉色は淡灰色で貫入はみられない。

18.3 
－ 
－

口縁部Ⅱａア碗46

第
　
図
・
図
版
　

134

81

M9
Ⅱ層 090501

口縁部は直口する。口唇部は肥厚し丸みを帯びる。内面口縁下部に
横線を巡らす。素地は白色微粒子。釉色は淡横白色で貫入は見られ
ない。

12.8 
－ 
－

口縁部Ⅱｂア碗47

G13
Ⅳ層　090515

高台外面から腰部にかけて削り取るため腰部に稜をもち、外底まで
露胎となる。外面には櫛目による文様が施される。素地は白色微粒
子。釉は淡黄白色で貫入は細かい。

－ 
－ 
5.7

底部B碗48

G･H5
Ⅳ層　080924

高台外面から腰部にかけて削り取るため腰部に稜をもち、外底まで
露胎となる。外面には櫛目による文様が施される。素地は淡灰白色
微粒子。釉色は薄い透明釉で貫入は細かい。

－ 
－ 
5.0

底部B碗49

J10　SP789
Ⅳ層　081029

器体は直口に立ち上がり、口縁部で外反する。素地は白色微粒子。
釉色は白色。貫入はない。

－胴部B碗50

I9
Ⅳ層　070703

器体は腰部より緩やかに「ハ」の字状に立ち上がる。素地は灰白色
微粒子。釉色は灰色で貫入はなし。釉は外面腰部下までで、高台脇
から腰部まで鉋調整痕が見られる。

－胴部B碗51

H･I8　SP445
Ⅱ層　080305

器体は腰部より緩やかに「ハ」の字状に立ち上がる。素地は灰白色
微粒子。釉色は灰色で貫入はなし。釉は外面腰部下までで、高台脇
から腰部まで鉋調整痕が見られる。

－胴部B碗52

H8　SP652
Ⅳ層　080929

高台は「ハ」の字状に開く。内底面より胴部に立ち上がる部分で削
りを廻らす。外面腰部より外底は露胎する。素地は淡灰白色微粒
子。釉色は薄い透明釉で貫入はない。

－ 
－ 
6.2

底部B碗53

J8
Ⅳ層　071015

高台はやや「ハ」の字状に開く。内底面より胴部に立ち上がる部分
で削りを廻らす。外面腰部より外底は露胎する。素地は淡灰白色微
粒子。釉色は薄い透明釉で貫入はない。

－ 
－ 
5.8

底部B碗54

H10　SD44
Ⅳ層　070925

高台の器厚はやや薄く「ハ」の字状に開く。内底面より胴部に立ち
上がる部分で削りを廻らす。外面腰部より外底は露胎する。素地は
白色微粒子。釉色は淡灰色で貫入は荒い。

－ 
－ 
5.6

底部C碗55
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 第132図　白磁１
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 図版79　白磁１
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第三章　第５節２第三章　第５節２

 第133図　白磁２
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第三章　第５節２第三章　第５節２

 図版80　白磁２（38～45は図版81へ）
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第三章　第５節２

 図版81　白磁３
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（５）羽口（第137～138図）

　羽口は総数238点出土した。総重量は2720.72ｇで、その内Ⅳ層で2670.56ｇと優先している。出

土状況を見てみると、調査区中心部と南西部（M11、N11）の遺構周辺部で出土している。全形を窺

える資料は得られていないが、図化が可能な資料から推測すると円筒形になると思われる。また、

羽口に鉄滓が付着するものがあり碗状を呈する。鉄滓部分の一部は磁着する。

　第25表　羽口出土量 第26表　羽口観察一覧 （単位：cm、g）

第三章　第５節２

重量個数遺構名グリッド層

2.00 1SX62Ⅰ

36.85 7Ⅱ

2431.31 207Ⅳ

21.37 1234KSPE9

Ⅳ
層
遺
構

8.80 1502KSZN10.11.12

10.92 1695KSZK6

27.45 2SD20H7

8.00 1SP11K9

10.76 2SP114J7

19.89 1SP295K8

42.43 4SP342K7

4.03 1SP387K8

10.40 2SP494H7・8

7.05 1SP583G8

4.15 1SP621G8

16.49 1SP667H8

12.53 1SP697L10

28.28 1SP706I8

6.70 1SP710I8

11.31 1不　　明

2720.72 238合　　計

出土地観察事項重量
外径
内径
厚さ

図
番
号

第図
図版

L11
Ⅳ層　070731

外面は淡褐色でザラザラ感がある。内面は淡灰色、
部分的に赤褐色が見られる。

38.0 
5.4 
2.4 
1.5

1

第
　
図
・
図
版
　

137

82

J8
Ⅳ層　071015

外表部は黒褐色。内面は明橙色である。14.8 
－ 
－ 
2.3

2

L11
Ⅳ層　070730

外面は淡黄色。内芯部は明橙色。内表面は黒褐色。
先端部は黒褐色である。

24.5 
5.7 
2.0 
1.9

3

H7
Ⅳ層　070710

外面は赤褐色でザラザラ感がある。内芯部は明橙
色。内表面は黒褐色である。

24.3 
6.0 
2.3 
1.9

4

H7
Ⅳ層　070710

外面は黒褐色。内心部は明橙色。内面先端部は黒褐
色である。

28.9 
6.4 
－ 
2.2

5

M11
Ⅳ層　090514

円筒形状を呈する。先端部及び外面は黒褐色であ
る。外面部はザラザラ感がある。内芯部から内面は
明橙色である。

53.2 
7.4 
2.9 
2.3

6
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82

L9
Ⅳ層　090212

円筒形状を呈する。外面は淡灰色。内芯部は明橙
色。内面は淡黄色である。

107.3 
8.7 
3.0 
2.9

7

M11
Ⅳ層　090625

円筒形状を呈する。先端部及び外面は暗灰色。内面
は明橙色である。

80.0 
6.7 
2.6 
2.1

8

M11
Ⅳ層　090625

羽口に鉄滓が付着したものである。羽口の内面は明
橙色である。鉄滓は羽口を覆う状況で部分的に磁着
が認められる。

280.0 
12.6 
－ 
－

9

・「グリッド」は遺構内出土

 第136図　羽口・鉄滓の遺物分布
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 第137図　羽口１
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 第138図　羽口２
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 図版82　羽口
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（６）鉄滓（図版83）

　鉄滓は総数31点出土した。0.1～39.5ｇの小粒サイズで、

総重量は277.1ｇ。出土状況では28点がⅣ層の出土で、H～K

の７～10周辺に分布している。また、磁着する資料が10点認

められた。以下、図版83に載せた４点について略述する。

　図版83－１の色調は、表面が淡灰色、内部は赤褐色を呈す

る。表面でアバタが少し見られる。断面に３～６mm大の白色

粒を含む。I・J７ Ⅳ層出土。

　図版83－２の色調は、表面が淡灰白色、内部は淡茶黒色を

呈する。J８ Ⅳ層出土。

　図版83－３の色調は全体的に黒色で光沢がある。外面の質

感はザラザラで、断面はやや滑らかである。K７、柱穴

（SP200）より出土。

　図版83－４の色調は、表面が淡灰黒色、内部は黒褐色を呈し、内部はやや光沢がある。磁着性が

ある。K７ Ⅳ層出土。

第27表　鉄滓出土量 （単位：ｇ）

重量個数遺構名グリッド層

1.0 1SX21L10Ⅰ

2.1 1清掃中Ⅰ

0.1 1旧表土Ⅱ

221.3 22Ⅳ

6.7 1SD20I8

Ⅳ
層
遺
構

13.1 1SD44H10

15.0 1SP200K7

3.6 1SP472H・I8

5.8 1SP556G6

8.4 1SP746M10

277.1 31合　　計

　・グリッドは遺構内出土

 図版83　鉄滓

第三章　第５節２
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（７）鉄製品（第139図）

　１点出土した。残存部の長さ7.9cm、先端部が幅3.0cm、基部が幅2.2cmの平面がナスビ形を呈する

ものである。基部は方形で中が空洞のソケット状を呈し、鉄の厚さ0.5cmを測る。木材などを差し

込んで着柄して使用したと思われる。 残存81.95ｇを量り、北東区E7d 493KSP（柱穴）から出土した。

（８）骨製品（第140図）

　第140図はウシかウマの四肢骨の骨体部分を長さ4.5cmに切り取り、上端を弧状、下端を直状に加

工し、さらに両側面を幅0.6cmの方形状に上端から４分の１程度抉るものである。また、上端の弧状

部分は片方が若干短く、先端は外面から削り、尖らすものである。製品の大きさは、長さ4.5cm、幅

3.0×1.9cm、重さ15.45gを測る。形状から鉄製品などの着柄の可能性が想定される。本品は若干湾

曲し、横断面が楕円を呈することから、橈骨？の骨体の可能性が高い。北東区E8d 297KSPの出土で

ある。本品は県内初めての出土であるが、グスク時代の遺跡からはウシかウマの骨を素材とする

「半月状製品」（註）が数例得られている。

＜註＞

　註：北谷町では伊礼原D遺跡（2008）で報告されている。

 第139図・図版84　鉄製品

 第140図・図版85　骨製品
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（９）銭貨（第141図）

　４点得られた。図１･２は破損しているが、面文から開元通宝、図３･４はほぼ完形で形状から無

文銭と考えられる（註１）。前２者はⅣ層、後２者はⅢ層に属するものであるが、銭貨の形状が類似す

ることからこの項でまとめて掲載する。

　図１は「開元□寳」、図２は「開□□寳」の文字があり、図１はH5の標高3.550m、図２は試掘７ト

レンチ柱穴31（註２）の土をふるって検出された。図３と図４はほぼ完形で、D6dとM10で得られた。図

３は沖縄産施釉陶器、図４は褐釉陶器の壺（薄手）胴部と伴出した。いずれも面文はなく、内孔が

0.6～0.7mmの略四角形で重量も前述の開元通宝と比較すると軽く、いわゆる「無文銭」で、改鋳さ

れた当閒銭（1656年）の類（註１）と考えられる。詳細は観察一覧、第141図・図版86に示した。

＜註文献＞

　註１：山内昌尚　2004 『戦後沖縄通貨変遷史』琉球新報社

　註２：第88図　掘立柱建物址７

　　第28表　銭貨観察一覧 （単位：cm、g）  

出土地厚さ孔縦外径重量残存観察事項
図
番号

第図
図版

H5　H=3.55m
Ⅳ層　060227

0.120.682.41.81半欠
表面：「開元□寳」、裏面：無文。色：やや茶褐色
の錆

1
第
　
図
・
図
版
　

141

86

I8　7-P31
Ⅳ層　090116

0.110.622.21.27半欠表面「開□□寳」、裏面ー？色：錆、薄い。2

D6ｄ
Ⅲ層　090618

6.06.02.00.78完形
無文、縁有。色：ほぼ前面赤褐色、平面形：やや
不定形、孔形：方形、大きい。

3

M10
Ⅲ層　081008

7.07.02.11.67完形
上に類似。色：ほぼ前面赤褐色、孔形：略方形、
大きい。

4

　　　凡例：「□」は欠損

 第141図・図版86　銭貨
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　第６節　近・現代

１．遺構

　本遺跡で検出された近・現代の遺構は、溝状遺構、旧ナルカー（河川跡）、溝状遺構内に囲繞さ

れた屋敷跡、石列がある。

（１）溝状遺構

　溝状遺構は、主なものは10本検出された。地形によってまとまりがあることから平坦部（中央区・

西区）と丘陵部（北東区）を調査区名称（第142図）に分けて述べる。

　平坦部で７本〔SD１・２・４～６（SX68、704・517KSZはSD6と一連のものである）10KSD・764KSD〕、

丘陵部で４本（117・118・179・180KSD）検出された。また調査時にSD７としたものは旧ナルカーの

一部であることから概要を割愛する。第143図に近・現代遺構平面図、第144図に溝状遺構断面図、

溝状遺構の検出状況を図版87に示した。文中の溝状遺構の方向は西欧語の略字で示す。

①平坦部（中央区・西区）

　平坦部で検出された溝状遺構の方向には、NW－SE、N－S、NE－SWとなるものが検出され、さらに、

中央区（南西：Ｊ７・８、Ｋ６～８、 L７・８、南東：L９）で検出された戦前の屋敷の敷地境界に

沿って設けられたと見られる溝（南西側：SX68・517KSZ、北西側：704KSZ）がある。

　NW－SEの向きであるSD４・６、前者に並行するSD５があり、SD４・６は中央区北西側の石灰岩岩

盤部から続く旧表土側から、戦前の屋敷跡の敷地境界に沿って設けられたと見られる溝に合流す

る。前述した北西側の石灰岩岩盤部からN－Sの向きである10KSD（758KSDは一連）、764KSD、遺跡背

後の丘陵側から同岩盤部にNE－SWの向きとなるSD１・２があり、SD２は他に比して幅の細いもので

ある。同遺構に類するもので両端がSD４・６に接するものもある。以下、其々について述べるが、

戦前の屋敷跡の敷地境界に沿って設けられた溝についてはSD６と合わせて述べる。

　SD１・２は、丘陵側からSW－NE方向で検出された。中央区（北西）に丘陵側から流れ込むものと

見られるが、北東区では検出されておらず、米軍による造成によって壊されたものと見られる。SD

１は長さ約３ｍ、幅約１ｍ、深さ約16㎝、検出グリッドはE・F６。SD２は長さ約4.4ｍ、幅約20～40

㎝、深さ約８㎝。検出グリッドはF８。

　SD４は、中央区北西側の岩盤部からNW－SE方向にあり、Ｊ９で戦前の屋敷跡に向かって逆｢Ｌ｣字

状に南西方向に曲がり、屋敷跡の敷地境界に沿って設けられたと見られる溝状遺構に合流する。合

流部までの長さは約65ｍ、幅は広い部分で約２ｍ、大半は1.3ｍ前後で最も狭い部分では約１ｍ、深

さ約18～36㎝である。検出グリッドはF・G６、G・H７、H・I・J８、J・K９。

　SD５は、SD４の北側に約幅1ｍで並行するもので、一部途切れるがJ9で北東側に｢Ｌ｣字状に曲が

る。SD４側の形状は直線的であるが反対側は不定形である。SD５のうち｢Ｌ｣字状を呈する部分の

長さは約7.7ｍ、3.3ｍ、H８・I８の一部途切れて続く部分の長さ約11.6ｍ、幅約33～77㎝、深さ８

～16㎝。検出グリッドはH・Ｉ・J８、J９。巻首図版23に示したように鍬痕がH８・I８の溝状遺構

周辺で確認された。

　SD６は、SD４の南西側に幅約12～20ｍの間隔を有してほぼ並行するもので、西側の岩盤部に至る

ところは弓状に曲がり、屋敷跡敷地境界に沿って設けられたと見られる屋敷囲いの溝に近づくにつ

れて次第に直線状となる。合流部までの長さは約47ｍ、幅は西側で約6ｍ、東側へ2.5～３ｍ、狭い

部分で約1.5ｍ、深さは36～78㎝、屋敷囲いの溝に合流する部分では深さ約57㎝。検出グリッドはG

５、G・H・I６、H・I・J７。
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　屋敷囲いの溝は調査時名称が、南東側部分をSX68・517KSZ、南西側が704KSZである。検出グリッ

ドはJ７・８、K６～９、L８・９。

　この屋敷囲いの溝は1945年８月の太平洋戦争時の米軍上陸以前には旧集落の屋敷が位置すること

から、敷地に沿って設けられたものと見られる。同様な遺構が平安山原Ａ遺跡（平成21年度調査）

の旧平安山（はんざん）集落跡においても見られることから屋敷囲いの溝と考えられる。

　この屋敷囲いの溝にSD４・６が合流する。また、この屋敷敷地内で検出された溝状遺構は、敷地

内の排水又は通路として利用され周辺よりやや窪んだ部分と見られる。敷地内の屋敷プランについ

ては判然としない。

　10KSD（758KSDを含む）は北西区の岩盤部から南側へ蛇行するもので、蛇行部では石灰岩岩盤が露

頭する。北西・南西区にまたがっており後者の部分が758KSDとなる。10KSDの長さは約17ｍ、幅約

1.2～3.8ｍ、深さ約30～82㎝。758KSD部分の長さは約5ｍ、幅約3.8ｍ、深さ32㎝。全体では長さ22

ｍ。横断面を見るとシルト層と砂質の互層が確認される（第144図）。検出グリッドはH・I・J４。

　764KSDは、10KSDのさらに西側で検出され、北側に岩盤が位置することから岩盤沿いの溝である。

長さ約10ｍ、幅約６ｍ、深さ約40㎝。検出グリッドはG・H・I２、H３。

②丘陵部（北東区）

　丘陵部で検出された溝状遺構はN－S方向に向くもので、輪郭は不定形であるが直線状を呈する

117・179・180KSDと溝幅が広く不定形な118KSDがある。

　117KSDは、Ⅳ層（Ｃベルトの19層）を抉り15層（北東区層名）堆積時には埋っている。長さ約19

ｍ、幅約60㎝～1.3ｍ、深さは不明。検出グリッドはF・G・H12。

　118KSDは、長さ約14.2ｍ、幅約３～3.6ｍ、深さは不明。検出グリッドはF12。

　179KSDは、グスク期の自然流路の上位にあり、部分的に途切れるが長さ約22ｍ、幅約66～88㎝や

部分的に幅広となるところでは約2.7ｍである。深さ約12㎝。検出グリッドはE・F・G11。

　180KSDは、長さ約17.5ｍ、幅約１ｍ、深さ約24㎝。検出グリッドはF11・12、G11。

③屋敷囲い溝

　「コ」字状に囲繞された溝で、戦前の写真（図版88）から屋敷囲いと見られる。「コ」字状に囲ま

れた部分の面積は約460㎡である。

④溝状遺構関連石列

　SD６として把握したうちの屋敷囲いの溝が廻る屋敷跡の西側で石列が長さ約12ｍ、幅約1ｍで検

出された。用いられる石灰岩礫の大きさは主に20～40㎝程度の大きさで、それより小さいものもあ

る。最も西側の部分は僅かに曲がっておりSD６に沿うように設けたものと見られる。検出されたグ

リットはL９、M10。

・小結

　これらの遺構について、太平洋戦争時（1945年２月の米軍上陸前撮影）の写真資料を用いた『北

谷町の地名』（註３）で検証すると、本遺跡は丘陵麓と旧集落の間に営まれた耕作地にあたり、丘陵

谷間をナルカー（河川）が流れ（図版88）、『北谷村旧公図』（註４）ではクムイグチー周辺の数箇所

に水田があり畑が広がる。ナルカーの流れが丘陵谷間から平野部となる麓で南側に向きを変える

が、ナルカー沿いにある道は、背後の丘陵裾が南西方向に徐々に低く迫り出す小丘状を呈する部分

を通っており、本遺跡の北西側はやや標高が高くなる地形であったと見られ、近・現代の溝状遺構

の向きはそれを窺わせるものである。

　検出された溝状遺構を重ねるとSD４・６は屋敷周辺に営まれた耕作地の境界にあたると判断さ
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れ、SD４は畑と見られる耕作地内にあり埋土が黄色砂質土を主体であるが、SD６の埋土は茶褐色粘

質土や茶褐色砂質土が主体となっており、やや様相を異にする。SD５は、SD４北側に並走して検出

され、一部途切れるがJ９で北東側に｢Ｌ｣字状に曲がる。形状から耕作地の境界を示すものと思わ

れる。埋土は茶褐色砂質土である。

　SD６は西側では、SD４と同様に耕作地の境界に沿っていると判断され屋敷を囲む防風林の部分に

ある。SD６沿いとなるところは樹木の茂みが見られることからSD4と異なる様相が見られる土質の

埋土が堆積した可能性も考えられる。SD４は『小堀原遺跡』（2009）ではⅡａ層（戦前の耕作土）が

堆積し、クロム青磁が出土することから明治以降に埋没したと考えられると報告されている。第

144図に示す溝状遺構断面に見られる埋土の状況には底には水流に起因する砂質の堆積、その上位

にシルト質土が見られ、深さのある部分ではそれが繰り返される様子が窺える。

　これらの溝状遺構の性格は、本遺跡背後の丘陵谷間から沖積低地には後述する旧ナルカー（河川

跡）が流れる環境があることから、平坦部で検出されたものは農耕に伴う用排水路と考えられる。

　調査範囲内の北西側に見られた岩盤については、遺跡背後の丘陵から徐々に低く迫り出す小丘に

関連するものの可能性が考えられる。

　溝状遺構からは、主に本土産磁器、沖縄産施釉・無釉陶器、陶質土器、円盤状製品、簪、瓦等の

16世紀以降の遺物が出土するが、Ⅳ・Ⅴ層を抉る深さも見られることから僅かに中国産磁器（青磁、

白磁、染付、褐釉陶器）の出土も見られる。

＜註文献＞

　註１：北谷町教育委員会　2006　『北谷町の地名－戦前の北谷の姿－』北谷町文化財調査報告書第24集

　註２：「北谷町地形・地籍併合図」1/2500

図版87　近代溝状遺構

10KSD（東から）

SD6（西から）

SD4（西から）
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（２）旧ナルカー（SD９）

　本遺構は、戦前に「ナルカー」と方言で呼称された河川跡と判断され、遺構番号は「SD９」とし

た。護岸を有する時期と有さない２つの時期が重複しているものとみられ、第143・145図に示した

中央区南東隅（J・K・L12）で長さ約16ｍが検出された。

　新しい時期は、両岸に石灰岩の石積による護岸が作られ、その背後の堆積は第Ⅱ層（黄褐色砂質

土）である。石積下部沿いに根固めと見られる丸太を横に補強し、それを固定する丸太杭が打ち込

まれた状態で検出された。川幅約１～２ｍ、深さ約1.2ｍに安定した川底の堆積面がある。

　石の大きさは約50㎝の石灰岩礫を使用するが、南側では約20㎝のものも併用し、３段の石積も見

られるが、崩落部もあることからそれ以上の段数が施された可能性も考えられる。補強用と見られ

る丸太の直径は約７㎝、長さ約４ｍ、固定する丸太杭は直径約４㎝、長さ約80㎝、約１ｍ間隔で打

ち込まれる。丸太同士を固定する紐などは検出されていない。

　また、流路内には前述の木杭と同様なサイズの木杭11本（巻首図版22）が不規則に並び、東側の

護岸背後でも１本検出される。護岸以前のものか不明であるが、伊礼原Ｄ遺跡で検出された石灰岩

の石列を伴う水路においても木杭が検出された事例（註１）が見られることなどを考慮すると、その

性格については取水に関連するもの、または流速を落とすものなどが想起される。

　戦時中（1945年の米軍沖縄上陸後）から戦後の基地利用による造成時に埋められた本遺構上部の

堆積は、土砂と礫等が混在し、出土遺物には弾痕が残る水缶やヘルメット、トタン、本土産磁器、

沖縄産施釉・無釉陶器、陶質土器、染付、銭貨、瓦、ガラス瓶、簪、貝、骨、蔵骨器破片やそれに

伴うものと思われる人骨（上腕骨、肩胛骨等）も出土した。この蔵骨器については、戦後の基地内

所在の墓移転時に破棄されたものの可能性があり、本遺跡上流の丘陵部一帯に点在する墓群との関

連が考えられる。

　古い時期は、護岸形成以前の自然河川と考えられ、

川幅が広く埋土は第Ⅱ層 (註２)が堆積する。

　輪郭は、幅約2.5～5.8ｍと一定でなく、その周辺に

は小礫の集中や散在が見られ、深さは約２ｍと推定さ

れる。調査区南東壁ではグスク期の第Ⅳ層の固まりが

流路内に崩落する様子が窺えることから第Ⅳ層堆積以

後に形成されたものと判断される。

　1945年のナルカーの流れは「北谷町の地名」（註３）に

よると、遺跡背後の丘陵の谷間で略東西方向、沖積低

地に至ると南側に向きを変え、「クムイグチー」の名称

が残るクランク状に蛇行した後に西側の海に向かって

更に流れを変えている。

　確認調査（註２）3・5トレンチ壁面で検出された窪みは、前者は幅約７～９ｍ、深さ約1.8ｍ、後

者は幅約８ｍの堆積の乱れた部分に幅４ｍ、深さ1.3ｍの流水に起因と見られる堆積や窪みで､今回

の検出状況に類似しており、位置関係から図版88に示したクランク状に蛇行する部分と見られ、近

現代の頃の流れに大きな変化は無いものと思われる。

註１：東門研治・島袋春美（編）2008「伊礼原Ｄ遺跡」　北谷町文化財調査報告書第28集　北谷町教育委員会

註２：東門研治ほか（編）2009「小堀原遺跡」北谷町文化財調査報告書第30集　北谷町教育委員会

註３：『北谷町の地名』（2006）の屋号地図によると「42カマンタグシチャ小」にあたる。p188

註４：昭和54（1979）年度北谷町役場税務課　（株）与那嶺測量設計

図版88　戦前の小堀原遺跡一帯
　　　　「北谷町の地名」（2009）一部改変
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２．出土遺物

　Ⅲ層より上位の出土遺物をまとめた。

　試掘調査時（2009）にはⅠ～Ⅲ層では出土遺物が少なかったこともあり、今回の調査では第146図

に示したように調査区である中央区（町調査）を北東区、南東区、北西区、南西区に４分割して、

遺物を取り上げた。その後の追加調査（西区、北東区）でも調査区ごとに遺物を取り上げた。

　調査を進めていく中で、米軍基地のころの遺物や戦前村落があったころのナルカーなどが確認さ

れ、米軍統治下および統治下以前の遺物も出土した。

　本来、考古遺物としての記録対象ではないが、沖縄の歴史の特殊事情から記録として残すものと

判断し、これらの遺物も含めて掲載する。

　出土遺物の内訳をみると近世（Ⅲ層）は青磁・染付・瑠璃釉・白磁・褐釉陶器などの中国産陶磁

器類、近代（Ⅱ層）は沖縄産施釉陶器・沖縄産無釉陶器・陶質土器・本土産陶磁器・瓦・円盤状製

品・煙管・ガラス玉・木製品・鉄製品・簪、現代（Ⅰ層）は煉瓦・ガラス瓶・石臼・鉄製品・ガラ

ス瓶・銭貨（日本国硬貨・米国硬貨）、石臼などがある。

　これらの遺物集計は第146図に示したように調査時の中央区、追加調査の西区、北東区も統合し、

「北東区」「南東区」「北西区」「南西区」の４つに分けて集計を行った。ただし、当時の遺構（近

代→SD４、SD６、他。現代→SX（註））から出土したものは集計表にも表記した。また、図示した遺

物の観察一覧はできるだけ、出土グリッドを示し、集計時の区分けを表記した。

　註：「SX」は米軍基地使用時の遺構であるため、それに関連するガラス瓶についてはSXの表記を優先させた。

第146図　近・現代遺物集計区分
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（１）青磁（第147図）

　青磁は碗16点、皿５点、鉢２点、瓶１点、不明１点の総数25点出土した。

　出土状況を見ると、Ⅰ～Ⅲ層で出土し、溝状遺構（SD6、SD４４、１１８KSD）より５点、南東区や同区

水田跡（Ⅲ層）からの出土が多い。第29表に出土量を示し、第30表に観察一覧を示す。図示を割愛

したものも含め述べる。

　図示した碗の図１～３は直口口縁で、文様を見ると図１・２は外面に蓮弁文、図３はヘラ描きの

雷文。内面の文様には図４の型押し（人形手）が見られる。

　底部資料の図６・７はいずれも細刻蓮弁文で、前者は連弁文の幅は狭い。後者はやや幅が広く、

内底に印花文を有する。

　図８は内底に印花文、高台外面まで施釉されるが、均一でなく畳付に達しない部分もある。外底

には削り痕や施釉の際に付着したと見られる釉が指痕状に付く。

　図９は内外面が露胎する皿の底部である。内底中央部は蛇の目状の削りが施され、円形に盛り上

がりを残す。また重ね焼の熔着痕が残り、高台脇から高台外面や内底の熔着痕の周囲には、小さな

滴状の釉が付着することから粗製品である。

　図10・11は残存する高台脇に釉は見られず、内底の施釉は薄い。

　割愛した胴部破片に見られる文様には図６と同様なものや腰部に片切彫りの文様が僅かに見られ

内底に１条の圏線が施されるものがある。また、釉や素地が図11に酷似する資料には胴上部に、僅

かに薄い施釉が見られるものがある。

　図５の鉢は口縁形態が玉縁状を呈するもので、釉垂れが見られる。

　図12は稜花皿で、外面に文様は見られず、口縁部内面に櫛描文が施される。図13は腰折皿で、釉

は厚く内外面に貫入が見られる。割愛した口縁部小破片に、内彎する口縁部と見られるものがあ

る。

　図15の瓶は口縁部が外反するもので、口縁部内面に片切彫りによる文様があり、文様幅は次第に

細くなる。

　　　　　第29表　青磁出土量

合
　
計

 不
明

瓶鉢皿碗
器種

分類

出土地･層位

片
切
彫
り

無
文

櫛
描
文

人
形
手

無
文

圏
線

印
花
文

雷
文

蓮
弁
文

211ⅡSD6

11ⅢSD４４

211Ⅲ118KSD

3111Ⅲ北西区

11Ⅲ北東区

211Ⅱ南西区

11Ⅰ南東区

11Ⅱ南東区

61113Ⅲ南東区

511111Ⅲ南東区（水田跡）

11表採南東区

2511241171214合　計

　凡例：「出土地」の項「SD」「KSD」は遺構を示す
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　第30表　青磁観察一覧 （単位：cm、g）

出土地観察事項
口径
底径
重量

部位器種
図
番
号

第図
図版

K･L８　SX24（南東区）
Ⅲ層　091023-03

直口。文様は外面に蓮弁文、表裏面には貫入が見られる。素地は白色、粒
子は細かい。

－ 
－ 
6.75

口
縁
部

碗1

N10（南東区）
Ⅲ層　090514-2004

直口。文様は外面に蓮弁文、口唇部内外面は釉薬の剥がれがあるが口唇頂
部は残る。内外面に気泡によると見られる素地が見える円形のアバタが
数ヵ所ある。素地は淡い灰色、粒子はやや粗い。

13.6 
- 
30.86

口
縁
部

碗2

第
　
　
　
　
　
　
　
図
　
　
　
・
　

　
　
図
　
　
　
版
　
　
　
　

147

89

K９（南東区水田跡）
Ⅲ層　061024-3

直口。文様はヘラによる雷文、内外面に貫入は見られれない。素地は乳白
色、粒子は細かい。

－ 
－ 
2.64

口
縁
部

碗3

J10（南東区）
表採　060912-03

外面に文様は見られない。内面の文様は型押し（人形手）。内外面に貫入。
素地は白色、粒子は細かい。

－ 
－ 
7.47

胴
部

碗4

F12･G12･13　118KSD
Ⅲ層　090515

直口。口縁部外面は玉縁状を呈し、釉垂れが見られる。素地は淡い灰色、
粒子は細かい。

－ 
－ 
4.11

口
縁
部

鉢5

K12（南東区）
Ⅲ層　070824-16

文様は外面に蓮弁文。内外面に貫入あり。外底は露胎し目跡が残る。素
地は乳白色、粒子は細かい。

－ 
－ 
40.49

底
部

碗6

J９（南東区）
Ⅲ層　070907-06

文様は内底に印花文。内外面に貫入あり。素地は淡い灰色、粒子はやや粗
い。外底から畳付は露胎。畳付は摩滅？。

－
5.4 
145

底
部

碗7

I７（北西区）
Ⅲ層　070824-17

文様は内底に印花文。高台外面まで施釉、均一でなく畳付に達しない部分
もある。畳付と外底は露胎。畳付外端を削る。素地は乳白色、粒子はやや
粗く灰色粒子が混じる。

－ 
5.0 
150

底
部

碗8

F12･G12･13　118KSD
Ⅲ層　090515

内外面が露胎する底部。蛇の目状の削りが施されるが中央部は円形の盛
り上がりを残し、熔着痕がある。高台脇から高台外面や内底の熔着痕外側
に、小さな滴状の釉の付着が多い。畳付は研磨？。素地は淡い灰色、粒子
は微粒子。

－ 
－ 
54.8

底
部

皿9

J･K８（南東区）
Ⅲ層　080904-01

文様は見られない。内底の施釉は薄く貫入が見られる。高台脇から外底
は露胎。

－ 
5.0 
16.31

底
部

碗10

I９（北東区）
Ⅲ層　070806-43

文様は見られない。内底の釉は薄く貫入が見られる。高台脇から外底は
露胎。素地は淡い灰色を呈するが高台周辺の断面の色調は内外面側は淡
い灰色、その間はやや灰白色を呈する。粒子は微粒子。

－ 
6.4 
29.34

底
部

碗11

N11（南東区）
Ⅲ層　090514-2002

外反。稜花皿。外面に文様は見られない。内面に櫛描文、内外面に貫入。
素地は淡い灰色、粒子はやや粗く黒色微粒子を含む。

－ 
－ 
6.22

口
縁
部

皿12

（南東区水田跡）
Ⅲ層　061106-11

腰折。文様は見られない。釉は厚く内外面に貫入が見られる。素地は淡
い灰色。見込みから胴部への立ち上がりが「Ｌ」字状に角度が付く。粒子
は微粒子。

－ 
－ 
7.0

胴
部

皿13

K７（南西区）
Ⅱ層　090501

施釉は薄く光沢はない。内外面に貫入が見られる。畳付外端を削る。外
底は露胎し削り痕がある。素地は灰色、粒子はやや粗く、黒色粒子を含
む。全体的に風化が見られる。

－ 
5.2 
54.84

底
部

皿14

J７　SD６
Ⅱ層　061011-07

外反。口縁内面に片切彫りによる文様がみられる。施釉は厚く、内外面に
粗い貫入が見られる。素地は乳白色。粒子は細かい。

6.4 
－ 
3.89

口
縁
部

瓶15
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 第147図　青磁
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 図版89　青磁
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（２）染付（第148図）

　染付は碗６点、小碗２点、皿10点、鉢１点、瓶１点の総数20点出土した。

　Ⅰ～Ⅲ層で出土し、溝状遺構（SD4）と戦前の屋敷跡などが検出された調査範囲中央部付近、その

南西側、旧ナルカー（SD9）やその周辺、遺構密度の低い北東区などで出土する。Ⅲ層出土は碗１点、

皿６点である。第31表に出土量を示し、第32表に観察一覧を示す。

　碗は４点図示した。図１・３は直口口縁で、外面の文様は前者が唐草文、後者は波濤文で、内面

はいずれも口縁部に圏線を施す。胴部片の文様には、図４は外面に唐草文、内底に圏線、図５は梵

字文の上位と、内面に圏線が施されるものである。図３は文様（呉須）の発色や胎土も粗雑なこと

から福建・広東系と見られる。

　割愛した碗・鉢の底部小破片のうち、碗には草花文？などがあり、高台脇と外底に圏線を有し畳

付が露胎する。鉢は高台脇に圏線を施し、高台下部が露胎する。

　図２の小碗は外反口縁で、外面に唐草文、口唇部内面に圏線を施すものである。他に牡丹唐草文

の胴部片もみられる。

　皿の口縁形態には直口・外反口縁

があり、図６は直口口縁で、文様は

外面に波濤文、図７は外反口縁で外

面に唐草文、内面に襷文を施す。割

愛した胴部小破片には草花文？があ

る。

　図８～10の底部では、図８は高台

脇から高台が露胎する。図９は内外

面に唐草文、図10は高台脇に圏線２

条、腰部には文様の一部が見られ、

内底には玉取獅子文が施される。

　図11は碁笥底で、腰部に芭蕉文、

内底には芭蕉文と圏線が施される。

　図12は瓶の底部で、外面に１条の

圏線が見られ、畳付付近から外底が露胎する。

（３）瑠璃釉（第148図）

　瑠璃釉は、図13に示した瓶の胴部１点のみで、外面に均一に施された瑠璃釉は失透釉で、内面に

接合部と見られる凸帯が見られる。

（４）白磁（第148図）

　白磁は、碗、皿、瓶がⅡ層から各々１点出土した。図14は碗の底部資料で、高台が畳付へ先細る

ものである。図15は皿の底部資料で、高台の断面が逆三角形を呈するものである。高台外面から胴

部へ反るように開き、口縁部に向かい外反する。いずれも内底の厚みは薄い。

　図16は瓶の頸部で、ナデ肩状を呈する。

合
　
計

瓶鉢

皿
小
碗

碗
器種

文様

出土地･層位

不
明

襷
文

圏
線

芭
蕉
文

玉
取
獅
子

草
花
文

波
濤
文

唐
草
文

唐
草
文

圏
線

梵
字
文

草
花
文

波
濤
文

唐
草
文

11ⅡSD4

3111ⅡSD9

3111Ⅰ北西区

11Ⅱ北東区

321Ⅲ北東区

211Ⅱ南西区

11Ⅱ南東区

41111Ⅲ南東区

11Ⅱ西区

11不明

201121211111211112合　計

　凡例：「出土地」の項「SD」は遺構を示す

第31表　染付出土量
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　第32表　染付・瑠璃釉・白磁観察一覧 （単位：cm、g）

出土地観察事項
口径
底径
重量

部位器種
種
類

図
番
号

第図
図版

SD4
Ⅱ層　060801-02

直口。文様は外面の口縁下の圏線の間と胴部に唐草文。内面は口縁部に
圏線2条。素地は白色。粒子は細かい。

13.4 
－ 
8.1

口
縁
部

碗

染
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付

1

第
　
　
　
　
　
図
　
　
・
　

　
図
　
　
版
　
　
　

148

90

J4（南西区）
Ⅱ層　090602

外反。文様は外面は唐草文。口唇部に呉須。素地は白色。粒子は細かい。
9.8 
－ 
3.18

口
縁
部

小碗2

SD9
Ⅱ層　061211-06

直口。文様は外面の口縁直下に波濤文。内面は口縁部に圏線1条。内外面
に貫入。素地は灰白色。やや粗く黒色粒子が混入。福建広東。

13.6 
－ 
4.64

口
縁
部

碗3

SD9
Ⅱ層　081114-01

胴から腰部破片。文様は外面に唐草文。内底に圏線1条。内外面に貫入。
素地は白色でやや粗い。黒色粒子が混入。

－ 
－ 
9.81

胴
部

碗4

SD9
Ⅱ層　061107-04

文様は外面に梵字文、その上位に圏線2条。内面上部に圏線1条。素地は白
色。微粒子。

－ 
－ 
6.12

胴
部

碗5

（西区）
Ⅱ層　090428

直口。文様は外面に波濤文。内面は口縁部に2条の圏線。素地は乳白色。
やや粗い。

－ 
－ 
1.28

口
縁
部

皿6

L12（南東区）
Ⅲ層　061106-02

外反。文様は外面は口縁直下に圏線1条と唐草文。内面は口縁下に襷文。
素地は白色。微粒子。

10.2 
－ 
2.64

口
縁
部

皿7

J8（南東区）
Ⅲ層　070625-02

外面は高台脇に釉境と1条の圏線がある。高台は露胎。内底は圏線1条。
素地はやや粗く黒色粒子含む。

－ 
6.4 
11.15

底
部

皿8

L7（南西区）
Ⅱ層　090501

文様は外面に唐草文、圏線を高台脇に1条、高台外面に圏線2条。内底は唐
草文。先細る高台下部は露胎。素地は白色。微粒子。

－ 
9 
11.58

底
部

皿9

I8（北東区）
Ⅲ層　070627-01

文様は高台脇に圏線2条、その上位に施文がある。内底には玉取獅子文。
高台外面は施釉され畳付から高台内面下部は露胎し、目砂が付着する。外
底の施釉は薄い。素地は白色。微粒子。

－ 
6.6 
8.19

底
部

皿10

L11（南東区）
Ⅱ層　070730-09

碁笥底。文様は外面に芭蕉文。内底に芭蕉文と圏線2条。釉境は畳付より
胴部側にある。素地は灰白色。細かい。

－ 
2.8 
9.76

底
部

皿11

不明
文様は高台外面に圏線1条。畳付付近に釉境があり畳付と外底は露胎。内
底に轆轤痕。素地は淡い灰色。粒子は細かい。

－ 
7.6 
9.11

底
部

瓶12

I8（北東区）
Ⅲ層　070709-08

瑠璃釉はほぼ均一に施される。内面には接合部と見られる横位の凸帯が
ある。素地は淡い灰色。微粒子。

－ 
－ 
8.4

胴
部

瓶
瑠
璃
釉

13

J11（南東区）
Ⅱ層　060217-2

高台の断面形態は先細る。高台外側下部から畳付は露胎する。素地は白
色微粒子。釉色は乳白色で貫入はない。

－ 
10.5 
14.0

底
部

碗

白
 磁

14

（西区）
Ⅱ層　090428

高台の断面形態は逆三角形で先細り、尖る。胴部は高台外面より、やや外
反しながら開く。畳付は露胎する。素地は白色微粒子。釉色は白色で貫
入はない。

－ 
6.5 
8.0

底
部

皿15

I6（北西区）
Ⅱ層　061011-5

頸部と見られる。外面のみ施釉。釉色は白色。
－ 
－ 
1.59

胴
部

瓶16
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 第148図　染付・瑠璃釉・白磁
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 図版90　染付・瑠璃釉・白磁
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（５）褐釉陶器（第149図）

　褐釉陶器は僅か21点の出土で、第33表に出土状況を示した。中国産の占める割合が高く、タイ産

は僅かである。Ⅲ層から13点が得られ、半数以上を占めた。大半が胴部の小破片で、形状のわかる

底部１点を第149図１図版91に図示し、略述する。また、図２は中国産の無釉陶器と思われるが、１

点のみの出土であることから本項にて図示した。

　図１は壺の底部で、タイ産の褐釉陶器である。底径は18cmを測り、直線的に立ち上がる。器色を

見ると内外面が灰色、断面は桃色とサンドウィッチ状を呈する。内面には、一部褐釉が残ってい

る。混和材には１mm前後の白色・黒色粒を含み、粗めの胎土を呈する。器厚は1.5cm、底厚は1.2cm

と厚手である。重量は65.96ｇ、南西区J７Ⅲ層出土。

　図２は口唇を平らに成形し、口径5.6cm、器厚２mmと薄手の口縁部である。全体の器形は不明であ

るが、口縁部が内彎する形状から、急須と考えられる。素地は明茶褐色を呈し、胎土に細かい石英、

白色・黒色粒が僅かに含まれる。外面は轆轤痕が丁寧にナデ消されて滑らかであるが、内面はやや

雑に仕上げられている。本資料は、平安原地区試掘調査（2011）で報告した本土産陶器の常滑焼と

思われる資料とは素地に違いが見られることから、中国産の無釉陶器と考えられる。渡地村跡

(2007)の報告書で、中国江蘇省宜興窯系で生産された茶具類の資料を中国産の無釉陶器として扱っ

ており、本品も宜興窯系と思われる。重量3.11ｇ、北西区H６　近代の溝状遺構であるSD６の出土で

ある。

＜引用文献＞

　下中直也　1984『やきもの事典』平凡社

　2007『渡地村跡』第46集　沖縄県立埋蔵文化財センター

　2011『平安山原地区試掘調査』第33集　北谷町教育委員会

第33表　褐釉陶器出土量

合
計

タイ産中国産種類
出土地 底胴胴

11ⅡSD６

11ⅡSD９

22Ⅱ
北西区

71※6　Ⅲ

211Ⅰ
南西区

11Ⅲ

11Ⅰ

南東区 11Ⅱ

514Ⅲ

212217合計

（凡例：「出土地」の項「SD」は遺構を示す。）
※1個はSP314出土

 第149図・図版91　褐釉陶器
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（６）沖縄産施釉陶器（第150～152図）

　沖縄産施釉陶器が総数643点得られ、第35表に遺構と地区別の出土状況を示した。北西から南東

にかけて検出された近代の溝状遺構であるSD６からはⅠ層４点、Ⅱ層64点の計68点が出土してい

る。南西区においてはⅡ層から121点と多量に出土し、中でもK６・７からの出土が多い。器種別に

見ると、碗が半分以上を占め、次いで急須と鉢が多く出土した。特徴的なものを第150～152図、図

版92～94に図示し、それぞれ器種ごとに略述する。詳細は観察一覧表に記した。

①碗

　碗は373点が得られ、釉薬別の詳細を第34表に示した。それによると、白化粧を施した透明釉碗が

303点と最も多く、碗全体の81％と多数を占める。本遺跡の主体となる碗で、灰釉碗は32点、黒・鉄

釉碗は17点、掛け分け碗は17点の出土である。以下、それぞれ釉薬別に記述する。

　灰釉碗は底部１点を図示する。図１は高台脇から直線的に立ち上がり、「浸し掛け」技法（註１）

による施釉が行われる。未掲載の破片も同様な形状を呈する。

　黒・鉄釉碗は１点を図示した。図２は両面ともフィガキーによる黒釉が施され、内底には鉄釉で

丸文が描かれる。高台下部と畳付けにはアルミナを塗布する。口縁部も出土したが、小破片で形状

が不明のため、図示は省略した。

　掛け分け碗も１点を図示する。図３は、高台脇から丸みを持ちながら立ち上がる底部である。外

面は黒釉、内面は白化粧後に透明釉を施している。その他の掛け分け碗を見ると、黒釉＋灰釉の組

み合わせも見られる。

　透明釉碗は白化粧を掛けた後に両面とも透明釉を施すもので、主なものを図４～12に図示した。

全形の窺える資料が全部で８点出土している。いずれも腰部が丸みを帯びながら立ち上がり、口縁

上端が僅かに外反する。無文のものが大半で、有文には呉須や飴釉、あるいは線彫りなどが見られ

る。

　第34表　沖縄産施釉陶器（碗）出土量

②小碗

　小碗は23点の出土で、図13～16の４点を図示する。図13は掛け分けで、外面は黒釉、内面は灰釉

を施す。図14は外面を面取りする。図15・16は白化粧後に透明釉を施し、未掲載のものを含めると、

小碗の中で最も多く出土する。外面を面取りするものも多い。

第三章　第６節２

出
土
地
別

合
　
　
計

碗
釉薬

出土地

不明透明釉　(白化粧）掛け分け黒・鉄釉灰釉

底部
底部胴部口縁部口～底

底部胴部口縁部底部胴部口縁部底部胴部口縁部
無文有文無文有文無文有文無文有文

4
11Ⅰ

SD4 
321Ⅱ

38
11Ⅰ

SD6
371828171221112Ⅱ

9911511ⅡSD9

111ⅡSK5

101013321ⅡSX68 

66132Ⅱ10KSD

63
174351121Ⅰ

北西区
4651111243121222Ⅱ

7722111Ⅱ北東区

79
511111Ⅰ

南西区
741145194186121211Ⅱ

50
5221Ⅰ

南東区
4583162112111Ⅱ

106

211Ⅰ

不明 10211362822261133465Ⅱ

211

373
46021961084244436882711138合　計

4303171732釉薬別合計

（凡例：「出土地」の項「SD」「KSD」「SK」「SX」は遺構を示す。）
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③猪口

　猪口は図17に示した１点のみの出土である。口唇部は舌状を呈し、上端は外反する。フィガキー

による透明釉が腰部辺りまで施され、内面は全面施釉でなる。

④皿

　皿は僅か８点の出土で、そのうち２点を図示した。図18は内面と外面の口縁部上端に鉄釉を施

す。図19は掛け分けで、外面は鉄釉、内面は白化粧後に透明釉が施されている。内底は蛇の目釉剥

ぎが行われるが、白化粧は残す。

⑤鉢

　鉢は49点が得られ、6点を図示した。図20はやや内彎状の器形を呈し、口唇部は丸い。両面とも

呉須で文様を描く。図21は口縁部の端が外反するものである。内外面には呉須による文様が施され

る。図22～25はいわゆる「ワンブー」と呼ばれる大鉢である。４点とも掛け分けで、外面は黒釉、

内面は白化粧の後に透明釉を施している。

⑥壺

　壺は油壺も含めて16点が出土し、２点を図示した。図26はほぼ完形の油壺で、「アンダガーミ」

と呼ばれている四耳壺である。図27は底部で、丸みを持って立ち上がる。外面の腰部から胴部にか

けて黒釉が施され、内面は無釉である。小型の壺と思われる。

⑦急須

　急須は大型も含めて95点が得られ、特徴的なものを図示した。図28・29の２点は胴部が丸みを持

ち、口縁部が直口する。後者は線彫りや呉須・飴釉などで彩色している。図30は筒状で、円形状の

把手が僅かに残っている。図31は立ち上がりが丸い底部である。図32は「アンビン」と呼称される

大型の急須で、両面とも黒釉を施している。

⑧蓋

　蓋は６点が得られ、そのうち４点を図示する。図33～35は急須の蓋で、図36は油壺の蓋と思われ

る。４点とも釉薬が施される。

⑨酒器

　酒器は８点の出土で、形状の違う２点を図示した。図37は胴部が丸形で、呉須と飴釉で文様を描

く。図38は胴部が「く」字状に屈曲し、線彫りと呉須・飴釉の二彩が施される。底部と胴部が同一

個体と考えられることから、図上復元を試みた。

⑩瓶

　瓶は20点の出土で、主なものを図39～43に図示した。図39はくびれが強い底部で、両面とも黒釉

が施される。図40・41は胴部片で、形状を見ると両者とも胴部が丸みを帯び、前者は胴下部、後者

は胴部中央に最大径がある。図42は漏斗状の口縁を呈し、長頸で胴部が張り出し、2個の球状の耳

を貼付する。花生けの可能性もある。図43も口縁部は破損しているが、同様な形状になると思われ

る。

⑪香炉

　香炉は６点が得られ、図44の１点を図示した。外面は白化粧後に緑釉、内面は白化粧を塗布した

状態で、釉薬は施さない。その他の５点はいずれも本品と類似していることから、同一個体の可能

性が考えられる。

⑫火取

　火取は５点の出土で、２点を図示した。図45は筒状で、呉須による文様が外面の口縁上端に施さ
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れる。図46は胴下部が「く」字状に屈曲する底部で、口縁に向かって直状する形状である。

⑬火炉

　火炉は15点が得られ、２点を図示した。図47は筒状で、胴下半部で屈曲する。外面に把手、内面

に三角形状の突起が上部に屈曲する。外面には凹線がいくつか見られ、図48も同様な形状を呈す

る。

⑭器種不明

　器種不明は18点が出土し、２点を図示した。図49は底面が平らで、上部の屈曲状況から香炉等の

脚かと思われる。御細工所跡（1991）の報告書で、獅子面を型取りした器種不明の脚部に類似して

いる。図50は胴部が丸みを持ち、頸部で屈曲する形状から香炉の可能性が考えられるが、今回は器

種不明として扱った。

　

＜註･引用文献＞

　註１：木村謙介　2010　「沖縄産施釉陶器に関する基礎研究１」『壺屋焼博物館紀要』　第11号　ｐ１～20

　金武正紀・島袋春美（編）　1991　『御細工所跡』那覇市文化財調査報告書第18集　那覇市教育委員会

　第35表　沖縄産施釉陶器出土量

合
　
　
計

不明火炉火取香炉瓶酒器蓋急須壺

鉢皿

猪口

小碗

碗

器種

釉薬

出土地

（
白
化
粧
）

透
明
釉

掛
け
分
け

黒
・
鉄
釉

（
白
化
粧
）

透
明
釉

掛
け
分
け

黒
・
鉄
釉

（
白
化
粧
）

透
明
釉

掛
け
分
け

底
部

胴
部

底
部

胴
部

口
縁
部

底
部

胴
部

口
縁
部

底
部

胴
部

口
縁
部

底
部

胴
部

口
縁
部

底
部

胴
部

注
ぎ
口

耳
底
部

胴
部

口
縁
部

底
部

胴
部

口
縁
部

口
～
底

口
縁
部

底
部

胴
部

口
縁
部

口
縁
部

胴
部

口
縁
部

底
部

底
部

胴
部

口
縁
部

口
～
底

底
部

胴
部

口
縁
部

口
～
底

底
部

11Ⅰ
SD４ 

151161213Ⅱ

41111Ⅰ
SD６

6431121135111131237Ⅱ

1019ⅠSD9

11ⅠSK4

211ⅡSX5

1911221210ⅡSX68 

8116Ⅱ10KSD

29112111121117Ⅰ
北西区

8322211141511411146Ⅱ

1111117Ⅱ北東区

811114Ⅰ
南西区

12112111121113101131641111274Ⅱ

81115Ⅰ
南東区

57112213245Ⅱ

11Ⅱ西区

711113Ⅰ

不明 192161211392112261945193111152102Ⅱ

22

643315465122042115442263206393111124271511131111101651373合　　計

64318155620869516498123373器種別計

（凡例：「出土地」の項「SD」「KSD」「SK」「SX」は遺構を示す。）
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　第36表－１　沖縄産施釉陶器観察一覧 （単位：cm、g）

出土地観察事項重量
口径
底径
器高

部
位

器種
図
番
号

第
図

図
版

（北西区）

Ⅱ層 061212－4

形状：高台脇が僅かに削られ、直線的に立ち上がる。素地：灰色。釉色：内外面

とも灰釉、浸し掛け。内底：無釉。69.49
－
6.8 
－

底
部

碗1

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　
^

150

92

Ⅰ層

形状：腰部が丸みを帯び、高台脇は削り痕が明瞭。素地：淡黄色。釉色：内外面

とも黒釉、フィガキー。文様：見込みに鉄釉の丸文。畳付けと高台の一部にアル

ミナ付着。

119.05
－
6.0 
－

底
部

碗2

H8　SD4

Ⅰ 層 060803－1　

　

形状：高台から僅かに丸みを帯びながら立ち上がる。素地：灰色。釉色：外面ｰ

黒釉、内面 白ー化粧後透明釉。内底：蛇の目釉剥ぎ。畳付け無釉で、アルミナ付

着。

103.32
－
6.2 
－

底
部

碗3

K6（南西区）

Ⅱ層 090501 

形状：腰部が張り、口唇部が僅かに外反する。高台脇に段有り。素地：淡黄色。

釉色：内外面 白ー化粧後、透明釉。文様：外面に呉須による丸文。内底：蛇の目

釉剥ぎ、熔着痕有り。畳付け無釉。

104.28
14.4 
6.4 
6.7

口
～
底
部

碗4

L8.9　　SX68

Ⅱ層 070117－1

形状：腰部が張り、口唇部が僅かに外反する。素地：淡黄色。釉色：内外面 白ー

化粧後、透明釉。文様：外面に呉須と飴釉の二彩による印花文。内底：蛇の目釉

剥ぎ、熔着痕有り。畳付け無釉。

138
13.8 
6.2 
6.9

口
～
底
部

碗5

（南西区）

Ⅰ層 071113－19

形状：腰部が張り、口唇部が僅かに外反する。素地：淡黄色。釉色：内外面 白ー

化粧後、透明釉。文様：無。内底：蛇の目釉剥ぎ、熔着痕有り。畳付け無釉。
110.2

14.0 
6.6 
6.1

口
～
底
部

碗6

L7（南西区）

Ⅱ層 090501

形状：口唇部が僅かに外反する。素地：灰色。釉色：白化粧後、透明釉。文様：

内外面とも呉須による草花文。5.28
11.0 
－
－

口
縁
部

碗7

Ⅰ層
形状：口縁部が玉縁状で、胴部が僅かに膨らむ。素地：淡黄色。釉色：白化粧

後、透明釉。外面は釉が剥がれている。文様：外面に鉄絵。
2.94－

口
縁
部

碗8

旧ナルカー（SD9）

Ⅱ層 081009－11

形状：口唇部は破損、口縁部が僅かに外反し、腰部は僅かに丸みを帯びる。素地：

淡黄色。釉色：白化粧後に透明釉。文様：外面 線ー彫りで丸文などの模様を描き、

呉須で色付け、内面 無ーし。

13.74－
口
縁
部

碗9

L8 （南東区）

Ⅰ層  060217－1

形状：腰部が丸みを持つ。素地：淡黄色。釉色：白化粧後、透明釉。文様：外面

に呉須で圏線と丸文、草文。内底：蛇の目釉剥ぎ。畳付け無釉。21.65
－
6.4 
－

底
部

碗10

K8　SD6

Ⅰ層 061006－1

形状：高台脇から丸みを持って立ち上がる。素地：淡灰色。釉色：白化粧後に透

明釉。文様：呉須で丸文。内底にも呉須で文様。20.05
－
5.3 
－

底
部

碗11

旧ナルカー（SD9）

Ⅱ層 081009－9

形状：腰部が丸みを持つ。素地：淡黄色。釉色：白化粧後、透明釉。文様：外面

腰部に圏線２条。内底：蛇の目釉剥ぎ。畳付け無釉。16.04
－
6.4 
－

底
部

碗12

（北西区）

Ⅱ層 060313－1

形状：畳付けが細く、腰部が僅かに膨らむ掛け分け小碗。素地：灰色。釉色：外

面 黒ー釉、内面 灰ー釉。内底：蛇の目釉剥ぎ。高台下部と畳付け、外底は無釉。11.91
－ 
3.5 
－

底
部

小碗13

K8　SD6

Ⅱ層 061011－12　

形状：腰折れの小碗。外面は面取りが行われている。素地：灰色。釉色：白化粧

後に透明釉。内底：蛇の目釉剥ぎ。畳付けは無釉。
64.41

7.9 
3.4 
3.7

口
～
底
部

小碗14

K6（南西区）

Ⅱ層 090501

形状：腰部が丸みを帯びながら、直口する。素地：淡黄色。釉色：白化粧後に透

明釉。文様：無し。内底：蛇の目釉剥ぎ。アルミナ付着。畳付け無釉。
74.27

8.2 
3.8 
4.4

口
～
底
部

小碗15

K8　SK3

Ⅱ層 061025－1　

形状：口縁上端が僅かに外反する。左右で器高が異なる。素地：灰白色。釉色：

内外面とも白化粧後に透明釉。内底：蛇の目釉剥ぎ、アルミナ付着。畳付け無

釉。

84.88
8.7 
3.8 

4.3～4.6

口
～
底
部

小碗16

G5（北西区）

Ⅰ層 070704－2

形状：口縁上端が外反、腰部がやや膨らむ。素地：灰白色。釉色：内外面とも白

化粧後に透明釉。内面は全面、外面は口縁から腰部付近まで施釉。
7.72

3.2 
1.4 
1.7

口
～
底
部

猪口17

F5（北西区）

Ⅰ層 080620－25

形状：口唇部は舌状を呈し、直口する。素地：淡黄色。釉色：鉄釉で、外面は口

縁上部のみ施釉。器厚は３㎜と薄く小型の皿。1.63
10.0 
－
－

口
縁
部

皿18

Ⅰ層
形状：高台脇から横に立ち上がる。素地：灰色。釉色：外面－鉄釉、内面 白ー化

粧後に透明釉。内底は蛇の目釉剥ぎ。外底と畳付け無釉。16.91
－
3.6 
－

底
部

皿19

F5（北西区）

Ⅰ層 080715－26

形状：口唇部が丸みを持ち、やや内彎状に立ち上がる。小鉢と思われる。素地：

淡黄色。釉色：白化粧後に透明釉。文様：内外面－呉須による施文。
5.55

14.2 
- 
-

口
縁
部

鉢20

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

151

93

L8（南東区）

Ⅰ層 060217－1

形状：口縁部上端が外反する。口唇は平ら。素地：淡黄色。釉色：白化粧後に透

明釉。文様：呉須で濃淡のある圏線と花弁文。小型の鉢。
10.29

16.4 
－
－

口
縁
部

鉢21

L8.9　　SX68

Ⅱ層 070117－1

形状：口唇部の断面形が三角状になる。腰部が僅かに丸みを持つ。素地：淡灰色。

釉色：外面－黒釉、内面－白化粧後に透明釉。
81.83

22 
－
－

口
縁
部

鉢22

（南西区）

Ⅰ層　060818－3　

形状：口唇部が逆「Ｌ」字状を呈し、胴部は直線的。素地：淡黄色。釉色：外面

－黒釉、内面 白ー化粧後に透明釉。内底：蛇の目釉剥ぎ、アルミナ付着。畳付け

は無釉。

147
29.8 
－
－

口
縁
部

鉢23

J7　SD6

Ⅱ層 061006－5

形状：高台から丸みを持ちながら立ち上がる。高台脇に削り有り。素地：淡黄色。

釉色：外面－黒釉、内面 白ー化粧後に透明釉。内底：蛇の目釉剥ぎ。畳付け：無

釉。

498
－
8.2 
－

底
部

鉢24

（南西区）

Ⅰ層　060829－1

形状：高台から丸みを持ちながら立ち上がる。素地：淡桃灰色。釉色：外面－黒

釉、内面－白化粧後に透明釉。内底：蛇の目釉剥ぎ。畳付け：無釉。施釉の後で

畳付け周辺に白土を塗布。

467
－ 
8.0 
－

底
部

鉢25
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　第36表－２　沖縄産施釉陶器観察一覧 （単位：cm、g）

第三章　第６節２

出土地観察事項重量
口径
底径
器高

部
位

器種
図
番
号

第
図

図
版

L8.9　SX68

Ⅱ層　070117－1

形状：最大径は胴部にある。いわゆる「アンダガーミ」と称される広口の四耳

壺。耳は縦耳。完形品。素地：淡白黄色。釉色：内外面とも褐釉。口唇部には施

釉した後に白土を塗布。畳付け：無釉。

１kg
9.8 
9.0 
17.1

口
～
底
部

油壺26

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

151

93

F5（北西区）

Ⅰ層　080715－2　

形状：高台から丸みを帯びながら立ち上がる。素地：灰色。釉色：外面－フィガ

キーによる褐釉掛け、内面 無ー釉。内面：轆轤痕顕著。小型の壺。
22.9

－ 
5.4 
－

底
部

壺27

Ⅱ層

形状：口縁部上端は直口し、胴部が丸みを持つ。肩部に三角形の板状把手。素

地：淡黄色。釉色：外面 灰ー釉、内面 白ー化粧後に透明釉。口唇部と内面上部は無

釉。

18.77
6.4 
－　 
－

口
縁
部

急須28

Ⅱ層 061130－3

形状：口縁部上端は直口し、胴部が球状になる。肩部には把手の痕。素地：淡灰

色。釉色：外面 白ー化粧後に透明釉。内面－上部に僅かに施釉され、他は無文。

文様：外面－線彫りの後に呉須と飴釉の二彩。内面 無ー文。内面 轆ー轤痕顕著。

71.08
8.6 
－ 
－

口
縁
部

急須29

I7　SD6

Ⅱ層 061002－3

形状：筒状で、把手は円柱形のものが一個貼付。蓋受け有り。素地：淡灰色。釉

色：外面・把手－緑釉、内面－無釉。内面－轆轤痕顕著。
8.83

9.2 
－ 
－

口
縁
部

急須30

J7　SD6

Ⅱ層　061006－5

形状：立ち上がり部が丸みを持つ。脚付き。素地：淡黄色。釉色：外面－白化粧

後に灰釉、内面－白化粧後に透明釉。底面と脚は白土塗りで無釉。
35.55

－ 
8.6 
－

底
部

急須31

D6（北西区）

Ⅱ層　090428

形状：立ち上がり部で段を作り、肩部が最大径となる大型の急須で「アンビン」

と呼称されている。素地：淡黄色。釉色：内外面－黒釉。高台・畳付け：無釉。

内面：轆轤痕顕著。

255
－ 
12.0 
－

底
部

急須32

L7（南西区）

Ⅱ層 090602　　

撮部破損。素地：灰色。釉色：外面－白化粧後に透明釉、内面－無釉。文様：外

面に線彫りの後に緑釉で彩色、内面 無ー文。
10.61

6.0 
4.4 
1.0

蓋（急須）33

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

152

94

L8（南東区）

Ⅰ層　060217－1

撮基部に約５mmの孔を一個穿つ。撮部は破損。素地：淡黄色。釉色：コバルト釉

（外面のみ）。内面は無釉。
48.42

6.6 
4.6 
1.1

蓋（急須）34

G5・6　SD6

Ⅱ層　061011－8
素地：灰色。釉色：外面のみに褐釉。8.39

10.2 
8.0 
1.0

蓋(急須）35

D6（北西区）

Ⅱ層  090428　

素地：灰色。釉色：外面のみに黒釉。外面：蛇の目釉剥ぎと轆轤痕顕著。油壺の

蓋と思われる。
28.5

12.6 
8.2 
0.5

蓋(油壺）36

SD6

Ⅱ層  061222－1

形状：胴部が丸みを帯びる。素地：淡黄色。釉色：外面－白化粧後に透明釉、内

面－口縁上部のみ白化粧後に透明釉。文様：外面－呉須と飴釉で花弁文、内面－

口縁部上端に呉須で彩色。

405
－ 
7.2 
－

頸
～
底
部

酒器37

（西区）

Ⅰ層　090428

形状：胴部が「く」字状に屈曲する。素地：淡黄色。釉色：外面－白化粧後に透

明釉、内面－褐釉。文様：外面－線彫り（三角や圏線）の後に呉須や飴釉で彩

色、内面 褐ー釉。内面は轆轤痕顕著。

128.48
－ 
7.6 
－

胴
～
底
部

酒器38

Ⅰ層
形状：脚台のくびれが強い。外側に直線的に開く。上げ底。素地：淡灰色。釉色：

黒釉。内面－轆轤痕顕著。
41.14

－ 
6.6 
－

底
部

瓶39

J9　SD4 

Ⅱ層　061207－1　

形状：頸部が窄まり、胴下半部に最大径がくる張りの弱い瓶。素地：灰色。釉

色：外面－緑釉、内面 褐ー釉。文様：無し。内面：轆轤痕顕著。
48.58－

胴
部

瓶40

Ⅱ層　061130－3　
形状：頸部で窄まり、胴部が緩やかな膨らみを持つ。素地：灰色。釉色：外面－

白化粧後に上部は灰、下部は黒で二彩し、透明釉を施している。内面：無釉。
75.83－

胴
部

瓶41

H5　SX35（北西区）

Ⅰ層　061002－1

形状：口縁部が漏斗状で、長い頸部を持ち、胴部は張る。頸部には球状の耳が二

個貼り付けられている。素地：乳白色。釉色：コバルト釉、内面は口縁部のみ。
157

8.8
－ 
－

口
縁
部

瓶42

Ⅱ層  080225－8

形状：長頸で肩部が張る。頸部の耳が破損。素地：桃灰色。釉色：外面・内面上

部－白化粧後に透明釉、内面－褐釉を掛け流し。文様：外面のみ肩部に呉須で圏

線。内面：轆轤痕明瞭。

41.98
－
12.6 
－ 

頸
部

瓶43

J7　　SD6

Ⅱ層  061025-01

形状：頸部はほぼ垂直、胴部は丸みを帯び、口縁部上端を外側に折り曲げる。素地：

淡黄色。釉色：外面－緑釉、内面－口縁上部のみ緑釉で、他は無釉（白土塗布）。
84.14－

口
～
胴
部

香炉44

K6（南西区）

Ⅱ層  090501

形状：円筒状で、直口する。素地：淡黄色。釉色：白化粧後に透明釉（内面は白

化粧無し、無釉）。口唇部は露胎。文様：外面－口縁部上端に呉須で彩色。
18.87

10.2 
－ 
－

口
縁
部

火取45

L8.9　　SX68

Ⅱ層 070117－1

形状：腰部に稜を持つ。素地：淡黄色。釉色：外面－白化粧後透明釉、内面 白ー

化粧のみで無釉。
33.06

－ 
7.4 
－

底
部

火取46

K6（南西区）

Ⅱ層  090501

形状：口唇部は平らで、円筒状を呈する。腰部は「く」字状に屈曲し、稜を持

つ。素地：淡黄色。釉色：内外面とも黒釉（内面は口縁部のみ）。施釉の後、口

唇部に白土を塗布。外面－把手貼付、内面－突起は上に曲げる。文様：外面－凹

線を屈曲部まで施す。（釉色が濃い）。

150
13.4 
－ 
－

口
～
胴
部

火炉47

K8　　SD6

Ⅱ層　 061011－1

形状：口唇部は平らで、頸部が僅かにくびれる。把手貼付の痕跡有り。素地：灰

色。釉色：内外面とも褐釉（内面は口縁部のみ）。施釉の後に口唇部に白土塗布。

文様：外面－耳貼付箇所に凹み線２条（釉色濃い）。

67.4
13.4 
－ 
－

口
縁
部

火炉48

J8・9　SD4

Ⅱ層　070105－5

形状：外面は獅子顔、底面は平ら、脚部と思われる。素地：灰色。釉色：外面－

黒釉、内面－無釉。
14.56－脚器種不明49

Ⅰ層

形状：胴部は丸みを帯び、僅かに残る頸部は直で、底部は碁笥底。香炉に似るが、

今回は器種不明に分類。素地：淡灰黄色。釉色：外面－呉須（淡）、内面－無釉

（白土塗布）。

139
－ 
10.6 
－

胴
～
底
部

器種不明50
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第三章　第６節２

第150図　沖縄産施釉陶器１　（碗・小碗・猪口・皿）
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第三章　第６節２

図版92　沖縄産施釉陶器１　（碗・小碗・猪口・皿）
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第三章　第６節２

第151図　沖縄産施釉陶器２　（鉢・急須・壺・油壺）
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第三章　第６節２

 図版93　沖縄産施釉陶器２　（鉢・急須・壺・油壺）
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 第152図　沖縄産施釉陶器３　（蓋・酒器・瓶・香炉・火取・火炉・器種不明）
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図版94　沖縄産施釉陶器３　（蓋・酒器・瓶・香炉・火取・火炉・器種不明）
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（７）沖縄産無釉陶器（第153～154図）

　上薬を施さない無釉陶器を基本的に扱うが、マンガン釉や泥釉、自然釉が掛かっているものも含

めた。総数635点が得られ、第37表に遺構と地区別の出土状況を示した。遺構別に見ると、沖縄産施

釉陶器と同じ近代遺構であるSD６からの出土が最も多く、次いでSD９と続く。南西区のK６～L７か

らも多量に出土した。全体的に器種不明の胴部破片が約半数を占め、器種がわかるものでは、壺が

最も多く出土している。第153・154図、図版95・96に主なものを図示し、詳細は観察一覧に示した。

より新しい近代の遺物である陶管等も本項に含めて記述する。

①皿

　皿は２点が出土し、口縁部１点を図示した。図１は口唇部が舌状を呈し、やや丸みを帯びながら

外側に直線的に開く。外面には轆轤痕が見られる。

②急須

　急須は図２に示した１点のみの出土である。口縁部の小破片ではあるが、口径が12.5cmと計測で

きた。口唇部を平らに成形し、頸部は屈曲する。その部分に圏線２条を施す。

③鉢

　鉢は56点が得られ、水鉢９点、擂鉢38点、その他の鉢９点の内訳である。それぞれ形状のわかる

ものを図３～９に図示した。

　図３・４はいわゆる「ミジクブサー」と呼称されている水鉢で、やや内彎気味の形状を呈する。

口縁部直下に圏線２条を配し、その間に波状文を施す。図５は鉢の底部で、内面には石灰が付着し

ている。

　図６～９は擂鉢である。擂鉢に関しては安里氏らによる共同研究（註１）があり、Ⅰ～Ⅳ式に型式

分類している。本遺跡の擂鉢もそれに従って分類し、Ⅳ式が最も多く得られた。図６は屈曲部を持

つことや器色が暗褐色を呈することからⅡ式に分類出来る。図７・８は口唇部に圏線が施され、カ

キ目もほぼ全面に施されているが、形状が若干異なる。口唇部の幅が小さくて直線的なタイプの図

７はⅢ式、口唇部の幅が大きくて胴下部がやや膨らむタイプの図８はⅣ式に相当する。

　図９の底部も胴下部がやや膨らみ、カキ目が全面に施されていることからⅣ式になると思われ

る。ただ、外面は光沢のある茶褐色、内面は暗褐色を呈し、外面には気泡も見られるなど、他のⅣ

式の擂鉢と違う面も見られる。

④甕

　甕は27点の出土で、水甕と思われる大型の甕が７点、その他の甕が20点出土した。そのうち全形

の窺える水甕１点を図示した。図10は口縁部が逆「Ｌ」字状を呈し、胴上部に最大径がある。肩部

には圏線と波状文が施され、直径4.6cmの円文がやや斜めに貼付されている。内外面とも石灰がか

なり付着している。 

⑤壺

　壺は178点が得られ、特徴的なものを図示した。図11は口縁～底部近くまで残存するものである。

口唇部は平らで、頸部が窄まり、胴部で張り出す器形となる。頸部には圏線が見られ、その間に窯

印を施している。SD９の出土である。図12はなで肩状を呈する壺の肩部で、外面には圏線と窯印が

見られる。図13は底部で、直線的な立ち上がりを呈する。

⑥瓶

　瓶は７点が得られ、特徴的な４点を図示した。図14は頸部が窄まり、口縁部と胴部が張り出す器

形である。図15は長頸の瓶で、胴部へ緩やかに張り出すタイプと思われる。北西区の出土。図16は



－283－

第三章　第６節２

胴部が張らない寸胴タイプである。図17は底面から直線的な立ち上がりを示す底部で、胴下半部辺

りからやや内側に屈曲する。外面は自然釉であろうか黄色を呈する。その他の瓶もほぼ同様な形状

を呈する。

⑦近代遺物

　近代遺物には陶管や納骨器(厨子甕)などが得られた。陶管は３点が出土し、１点を図示した。図

18は陶管の継ぎ口部で、外面に圏線がいくつか見られ、石灰も付着している。図19は浅鉢の形状を

呈するもので、口唇部が丸みを帯び、胴部はやや膨らみを持ちながら直口する。外面の立ち上がり

部には安定感を出すためであろうか、粘土を貼り付けて丸みを持たせてる。器厚は1.5cmと厚手で、

外面に銅緑釉がいくつか付着していることから、近代の遺物として扱った。

　図20はマンガン掛け焼締めの納骨器(厨子甕)で、蓋の庇部分にあたり、内面に銘書が見られる。

玉木順彦氏（北谷町教育委員会）によると、「□日人婦または満子未□」、逆回りに「同じ」の文字であろ

うとの解釈である。破損品のため、その前後の文字は不明である。南東区Ⅰ層の出土。　

註1：安里進　上原政昌　家田淳一　1987「擂り鉢編年からみた近世琉球窯業の展開」『あじまぁ』名護博物館紀要・３

　Ｐ79～101

　第37表　沖縄産無釉陶器出土量

合
　
　
計

近代遺物
不明瓶壺壺or甕

甕鉢急
須

皿器種

出土地

不明陶管厨子甕水甕鉢水鉢擂鉢

口
～
底

口蓋底胴底胴底胴口
口
～
底

底胴口
口
～
底

胴口底口口底胴口
口
～
底

口底口

128121ⅡSD4 

504255521251ⅡSD6

431Ⅰ
SD9

266453143Ⅱ

11ⅡSK5

52111ⅡSX68 

94311Ⅱ10KSD

11821Ⅰ

北西区 205912111Ⅱ

33不明

211Ⅰ
北東区

51112Ⅱ

83311Ⅰ
南西区

9115136142061610Ⅱ

211110261Ⅰ
南東区

527125347122Ⅱ

25523196139242151152Ⅰ

不明 501911813112211Ⅱ

1043111不明

635
13173081625135171133161128549117614111合　計

5315717844275612器種合計

（凡例：「出土地」の項「SD」「KSD」「SK」「SX」は遺構を示す。）
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第153図　沖縄産無釉陶器１　（皿・急須・鉢・壺）
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図版95　沖縄産無釉陶器１　（皿・急須・鉢・壺）
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第154図　沖縄産無釉陶器２　（壺・瓶・陶管・甕・納骨器・不明）
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図版96　沖縄産無釉陶器２　（壺・瓶・陶管・甕・納骨器・不明）
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　第38表　沖縄産無釉陶器観察一覧 （単位：cm、g）

出土地観察事項重量
口径
底径
器高

部
位

器
種

図
番
号

第
図

図
版

不明
形状：口縁部は直状、胴下半部で若干内側に湾曲する。口唇部は舌状
を呈する。素地：赤褐色。外面：轆轤痕顕著。

4.74
13.0 
－ 
－

口
縁
部

皿1

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

153

95

（北西区）
Ⅱ層　070711-4

形状：口縁上部は直状し、頸部で一端屈曲して胴部は張り出す。口唇
部は平ら。文様：屈曲部に2条の圏線が施され、その間が凸帯文状に
なる。素地：茶褐色。器色：茶褐色。

7.78
12.5 
－ 
－

口
縁
部

急須2

K６（南西区）
Ⅱ層　090501

形状：口縁部は内彎する。素地：橙色。器色：橙色。文様：２条の
圏線とその間に波状文。外面：轆轤痕顕著。内面に石灰付着。

15.2
26.0 
－ 
－

口
縁
部

鉢
（水鉢）

3

（南西区）
Ⅰ層　07113-19

形状：口縁部は内彎する。器厚：口縁部は胴部に比べて厚手。素地：
赤褐色。器色：赤褐色。文様：２条の圏線とその間に波状文。外面：
轆轤痕顕著。

23.01
23.3 
－ 
－

口
縁
部

鉢
（水鉢）

4

J8（南東区）
Ⅱ層　071116-7

形状：底面からの立ち上がりは直線的、上げ底。素地：橙色。器色：
橙色。混入物：粗目の赤色粒、白色粒。外面：轆轤痕顕著。内面：
石灰付着。

55.1
－ 
12.3 
－

底
部

鉢5

J9　SD4
Ⅱ層　061006-4

形状：「く」字状屈曲で1個の稜有り。口唇部幅は1.8cm、断面形は四
角。素地：茶褐色。器色：外面 暗ー褐色、内面 茶ー褐色。口縁部上端
はナデ消しによりカキ目が消失。カキ目数：不明。

24.82
－ 
－ 
－

口
縁
部

鉢
（擂鉢）

6

（南東区）
Ⅰ層　061107-2

形状：口唇部幅は2.0cm、逆「Ｌ」字状で水平、口唇部端は断面四角。
底部からの立ち上がりは直線的。口唇部：幅1.5㎜の凹線１条有り。
素地：赤褐色。器色：赤褐色。カキ目数：不明、カキ目幅１ ㎜：、
カキ目方向：左上→右下。外面：石灰付着。

14.2
27.6 
－ 
－

口
縁
部

鉢
（擂鉢）

7

K7（南西区）
Ⅱ層　090602

形状：口唇部幅は2.8cm、逆「Ｌ」字状で内傾、口唇部端は断面形が
丸。底部から緩やかに膨らみながら立ち上がる。口唇部幅：2.8cm、
幅２㎜ の凹線１条有り。器色：赤褐色。カキ目数：９本１組、カキ
目幅：１～1.5㎜、カキ目方向：縦、全面重複施文。器面調整：外面
下部に削り。混入物：赤色粒、白色粒。

53.3
30.0 
13.2 
13.8

口
～
底
部

鉢
（擂鉢）

8

H4　10KSD
Ⅱ層　081212-33

形状：腰部が僅かに膨らみながら立ち上がる。素地：茶褐色。器色：
外面 茶ー褐色、内面 暗ー褐色。カキ目数：６本１組、カキ目幅：1.5㎜、
カキ目方向：縦、全面重複施文。外面：気泡有り。

22.6
－ 
10.0 
－

底
部

鉢
（擂鉢）

9

L9　SX68
Ⅱ層　081014-24

形状：口唇部は平らで逆「Ｌ」字状、底面から直線的に立ち上がり、
胴上部で僅かに膨らむ。素地：赤橙色。器色：両面とも赤橙色。文
様：外面 圏ー線、丸文。

－
37.6 
24.0 
62.3

口
～
底
部

甕
（水甕）

10

第
　
図
・

154
図
版
　96

SD9
Ⅰ層＋Ⅱ層
061107-2

形状：口唇部は平らで外反、頸部は直口し、胴部でゆるやかに膨ら
む。文様：外面肩部の圏線間に窯印有り。素地：暗茶褐色。器色：
外面 暗ー灰褐色、内面 暗ー茶褐色。

1139
15.0 
－ 
－

口
～
底
部

壺11
第
　
図
・
図
版
　

153

95

H4　5KSZ（北西区）
Ⅱ層　081128

形状：なで肩状。文様：肩部に圏線２条と窯印有り。素地：暗茶褐
色。器色：外面 暗ー灰褐色、内面 暗ー茶褐色。251

－ 
－ 
－

肩
部

壺12

（南東区）
Ⅰ層　061107-2

形状：底面から直線的に立ち上がる。素地：茶褐色。器色：内外面ｰ
暗灰褐色。内面：轆轤痕顕著。内外面：石灰付着。

30.6
－ 
11.8 
－

底
部

壺13

第
　
図
・
図
版
　

154

96

（南西区）
Ⅰ層　060710-2

形状：頸部が窄まり、胴部が外側に大きく張り出す。文様：外面 肩ー
部に５㎜幅の圏線、内面 無ー文。素地：茶褐色。器色：外面 茶ー褐色、
内面 赤ー褐色。内面 轆ー轤痕顕著。

48
－ 
－ 
－

頸
胴
部

瓶14

SX１（北西区）
Ⅰ層　060727-3

形状：頸部はやや長頸で、胴部が張り出す。素地：茶褐色。器色：
内外面：暗褐色。内面：轆轤痕顕著。

20.42
－ 
－ 
－

頸
胴
部

瓶15

（南西区）
Ⅰ層　060410-1

形状：寸胴形で胴部があまり膨らまず、頸部がやや窄まる。素地：
茶褐色。器色：外面 灰ー茶褐色、内面 茶ー褐色。内面：轆轤痕顕著。

15.5
－ 
－ 
－

胴
部

瓶16

Ⅰ層
形状：底面から直線的に外側へ立ち上がるが、腰部辺りで屈曲して直
線的になる。素地：茶褐色。器色：外面 黄ー茶褐色、内面 暗ー灰褐色。
内外面 轆ー轤痕顕著。

23.1
－ 
9.8 
－

底
部

瓶17

Ⅰ層　060822-3
形状：円筒形の陶管。継ぎ口の外面に７条の圏線有り。素地：赤褐
色。器色：外面 暗ー茶褐色、内面 茶ー褐色。混入物：白砂粒。内外面：
石灰付着。

15
14.6 
－ 
－

口
縁
部

陶管18

K６（南西区）
Ⅱ層　090501

形状：器高約５cmの浅鉢形、器厚1.5cm前後。器色：淡橙色。混入
物：赤・白色粒。器面調整：指圧、ナデ、篦痕。内面：轆轤痕顕著。
外面 銅ー緑釉付着。

83.39
16.1 
13.8 
4.7

口
～
底
部

不明19

（南東区）
Ⅰ層　061107-2

形状：庇部・孔有り。外面：マンガン釉掛け、内面：銘書有り。218
－ 
－ 
－

蓋
納骨器
（厨子甕）

20
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（８）陶質土器（第155～157図）

　陶質土器は、一般的に「アカムヌー」と称される軟質の土器のことで、鍋や火炉等の火を使用す

る器種に多く見られる。本遺跡も同様な出土状況で、総数205点が得られた。鍋が70点と最も多く、

次いで、火炉が29点と多数を占めている。鍋は小破片がほとんどで、個体数からすると、火炉や急

須と同数程度の可能性も考えられる。Ⅱ層からの出土がほとんどで、地区別では北西・南西区から

の出土が若干多い。遺構では、近代の溝状遺構であるSD６からの出土が39点と多い。全体的に胎土

は細かく、白・黒・赤色粒・雲母粒を混和材として用いている。器色は橙色を主体とし、灰橙色や

茶褐色なども僅かに見られた。第39表に出土状況、第40表に観察一覧、第155～157図１～23・図版

97～99に主な遺物を図示した。以下、器種ごとに略述する。

①鍋

　鍋は70点が得られたが、ほとんどが小破片である。そのうち、口縁部２点を図示した。

　図１・２は口径がそれぞれ21.6cm、17cm を測る口縁部である。両者とも頸部を「く」字状に屈曲

させるものである。口縁部以下の形状は不明だが、出土した底部の破片からすると、やや丸底的に

なるものと考えられる。図２の口縁部外面には煤が付着している。図２は溝状遺構SD６出土。

②急須

　急須は14点が出土し、主なものを図３～７に図示した。

　図３・４は形状の違う口縁部である。図３は口縁部を直口させ、頸部の屈曲が強い形状を呈する

が、図４は口縁部が僅かに直口し、胴部が緩やかに膨らむ。図３は溝状遺構SD４出土。

　図５は台形状の把手の部位で、紐を通すと思われる孔が施されている。   

　図６・７の２点は注口の部位である。図６は注口に接着する本体部分が僅かに残り、内面には白

色土、外面には煤が僅かに見られる。図７の外面にも煤が付着している。

③蓋

　蓋は11点の出土で、鍋の蓋と思われるものが７点、急須の蓋と思われるものが４点である。形状

のわかる３点を図示した。図８は鍋の蓋と考えられるもので、口径が17.7cmを測り、直線的な形状

を呈する。端部は僅かに丸い。図９・10は２点とも急須の蓋と思われるものである。図９は上面が

僅かに膨らみを持つが、破損のために撮み部は確認出来ない。図10は端部から直線的な形状を呈

し、撮み部が僅かに確認出来る。

④壺

　壺は図11の１点のみの出土である。口唇部を蒲鉾状に肥厚させるが、全体的な形状は不明であ

る。両面とも赤色土が塗布されている。SD６出土。

⑤鉢

　鉢は僅か６点の出土で、形状のわかる１点を図示した。図12は口唇が舌状を呈し、内彎する口縁

部である。外面上部にある圏線の凹みには、白色土が残る。

⑥火炉

　火炉は29点の出土で、主なものを図13～21に図示した。口縁部の形状から、下記のように分類し

た。

　イ）口縁部が内彎するもの

　ロ）口縁部が逆「ハ」字状に直状するもの

　ハ）口縁部が方形状になるもの
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　イ）は図13～19に図示した。外面に圏線を施して白色土を塗布するものが多い。その他に図示は

省略したが、赤色土を塗布したものが１点出土している。以下、順に記述する。

　図13は図上復元を試みたものである。口径は14.5cm 、底径8.0cm 、器高は約11.0cmと思われる。

底部は高台を呈し、胴部が膨らみながら内彎する形状を呈する。口縁部内面には煤が付着し、外面

には圏線を施し、その凹みに白土が残る。

　図14・15は２点とも内彎する口縁部で、それ以下の形状はどちらも不明である。図14は内側に突

起が貼付される。図15は突起部を持たず、外面に圏線が施される。

　図16・17は胴部に有孔の把手を貼付するものである。図16は口唇部が丸みを持ち、内彎する口縁

部である。図17は口縁部を欠くが、前者と同様な形状を持つものと思われる。両方とも孔は左右に

ずれて穿たれている。図14・17は溝状遺構SD６の出土である。

　図18・19は火炉の底部である。前者は高台を持ち、胴部が膨らむ。後者は高台を持たないベタ底

で、外底面に糸切り痕が見られる。

　ロ）は図20の１点で、厚手の大振りな火炉である。内側には複数の粘土を貼付した突起を有し、

突起部や内面には煤が付着している。本資料は胎土がきめ細かく、手に触れると粉末が付着し、薄

手の陶質土器と同じ混和材を含むことから陶質土器に分類した。

　ハ）は図21の１点で、形状から馬蹄形火炉の方形部分と思われる。参考として喜友名貝塚・喜友

名グスク（1999）出土の復元図を掲載し、今回出土した部位を網掛けで示した。口唇部は外側に大

きく張り出し、約４cmと幅広で、平らに成形されている。口唇上には刷毛目や指頭痕が見られ、煤

も付着している。本資料は上記の図20と厚手で大振りな点が似ているが、胎土や手触りなどに違い

が見られ、瓦質土器に近い。このような資料は１点のみの出土であることから陶質土器の項で扱っ

た。厚手で大振りの火炉は、既刊報告書においては陶質土器、または瓦質土器として扱っている。

今回報告した図20・21の２点の詳細な分類は、今後の課題としたい。

⑦器種不明

　器種不明としたものは74点で、形状に特徴の見られる２点を図示した。

　図22は厚手の底部であるが、器種は不明である。高台と立ち上がり部が僅かに残る。

　図23は薄手の胴部片で、若干緩やかな「く」字状を呈するが、口縁部・底部が破損しているため

に器種は不明である。

＜引用文献＞

　比嘉　聡（編）　1999　『喜友名貝塚・喜友名グスク』　沖縄県文化財調査報告書第134集　沖縄県教育委員会



－291－

第三章　第６節２

　第39表　陶質土器出土量

合計
器種不明火炉鉢壺蓋急須鍋器種

出土地 底部胴部口縁部底部胴部口縁部口～底胴部口縁部口縁部注口耳胴部口縁部耳底部胴部口縁部
6111111ⅡSD4
11Ⅰ

SD6
3817112214181Ⅱ
422ⅡSD9
211ⅡSX68
71111111Ⅱ10KSD
431Ⅰ

北西区
2716112115Ⅱ
621111Ⅱ北東区
2715221121111Ⅱ南西区
1810111122Ⅱ南東区
651249233211181Ⅱ不明
205369241410124111417225594合　計
205742961111470器種別計

　第40表　陶質土器観察一覧 （単位：cm、g）

出土地混入物器色特徴重量底径口径部位器種番号
第図
図版

Ｆ５　SX99（北西区）

Ⅰ層　080801

白･赤･黒色粒

雲母
橙色口唇部：平ら6.07-21.6口縁部鍋1

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

155

97

Ｇ６　SD6

Ⅱ層　061002

白・黒色粒

雲母
暗茶褐色

口唇部：丸い

外面：煤付着
3.38-17口縁部鍋2

Ｊ８・９　SD4

Ⅱ層　061218
白色粒・雲母

外面：淡橙色

内面：橙色
口唇部：平ら2.55-5.6口縁部急須3

（南西区）撹乱

Ⅱ層　060410
白色粒・雲母橙色口唇部：丸い1.32--口縁部急須4

（北東区）

Ⅱ層　090630
白色粒・雲母淡橙色孔有り12.33--把手急須5

Ｊ９　SD4

Ⅱ層　061011

白・黒色粒

雲母
橙色

内面：白土付着

外面：まばらに煤付着
28.65--注口急須6

Ｌ７（南西区）

Ⅱ層　090501

白・赤色粒

雲母
淡橙色外面：煤付着20.06--注口急須7

（北西区）

Ⅱ層　061002

白・黒色粒

雲母

灰褐色

（間は橙色）

形状：直線的

端部：やや丸み　外面：轆轤痕
4.05ｰ17.7

蓋

（鍋）
8

G５　SD6

Ⅱ層　061002

白･赤･黒色粒

雲母
赤橙色外面：煤付着18.99--

蓋

（急須）
9

G５・６　SD6

Ⅱ層　061011

白・黒色粒

雲母

灰橙色

（間は灰色）
撮み有り8.55--

蓋

（急須）
10

K８　SD6

Ⅰ層　061006
白色粒・雲母橙色

形状：直状、 口唇部は蒲鉾状肥厚

内外面：赤色土が塗布
33.95ｰ16.6口縁部壺11

H６　SD6

Ⅱ層　061003

白・黒色粒

雲母
橙色

口唇部：舌状

外面：圏線に白色土
21.31-14.8口縁部鉢12

H14　10KSD

旧ナルカー（SD9）

Ⅱ層　081217

白・赤色粒

雲母
淡橙色

口唇部：舌状

内面：煤付着

外面：圏線に白色土、石灰付着

82.41814.5口～底部火炉13

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

156

98

Ｋ８　SD6

Ⅱ層　061011

白・黒色粒

雲母　貝殻片
橙色口唇部：舌状内面：突起貼付16.91-14口縁部火炉14

（南東区）

Ⅱ層　061107
白色粒淡茶褐色

口唇部：舌状

内面：口唇部に煤付着，外面：圏線

1条

7.23--口縁部火炉15

F５（北西区）

Ⅱ層　080620

白・赤色粒

雲母
橙色

口唇部：丸い， 内面と口唇部：煤付着

外面：横耳把手貼付（孔有り）
26.58-12.8口縁部火炉16

H７　SD6

Ⅱ層・061011
白色粒　雲母淡橙色外面：把手有り（孔有り）22.67--胴部火炉17

Ｇ５・６　SD6

Ⅱ層　061011
白･黒色粒雲母

外面：暗橙色

内面：橙色
高台有り17.688-底部火炉18

Ｊ６（南西区）

Ⅱ層　080430
赤色粒　雲母灰橙色底面：ベタ底、糸切り痕237.9-底部火炉19

不明雲母淡茶褐色
口唇部：平らで厚手

内面：突起貼付、煤付着
178-24口縁部火炉20

図
版
　99

第
　
図
・

157
K8　SD6

Ⅱ層　061011

白・黒色粒

雲母

赤褐色

（間は灰色）

形状：馬蹄形

口唇部：平ら　外面：煤付着
129--口縁部火炉21

（北西区）

Ⅱ層　060410

白･黒･赤色粒

雲母

外面：橙色

内面：灰褐色
高台有り10.85--底部不明22

図
版
　98

第
　
図
・

156
（南西区）

Ⅱ層　060410

白･赤色粒

雲母
橙色「く」字状屈曲10.29--胴部不明23
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第155図　陶質土器１　（鍋・急須・蓋・壺・鉢）
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図版97　陶質土器１　（鍋・急須・蓋・壺・鉢）
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第156図　陶質土器２　（火炉・不明）
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図版98　陶質土器２　（火炉・不明）

13－ａ
（口縁部）

16

13－ｂ
（底部）
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 第157図・図版99　陶質土器３　（火炉）

模式図（喜友名貝塚・喜友名グスク （1999））
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（９）本土産磁器（第158～159図）

　本土産磁器は総数267点出土した。器種別に見ると碗、小碗、皿、鉢、瓶、杯、急須である。伊万

里焼、瀬戸・美濃焼、波佐見焼と見られるものもあり、さらに、戦時統制下を含む近～現代の遺物

が得られた。

　文様は、型紙刷り、銅版転写、ゴム印、吹付け、印判、陰刻、陽刻等があり、型紙刷りに碗や皿

が多く、銅版転写、ゴム印、吹付け、陰刻（クロム青磁）は小碗、陽刻は現代の碗や瓶に見られる。

　地区別の出土状況をみると、北西・南西・南東区に多く北東区には少ない。傾向としては溝状遺

構（SD４）から南西側に集中しており、南東区においては旧ナルカー（SD9）や周辺からも出土して

いる。また、この溝状遺構（SD４･６）は、中央区の中央部南側で検出された戦前の屋敷跡敷地境

界部分に設けられたと見られる溝状遺構につながることから、出土分布はこの戦前の屋敷に関連す

るものと思われる。主にⅡ層からの出土でⅠ層は僅かである。

　主な器種と特徴的なものを第158・159図、図版100・101に図示し、第42表に観察一覧、第41表に

出土状況を示した。近～現代資料は紙幅の都合のため図示を割愛するが、下記の器種別では総体的

に略述する。

①碗

　碗の口縁形態には直口、外反するものがある。前者は図1の波佐見焼と見られるもの、後者は図

４～８に示した型紙刷りによるもので、方言で「スンカンマカイ」と呼称されるものである。見込

みには重ね焼きのための目痕が確認できるものもある。

　その他には、全体に緑釉が施された戦時統制下のものや、外器面の圏線間に花文を組み合わせる

もの、胴部に「寿」「福」の文字を陽刻し、口縁部に吹付けで彩色が施されたものなども見られる。

　大きさについてみると、口径10～14.2㎝、底径4.6～5.6㎝、器高5.3㎝、6.2㎝が見られる。

②小碗

　小碗の口縁形態には、図９～12に示すように直口、外反するものがあるが前者が主である。図10

は瀬戸・美濃焼とみられる。

　文様は、主に口縁部から腰部間の外器面に見られ、高台に圏線を施すものもある。銅版転写によ

る図柄には唐草、花、鳥、回角文、四角の枠内に「凱旋」、「祝」の文字を配するもの、口縁部が吹

付けで彩色が施されているものが見られる。高台では外側に圏線が１条又は２条施されるものがあ

る。

　陰刻のクロム青磁には、腰部を連弁状にし、弁部を凹ませるものと、口縁部から腰部の範囲に飛

び鉋を施すものあるが、その文様が縦長のもの、小刻に数段に分かれるもの、口縁部付近と腰部に

縦方向に細線の陰刻を施し胴中央部は施さないものがある。

　口径は大きいもので8.1㎝があるが、約7.5㎝前後が目立つ、底径は2.6～3.4㎝があり3.3㎝前後

が目立つ、器高は4.2㎝が見られる。

③皿

　皿の口縁形態には直口、外反するものがあり、直口のものを図13、図15～18に図示した。

　型紙刷りは直口口縁で、銅版転写には直口口縁と玉縁口縁がみられる。文様は内外面、内面のみ

に施されたものがある。図15は口唇部にサビ釉を施すものである。図17の内底には「高等醤油」の

文字の中央に「赤帽子屋支店」の人の横顔の図柄文を配したものである。

　その他の文様には唐草文、草花文、竹文が見られ、稜花皿に陽刻で花・葉を施し彩色するもある。

八角になると見られる胴部片で、内外面に絵付けが施されるものがある。
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　口径6.8～19.8㎝、底径は4.7～9.3㎝があり、器高は1.5㎝～3.1㎝が見られる。

④鉢

　本土産磁器の中では比較的新しいと見られるもので、形態は蓮弁を模し、内面に僅かに印判の朱

が残る。口径47㎝、底径9.8㎝、器高5.6㎝。図示は割愛した。

⑤瓶

　図21、22に示したものの他には、現代の化粧水の瓶や胴部に格子の陽刻が施されるものが出土した。

⑥杯

　杯の口縁形態は、直口と外反するものがあり、前者は図20、後者は図19である。

　その他、大きさは異なるが図19と同様に外反するものと、他に胴部が面取りされるものも見られ

る。内面の文様には、吹付けの際に梅文を白抜きにするものも見られる。

　口径は6.6・7.6㎝、底径は2.6・3.0㎝、器高は2.5・2.6㎝のものが見られる。

⑦急須・蓋・把手

　急須は口縁・底部片があり、蓋には菊状に成型した撮みを有するものがある。把手は円筒形で施

釉前に貼り付けられたもので、直径約1.8㎝である。図示を割愛した。

　　　

　第41表　本土産磁器出土量

合
　
　
計

器種不明急須小杯杯瓶鉢小皿皿小碗碗器種

種類

出土地・層位

そ
の
他
（
現
代
）

型
紙
刷
り

そ
の
他
（
現
代
）

型
紙
刷
り

そ
の
他
（
現
代
）

吹
付
け

ゴ
ム
印

吹
付
け

そ
の
他
（
現
代
）

伊
万
里

印
判
手

そ
の
他
（
現
代
）

絵
付
け

ク
ロ
ム
・
ゴ
ム
印

銅
版
転
写

そ
の
他
（
現
代
）

銅
版
転
写

型
紙
刷
り

そ
の
他
（
現
代
）

瀬
戸
・
美
濃
・
印
判

吹
付
け

ゴ
ム
印

銅
版
転
写

ク
ロ
ム
青
磁

型
紙
刷
り

そ
の
他
（
現
代
）

ク
ロ
ム
青
磁

型
紙
刷
り

波
佐
見
焼
？

伊
万
里

3111ⅡSD1
11ⅡSD4
11ⅡSD5
11212141Ⅰ

SD6
29211111232134313Ⅱ
7112111ⅡSD9 （旧ナルカー）
211Ⅱ10KSD
11ⅡSK14
11ⅡSK19
11ⅡSK2
211ⅡSK5
11ⅡSK周辺
11ⅡSP481
211ⅡSP487
1266ⅡSX48
11ⅠSX50
511111ⅡSX68
101212121ⅡSX
211Ⅱ517KSZ
11Ⅱ5KSZ
11Ⅱ634KSZ
21※1Ⅱ666KSZ
611211Ⅱ695KSZ
11Ⅰ

北西区
30411283241121Ⅱ
11Ⅰ

北東区
211Ⅱ
211Ⅰ

南西区
6231111111416912763211Ⅱ
323211141237232Ⅱ南東区
101111114Ⅱ西区
20611113223Ⅱ不明
4211不明
267263522111611121261513363418292710813921合　　計
267297327153512751器種別計

凡例：「出土地」の項「SD」「KSD」「SK」「SP」「SX」「KSZ」は遺構を示す。
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　第42表　本土産磁器観察一覧 （単位：cm、ｇ）

出土地観察事項重量
口径
底径
器高

部位器種
番
号

第図
図版

（南東区）

Ⅱ層　061107

絵付け。口縁部は直口、文様は草花文？、内外面の口縁下に圏線１条、波佐見

焼？。
2.08

10.0 

－ 

－

口縁部碗1

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

158

100

（南東区）

Ⅱ層　061107

絵付け。文様は外面は圏線を腰部に１条、高台脇と高台に各１条、見込みに圏線

２条。波佐見焼？
20.57－胴部碗2

（北西区）

Ⅱ層　060315
絵付け。文様は外面に草花文？、腰部と高台外面に圏線各１条。伊万里焼。11.42－胴部碗3

H８（北東区）

Ⅰ層　060222

型紙刷り。口縁部は外反、口唇断面は丸。文様は外面に五弁花（花文）、口縁下部

に圏線１条、菱形状の点文の中に菊花文。、
9.83

13.2 

－ 

－

口縁部碗4

L８（南東区）

Ⅱ層　090501

型紙刷り。口縁部は外反、口唇断面は丸。文様は外面に五弁花（花文）、内面は口

縁下部に圏線１条でその間に五弁花。
5.77

13.8 

－ 

－

口縁部碗5

SX68

Ⅱ層　070117
型紙刷り。文様は外面に五弁花・唐草文、見込みに圏線１条、目痕２ヶ所有り。16.81

－ 

5.0 

－

底部碗6

（西区）

Ⅱ層　090428

型紙刷り。口縁部は外反、口唇断面は舌状。文様は外面に松・竹・梅文、その他

は斜点配す、鶴丸文の下部と見られる文様も見られる。高台外面に圏線、内面は

口縁下部に圏線１条でその間は横点線文様、型紙刷り。見込み圏線１条、中央に

文様あり、目痕１ヶ所有。

62.74

14.2 

5.6 

5.3

口～底部碗7

（西区）

Ⅱ層　090428

型紙刷り。口縁部は外反、口唇断面は舌状。文様は外面は菱形の窓に花文、花文

の位置にズレあり、内面の三角窓に花文、その下位に圏線1条、見込みに圏線１条

と中央に複弁文。明瞭な目痕は見られない。

188

13.4 

4.6 

6.2

口～底部碗8

I4（北西区）

Ⅱ層　081204

ゴム印。口縁部は外反、口唇部は舌状。外面の文様は葉(もみじ？)・水紋?、底

部は型。畳付は露胎、高台内は施釉。
8.5

7.4 

3.4 

4.2

口～底小碗9

H４ 10KSD

Ⅱ層　081219

絵付け。文様は外器面に文字状の文様、見込みにも施文が見られる。瀬戸・美濃

焼。
12.93

－ 

3.2 

－

底部小碗10

K６（南西区）

Ⅱ層　090501

クロム青磁。口縁部は直口、口唇断面は　、文様は腰部に抉りによる蓮弁文を印

刻。内面は無文。
34.08

8.1 

－ 

－

口縁部小碗11

J６ SD6

Ⅱ層　080430

クロム青磁。口縁部は直口、文様は外面に飛び鉋による印刻。内面は無文。畳付

け・高台内は露胎、削り痕有り。
32.86

7.4 

2.6 

4.2

口～底部小碗12

L８ SK19

Ⅱ層　061025

型紙刷り。文様は、外面は口縁下に横位並ぶ渦巻き文、内面は蛇行する2条の点線

で区画する中に菊、波、梅文を分けて施す。口唇部にもコバルト釉を施す。口唇

部は4.5㎜とやや厚い。

38.06

19.8 

－ 

－

口縁部皿13

第
　
　
　
図
　
・
　

図
　
版
　
　

159

101

K･L７ 666KSZ

Ⅱ層　090602

絵付け。文様は外面は胴部に文様あり、腰部に圏線１条、高台脇と高台に廻らす。

内面は見込みに梅・鳥。蛇の目高台。
49.35

－ 

9.3 

－

底部皿14

I6（北西区）

Ⅱ層　060228

銅版転写。口縁部は直口、口唇断面は丸でサビ釉、文様は五弁花文と見られ、花

弁内に竹、見込み中央や花弁外側の間に木の実？の文様を配す。外面無文。畳付

は露胎。口唇部は約3㎜。

60.78

15.5 

8.5 

3.1

口～底部皿15

（南西区）

Ⅱ層　

型紙刷り。胴部に文様の一部が残り胴下部に細沈線がある。内面は草花文。高台

は蛇の目で、畳付中央部を境に内外面が面取りされ、外側と凸部は露胎、高台内

は施釉。

75.03

－ 

8.0 

－

底部皿16

SD6

Ⅱ層　061016

銅版転写。口縁部は直口、口唇断面は丸、文様は内面に草花文の下位に「赤帽子

屋支店」の文字。草花文の中央に「高等醤油」文字を四方に配し、中央に円文内

に帽子を被った人の横顔の図柄を配す。高台の畳付のみ露胎。

76.82

11.3 

6.5 

2.4

口～底部小皿17

K７（南西区）

Ⅱ層　090501

口縁部は直口、口唇断面は丸、文様は口縁部内外面にに各1条の圏線、見込には唐

草？、畳付、高台内は露胎。
5.03

6.8 

4.7 

1.5

口～底部小皿18

不明口縁部は僅かに外反、口唇断面は舌状。文様は内面に小花？。畳付は露胎。7.51

7.6 

3.0 

2.5

口～底部杯19

（北西区）

Ⅱ層　060313-1

吹付け。口縁部は直口、口唇断面は舌状、文様は口縁部の三方向の同じ内外面に

半円状の文様。
39.73

6.6 

2.6 

2.6

口～底部杯20

SD9（旧ナルカー）

Ⅱ層　081006
口縁部は直口、口唇部は玉縁。口縁部下で僅かに括れる。内外面は施釉。5.4

2.7 

－ 

－

口縁部瓶21

（南東区）

Ⅱ層　061107
外器面では、胴部から頚部に至る部分に網目文がある。伊万里焼。6.16－胴部瓶22
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 第158図・図版100　本土産磁器１
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 第159図・図版101　本土産磁器２
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（１０）本土産陶器（第160図）

　本土産陶器は５点出土し、１点を図示し略述する。

　第160図・図版102は底部破片で、見込みに施された透明

釉は、やや光沢があり細かい貫入がみられる。素地は灰白

色を呈し、僅かに黒色粒を含み締まる。推定底径6.8㎝、重

さ17g。北西区（I４）Ⅱ層出土。

　他に、褐釉が剥離したとみられ素地が露出する壺胴部が

西区で３点、外器面に黒釉が施され窯変が生じたと見られ

る壺の底部が南西区で１点出土した。

（１１）瓦・煉瓦（第161図）

　瓦は、丸瓦12点、平瓦114点、不明13点で合計139点、煉瓦７

点の総合計146点である。

　瓦の色調は、殆どが橙色で硬質であるが、淡い橙色のものは

やや軟質である。漆喰が付着するもの、かっ鉄が混入するもの

があり、ほかに小破片で暗褐色を呈するものもある。

　第43表の出土状況では、北東区（H８、I９）、南西区（Ｊ･K･

L７）、南東区〔Ｊ８･９ 、K８･９、L８、M９、N10･11･12、旧

ナルカー（SD９）〕、北西区（H３、H７）出土で、旧ナルカーや

中央区の中央部南側一帯にあたる戦前の屋敷跡やその北側周

辺となる。旧ナルカーでは、川中の混砂礫層や石列下の褐色土

などから出土し、溝状遺構（SD４･６）やそれと合流する戦前

の屋敷跡敷地境界部分に設けられたと見られる溝状遺構に伴

うもの、米軍撹乱坑、米軍造成時の散乱も見られる。

　出土した瓦のうち、特徴的なものを第161図、図版164に示し

略述する。

　図１･２は平瓦で、狭端部・広端部側では横方向のナデ調整に

よる稜線が３～４条見られる。桶板痕の幅は約３㎝、凹面に布

目痕が見られる。図２の凹面中央から右側の布目痕は、やや傾

斜し凹面右端に分割割り棒痕が見られる。図３は丸瓦で平瓦

に比して淡い橙色で赤色粒の混入が目立つ。

　図示を割愛した資料のうち、平瓦では広端部側の破片と見ら

れるものに桶板留紐痕があり、丸瓦では玉縁長の残存が５㎝を

越え頂部の断面が湾曲し尖る。

　図版103の煉瓦は、色調が赤褐色を呈するもので、左下角部

を欠損する。縦21㎝、横12㎝、厚さ６㎝、出土地点は、SX48（J

８）で、SD６の溝状遺構の一部と見られる。

＜参考文献＞

　上原　靜「沖縄諸島における近現代の島瓦とセメント瓦」『読谷村立歴史民

俗資料館紀要』第29号2005年

第43表　瓦・煉瓦出土量

合
計

煉
瓦

瓦分類

出土地・層位 不明丸平

1111ⅡSD4

211ⅠSD6

17116ⅡSD6

14113Ⅱ旧ナルカー

11ⅡSK5

22ⅡSK17

624ⅠSX1

11ⅠSX48

11ⅡSX50

11ⅠSX59

11ⅠSX60

11ⅠSX67

11Ⅱ502KSZ

44Ⅱ517KSZ

11Ⅱ634KSZ

1111Ⅰ南西区

6114Ⅱ南西区

716Ⅰ南東区

9117Ⅱ南東区

22Ⅰ北西区

972Ⅱ北西区

413Ⅰ北東区

174211Ⅰ不明

514Ⅱ不明

121110不明不明

14671312114合　計

凡例：「出土地」の項「SD」「SK」「SX」「KSZ」は遺構を示す。

 第160図・図版102　本土産陶器

 図版103　煉瓦
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 図版104　瓦

 第161図　瓦
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（１２）円盤状製品（第162図）

　本資料は焼き物類、主に器物の破片を円盤状に打割調整した二次製品である。今回の調査で出土

した円盤状製品は合計19点で素材は染付、青磁、白磁、本土産磁器、カムィヤキ、瓦、土器、沖縄

産施釉陶器、沖縄産無釉陶器である。素材の種類の多さに比べ点数は少なく、残存状態は完形10

点、半欠のものが９点である。

　第44表に円盤状製品の種類別出土量、第45表に観察一覧を示した。器種として多い資料は本土産

磁器で５点の出土、そのうち小碗が４点で全て胴部、絵付けはゴム印の完形２点、破損したものが

１点、銅版転写の完形１点である。碗の底部は完形１点で型紙刷り、本土産磁器は胴部、底部とも

図柄や絵付けのある部分を残すものが多い。

　沖縄産無釉陶器も５点の出土で、全て壺の胴部の破損したものである。瓦の資料は３点で平瓦の

完形が１点、破損したものが２点の出土、カムィヤキは胴部完形が１点の出土である。青磁は碗の

底部完形１点、白磁も碗の底部完形１点である。染付は小型の資料で厚みから推測すると小碗胴部

で完形１点、沖縄産施釉陶器の油壺が胴部破片１点、土器の胴部破片１点である。　

　出土状況は円盤状製品の総数19点のうち16点はⅡ層から出土である。SD4 Ⅱ層から３点、SD６Ⅱ

層から３点の出土である。K10 Ⅲ層上部で２点、SD2Ⅱ層から１点、SX66 Ⅱ層で１点、K8･9ベルトⅡ

層から２点の出土、水田跡２Ⅱ層から1点の出土である。

　第162図１～３・５の資料は胴部の絵付け、図柄を中心に打割、加工している。又、底部資料の図

６・８は破損品と腰部を残すもの、図７は高台を残し丁寧に打欠している。以下、残存状態の良い

主なものを第162図・図版105－１～８に図示した。

第44表　円盤状製品種類別出土量

　図１は、染付の資料で小さく上下の厚みに違いがあり、全体に角が残る。表に横一条、裏面に二

条の圏線の絵付けがみられる。

　図２の資料は、本土産磁器の胴部を用いており、菊の花の図案化した絵付けを中心に残し打割し

ている。打割調整は細かく施されるが正円にならずサイズは小さい。

　図３も素材は本土産磁器の小碗胴部が使われている。銅板転写で絵付けされた磁器で、絵付けは

全体に大きく図柄は不明。

　図４は素材に沖縄産無釉陶器を用い、断面からみると上下に厚みの違いがみられる。断面は緩く

カーブしており、ほぼ円形を呈し打割は丁寧である。

　図５は本土産磁器の小碗腰部で胴径、縦の湾曲具合から小型の資料と考えられる。僅かに高台の

合計沖縄産無釉陶器沖縄産施釉陶器土器瓦カムィヤキ本土産磁器白磁青磁染付
器種

出土地　　層序
1 1Ⅱ層SD2

3 12Ⅱ層SD4

2 11Ⅱ層SD6

1 1Ⅱ層SX66 

1 1Ⅱ層南東区　水田跡2

1 1Ⅱ層南西区    K7

1 1Ⅱ層南東区    K8

2 2Ⅱ層南東区    K8･9ベルト

2 11Ⅲ層上南東区    K10

1 1Ⅱ層南東区    M9

1 1Ⅰ層北西区    I4

1 1Ⅱ層北西区    I6

2 2Ⅱ層北西区　　

19 5 1 1 3 1 51 1 1 合　　　　計

　凡例：「出土地」の項「SD」「SX」は遺構を示す。
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一部が残る。打割は細かく打ち欠いた箇所と角を残す部分が確認できる。絵付けはゴム印で籠目の

模様の中に花が描かれている。高台近くに圏線が二本みられる。

　図６の資料は本土産磁器で、碗の底部を使用しているが高台部分は三分の一程度が破損し打割は

粗い。内底見込み部分に鶴丸の絵付けがみられる。

　図７は青磁の碗で、底部高台のみを残し打割した資料である。畳付けの部分は破損し僅かに残

る。素地は悪く、赤く変色し打割した面は摩耗で角が取れている。内底に文様はみられない。釉は

高台全体と畳付け、内底までみられるが、釉に艶がなく状態が悪い。高台外底は釉剥ぎされてい

る。釉の厚みは薄く、色調は黄緑青色である。

　
　第45表　円盤状製品観察一覧 （単位：㎝、ｇ）

　図８の資料は白磁碗の底部で、高台脇から腰部の一部を部分的に残し打割も粗く角を残す。釉は

腰部から高台までみられるが、部分的に釉の掛けられていない箇所もあり畳付けまでは至らない。

内面見込みの釉はヘラで剥ぎ取りされ一部残りがみられる。

　円盤状製品の出土は僅かに１９点で詳細な分類ができる程の量はなかった。概観して本土産陶磁器

を用いたものは小型のものが多く沖縄産無釉陶器は半欠のものがほとんどである。又、底部を素材

としたものは円盤状製品のうち、わずか３点で図に示したとおり底径と同程度の大きさとなる。

　試掘調査時の円盤状製品は３点の出土で今回の調査で青磁、白磁の円盤状製品が出土しており隣

接する後兼久原遺跡（2003）でも青磁素材の円盤状製品の出土がみられた。円盤状製品の出土が多

い湧田古窯跡（1995）では総出土量の半数が瓦と無釉陶器で、出土量の少ない本遺跡でも同様に沖

縄産無釉陶器、本土産磁器、瓦が他の種類に比較し若干多い。

　又、剥離調整は厚みのある瓦などは剥離が粗く、薄手の本土産磁器は剥離が丁寧なように思われ

る。製作工程で厚手の素材は打ち欠きづらいものと推測される。剥離方向は素材の断面が平坦なも

のは両面からの剥離が多く、本土産磁器など碗もの類で小型の胴径の小さいものは内から外へ剥離

調整する傾向がみられた。

＜参考文献＞

　金武正紀　城間千栄子　1994　『ヒヤジョー毛遺跡』　那覇市文化財調査報告書 第26集　那覇市教育委員会

　仲間留美　1995『湧田古窯跡』(Ⅱ)　 沖縄県文化財調査報告書　第121集　沖縄県教育委員会

　東門研治　2003（編）山城安生　『後兼久原遺跡』　北谷町文化財調査報告書　第21集　北谷町教育委員会

出土地重さ
厚さ

薄い/厚い
横縦

観察
事項

剥離
方向

断面
形状

完・破絵付け/文様形態部位器形素材
図
番
号

第図
図版

K8（南東区）Ⅱ層　 0602211.20.3/0.51.31.1剥離粗い内→外湾曲完形圏線不定形胴部－染付1

第
　
図
・
図
版
　

162

105

（北西区）Ⅱ層　0603154.50.62.42.4剥離丁寧両面湾曲完形ゴム印円形胴部小碗本土産磁器2

I4（北西区）Ⅰ層　 0603025.90.3/0.52.93.6剥離丁寧両面湾曲完形銅版転写円形胴部小碗本土産磁器3

M9（南東区）Ⅱ層　09050119.11.24.04.1剥離丁寧両面湾曲完形なし円形胴部－沖縄産無釉陶器4

K9　SX66　Ⅱ層　06121814.71.4/1.63.84.5剥離丁寧外→内湾曲完形ゴム印円形胴部小碗本土産磁器5

（北西区）Ⅱ層　06031523.41.44.05.1剥離粗い両面平坦破片型紙刷り不定形底部碗本土産磁器6

K10（南東区）Ⅲ層上部　 07073074.11.96.26.1剥離丁寧内→外平坦完形外底釉剥ぎ円形底部碗青磁7

（南東区）水田跡2　Ⅱ層　 07010565.21.56.57.0剥離粗い両面平坦完形なし不定形底部碗白磁8

K10（南東区）Ⅲ層上部　 0707305.70.42.73.1剥離丁寧両面平坦完形なし楕円胴部－カムｲヤキ

図
番
号
な
し

挿
図
・
図
版
な
し

J9　SD4　Ⅱ層　06100610.11.6/1.31.84.1剥離丁寧両面湾曲破片なし不定形胴部－沖縄産無釉陶器

K8･9ベルト（南東区）Ⅱ層　0802253.20.91.52.4剥離粗い両面湾曲破片なし不定形胴部－沖縄産無釉陶器

K8･9ベルト（南東区）Ⅱ層　0803072.00.71.12.6剥離丁寧外→内湾曲破片なし不定形胴部壺沖縄産無釉陶器

I6　SD6　Ⅱ層　06101312.11.02.53.1剥離粗い両面湾曲破片なし不定形胴部壺沖縄産無釉陶器

F8　SD2　Ⅱ層　 06070791.61.66.17.1剥離粗い両面平坦完形なし方形平瓦瓦

J9　SD4　Ⅱ層     06101133.61.53.06.6剥離粗い両面湾曲破片なし不定形丸瓦瓦

J9　SD4　Ⅱ層     06100620.01.32.84.9剥離粗い両面湾曲破片なし不定形丸瓦瓦

I6（北西区）Ⅱ層　 0602282.00.60.92.3剥離丁寧内→外湾曲破片ゴム印不定形胴部小碗本土産磁器

K7（南西区）Ⅱ層　 0802184.90.7/0.61.73.2剥離丁寧内→外湾曲破片なし楕円胴部油壺沖縄産施釉陶器

I7　SD6　Ⅱ層　 0610023.50.71.82.7剥離丁寧断面摩耗湾曲破片なし楕円胴部－土器
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 第162図・図版105　円盤状製品 第162図・図版105　円盤状製品
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（13）簪（第163図）

　H４ 10KSD、J９ SD4、旧ナルカーから各々1点の計３点出土した。

　３点とも全体の形状はほぼ同じで、匙型部分の裏面には稜があり、ムディ部分で六角形を呈し、

さらに竿部は角度を変えた六角形を呈し、ムディより若干太い。図１は他に比べて細長く、図２・

３は先端部分の丸みが強い。色は図２が赤味を帯び、図３は青味が強く、後者の方が銅の割合が高

いようである。詳細は観察一覧に示した。

　第46表　簪観察一覧 （単位：cm、g）

出土地観察事項素材
長さ
重さ

分類
図
番号

第図
図版

H4　10KSD
Ⅱ層　191208-2b

やや黒っぽい。頭部が湾曲、ムディが他に比べて長い。頭部
の裏面の稜が明瞭。

青銅
14.9
14.1

匙型1第
　
図
・
図
版
　

163

106

旧ナルカー(SD9)
Ⅱ層　081002

砂付着、他に比べて赤み（銹）を帯びる。頭部の一部欠け、裏
面に稜あり。先端部は六角錐をなすが丸みを帯びる。

青銅
14.1
15.46

匙型2

J9　SD4
Ⅱ層　061108-01

全体に青みが強く、作りも丁寧である。頭部の裏面に稜あり、
先端部は六角錐だが丸みを帯びる。

青銅
13.0
15.91

匙型3

 第163図・図版106　簪・煙管
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（14）煙管（第163図）

　１点のみの出土である。いわゆる「クチャヌフニ」を用いたもので石製品である。

　このタイプの煙管は柱状型と釣鐘型があるが、本品は前者に分類される。

　上位（火皿）に幅がやや広くなるように横断面は台形を呈する。火皿径及び接続部分は径1.2cm、

を測る。その間の貫通する部分は径0.3cmである。火皿の縁は破損するが、残存部分に複数の剥離

が確認でき、灰を出す時の使用痕と思われる。類例は南風原町クニンドー遺跡（1996）にあるが、

クニンドー遺跡のものに比べて加工は丁寧で、削り痕は残らない。南東区L11の出土である。 

（15）ガラス玉（第164図）

　完形２点、破片１点の計３点出土。図

１・２は径0.9cm、高さ0.7cm、色はシア

ンブルーで光沢があり、巻仕上げは雑で

ある。一括して出土し、形状も酷似して

いることから同一に連結されたものと思

われる。いずれも北東区I10（試掘トレン

チ）の出土。　図３は半欠品で復元径

0.6cmと前２者より一回り小さく、色は

シアンブルーで光沢はなく、H10・Ⅳ層下

の出土である。前2者より古い時期のも

のと思われる。報告例をみると前者は近

世のクニンドー遺跡（1996）、後者は貝塚

時代後期～グスク時代のうるま市具志川グスク（2006）、宇堅貝塚（1980）に類似する。

＜引用文献＞

　上地克也ほか　1996　『クニンドー遺跡』南風原町文化財調査報告書　第２集　南風原町教育委員会

　大城剛ほか　2006　『具志川グスクⅠ－発掘調査概報－』うるま市文化財調査報告書　第４集　うるま市教育委員会

　金武正紀ほか　1980　『宇堅貝塚群・アカジャンガー貝塚』具志川市文化財調査報告書　第４集　具志川市教育委員会

（16）木製品（第165図）　

　北西区の岩盤付近と出土地不明の計２点の出土。２点とも同じ形状で人形のように見える。長さ

20cm前後の棒の一端から3.5cmのところで径１cm前後に抉り、さらに棒の中央付近で径2.5cmに膨ら

ませ、他端を尖らして一見、頭部と胴部のように見える。側面は図１が湾曲、図２がまっすぐであ

る。いずれも轆轤引きによるもので器面は丁寧に仕上げられている。木製品は伊礼原Ｄ遺跡（2008）

の水路遺構からも検出され、大きさ及び材質は類似するが、本遺跡出土の木製品は加工の仕方は全

く異なる。加工が轆轤などで施されていることから近代の可能性が高く、その形状から祭祀に関わ

る可能性も考えられる。２点の詳細は第47表、第165図に示した。

　第47表　木製品観察一覧 　(単位：cm、g） 

地区幅胴部最大くびれ径頭部長さ重量側面先端頭部形状
図
番号

第図
図版

不明2.41.8×2.41.1×1.52.1×1.421.619.43湾曲尖る楕円、年輪あり1第
　
図
・

165
図
版
　108  （北地区）Ⅰ層　表採

060727-5
2.12.2×2.351.4×1.61.9×2.122.827.12まっすぐ尖る円形、木目あり2

  第164図・図版107　ガラス玉
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＜引用文献＞

　東門研治・島袋春美（編)2008『伊礼原Ｄ遺跡』北谷町文化財調査報告書　第28集.北谷町教育委員会

（17）鉄製品（第166図）

　鉄釘、鉄斧、蹄鉄の3点出土した。

　図１は鉄釘で残存長さ.9.5cm、重さ44.66gを測る。頭部は1.3×1.6cmの長方形で、軸部の断面は

正方形、頭部側が1.9cm、先端側が0.6cmと徐々に細くなり、先端部は尖るものと思われる。

　銹は軸の上部で約0.2cm弱の厚みが認められるが、北谷城（2010）出土の鉄釘に比べて芯はしっか

りしている。旧ナルカー川中堆積礫中（混砂礫層）から出土したが、旧ナルカーから木杭が数本検

出されているが、釘の使用は認められない。

　図２は鉄斧で上端は幅9.1×4.3cmの長方形、断面は二等辺三角形を呈し、下端で幅12.1cmと広く

なり刃状を呈する。片側の側縁は刃縁近くで湾曲が強く、縦斧と考えられる。軸上部に柄を装着す

るための縦5cm×横1.5cmの方形の孔を有する。山崎（2010）Ⅲ類（ユーチ型）に分類されるが、基

部はそれより厚い。重量2115g、旧ナルカーに近いK13壁面清掃中に出土した。

　図３は蹄鉄で幅2.0cmの板状の鉄を逆「Ｕ」字状の形状を呈するもので、先端部は幅1.5cmとわず

かに細く、４カ所の径0.5cmの固定のための孔がある。重さ142gでほぼ全面に銹が視られる。

＜引用文献＞

山崎真治　2010　「当博物館所蔵の斧について」『沖縄県立博物館・美術館，博物館紀要』　第3号.沖縄県立博物館・美

術館　p65-82

　島袋春美　2010　『北谷城』北谷町文化財報告書　第32集　北谷町教育委員会

 第165図・図版108　木製品
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（18）銭貨（第167図）

　日本国硬貨が１点と米国硬貨４点得られた。図１は表面に「大日本・昭和一七年」（1942年）の銘

があり、中央に鷹が描かれ、裏面の中央に「菊」と「雲」の文様、縦位に「五銭」と銘がある。南

東区石積み内攪乱で出土。素材は軽く、白金と考えられる。図２～５は米国硬貨で、図２は「１セ

ント」、図３・４は「10セント」図５は「25セント」である。図３は銀貨で「1917」年の銘があり、

初鋳造の次年のものである。図４は白銅貨製で「1990」年とある。これらは前者が米軍上陸時、後

者は復帰後のもので、キャンプ桑江北側地区の米軍基地の使用年代を示すものである。以下、観察

一覧を示した。

　第48表　銭貨観察一覧 　(単位：cm、g） 

＜参考文献＞

　山内昌尚　2004　『戦後沖縄通貨変遷史』琉球新報社

出土地重量外径発行国鋳造年種類
図
番号

第図
図版

（南東区）東側撹乱石積み内
Ⅰ層　061109

1.011.9日本国1942五銭1
第
　
図
・
図
版
　

167

110

旧ナルカー(SD9)
Ⅱ層081010

2.131.9米国判読不可1ｾﾝﾄ2

SD9　Ⅰ層　0808222.241.8米国191710ｾﾝﾄ3

K7（南西区）Ⅰ層　0711222.251.8米国199010ｾﾝﾄ4

SD9　Ⅰ層　0808226.292.4米国判読不可25ｾﾝﾄ5

 第166図・図版109　鉄製品
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第167図・図版110　銭貨

 図版111　ガラス瓶・他
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（19）ガラス瓶・他（図版111）

　ビール、清涼飲料用（コカコーラ）、調味料用、化

粧品用、薬品用など169点出土したが、主なものは図

版111に示した。高さをみると4.5cm（図版111－１）

～19.8cm（図版111－10）、瓶の色は緑（図版111－

１・７）、茶（図版111－２～６・11）、白（図版111

－９）、透明（図版111－８･10･12）がある。SX（米

軍基地関連遺構）から36点、SD9（旧ナルカー）から

はガラス瓶の他、ビール瓶も出土しており、戦後の

米軍基地使用時も排水溝として利用されていたよう

である。記録のため、写真と観察一覧及び出土量を

示した。(図版111－８）「ajinomoto」（註）(図版111

－10）「コカコーラ」は商品名が記されている。

註：1908年池田菊苗博士、グルタミン酸の発見、1909年「味の素」で鈴木三郎助が事業化、1943年戦争激化で生産中止、

1956年に発酵法で「味の素」を再開。

　第50表　ガラス瓶観察一覧 (単位：cm、g）

（20）石臼（第168図）

　石臼が一対出土した。第168図１・２は近・現代に使用された石臼である。図１は、石臼の上部に

あたり周縁部分に数箇所欠けが生じている。表面に製粉時、粉をひく材料を入れるための直径４㎝

の貫通した略円形の孔が設けられている。両側面に角棒を差し込むための縦長の穴が開けられてお

り、穴の法量は縦5.2㎝、横2.5㎝、奥行き3.2㎝である。上部の臼を回転させる角棒を差し込んで使

用した。裏面は下部の臼と接触するため浅い溝が篭目状に彫られている。裏面中央に芯棒とした鉄

の棒が錆びて腐食し付着している。前回、調査トレンチ北西区で出土している。法量は最大長33.7

㎝、最大幅33.2㎝、最大厚12.6㎝、重量22.5㎏、石質は細粒砂岩である。

　図２は、石臼の下部にあたり上部と接触する面は、やはり浅い溝が篭目状に彫られている。中央

に上部の臼と噛み合わせるための鉄棒を差し込む直径2.3㎝、奥行き2.6㎝の穴が開けられている。

下部の方が厚みとしてやや薄い。南東区、重機掘削面で出土している。計測値は最大長32.8㎝、最

大幅32.1㎝、最大厚10.4㎝、重量18.0㎏、石質は細粒砂岩である。

　第49表　ガラス瓶・他出土量

合
計

レ
ン
ズ

そ
の
他

破
片

破
片

破
片

丸丸
方
形

方
形

形状

色
遺構 青透

明茶透
明茶茶緑

41111SD6

2131122111SD9

11SK19

11SX3

11SX8

11SX10

541SX14

55SX49

11SX50

1818SX56

11SX57

11SX60

11SX68

11SX74

10721122425394遺構外

1696313464724561合　　計

凡例：主に遺構を中心にまとめ、それ以外は「他」

出土地観察事項重さ底-縦底-横高さ底形色完 ・ 破種類番号
第図
図版

K８（南東区）Ⅰ層　060221フタ付き181.71.74.5丸緑完ビン1

図
版
　111

（南東区）Ⅰ層　06041022.52.72.74丸茶完ビン2

（南東区）Ⅰ層　061108底面「81-04」23272.74.9丸茶完ビン3

K13（南東区）Ⅰ層　060825底面「ABBOTT」352.42.46.4方形茶完ビン4

不明　070711底面「PATD」832.64.610.6方形茶完ビン5

（南東区）Ⅰ層　061204蓋付き、中身有？492.42.4-方形茶完ビン6

旧ナルカー(SD9)
Ⅰ層　0811003

底面「MADE　IN　USA」1494.86.612.3方形緑完ビン7

H７　SX08　Ⅰ層　0802321底面「AJINOMOTO」712.74.4-楕円透明破ビン8

J７　SX50　Ⅰ層　061023側面「鈴虫」684.24.23.8丸白完化粧ビン9

SD9　Ⅰ層　061107側面「Coca-Cola」「TRADE･MARK」3935.85.819.8丸透明完ビン10

H10　SX10　Ⅰ層　060816
 「NO DEPOSIT NO　RETURN」、
底面「Dwaalas｣

2176.96.917丸茶破ビール11

J９　SX56　Ⅰ層　061206底面「69-52-D9」2477.87.8-丸透明破ビン12



－313－

第三章　第６節２

 第168図・図版112　石臼
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第四章　理化学的分析

第１節　小堀原遺跡出土人骨について

藤田祐樹（沖縄県立博物館・美術館）

土肥直美（琉球大学医学部）　　　　

はじめに

　小堀原遺跡から検出された６基土坑墓から検出された人骨のうち、２号、３号、４号、５号、６

号墓より出土した人骨について報告する。

・２号土坑墓人骨（SP292）

出土状況と出土部位

　人骨は焼けており、ほぼ円形の土坑内から多量の炭とともに検出された。人骨は灰白色、灰褐

色、赤褐色、黒色等の色を呈した小片がほとんどである。人骨の取り上げは、上層は番号（第170）を

付して、下層は土坑をＡ～Ｄ（第169図）に４分割して行われた。番号、区分ごとの人骨部位の鑑定

結果を第51表に示す。

人骨の所見 

　焼成について：骨は灰白色、灰褐色、赤褐色、黒色等を呈しており、表面に浅い干割れが認めら

れる白っぽいものもあるが、いずれも捻れや収縮などの顕著な変形は認められない。このような所

見は白骨を焼いた時の主な変化とされており（Buikstra1973）、本例も遺体が一旦白骨化した後に焼

かれたものと考えられる。

被葬者数と性別・年齢

　人骨片に未成人と思われる骨片は含まれておらず、上に示すように、成人のほぼ全身の骨の部位

が含まれている。一方、明らかに同一部位が重複しているという所見が認められなかったことか

ら、２号土坑墓の人骨は成人１体分と考えて大過ないように思われる。また、茂原（1996）は縄文

人の焼骨１体分の重量を約2000グラムと推定しているが、本例の総重量2013.5グラム（第51表）は

これらの結果とも一致しており、被葬者が成人１体分であることを支持している。性別について

は、ほとんど変形のない前腕骨片、膝蓋骨、足根骨等のサイズが大きいことから男性の可能性が高

いと思われる。

・３号土坑墓（SK49）

出土状況と出土部位

　ほぼ全身の骨が出土しているが、劣化が著しく、形を保って取り上げることが難しかった。頭骨

もつぶれて変形しており、おおよその形を保っているものの、細片化していた。そのため、現地で

は土ごと取り上げ、室内である程度の土を除去して最低限の観察をするにとどめている。仰臥屈肢

の姿勢で、腕は伸展している。

第四章　第１節
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人骨の所見

　全身のかなりの部位が保存されているものの、骨の劣化、破損が著しく、詳しい観察は不可能で

ある。左下顎の乳臼歯は完全に萌出しており、第三大臼歯は確認できないことから、年齢は２～５

歳の幼児と推定される。全体のサイズはかなり小さいため、２～３歳である可能性が高い。性別は

不明である。

・４号土坑墓（SK48）

出土状況と出土部位

　３号土坑墓と同様に、ほぼ全身の骨が出土しているが、劣化が著しく形を保って取り上げること

が難しかったため、土ごと取り上げた後に室内にて最低限のクリーニングを行い、観察した。埋葬

姿勢は仰臥位で下肢を軽く曲げ、上肢は左腕のみ腹部に向かって曲げている。

人骨の所見

　骨の劣化、破損が著しく、詳しい観察は出来なかったが、上顎乳歯６本（左右乳側切歯、左右第

１・第２乳臼歯）、下顎右第１乳臼歯が既に萌出しており、永久歯の上顎右犬歯の歯冠がほぼ完成

した状態で検出されたことから、年齢は４～５歳の幼児と推定される。性別は不明である。

・５号土坑墓（122KSK）

出土状況と出土部位

　比較的若い成人骨格であり、ほぼ全身の骨が残されている。仰臥屈肢の姿勢で検出された。

　下顎骨が頭骨からはずれ、口を大きく開いたような位置関係で検出された。全身の骨が解剖学的

位置を保って出土していることから改葬されていないことは明らかであるが、軟部組織がついた状

態でこのように大きく顎が開かれることはありえない。従って、下顎骨は、埋葬後の腐食過程で頭

骨から脱落したものと考えられる。このような脱落が生じるためには、土坑内には空間が存在しな

ければならず、例えば木の棺のようなものに納められて、土坑に埋葬されていた可能性がある。た

だし、発掘時には棺材を示唆するものは認識できなかったということである。仮に、このような棺

を想定する場合、その形状は土坑の形状から方形であったと思われる。足部の骨が、足部を背屈

し、脛骨に重なったように検出されたことは、足部がつま先を上にして立てた状態（例えば棺の壁

に足底をつけた状態など）で納棺されていたと考えると理解しやすい。

人骨の所見

　性別は、寛骨の大坐骨切痕の角度が小さいこと、四肢骨の骨体がしっかりしており、関節部のサ

イズが比較的大きいこと、全体的なサイズ、および頭骨の諸特徴などから、男性と推測される。

　年齢は、寛骨では保存状態により判定が難しい。歯の萌出ならびに咬耗に注目すると、上下顎と

も第三大臼歯は完全に萌出しているが、歯の咬耗はそれほど強くない。Lovejoy（1985）に基づく咬

耗度のスコアは、上下顎ともにＥまたはＦとなり、年齢はおおよそ20代後半～30代前半と推定され

る。四肢骨の骨端は観察できる部位はすべて癒合しており、かつ、椎骨の骨棘など加齢に伴う変形

も認められないことから、体の形態特徴からも比較的若い成人個体と推測される。頭骨縫合線でも

内板はかなり閉じているが、外板はあまり閉じていないことも、以上の観察結果と矛盾しない。

　頭骨の頭蓋長幅示数は、79.3であり、中頭である。上顎切歯部が破損しているため正確な上顔高
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は計測できないが、推定で計測するとコルマン顔示数は、約73.1前後となり低顔である。ウィル

ヒョウ顔示数は87.4であり、中顔である。切歯部が上顎破損消失しているが、歯槽性突顎の傾向が

やや認められる。四肢骨も適度にしっかりしており、男性的な特徴が随所に認められる。前腕の橈

骨、尺骨は骨間縁が発達している。大腿骨の最大長は412㎜（右）であり、この最大長から身長を推

定すると、Peasonの式では158.8㎝、藤井の式では156.7㎝ となる。中世の男性人骨としては、やや

小柄である。

　下顎骨は、下顎体はしっかりしているが下顎枝がややきゃしゃで、切歯部の歯並びがやや悪い。

歯石の付着も認められるが、虫歯の痕跡はない。

　　　　　図版113　５号土坑墓出土人骨の頭骨

・６号土坑墓（121KSK）

出土状況と出土部位

　幼児の頭骨と、断片的な四肢骨がわずかに出土している。頭骨は、つぶれているが概ね仰向け

だったことが見て取れる。脚は、股を開いて軽く曲げた姿勢であり、仰臥屈肢の姿勢であったこと

がうかがわれる。上肢を伸展していたかどうかは、はっきりとわからない。

人骨の所見

　骨はいずれも著しく劣化しており、形態的な特徴はほぼ観察できない。顎および歯もかなり破損

消失しているが、左下顎第一大臼歯が萌出しかけていることが確認されるため、おおむね６歳ごろ

の幼児と推定される。性別は不明である。

まとめ

　小堀原遺跡から検出された６基土坑墓のうち、改葬された形跡を伴うものは２号土坑墓のみであ

る。保存状態が悪く、判断の難しいものもあるが、ほかは解剖学的位置を保って人骨が検出されて

いる。２号土坑墓では、骨は焼かれて砕片化しており、正確な個体数等の情報を得ることは難しい
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が、上述のとおり成人１体が埋葬されている可能性があり、それが正しければ、土坑墓にはいずれ

も１体の人骨が埋葬されていたことになる。内訳は、成人２体、乳幼児４体（うち１体は既報告）

となり、改葬された２号以外は全て仰臥屈肢姿勢である。土坑からは、棺材と推測される炭が検出

された例もあったが、そうした棺材が検出されなかった５号墓でも、骨の検出状況からは方形の棺

に納められていた可能性が考えられる。
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　　　第169図　２号土坑墓焼骨検出過程（検出面５）
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　第51表-１　小堀原遺跡２号土坑墓の焼骨

色　調変形の有無部　位取上げ番号

黒褐色無手中節骨1

灰褐色無骨片2

灰褐色無骨片3

骨片4

灰白色表面にヒビ骨片5

灰色無四肢骨片6

7

灰色骨細片8

赤褐色、黒褐色無頭骨片、骨片9

黒褐色無肩甲骨片（右）10

11

灰白色骨細片12

灰白色骨細片13

灰白色骨細片14

灰白色骨細片15

灰～黒色無骨細片16

黒褐色無橈骨片17

灰～黒色骨細片18

灰～黒色無頭骨小片19

赤褐～黒褐色無骨片20

黒褐色骨片21

赤褐色無手基節骨22

23

灰～黒色骨細片24

灰～黒色骨細片25

白～灰褐色表面にヒビ頭骨片26

灰～黒色骨細片27

灰～黒色骨細片28

灰～黒色骨細片29

30

白～灰褐色骨細片31

灰～灰白色表面にヒビ骨片32

白～灰褐色骨細片33

灰～黒色骨細片34

35

36

灰～灰白色表面にヒビ骨片37

赤褐色無骨片38

灰白色骨片39

赤褐色無中手骨40

赤褐色無四肢骨片41

灰白色表面にヒビ四肢骨片42

赤褐色無四肢骨片43

赤褐色無骨細片44

赤褐色無四肢骨片、椎骨片45

赤褐色骨細片46

47

赤褐色骨細片48

赤褐色骨細片49

灰色骨細片50

灰色骨細片51

52

灰褐色骨細片53

赤褐色無骨片54

灰褐色無骨片55

灰白色表面にヒビ骨片56

灰白色表面にヒビ四肢骨片57

灰白色骨片58

赤褐色無四肢骨片59

灰色無四肢骨片60

灰白色表面にヒビ四肢骨片61

灰色無四肢骨片62

灰褐色骨細片63

灰白色表面にヒビ骨片64

灰白色表面にヒビ大腿骨頭？65

赤褐色無頭骨片66

灰褐色骨細片67

色　調変形の有無部　位取上げ番号

灰褐色骨細片68

灰褐色骨細片69

灰褐色骨細片70

灰褐色骨細片71

灰褐色骨細片72

灰褐色表面にヒビ下肢骨片、骨片73

灰褐色骨細片74

灰褐色骨細片75

灰褐色骨細片76

灰褐色骨細片77

赤褐色無四肢骨片78

灰褐色骨細片79

赤褐色無四肢骨片80

赤褐色無四肢骨片81

赤褐色無四肢骨片82

赤褐色無四肢骨片83

赤褐色無四肢骨片84

赤褐色骨片85

赤褐色無四肢骨片86

赤褐色無中足骨片87

灰褐色骨片88

灰褐色骨片89

灰褐色骨片90

灰白色表面にヒビ骨細片91

灰白～赤褐色表面にヒビ下顎骨片92

灰白色骨細片93

灰白色骨細片94

灰白色骨細片95

赤褐色無骨片96

赤褐色無右膝蓋骨（男性？）97

赤褐色無四肢骨片98

赤褐色無上腕骨片？99

赤褐色無骨片100

灰褐色骨片101

灰褐色骨片102

赤褐色無骨片103

赤褐色無骨片104

赤褐色無骨片105

赤褐色無骨片106

赤褐色無骨片107

赤褐色無骨片108

灰白色骨細片109

灰白色骨細片110

灰褐色表面にヒビ四肢骨片111

灰白色骨細片112

赤褐色無頭骨片113

灰白色骨片114

灰白色骨片115

灰白～赤褐色骨片116

灰白色骨細片117

灰白色骨細片118

赤褐色無骨片119

赤褐色無骨片120

灰白～赤褐色表面にヒビ四肢骨片、椎骨片121

灰白色骨細片122

赤褐色無足根骨（内側楔状骨）123

124

灰白～赤褐色表面にヒビ四肢骨片125

灰白～赤褐色表面にヒビ四肢骨片126

灰白～赤褐色表面にヒビ頭骨片127

灰白～赤褐色表面にヒビ頭骨片128

赤褐色骨細片129

灰白～赤褐色表面にヒビ頭骨片130

灰白～赤褐色骨片131

灰白～赤褐色骨片132

灰白～赤褐色四肢骨片133

灰白～赤褐色表面にヒビ寛骨片134
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　第51表-２　小堀原遺跡２号土坑墓の焼骨

色　調変形の有無部　位取上げ番号

灰白～赤褐色表面にヒビ骨片135

赤褐色骨片136

赤褐色無寛骨片137

灰白色骨片138

赤褐色無足根骨（舟状骨）139

赤褐色無寛骨片140

赤褐色無四肢骨片141

赤褐色骨細片142

灰白色骨片143

灰白色表面にヒビ骨片144

赤褐色無腓骨片145

灰白～赤褐色表面にヒビ四肢骨片146

赤褐色無大腿骨片147

赤褐色骨細片148

赤褐色骨細片149

赤褐色骨細片150

赤褐色無四肢骨片151

灰白～赤褐色表面にヒビ四肢骨片（大腿骨or脛骨）152

赤褐色無四肢骨片（大腿骨or脛骨）153

赤褐色無頭骨片154

灰白色骨片155

灰白色表面にヒビ頭骨片（左眼窩上縁部）156

赤褐色骨細片157

赤褐色無橈骨片158

赤褐色無左手第１基節骨159

赤褐色頭骨片160

赤褐色骨細片161

赤褐色骨細片162

赤褐色骨細片163

赤褐色骨細片164

赤褐色骨細片165

赤褐色無頭骨片166

赤褐色骨細片167

赤褐色骨細片168

赤褐色骨細片169

赤褐色骨細片170

灰褐色椎骨片171

灰褐色骨片172

赤褐色無四肢骨片173

灰褐色骨片174

灰褐色骨片175

赤褐色無左肩甲骨片（関節部）176

灰褐色骨片177

赤褐色無中足骨片178

赤褐色無脛骨片179

赤褐色無脛骨片180

灰褐色肩甲骨片181

灰褐色骨片182

赤褐色骨細片183

赤褐色骨片184

赤褐色無右距骨（男性）185

赤褐色骨片186

赤褐色無尺骨片？187

灰褐色骨片188

灰褐色骨片189

灰褐色骨片190

灰褐色骨片191

灰褐色骨片192

灰褐色骨片193

灰褐色骨片194

灰褐色骨片195

赤褐色無腓骨片196

灰褐色骨細片197

灰褐色骨細片198

灰褐色骨細片199

赤褐色無四肢骨片200

色　調変形の有無部　位取上げ番号

灰褐色骨細片201

赤褐色骨細片202

灰白色肋骨片203

灰白色骨細片204

赤褐色骨片205

赤褐色骨片206

赤褐色骨片207

赤褐色無四肢骨片（腓骨？）208

赤褐色無左鎖骨片209

赤褐色骨片210

赤褐色骨片211

赤褐色骨片212

灰褐色表面にヒビ頭骨片213

灰褐色表面にヒビ頭骨片214

赤褐色骨片215

赤褐色無椎骨片216

赤褐色骨片217

赤褐色骨片218

赤褐色骨片219

赤褐色骨片220

赤褐色無大腿骨片221

赤褐色無右尺骨近位部（男性）222

灰白色骨細片223

赤褐色骨片224

赤褐色骨片225

赤褐色骨片226

赤褐色無橈骨片227

灰～赤褐色表面にヒビ脛骨片228

灰～赤褐色表面にヒビ頭骨片229

赤褐色無左上腕骨遠位部（男性）230

赤褐色骨片231

赤褐色骨片232

赤褐色骨片233

赤褐色骨片234

赤褐色骨片235

赤褐色骨片236

赤褐色骨片237

赤褐色骨片238

赤褐色骨片239

灰白色表面にヒビ骨片240

赤褐色骨片241

赤褐色無左膝蓋骨片（男性）242

赤褐色骨細片243

赤褐色骨細片244

赤褐色骨細片245

赤褐色骨細片246

赤褐色骨細片247

赤褐色骨細片248

赤褐色骨細片249

赤褐色骨細片250

灰褐色骨細片251

灰褐色骨細片252

灰褐色骨細片253

灰褐色骨細片254

赤褐色無頭骨片255

赤褐色無頭骨片256

灰褐色骨細片257

灰褐色骨細片258

灰褐色骨細片259

灰褐色骨細片260

赤褐色無肋骨片261

灰～赤褐色表面にヒビ四肢骨片262

赤褐色骨片263

赤褐色骨片264

赤褐色骨片265

赤褐色骨片266
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　第51表-３　小堀原遺跡２号土坑墓の焼骨

色　調変形の有無部　位取上げ番号

赤褐色骨片267

赤褐色骨片268

赤褐色無頭骨片269

灰褐色骨細片270

灰褐色骨片271

灰褐色骨片272

灰褐色骨片273

赤褐色無四肢骨片274

赤褐色無四肢骨片275

灰褐色無肋骨片276

赤褐色無中手骨片277

灰白色表面にヒビ左上顎骨片278

赤褐色無四肢骨片279

赤褐色骨片280

赤褐色骨片281

赤褐色骨片282

赤褐色無脛骨片？283

赤褐色骨片284

赤褐色骨片285

赤褐色骨片286

赤褐色無中手骨片287

灰褐色骨細片288

灰褐色骨細片289

灰褐色骨細片290

赤褐色骨片291

赤褐色無左尺骨遠位部292

赤褐色無肋骨片293

赤褐色無左距骨片294

赤褐色骨片295

赤褐色無足根骨片？296

赤褐色無腓骨片？297

灰褐色骨片298

灰褐色骨片299

灰褐色骨片300

赤褐色無四肢骨片301

赤褐色無中手骨片302

灰褐色鎖骨片303

灰褐色骨細片304

灰褐色骨細片305

赤褐色骨片306

赤褐色骨片307

赤褐色骨片308

赤褐色骨片309

赤褐色骨片310

赤褐色無手基節骨片311

赤褐色骨片312

赤褐色無肋骨片313

赤褐色無中手骨片314

赤褐色無四肢骨片（大腿骨or脛骨）315

赤褐色骨片316

赤褐色骨片317

赤褐色骨片318

赤褐色骨片319

赤褐色無四肢骨片（大腿骨？）320

赤褐色無中足骨片321

赤褐色骨片322

赤褐色骨片323

灰～赤褐色表面にヒビ頭骨片324

赤褐色骨片325

赤褐色骨片326

赤褐色無四肢骨片（大腿骨？）327

灰～赤褐色表面にヒビ頭骨片328

赤褐色無中手骨片329

色　調変形の有無部　位取上げ番号

灰～赤褐色表面にヒビ頭骨片330

灰褐色骨細片331

灰褐色骨細片332

灰褐色骨細片333

灰褐色骨細片334

灰褐色骨細片335

灰褐色骨細片336

灰褐色骨細片337

灰褐色骨細片338

灰褐色骨細片339

灰褐色骨細片340

灰褐色骨細片341

灰褐色骨細片342

灰褐色骨細片343

灰褐色骨細片344

灰褐色骨細片345

灰褐色骨細片346

灰褐色骨細片347

赤褐色無中手骨片348

灰褐色表面にヒビ四肢骨片349

赤褐色無骨片350

灰褐色骨片351

灰褐色骨片352

灰褐色骨片353

灰褐色骨片354

灰褐色骨片355

赤褐色無左有頭骨356

赤褐色無橈骨片357

灰褐色骨細片358

灰褐色骨細片359

灰褐色骨細片360

灰色骨片361

灰色骨片362

赤褐色無四肢骨片363

赤褐色無肋骨片364

灰～赤褐色表面にヒビ四肢骨片365

灰～赤褐色表面にヒビ中手骨片366

赤褐色無鎖骨片？367

368

灰褐色骨細片369

灰褐色骨細片370

灰褐色骨片371

灰褐色骨片372

灰褐色骨細片373

灰褐色骨細片374

赤褐色無四肢骨片（大腿骨？）375

赤褐色無手基節骨376

灰褐色頭骨片、椎骨片、肩甲骨片380

灰褐色大腿骨片381

灰褐色右橈骨片382

灰褐色大腿骨片、寛骨片、骨片383

赤褐色無手根骨、足根骨４層西側

赤褐色無手基節骨片東側

灰褐～赤褐色
頭骨片、橈骨片、椎骨片、尺骨
片、肋骨片、大腿骨片、骨片

A

灰褐～赤褐色

頭骨片、左上顎骨片、左下顎
骨片、足根骨片、中足骨片、
大腿骨片、寛骨片、中手骨
片、骨片

B

灰褐～赤褐色
頭骨片、下顎骨片、橈骨片、
上腕骨片、中手骨片、中足骨
片、指骨片、骨片

C

灰褐～赤褐色
大腿骨片、脛骨片、上腕骨片、
左橈骨片、右尺骨片、骨片

D

2013.5　ｇ重量合計
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第２節　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集された脊椎動物遺体

樋泉岳二（早稲田大学）

　沖縄県北谷町の海岸平野に立地する小堀原遺跡は沖縄貝塚時代後期から近現代にいたる重層遺跡

である。本遺跡では、1999～2001年度に行われた試掘調査（東門・島袋ほか2009）に続き、2008～

2009年度に実施された本調査において、貝塚時代後期～近現代の層準より脊椎動物遺体（骨類）が

出土した。ここではこれらの骨類の同定結果を記載し、その特徴について述べる。なお試掘調査時

の出土骨の詳細については樋泉（2009）を参照されたい。

１．資料と方法

　分析資料はすべて発掘現場において手で拾い上げられたもの（ピックアップ資料）である。骨類

を出土した層準・年代は、下位からⅥ層（貝塚時代後期）、Ⅳ層（グスク時代）、Ⅱ層（近代）、Ⅰ

層（現代）で、Ⅵ層については出土土器の平面的な分布傾向に基づいて、ａ区（浜屋原式期前後）、

ｂ区（大当原式期）、ｃ区（くびれ平底土器主体）に区分されている。

　分析方法は、基本的に伊礼原遺跡の方法（樋泉2007）を踏襲した。なお哺乳類の四肢骨について

は、骨幹の全周を残さない破片は原則として同定対象から除外した。遺体の予備的な同定、データ

の集計作業は北谷町教育委員会の島袋春美氏によって行われ、筆者（樋泉）が同定結果の確認およ

び最終的な図表の編集を行った。以下の記述はそのデータに基づくものである。 

２．結果

　骨類の出土数

　同定結果を第52～57表に、また同定標本数（NISP）と最小個体数（MNI）による組成を第58表に示

した。同定対象となった資料数（NISP）はⅥ層で201点と最も多く、とくにｂ区が192点と大半を占

めており、他の地区ではｃ区および地区不明の資料が若干得られているのみである。他の層準の資

料数はⅥ層よりもはるかに少なく、Ⅳ層32点、Ⅱ層13点、Ⅰ層７点であった。

　試掘調査においても貝塚時代後期層準（Ⅳ層＝今回のⅥ層に相当）からの出土資料が大半を占め

ているが、出土数（NISP）は計934点で、今回の調査よりも発掘面積が狭いにも関わらず、出土数は

はるかに多い。このことから、試掘時の発掘区は本遺跡の中でもとくに骨の包含密度が高い地点に

相当していたものと推定される。

　Ⅵ層における脊椎動物遺体群の組成

　概要：出土資料の大半を占めるⅥ層ｂ区（大当原式期）における脊椎動物遺体全体の組成をみる

と（第58表・第171図）、イノシシが圧倒的に多く、魚類がこれに次ぐ。他にウミガメ類、イヌ、イ

ルカ類、クジラ類が確認された。また、H６グリッドからジュゴンが１点出土している。

　魚類：サメ類が多いが、これらはG７グリッドのSP738からまとまって検出されたもので、形態や

サイズが揃うことから、すべて同一個体のものと考えられる。他にハタ科、フエダイ科、フエフキ

ダイ科、アオブダイ属、ハリセンボン科が確認されているが、いずれも少数である（第52表）。

　爬虫類：ウミガメ類が１点確認されたのみである（第57表）。鳥類は確認されなかった。 

　哺乳類：イノシシが大部分を占める（第53～55表）。MNI（第58表）は、顎骨・歯では10、四肢骨
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では３で、顎骨が多い。すでに試掘において確認されているように（樋泉2009．以下「前報」とす

る）、本遺跡では一部の地区においてイノシシの顎骨が集中的な出土状況を示しているようであり、

部位組成における顎骨への偏りも、そうした特異な産状を反映したものと考えられる。イノシシの

年齢構成については、幼獣から成獣までが混在しているが、幼獣は少ない。イノシシ以外ではイ

ヌ、イルカ類、クジラ類、ジュゴンが確認された（第57表）。イヌはJ10グリッドから歯６点が、ま

たイルカ類はH９グリッドから頭蓋吻部２点（同一個体）、L10グリッドから椎骨７点が、それぞれ

まとまって検出されている。

　Ⅳ層～Ⅰ層における脊椎動物遺体群の組成

　グスク時代のⅣ層ではウシが15点と最も多く、イノシシ12点、魚類４点、クジラ類１点であった

（第58表）。ウシの大半は顎骨と歯であり、とくにF12グリッドでは２個体分の下顎骨がまとまって

検出されている。

　近現代のⅡ層～Ⅰ層では出土数が少ないが、イノシシ類がやや多く、他にイヌ、ウシ、ウマ、ク

ジラ類が確認された。魚骨は確認されなかった。イノシシ類には明らかにブタと判定される資料が

含まれており、その他の資料についてもブタの可能性が高い。大部分は四肢骨であり、頭骨ではⅡ

層から下顎骨１点が得られたのみであった。

３．考察

　Ⅵ層における骨類の分布状況

　Ⅵ層ｂ区における骨類のグリッド別出土数を第172図に示した。出土骨の大部分を占めるイノシ

シの分布状況をみると、G９～I９およびH10～J10の各グリッドからの出土資料が多く、この範囲は

試掘時にイノシシ遺体が多産した６トレンチおよび５トレンチ北５m～南20mとも重複している。こ

のことから、Ⅵ層におけるイノシシ遺体は、河川の湾曲部にむかって突出した岬状の微高地に集中

的に分布していたと推定される（第173図）。

　また試掘時の出土資料では、６トレンチや５トレンチ南５～10ｍのⅣ層c（白色砂）においてイ

ノシシの顎骨・歯が多産する傾向が認められ、顎骨をまとめて廃棄または安置・埋納するような行

為が行われていた可能性が指摘されたが、今回の資料でもG9グリッドやH10グリッドで下顎骨・歯の

占める割合がとくに高いことが確認された。

　イノシシ以外についても、魚骨は河川沿いのG７～G10、H９～H10グリッドのみで出土しており、

試掘時に５トレンチ北５m～南５mで認められた魚骨のまとまりと重複する。ウミガメ・海獣類は、

少数ではあるがH７・H９グリッドにまとまっており、隣接するH６グリッドからはジュゴンも出土し

ている。

　このように、本遺跡の貝塚時代後期層準における骨類の出土状況には、種類や部位による分布の

偏りがみられる点が特徴である。この点については前報でもすでに指摘したが、今回の分析でもこ

の所見を追認する結果が得られた。

　Ⅵ層における脊椎動物遺体群の組成の特徴

　前報では、本遺跡の脊椎動物遺体群の特徴として、(1)イノシシが圧倒的に多く魚骨が少ない点

で、沖縄貝塚時代遺跡における一般的様相（樋泉2002）とは明らかに傾向が異なっており、近隣の

伊礼原Ｄ遺跡（第４トレンチ東側）との類似性が高いこと、(2) 本遺跡や伊礼原Ｄ遺跡は、全体的

な生活空間の中で、一部の限られた活動（動物利用に関しては主にイノシシ狩猟）に関わる「場」

として利用されていた可能性があること、(3) イノシシの顎への集中傾向は本遺跡に固有の特徴で
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あり、本遺跡では単なるイノシシの解体作業などにとどまらず、祭祀・儀礼などに関わる行為が行

われていた可能性があることを指摘した。今回のⅥ層における脊椎動物遺体群の組成も、基本的に

は試掘時の資料と同様であり、前報での所見を追認するものといえる。

　謝辞：分析作業に際しては、山城安生氏・島袋春美氏・松原哲志氏ほか北谷町教育委員会の皆様、

西本豊弘氏（国立歴史民俗博物館）より多大なるご教示・ご協力を賜った。記して厚く御礼申し上

げる。
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　第52表　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集された魚類遺体の同定結果

計測(mm)数左右部位種類
標本
番号

取上
番号

台帳
番号

遺構
グリッ
ド

年代
地区
（Ⅵ層）

層準

1歯骨ハリセンボン科9451924－I9グスク－Ⅳ上

1椎骨フエフキダイ科256435390
SP729内G7

グスク－Ⅳ

1椎骨フエフキダイ科267185365

３点接合1?前上顎骨／歯骨

フグ科6811910

－I8 フグ科90
772479

フグ科91

同一個体．
横径12±

1椎骨サメ類15515448

SP738

G7

大当原b
Ⅵ

1椎骨サメ類15625449

1椎骨サメ類15735450

1椎骨サメ類280125434

SP738－2
1椎骨サメ類279135435

1椎骨サメ類278145436

1椎骨サメ類277155437

1椎骨サメ類276165438
SP738－3

1椎骨サメ類281175439

歯列面幅10.01下咽頭骨アオブダイ属24884985SP621内G8

1椎骨ハタ科8212360SP12G9

1R主上顎骨フエフキダイ科346－453－G10

1L歯骨フエダイ科318－422
－H9

エナメル面幅22.81歯骨ハリセンボン科8322361

1歯骨ハリセンボン科8422362－H10

1前上顎骨／歯骨ハリセンボン科168－1008－?貝塚後期?

1前上顎骨／歯骨ハリセンボン科340－－－???不明
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第53表-1　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集されたイノシシ遺体（顎骨・歯を除く）の同定結果

＊顎骨・歯は表3・表4参照．残存位置凡例： w完存，p近位端，s骨幹，d遠位端，fr 破片．(p-)・(d-)は骨端未癒合脱落，〈p-〉・

〈d-〉は骨端のみ欠損．

備考
計測
(mm)

数左右残存位置*部位
標本
番号

取上
番号

台帳
番号

遺構グリッド年代
地区
（Ⅵ層）

層準

幼獣1L<p－>－<d>上腕骨23175111－H6

現代－Ⅰ
ブタ1Lw尺骨10952837SX75J7

ブタ1Rfr尺骨3031625－－

幼獣1L寛骨3641895－－

1?基節骨3861675SD6G5

近代－Ⅱ

1?基節骨3961963SD6G5

2Rd脛骨399－6210－J4c/J5a

ブタ1Rw尺骨+橈骨217113343－J7

1R<d－>上腕骨5755467SD6－

1L(d－)橈骨612477－－

1?p肋骨2054941－－

1Rd上腕骨392－6076－F12

グスク－Ⅳ

1?中節骨13011818SD43H10

1?側頭骨79161536－I12

1－椎骨106121565SD16J8

1?基節骨7241561－J10

焼SD9.61Ls橈骨295－136－H3
貝塚後期
後半？

c

Ⅵ

焼1Rp尺骨351－135－H4

焼1L肩甲骨303－121－I4

1R<d－>大腿骨342－
479－G8

大当原b

1L s脛骨341－

1L踵骨403－782－G8－9

SD13.01Lw大腿骨293－86－G9

1－fr頸椎198－
418－G10

1L(d－)脛骨196－

1?fr頭骨311－292－

H9

1L<d－>肩甲骨323－407－

1L<d－>大腿骨302－421－

幼獣1－fr環椎312－422－

1Ls脛骨322－428－

1?s脛骨387－1008－

1Rp脛骨412－337－

H10

焼1R(p－)橈骨306－382－

1L寛骨臼寛骨305－382－

1Rd上腕骨296－405－

1Ls尺骨324－416－

SD12.91Rs脛骨349－452－

1－環椎426－1009－

1?基節骨427－

SD14.91Rs大腿骨338－－－

1R距骨425－6237－H12b

1Rs脛骨330－658－

I9

焼1L距骨437－1134－

焼1L(p－)橈骨344－－－

SD13.51Rs橈骨331－－－

1?s脛骨339－－－

焼1L第4中手骨294－378－

I10

1R前頭骨383－

681－
同一個体

1L涙骨382－

1R涙骨381－

1Ld肩甲骨173－

1?fr大腿骨172－

1Rp－s尺骨372－682－

1Lp尺骨297－683－

1Rd大腿骨184－686－

1?肋骨160－687－

SD14.41Rw上腕骨190－689－

1Ls大腿骨287－692－

1Lfr脛骨199－697－

SD12.21Rw橈骨182－
698－

1Rs尺骨181－

1L肩甲骨183－699－

1R距骨162－1033－

1Ld肩甲骨408－1135－

1?d中手/中足骨406－
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第53表-2　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集されたイノシシ遺体（顎骨・歯を除く）の同定結果

第54表　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集されたイノシシの上顎骨・遊離歯の同定結果

　＊顎骨・歯以外のイノシシ資料は表２を参照．咬耗状態の記載方法は金子（1996）に従った．

備考
計測
(mm)

数左右残存位置*部位
標本
番号

取上
番号

台帳
番号

遺構グリッド年代
地区
（Ⅵ層）

層準

1?d中手/中足骨436－

1136－
I10

大当原b
Ⅵ

1?基節骨432－

1?基節骨433－

1?末節骨434－

1Rp尺骨414－1138－

SD10.41L(p－)－(d－)上腕骨417－6191－J9

1L(d－)橈骨350－
615－

J10

焼1?手根骨378－

1Rd肩甲骨352－616－

1Rp橈骨357－617－

1Rs尺骨386－627－

焼1Lp橈骨384－
628－

焼1?手根骨385－

1L<p－>－s脛骨358－66589KSKK11

SD11.81R<d－>上腕骨335－

516－L11 SD11.81Ls－<d－>大腿骨336－

SD11.41Rs脛骨333－

1R踵骨117134580SP63H6貝塚後期?

1R<d－>上腕骨197不明???－不明

備考咬耗状態*数左右歯種
標本
番号

取上
番号

台帳
番号

遺構グリッド年代
地区
（Ⅵ層）

層準

b-.-欠1R上顎M3206-481-G9

大当原b

Ⅵ

f++.++1R上顎M2309-

292-

H9

g++.++.+1L上顎M3308-

g++.++.+1R上顎M3310-

1R上顎I1317-

422-

1R上顎C313-

幼獣1R上顎dm1315-

幼獣1R上顎dm2316-

1R上顎P314-

1R上顎P4438-

1134-I9
h+++.+++1L上顎M1442-

f++.++1R上顎M1444-

b-.-.-1R上顎M3440-

オス1L上顎C174-

681-

I10

同一個体
d+.+1R上顎M2179-

d-.+.+1R上顎M3179-

1L上顎I1371-

682-
1L上顎I2371-

f++.++1L上顎M1369-

c+.-1R上顎M1368-

1L上顎I1411-

1135-

1R上顎I1410-

1？上顎I409-

オス1L上顎C407-

破片1R上顎M3404-

b-.-.-1L上顎M3413-1138-

1L上顎P4431-

856-I11
f++.++1L上顎M1430-

e++.+1L上顎M2429-

c+.-.-1L上顎M3428-

e++.+1L上顎M227164693SP772J10

ｇ++.++.+1R上顎M324081846-H6貝塚後期?

d+.+1R上顎M2354-
ｺﾝno53-?貝塚後期?

b-.-.-1R上顎M3-
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第55表-1　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集されたイノシシの下顎骨・遊離歯の同定結果

＊顎骨・歯以外のイノシシ資料は表２を参照．咬耗状態の記載方法は金子（1996）に従った．顎骨の[  ]は残存範囲，xは脱落歯．

備考咬耗状態 *数左右歯種／残存位置 *部位
標本
番号

取上
番号

台帳
番号

遺構グリッド年代
地区
（Ⅵ層）

層準

1L+R連合部下顎骨55331836--近代-Ⅱ

1L[P3×.P4.M1.M2×]下顎骨398-6054113KSZE10ｄ

グスク-Ⅵ上 オス1L下顎C191
-73-G8

オス1？下顎C192

1R下顎I225375467SP660-2
I8グスク-Ⅳ下

f++.++1R下顎M122542713SP397

オス1L下顎C289-36-I5
グスク-Ⅳ

1L下顎M2395-6130233KSK-

f++.++1L下顎M1195-

297-

G9

大当原bⅥ

b-.-1L下顎M2194-

b-.-欠1L下顎M3193-

h++.++.++1L下顎dm3200-

425-
1R下顎P4201-

b-.-1L下顎M1202-

b-.-1L下顎M2203-

b-.-.-1L下顎M3205-481-

h++.++.++1L下顎dm3359-

664-
H9

b-.-1L下顎M1360-

b-.-1L下顎M2361-

e+.+.+1R下顎M3167-1008-

1L下顎P4290-

310-

H10

h+++.+++1R下顎M1291-

f++.++1L下顎M2292-

1L下顎P3379-
358-

1L下顎P4380-

d(+).(+)1R下顎M1307-382-

e++.+1R下顎M1320-

419- f++.++1R下顎M1321-

b-.-.-1R下顎M3319-

同一個体．
オス

ｆM1++.++ 1L[I1.I2C.P.P3.P4.M1.M2×]下顎骨288-

429- f
d

M1++.++
M2+.+

1R[I1.I2C.P.P3.P4.M1.M2]下顎骨288-

メス1R下顎C347-

452-
1R下顎I1348-

1R下顎i2389-

1R下顎I2388-

1R下顎P3325-

554

-I9

1R下顎P4326-

f++.++1R下顎M1328-

d+.+1R下顎M2327-

b-.-.-1L下顎M3329-

1R下顎P2443-

1134 h+++.+++1R下顎M1442-

f++.++1L下顎M2440-

同一個体．
オス

1L[I1.I2.I3×C.P1×.P2.P3.P4]下顎骨178-

681-

I10

1R[I1.I2×.I3×C.P1×.P2.P3.P4]下顎骨178-

h+++.+++1R下顎M1180-

f++.++1L下顎M2176-

d+.+.-1L下顎M3175-

1Rfr下顎骨177-

1L+R連合部fr下顎骨377-

682-

同一個体
1R下顎I1371-

1R下顎I2371-

同一個体．
オス

f
f
d

M1++.++
M2+.+
M3+.+.-

1L
[C.P1×.P2×.P3×.P4×

.M1.M2.M3]
下顎骨365-

f
f
d

M1++.++
M2++.++
M3+.+.-

1R[M1.M2.M3]下顎骨366-

f
f
d

M1++.++
M2++.++
M3+.+.-

1L[M1.M2.M3]下顎骨367-

メス1R下顎C370-

1L関節突起下顎骨375-

1R関節突起下顎骨376-

b-.-1R下顎M2204-634-
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第55表-2　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集されたイノシシの下顎骨・遊離歯の同定結果

第56表　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集されたウシ・ウマ遺体の同定結果

備考咬耗状態 *数左右歯種／残存位置 *部位
標本
番号

取上
番号

台帳
番号

遺構グリッド年代
地区
（Ⅵ層）

層準

1L下顎P4301-

683-

I10

大当原bⅥ

f++.++1L下顎M1300-

b-.-1L下顎M2299-

b-.-欠1R下顎M3298-

1R下顎I1185-

687-

h++.++.++1R下顎dm3161-

1？下顎P187-

1R下顎P4186-

b-.-1R下顎M1188-

b-.-1R下顎M2189-

1Lfr下顎骨405-1135-

f++.++1R下顎M2433-1136-

f++.++1L下顎M2332-620-

J10
c+.-.-1L下顎M3353-622-

c+.-.-1L下顎M3356-629-

1?下顎角下顎骨27451559SP771

メス1L下顎C401-6116-K10

b-.-.-1R下顎M3402-6116-K10ｄ

f++.++1L下顎M1170-

1012?

??-不明

f++.++1R下顎M2171-

b-.-.-1L下顎M3169-

1R下顎P2374-

不明?
1R下顎P3374-

b-.-1R下顎M2163-

破片1R下顎M3164-

備考数左右歯種／残存位置 *部位
標本
番号

取上
番号

台帳
番号

遺構グリッド年代層準種類

1R下顎M28512379SD9I12現代Ⅰ

ウシ

1?基節骨4311722SD6G5

近代Ⅱ

1?fr臼歯6081849SD4J8/9

1R下顎M142121708SD6南K8

1?fr臼歯7

21561
-?

1?fr臼歯8

1?fr臼歯9

1?fr臼歯5661833

1L[P2.P3.P4.M1.M2.M3]下顎骨391-

6076118KSDF12

グスクⅣ

1L[M1×M2.M3]下顎骨393-

1R下顎M3415-

1R上顎M1/M241610116010-G9

1?fr臼歯92132493-H7

1R上顎M17161940-
I8

1R上顎M228432483SP13

1L上顎M111822551-I9

1R上顎M18632385-J8

1L上顎M112314179SD13J8/9

1R下顎dm36421885-J10

1L上顎M623
1883-J11

1L上顎M633

1R上顎M112213040-
K7

1?fr臼歯21033123SP361

焼1?手根骨/足根骨3111626-K13

1R下顎P454331818-?

1L下顎M3255195282-?近代Ⅱウマ

1?p肋骨418-6186-M9現代Ⅰウシ／ウマ
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第57表　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集されたその他の脊椎動物遺体の同定結果

第58表　小堀原遺跡2008～2009年度調査で採集された脊椎動物遺体の組成

備考数LR残存位置部位
標本
番号

取上
番号

台帳
番号

遺構グリッド年代
地区
（Ⅵ層）

層準種類

1?腹甲板266135276SP315内G7大当原bⅥウミガメ

水洗選別資料1L下顎切歯--ﾌﾛ1882号掘立柱建物SP733G7

グスク-Ⅳネズミ科

水洗選別資料1m脛骨--ﾌﾛ189SP634

H8

水洗選別資料1L下顎切歯--ﾌﾛ1907号掘立柱建物SP640

水洗選別資料1R下顎切歯--ﾌﾛ1867号掘立柱建物SP640

水洗選別資料．ネズミ亜科4臼歯--ﾌﾛ1867号掘立柱建物SP640

水洗選別資料．ネズミ亜科2臼歯--ﾌﾛ181SP644

水洗選別資料．ネズミ亜科3臼歯--ﾌﾛ183SP644

水洗選別資料1L上顎切歯--

ﾌﾛ182
7号/8号掘立柱建物

SP648

水洗選別資料1R上顎切歯--

水洗選別資料2R下顎切歯--

水洗選別資料．ネズミ亜科1R下顎骨--

水洗選別資料．ネズミ亜科1臼歯--

水洗選別資料1Rd上腕骨--

1Ld橈骨4011692SX48J7
現代-Ⅰ

イヌ

1<p->-<d->橈骨1611566-?

1R上顎P4286-625
-

J10大当原bⅥ

1?上顎/下顎P207-

1L下顎C363-626

- 1L下顎M1364-

2?上顎/下顎乳切歯362-

1?切歯102102710SP53H6貝塚後期?Ⅵジュゴン

1椎骨2911602-?近代-Ⅱ

クジラ

1椎骨77472038-K10グスク-Ⅳ上

1椎骨97102609

SP18H7大当原bⅥ 1fr肋骨？13913732

1椎骨22223733

同一個体破片
1吻部頭蓋骨445-691-

H9

大当原bⅥイルカ

1吻部頭蓋骨446-692-

1椎骨396

30096117-L10a

1椎骨397

1椎骨419

1椎骨420

1椎骨421

1椎骨422

1椎骨423

MNINISP

種類
合計

Ⅵ層
Ⅳ層Ⅱ層Ⅰ層

合計

不明Ⅵ層
Ⅳ層Ⅱ層Ⅰ層

Ｈ6ｃ区ｂ区不明Ｈ6ｃ区ｂ区

貝塚
後期

くびれ
平底？

大当原グスク近代現代不明
貝塚
後期

貝塚
後期

くびれ
平底？

大当原グスク近代現代

1199サメ類

1111ハタ科

1111フエダイ科

211312フエフキダイ科

1111アオブダイ属

1111フグ科

21151121ハリセンボン科

900630021110015400魚類合計

1111ウミガメ

211862イヌ

<5>1<4>332130上顎骨/歯

イノシシ 1310218166771下顎骨/歯

<8><1>1<3><1><1>18211361583その他

5311181521ウシ

1111ウマ

－－－－－－－11ウシ/ウマ

1111ジュゴン

31115311クジラ

1199イルカ

362120943261833319232137合計
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　　第171図　小堀原遺跡2008～2009年度調査Ⅵ層b区出土脊椎動物遺体の組成

　　第172図　小堀原遺跡2008～2009年度調査Ⅵ層b区出土脊椎動物遺体のグリッド別出土数（NISP）
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第173図　Ⅵ層ｂ区におけるイノシシ遺体の集中範囲（第12図参照）
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　　　１．ハタ型椎骨　２．フエダイ科歯骨 （L）　３．フエフキダイ科主上顎骨 （R）　４．フエフキダイ科腹椎
　　　５．アオブダイ属下咽頭骨　６・７．ハリセンボン科前上顎骨/歯骨　８．フグ科前上顎骨/歯骨

　　　１．ウミガメ類腹甲板　２．クジラ類椎骨　３．クジラ類肋骨？　４．ジュゴン切歯　５．イルカ類椎骨
　　　６．イルカ類頭蓋骨吻部

図版114　脊椎動物遺体１（上：魚類　下：ウミガメ・ジュゴン・クジラ・イルカ）
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　　　１．涙骨　２．肋骨　３．肩甲骨 （R）　４．肩甲骨  （L）　５．上腕骨 （L）　６．尺骨 （R）　７・８．橈骨
　　　９．寛骨 （L）　１０．寛骨 （L．幼獣）　１１．大腿骨 （L）　１２．頸骨 （L）　１３．距骨 （R）　１４．基節骨
　　　１５．中節骨　１６．手根骨

図版115　脊椎動物遺体２（上：イノシシ顎骨・歯　下：イノシシ四肢骨）

　　　１･２．下顎骨 （L+R.オス）　３．下顎骨 （L.オス）　４．上顎骨 （R）　５．下顎C （メス）　６．上顎P
　　　７．上顎M1　８．下顎M2　９．上顎M3　１０．下顎C （メス）　１１．下顎C （オス）　１２．下顎P2･P3
　　　１３．下顎dm3　１４．下顎M1　１５．下顎M2　１６．下顎M3

第四章　第２節
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　　１．上顎M （L）　２～５．上顎M （R）　６．下顎dm３ （R）　７．下顎P４ （R）　８．下顎M１ （R）　９．下顎M２ （R）
　　１０．下顎M３ （R）　１１．下顎骨 （L）

　　１．ウシまたはウマ肋骨　２．ウシ上腕骨 （R）　３．ウシ基節骨　４．ウマ下顎M３ （L）　５．ブタ尺骨 （L）
　　６．ブタ尺骨 （R）　７．ブタ尺骨＋橈骨 （R）　８．イヌ下顎C （L）　９．イヌ上/下顎P　１０．イヌ下顎M１ （L）
 　　１１．イヌ上顎P４ （R）　１２・１３．イヌ橈骨　１４．ネズミ科上顎切歯 （L）　１５．ネズミ科下顎切歯 （L）
 　　１６．ネズミ科上腕骨 （R）

図版116　脊椎動物遺体３　（上：ウシ顎骨・歯　下：ウシ四肢骨・ウマ・ブタ・イヌ・ネズミ）
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第３節　小堀原遺跡の貝塚時代後期層から出土した貝類遺体

黒住耐二（千葉県立中央博物館）

　小堀原（くむいばる）遺跡は、沖縄島中部西海岸の北谷町に位置する遺跡である。本遺跡では、

貝塚時代後期（弥生時代から古代併行期）以降のグスク時代や近世の貴重な遺物・遺構が確認され

ている（東門・島袋, 2009）。本遺跡の確認調査によって確認された貝類遺体に関しては、隣接した

様々な時代の遺跡（例えば国指定史跡の伊礼原遺跡等）と比較して、河口干潟のアラスジケマンが

貝塚時代後期に優占していたことを報告した（黒住, 2009）。今回、本遺跡の貝塚時代後期層から得

られた貝類遺体を検討させて頂くことができたので、ここに報告したい。

材料および方法

　小堀原遺跡の貝類遺体は、発掘中に取り上げられた（ピックアップ法；現場資料）ものであり、

土壌サンプルの水洗選別等で得られたものは含まれていない。得られた貝類遺体は、北谷町教育委

員会で、種の同定・出土部位とその状態（死殻等）・集計が行われ、報告者は大部分の標本の同定

を行った（第59表）。報告者の受け取った集計を、改変して詳細なものとして、第60表（ＣＤ収録）

に示した。この表には、貝塚時代後期層以外の撹乱部等のⅠ・Ⅱ層のデータは存在したが、本遺跡

で興味深いグスク時代の遺体に関しては、受け取った集計に全く含まれていなかったので、対象と

出来なかった。本遺跡の前回の発掘調査では、11･12世紀頃の掘立建物柱穴からも少量の貝類が確

認されており（東門・島袋, 2009；表11）、前回および今回報告の貝塚時代後期からグスク時代への

変遷の過程を実証できる点でも極めて興味深いものと考えられる。

　前述の第60表（ＣＤ収録）から対象とした貝塚時代後期のⅥ層の最少個体数（ＭＮＩ）を第63表

に示した。この表では、２つ以上のグリッドで集計されていたものは単一のグリッドのデータとあ

わせて単一のグリッドとして表記した。グリッドごとに集計したために、破片のみが得られたヤコ

ウガイ等の大形種では過大評価になっている可能性もある。シャコガイ類等の種まで同定できな

かったものは、同定された種にあわせて配分した。ただ種レベルで同定できていなかったイモガイ

類は、そのままとした。また、貝類利用を明らかにするために、焼け・製品の可能性のある孔を有

するもの・死殻・オカヤドカリ宿貝を明示し、これらの場合には破片も１個体としてカウントした。

　Ⅵ層の各グリッドは、出土した土器から本報告書で示されているように、陸側の浜屋原式期前後

のａ地区、砂洲の大当原式期のｂ地区、西側のくびれ平底土器期のｃ地区、川跡（Ｒと表記）およ

び時期の明示のなかった東側の地区（ｏと表記）に区分されており、浜屋原→大当原→くびれ平底

と所属時期が新しくなっている。

結果

　今回確認された貝類遺体の分類学的位置と生息場所類型を表１に示した。この表には、出土グ

リッド不明やⅠ・Ⅱ層出土の種も含めてある。その結果、少なくとも海産腹足類24科89種、淡水産

腹足類４科９種、陸産腹足類４科８種、海産二枚貝類21科58種の合計、116種が確認された。この種

数は、本遺跡の前回報告と類しており、やはり一部土壌サンプルの微小種を含んでいる伊礼原遺跡

（黒住, 2007）や伊礼原Ｄ遺跡（黒住, 2008）と比較して、少ないものであった。種組成でも、同じ

く海産貝類では、現在も沖縄島周辺に生息している種のみであり、分布域を大きく変化させたよう

な種は認められなかった。

地区ごとの出土状況

　今回の資料では地区ごとに大きな相違が認められたので、第61表に、地区ごとの出土状況をまと
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第59表　小堀原遺跡出土貝類とその生息場所類型

図版番号生息場所

　　腹足綱  Gastropoda

１Ⅰ-3-aHaliotis (Ovinotis) ovinaマナナゴミミガイ科 Haliotidae

Ｉ-2-aTurbo (Marmarostoma) stenogyrumコシダカサザエリュウテン科  

2,3Ⅰ-3-aTurbo (Marma.) angyrostomusチョウセンサザエ Turbinidae

４Ⅰ-4-aTurbo (Lunatia) marmoratusヤコウガイ

5,6Ⅱ-1-bLunella moniliformisカンギク

７Ⅰ-2-aTrochus (s.s.) maculatusニシキウズニシキウズ科  

Ⅰ-3-aTrochus (s.s.) stellatusムラサキウズ Trochidae

8Ⅰ-4-aTrochus (Tectus) pyramisギンタカハマ

9Ⅰ-4-aTrochus (Rochia) niloticusサラサバテイラ

10Ⅱ-1-bMondonta labioオキナワイシダタミ

11Ⅰ-1-bNerita (Thelyostyla) albicillaアマオブネアマオブネ科  

12Ⅱ-1-bNerita (Thelyostyla) squamulata マルアマオブネ Neritidae

13Ⅰ-1-bNerita (Thelyostyla) chamaeleonオオマルアマオブネ

14Ⅰ-1-cNerita (Ampninerita) politaニシキアマオブネ

Ⅲ-0-eClithon sowerbianusカノコガイ

15Ⅳ-5Clithon coronaイガカノコ

16Ⅲ-0-eNeritina (Vittina) turritaシマカノコ

17Ⅳ-6Neritodryas dubiaベニオカイシマキ

18Ⅳ-5Septaria porcellanaフネアマガイ

R-2Ⅳ-6Chipangopaludina chinensis laetaマルタニシタニシ科 Viviparidae

R-1Ⅴ-8Cyclophorus turgidusオキナワヤマタニシヤマタニシ科

19Ⅰ-2-cCerithium (s.s.) modulosumオニノツノガイオニノツノガイ科  

20Ⅲ-1-cCerithium (s.s.) coraliumコゲツノブエ Cerithiidae

Ⅰ-1-bClypeomorus  chemnitzianaクワノミカニモリ

21Ⅲ-１-cTerebralia partstrisマドモチウミニナヘナタリ科

Ⅱ-1-cBatillaria flectosiphonataリュウキュウウミニナウミニナ科

Ⅰ-0-aPlanaxis sulcatusゴマフニナゴマフニナ科

R-3Ⅳ-5,6Thiara scabraトウガタカワニナトウガタカワニナ科  

R-4Ⅳ-6Melanoides tuberculataヌノメカワニナ Thiaridae

R-5Ⅳ-6Stenomelania uniformisスグカワニナ

R-6Ⅳ-6Stenomelania plicariaヨシカワニナ

R-7Ⅳ-5,6Semisulcospira bensoniカワニナカワニナ科

25Ⅰ-2-cStrombus (Canarium) mutabilisムカシタモトスイショウガイ科  

Ⅰ-2-cStrombus (Canarium) microurceusヤサガタムカシタモト Strombidae

Ⅰ-2-cStrombus (Canarium) labiatusヒダトリガイ(フトスジムカシタモト)

22,23Ⅱ-1-cStrombus (Gibb.) g. gibbosusネジマガキカイ

24Ⅰ-2-cStrombus (Conomurex) luhuanusマガキガイ

26Ⅰ-2-cStrombus (Lentigo) lentiginosusイボソデガイ

Ⅰ-4-cStrombus (Tricornis) thersitesアツソデガイ

27Ⅰ-4-cStrombus (Tricornis) latissimuslゴホウラ

28,29Ⅰ-2-cLambis lambisクモガイ

30Ⅰ-2-cHarpago chiragraスイジガイ

Ⅰ-2-b“Serpulorbis”sp.ヘビガイ類ムカデガイ科  

31Ⅱ-2-bPetaloconchus keenaeリュウキュウムカデガイ Vermetidae  

T-1Ⅰ-1-aCypraea (Monetaria) monetaキイロダカラタカラガイ科  

T-2Ⅰ-1-aCypraea (Monetaria) annulusハナビラダカラ Cypraeidae

T-3Ⅰ-2-bCypraea (Eronea) errones ナツメモドキ

T-4Ⅰ-3-aCypraea (Ravitrona) caputserupentisハナマルユキ

T-7Ⅰ-2-aCypraea (Arabica) arabicaヤクシマダカラ

T-8Ⅰ-2-cCypraea (s.s) tigrisホシダカラガイ

T-5Ⅰ-2-bCypraea (Lyncina) lynxヒメホシダカラ

T-6Ⅰ-2-aCypraea (Mystaponda) vitellusホシキヌタ

32Ⅰ-2-cPolinices tumidusトミガイタマガイ科  

Ⅰ-2-cPolinices flemingianusヘソアキトミガイ Naticidae

33Ⅰ-2-cMammilla melanostomaリスガイ

Ⅱ-2-cMammilla mauraクリイロリスガイ

35Ⅱ-1-cNotochochlis gualtierianaホウシュノタマ

34Ⅱ-2-cNatica vitellusトラダマ

Ⅰ-2-aCymatium (Cymatriton) nicobaricumミツカドボラフジツガイ科  

36Ⅰ-2-aCymatium (Gutturinum) muricinumシオボラ Ranellidae

37Ⅰ-4-aCymatium (Monoplex) pileareシノマキガイ

38Ⅰ-4-aCymatium (Lotoria) lotoriumフジツガイ

40Ⅰ-4-aCharonia tritonisホラガイ

39Ⅰ-3-aBursa (s.s.) bufonis dunkeriオキニシオキニシ科  

41Ⅰ-4-aTutufa buboシロナルトボラ Bursidae

43Ⅰ-2-aChicoreus burunneusガンゼキホラアッキガイ科  

Ⅰ-1-aMancinella hyppocastanusツノテツレイシ Muricidae

42Ⅰ-3-aMancinella tuberosaツノレイシ

44Ⅰ-3-aVasum ceramicumオニコブシオニコブシ科  

45Ⅰ-2-aVasum turbinellumコオニコブシ Vasidea

Ⅱ-1-bJapeuthria cingulataシマベッコウバイエゾバイ科

Ⅱ-1-cNassarius coronatusイボヨフバイオリイレヨフバイ科  

Ⅱ-2-cNassarius sp. cf. nodiferヒメオリイレムシロ Nassariidea

46Ⅰ-2-aPleuroploca trapeziumイトマキボライトマキボラ科  

Ⅰ-2-aPleuroploca filamentosaナガイトマキボラ Fasciolariidae

47Ⅰ-2-cFusinus nicobaricusチトセボラ

48Ⅰ-2-cOliva miniaceaジュドウマクラマクラガイ科

ⅠMitridae, gen. et sp.フデガイ科フデガイ科  Mitridea

49Ⅰ-1-aConus (Virroconus) ebraeusマダライモイモガイ科  Conidae

Ⅰ-1-aConus (Virroconus) fulgetrumサヤガタイモ

Ⅰ-1-aConus (Virroconus) coronatusジュズガケサヤガタイモ

50Ⅰ-2-aConus (Virgiconus) lividusイボシマイモ

53Ⅰ-2-cConus (Virgiconus) emaciatus ヤセイモ

52Ⅰ-4-cConus (Virgiconus) virgo オトメイモ

Ⅰ-3-aConus (Rhizoconus) milesヤナギシボリイモ

51Ⅰ-4-cConus (Rhizoconus) capitaneusサラサミナシ

54Ⅰ-2-cConus (Pinoconus) magusヤキイモ

57Ⅰ-2-cConus (Dauciconus) vitulinusサラサモドキ

55Ⅱ-2-cConus (Darioconus) pennaceusアジロイモ

56Ⅰ-2-cConus (Darioconus) textile タガヤサンミナシ

58Ⅱ-2-cConus (s.s.) m. marmoreus ナンヨウクロミナシ

59Ⅰ-2-cConus (Rhombus) imperialisミカドミナシ

60Ⅰ-2-cConus (Leptoconus) generalisアカシマミナシ

61Ⅰ-2-cConus (Puncticulis) pulicariusゴマフイモ

Ⅰ-2-cConus (Lithoconus) eburneus クロザメモドキ

62Ⅰ-2-cConus (Lithoconus) litteratusアンボンクロザメ

図版番号生息場所

63Ⅰ-2-cConus (Lithoconus) leopardasクロフモドキ

64Ⅰ-2-cSubula muscaria?ウシノツノガイ？タケノコガイ科

65Ⅰ-2-cBulla vernicosa ナツメガイナツメガイ科

66Ⅴ-10Pythia pantherinaマダラヒラシイノミオカミミガイ科

R-10Ⅴ-8Satsuma (s.s.)  m. mercatoria var.シュリマイマイナンバンマイマイ科  

R-11Ⅴ-7Satsuma (s.s.)  m. katsurenensisカツレンマイマイ Camaenidae

R-8Ⅴ-8Satsuma (Luchu.) largilliertiシラユキヤマタカマイマイ

R-9Ⅴ-7Satsuma (Luchu.) amanoi.アマノヤマタカマイマイ

R-12Ⅴ-8Bradybaena circulusパンダナマイマイオナジマイマイ科  

R-13Ⅴ-8Acusta d. despecta オキナワウスカワマイマイ Bradybaenidae 

　　二枚貝綱  Bivalvia

1Ⅰ-2-aArca ventricosaオオタカノハフネガイ科 

2Ⅰ-1-aBarbatia (Abarbatia) limaエガイ Arcidae

4Ⅰ-2-aBarbatia (Ustularca) lacerataオオミノエガイ

3Ⅱ-1-bBarbatia (Savignyarca) obtusoidesカリガネエガイ

5Ⅱ-2-cAnadara (s.s.) antiquataリュウキュウサルボオ

6Ｉ-1-aModiolus auriculatusリュウキュウヒバリイガイ科  Mytilidae

7Ⅰ-4-aPinctada margaritiferaクロチョウガイウグイスガイ科  

10Ⅱ-2-bPinctada fusca f. martensiiアコヤガイ Pteriidae

8Ⅰ-1-aPinctada panasesaeミドリアオリ

9Ⅱ-2-bIsognomon isognomonシュモクアオリシュモクアオリ科  

Ⅲ-1-aIsognomon ephippiumマクガイ Isognomonidae

11Ⅰ-2-aLima vulgarisミノガイミノガイ科  Limidae

12Ⅰ-2-aChlamys (Coralichlamys) madreporarumサンゴナデシコイタヤガイ科

13Ⅰ-2-aSpondylus spp.メンガイ類ウミギク科 

14Ⅰ-2-aHyotissa hyotisシャコガキベッコウガキ科

Ⅰ-1-aSaccostrea mordaxオハグロガキイタボガキ科  

15-18Ⅱ-1-bSaccostrea echinataニセマガキ Ostreidae

Ⅱ-1-bSaccostrea circumsutaオハグロガキモドキ

19Ⅱ-2-cCodakia paytenorumウラツキガイツキガイ科  

Ⅰ-2-cepicodakia bellaヒメツキガイ Lucinidae

20Ⅱ-2-cAnodontia edentula カブラツキガイ

Ⅰ-4-aChama brassicaシロザルキクザル科  

21ⅠChama spp.キクザル類 Chamidae

22Ⅱ-2-cFragum unedoカワラガイザルガイ科  

23Ⅱ-2-cRegozara flavumリュウキュウザルガイ Cardiidae

25,27,30Ⅰ-2-aTridacna maximaオオシラナミシャコガイ科  

24Ⅰ-2-aTridacna noaeナガジャコ（トガリシラナミ） Tridacnidae

26Ⅰ-2-cTridacna squamosaヒレジャコ

28Ⅰ-2-aTridacna croceaヒメジャコ

29Ⅰ-2-cHippopus hippopusシャゴウ

31Ⅱ-2-cMactra maculataリュウキュウバカガイバカガイ科  

32Ⅱ-1-cMactra cuneata? タママキ Mactridae

33Ⅱ-2-cMeropesta nicobarica ユキガイ

34Ⅰ-1-cAtactodea striataイソハマグリチドリマスオ科  

35Ⅰ-1-cDavila planaナミノコマスオ

36Ⅰ-1-cLatona fabaリュウキュウナミノコフジノハナガイ科

37Ⅱ-2-cTellinella virgataニッコウガイニッコウガイ科  

38Ⅱ-2-cTellinella staurellaヒメニッコウガイ Tellinidae

39Ⅱ-1-cQuidnipagus palatamリュウキュウシラトリ

40Ｉ-2-cCyclotellina remiesモチヅキザラ

41Ⅲ-1-cTellinides timorensisヘラサギ

42Ⅱ-1-cSemele carnicolor サメザラモドキアサジガイ科

43Ⅱ-1-cAsaphis violacensリュウキュウマスオイソシジミ科

44Ⅱ-1-cPsammonaea elongataマスオガイ  Psammobiidae

45Ⅲ-0-cGeloina erosaシレナシジミシジミ科

47Ⅱ-2-cPeriglypta puerpera ヌノメガイマルスダレガイ科  

46Ｉ-2-cPeriglypta reticulataアラヌノメガイ Veneridae

48Ⅱ-1-cGafrarium pectinatumホソスジイナミガイ

49Ⅲ-1-cGafrarium tumidumアラスジケマンガイ

50Ⅱ-2-cPitar striatum ユウカゲハマグリ

51Ⅱ-2-cBonartemis histrio オイノカガミ

52Ⅱ-2-cTapes literatus リュウキュウアサリ

53Ⅱ-2-cTapes belcheriヒメリュウキュウアサリ

54Ⅱ-1-cRuditapes variegata ヒメアサリ

55Ⅱ-1-cKatelysia japonicaスダレハマグリ

56Ⅱ-2-cPitar sp.ウスハマグリ類

57Ⅱ-2-cMeretrix sp. cf. lusoriaハマグリ類似種

58Ⅲ-1-cCyclina sp. cf. sinensisダテオキシジミ

Ⅰ：外洋－サンゴ礁域

Ⅱ：内湾－転石域

Ⅲ：河口干潟－マングローブ域

Ⅳ：淡水域

Ⅴ：陸域

　　０：潮間帯上部(Ⅰではノッチ, Ⅲではマングローブ)

　　１：潮間帯中・下部

　　２：亜潮間帯上縁部(Ⅰではイノー)

　　３：干瀬(Ⅰにのみ適用)

　　４：礁斜面及びその下部

　　５：止水

　　６：流水

　　７：林内

　　８：林内・林縁部

　　９：林縁部

　　10：海浜部

　　11：打ち上げ物

　　12：化石

　　　　ａ：岩礁／岩盤

　　　　ｂ：転石

　　　　ｃ：礫／砂／泥底 

　　　　ｄ：植物上

　　　　ｅ：淡水の流入する礫底
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めた。対象グリッドは、いずれも10以上

存在したが、ｂ地区の大当原式期で極め

て多く確認され、ｃ地区のくびれ平底式

期でも比較的多く、時代不明のその他

（ｏ）・川跡（Ｒ）は僅かで、ａ地区の

浜屋原式期のサンプルはほぼ皆無であっ

た。

種組成および生息場所類型組成

　前回の報告と同様に、イノー内・内湾の種数は多かったものの、他の類型の種数は10種程度で

あった。なお、淡水域の種のうち、報告者がグスク時代以降の人為的移入と考えている淡水域のマ

ルタニシが複数の地区から少数確認されているが（第63表）、食用の場合水田等からまとめて採集し

てくると想定されるものの、集中した出土が認められず、新しい時代の層からの混入と考えられ

る。ヌノメカワニナも本遺跡の貝塚時代後期層では混入の可能性も高い。ただ、両種の個体数が極

めて少なく、全体の割合への影響はほぼ無視できると判断したので、この両種は以下の解析に含め

てある。

　各生息場所とその優占種を、前回の報告のデータも組み込み、第62表に示した。今回の大当原式

期全体では、ほぼ前回と同様に、アラスジケマンが70％を超え、外洋－サンゴ礁域が約20％で次ぎ、

内湾－転石域・陸域が少し存在するというものであった。この大当原式期内では、グリッドごとに

組成比率に変化が認められた。第62表では、1000個体以上得られたグリッドを優占種のアラスジケ

マンの生息する河口干潟－マングローブ域の割合順に並べてある。Ｉ10・Ｉ９・Ｈ９では、河口干潟

が75％未満で、サンゴ礁域が15-25％程度、陸域もおよそ３％以上であった。Ｇ９・Ｈ10では、河口

干潟が80％前後、サンゴ礁域が15％前後、陸域が１％程度となっていた。Ｊ９・Ｊ10では、河口干潟

が90％程度、サンゴ礁域は10％未満、陸域が１％程度の組成であった。このことは、全体としてＧ９

からＪ10グリッドが廃棄の中心であり、３つに区分した組成変化は、廃棄の時期差を示している可

能性が高いと考えられる。

　くびれ平底土器期では、大当原式期と全く異なり、内湾－転石域が約60％と最も多く、浜屋原式

期・大当原式期でも目立ったカワラガイ・スダレハマグリの他に、リュウキュウシラトリ・マスオ

ガイの割合も５％以上の高いものであった。サンゴ礁域も増加していたが、全体の1/3を占めるだ

けであり、陸域は約５％、河口干潟は3.4％で極めて低い割合となっていた。

　時期を明示されなかった東側の地区（ｏ）も、出土数は少ないものの、大当原式期・くびれ平底

土器期とは異なった組成であった。サンゴ礁が約半数を占め、内湾・河口干潟が15-20％程度で、淡

水域が10％、陸域が５％であった。川跡も、ｏと類似した組成であったが、淡水域は逆に2.3％と極

めて少なかった。

　死殻として出土した種は、オカヤドカリ宿貝も含まれるが、種数としては比較的多く、巻貝のオ

キニシ類・アッキガイ科、二枚貝のリュウキュウサルボオ・メンガイ類・カワラガイ・シャコガイ

類で目立つようであった（第63表）。巻貝では宿貝が多いこと、二枚貝では貝錘等（島袋, 2009）の

利用に起因するものと考えられる。

　南海産貝交易（例えば木下, 1989）に関連すると考えられる種としては、今回のデータではゴホ

ウラが東側から１個体（殻頂・体層各１：ただ集積として５個体の出土；本報告書）、アツソデが

Ⅰ4のⅠ層から殻頂部１個体（Ⅰ層出土のため第62表にはない）得られている。アンボンクロザメ・

　第61表　地区ごとの貝類遺体出土状況
Ｒｏｃｂａ　地区

川跡その他くびれ平底大当原浜屋原　土器形式等

1613173215対象グリッド数

9512261死殻等を含む出土グリッド数

9511260死殻等を除いた出土グリッド数

86891452350980死殻等を除いた総出土個体数

2/541/581/4812/12261－死殻等を除いた最少／最多出土個体数
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クロフモドキが大当原式期から比較的多く、くびれ平底土器期・東側では僅かに出土している。ゴ

ホウラと同時に採集されたと考えられる礁斜面に生息する大形のシロナルトボラは大当原式期・東

側で各1個体、フジツガイは大当原式期で１個体確認されている。

考　察

・環境変遷と時代変化

　今回の貝類遺体の組成から、やはり本遺跡の大当原式期では、河口干潟のアラスジケマンが極め

て優占していることが再確認され、本遺跡周辺には河口干潟が広がっていたと考えられる。そし

て、第62表に示した大当原式期内での、アラスジケマンの割合の変化に関して、前回報告の浜屋原

式期からアラスジケマンが優占し、大当原式期にかけて増加していることから、河口干潟の割合の

増加は時間的な変化を示している可能性が高い。そして、この変化は小規模な海退／隆起（局所的

な場合を含め）に起因するものではないかと考えられる。ただ、本遺跡の脊椎動物遺体では、他の

貝塚時代後期遺跡とは異なり、伊礼原Ｄ遺跡と同様にイノシシが多く、さらに顎の出土が集中する

傾向は、「単なる解体作業などにとどまらず、祭祀・儀礼などに関わる行為が行われていた可能性

も考慮する必要がある」とされている（樋泉, 2009）。そのため、本遺跡のアラスジケマンからなる

貝層に関しても、通常の食糧廃棄とは異なる可能性も否定はできない。貝類では、伊礼原Ｄ遺跡の

貝塚時代後期層はマガキガイの極めて優占するものであり、特異な状況ではなかったので（黒住, 

2008）、アラスジケマンは通常の食糧だったのではないかと報告者は考えている。

　くびれ平底土器期になると、河口干潟の割合が激減していることにより、遺跡前面の環境は内湾

的なものに変化したと考えられる。一方で、前述したように隣接した遺跡では、くびれ平底土器期

にはマガキガイが多く、内湾の種は少ないが、15/16世紀になると内湾の種が増加している例が存在

している。このような隣接地の貝類遺体群の変遷から、本遺跡のくびれ平底土器期は、かなり終末

に近い時期のものであった可能性も想定される。現在情報を得ていないが、土器の分析からの時期

決定が待たれる。

　時期の明示されなかった東側（ｏ）の出土量はわずかであるが、組成は他の大きく異なり、サン

ゴ礁のものが多く、ゴホウラとシロナルトボラの出土も認められた。これらのことから、貝類遺体

に基づき報告者としては、東側はかなり古い段階（前回報告の浜屋原式より以前の段階？）のもの

ではないかと考えたい。一方、少ない出土数とマガキガイが優占しないことから、通常の廃棄空間

第四章　第３節

時期不明
くびれ
平底期

大当原式期
浜屋原
式期

　土器形式時期

R
（川跡）

o
（東側）

ｃb
（Ⅳ層ｂ：
黒住,2009）

（Ⅳ層ｃ：
黒住,2009）

　地区等

Ｊ１０Ｊ９Ｈ１０Ｇ９Ｈ９Ｉ９Ｉ１０全体　グリッド番号

868914521580127527995975122613650395135102122786299個体数（N）

54.748.333.55.47.013.015.718.015.523.817.821.125.3外洋－サンゴ礁域（Ⅰ）

1.22.25.21.81.44.14.93.96.58.54.810.910.9イソハマグリ

15.45.68.40.82.44.45.77.32.56.25.84.36.9マガキガイ

3.54.52.20.50.21.01.31.61.83.91.91.62.2ヒメジャコ

3.51.10.90.30.20.40.30.40.80.40.40.61.6シラナミ類

27.919.158.23.32.74.74.95.39.35.56.95.66.2内湾－転石域（Ⅱ）

5.84.514.90.50.51.81.31.23.11.82.01.51.6カワラガイ

0.01.19.21.61.11.41.41.22.11.21.41.61.2スダレハマグリ

1.21.18.50.00.10.10.20.10.80.30.50.20.4リュウキュウシラトリ

1.21.17.70.10.20.10.10.30.80.30.50.40.2マスオガイ

8.116.93.490.488.381.778.173.869.666.772.169.356.1河口干潟－マングローブ域（Ⅲ）

7.011.23.288.788.079.877.173.068.364.870.768.455.4アラスジケマン

2.310.10.10.00.50.00.00.10.40.10.20.40.5淡水域（Ⅳ）

7.05.64.80.81.50.51.32.85.14.03.03.611.9陸域（Ⅴ）

1.20.00.60.30.20.10.51.11.51.41.11.57.2パンダナマイマイ

2.32.22.60.40.50.20.41.22.31.81.21.23.6オキナワヤマタニシ

　第62表　各生息場所類型および優占種の割合
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ではなかった可能性もある。他の遺物・遺構の情報から本地区出土の状況は明らかになろう。

・貝交易との関連における意義

　今回の発掘で、貝交易に用いられるゴホウラの集積遺構が東側（ｏ）から確認されている（本報

告書）。この東側を、前述のように、貝類遺体組成から大当原式期より以前ではないかと考えた。

そして、前回の報告で、河口干潟のアラスジケマンが卓越する本遺跡での、通常の貝交易に関係し

た遺跡立地・貝類遺体組成とは異なる点に関して、同じくアラスジケマンの優占する金武湾の宇堅

貝塚とあわせて、議論した。本遺跡のゴホウラ集積は大当原式期とは時代を異にする可能性が高い

ものの、前回は大当原式期でアツソデが出土しており、今回もシロナルトボラが得られていること

から、ゴホウラ等の持ち込みは続いていると考えられる。くびれ平底土器期の終末期と考えたｃ地

区でも、食用の可能性が高いものの、交易に用いられるアンボンクロザメが得られている。

　そして以前にも指摘したが、ゴホウラ・アンボンクロザメ類を貝交易に用いていた貝塚時代後期

の遺跡は、これらの種が得やすい沖縄島西岸の風下側に立地する。次の時代でも、風上側に多いヤ

コウガイの生息数とは関係なく、遺跡は前の時代からの継続性として存在していたと考えた（黒住，

2002；p. 78）。本遺跡では、ヤコウガイはほとんど見られないが（第63表）、開元通宝は出土してお

り（第141図）、さらに11･12世紀頃の白磁の玉縁口縁碗や検出例が少ないながら出土し、主に沖縄

島中南部西岸で発掘されている掘立柱建物址が確認されている（東門・島袋, 2009）。

　このように、本遺跡と隣接した遺跡では、貝塚時代後期前半以降、連綿と沖縄本島以外の地域と

関係していたことがわかる。もちろん、本遺跡では発掘面積が広いために、様々な遺物・遺構を確

認しやすいことは大きな要因ではあろう。この“継続性”は、「拠点」という評価ではないかもし

れないが、遺跡立地という面からは、必ずしもゴホウラ等の生息地／採集地等の素材の入手しやす

さや、“天然の良港”というような地形的な要因だけでなく、“人間側の交流の程度”に起因してい

ると想定できるのではないだろうか。このように考えると、前回指摘したサンゴ礁ではなく、河口

干潟の貝類遺体が優占する立地において、何故ゴホウラ等の貝交易に関連したした種が出土する遺

跡が形成されたかに対する答えとして、深い交流の結果と考えることができ、必ずしも交易素材の

入手しやすさが遺跡立地を規定していないということを検証できた例と言えよう。

謝辞：遺跡および遺物の検討の機会を与えて頂いた山城安生氏をはじめとする北谷町教育委員会の

方々、多くの貝類遺体の同定や集計でお世話になった島袋春美氏、発掘から整理・集計まで行って

頂いた皆様に感謝したい。本報告の一部には、文部科学省科学研究費（課題番号21101005）を用い

た。
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　第63表－１　小堀原遺跡のグリッド別貝塚時代後期層出土貝類の最少個体数

G10G９G８G７L８K８K７J８J７J６I６H６G６J５J４I５I４I２H５H４H３H２G５G４F５E６出土地

海産貝類：複足網 bbbbRRRRRRRRRccccccccccｃcａ

I-3-aマナナゴ

Ｉ-2-aコシダカサザエ

1211(1d)1742333I-3-aチョウセンサザエ

1111(1d)I-4-aヤコウガイ

6111431II-1-bカンギク

2１1111I-2-aニシキウズ

2１1111I-4-aギンタカハマ

115121127561111I-4-aサラサバテイラ

1II-1-bオキナワイシダタミ

22I-1-bアマオブネ

II-1-bマルアマオブネ

I-1-bオオマルアマオブネ

I-1-cニシキアマオブネ

III-0-eシマカノコ

7(1d)(1d)3111(1d)1I-2-cオニノツノガイ

III-1-cコゲツノブエ

I-1-bクワノミカニモリ

113(1B)III-1-cマドモチウミニナ

I-2-cムカシタモト

I-2-cヤサガタムカシタモト

I-2-cヒダトリガイ

11１II-1-cネジマガキカイ

133382611011105316394I-2-cマガキガイ

1I-2-cイボソデガイ

I-4-cゴホウラ

138611125321I-2-cクモガイ

1(1d)1I-2-cスイジガイ

1I-2-bヘビガイ類

II-2-bリュウキュウムカデガイ

I-1-aキイロダカラ

22I-1-aハナビラダカラ

I-2-bナツメモドキ

I-3-aハナマルユキ

1121I-2-aヤクシマダカラ

131I-2-cホシダカラ

1I-2-bヒメホシダカラ

(1Hd)I-2-aホシキヌタ

(1h)111I-2-cトミガイ

I-2-cヘソアキトミガイ

21HI-2-cリスガイ

1II-1-cホウシュノタマ

II-2-cトラダマ

1I-2-aシオボラ

I-4-aシノマキ

I-4-aフジツガイ

21I-4-aホラガイ

1(1d)(1h)1(1d)1I-3-aオキニシ

I-4-aシロナルトボラ

6(1d)4(1h)(1d)1I-2-aガンゼキホラ

111I-1-aツノテツレイシ

3(1B)1(1d)212(1h)I-3-aツノレイシ

2I-3-aオニコブシ

111I-2-aコオニコブシ

13112(1d)7(1d)4(1d)343I-2-aイトマキボラ

I-2-aナガイトマキボラ

11(1d)2I-2-cチトセボラ

1I-2-cジュドウマクラ

Iフデガイ科

1I-1-aマダライモ

1I-1-aサヤガタイモ

I-1-aジュズガケサヤガタイモ

2632110(1d)22(1d)13I小形イモガイ

I-2-aイボシマイモ

1I-2-cヤセイモ

I-4-cオトメイモ

11I-3-aヤナギシボリイモ

112I-4-cサラサミナシ

1I-2-cヤキイモ

I-2-cサラサモドキ

II-2-cアジロイモ

I-2-cタガヤサンミナシ

4II-2-cナンヨウクロミナシ

I-2-cミカドミナシ

1I-2-cアカシマミナシ

1I-2-cゴマフイモ

I-2-cクロザメモドキ

6(3d)131(2d)22I中形イモガイ

911112I-2-cアンボンクロザメ

地区　ａ：ａ地区，ｂ：ｂ地区，ｃ：ｃ地区，Ｒ：川跡，ｏ：詳細不明；　　B：焼け，ｄ：死殻，H：孔，ｈ：オカヤドカリ宿貝，ｊ：幼貝．
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N11N10M11M９L12K13M10L11L10L９K12K11K10K９J11J10J９I12I11I10I９I８I７H11H10H９H８H７

oooooobbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

1

1

13(1d)3(1d)4123311351241342

111211111

１13131B21413

1129322(1j)81

1112121331

11931176228523211347312

32

111

1

1

(1h)

3(1d)2(1d)22231295315(1B,1d)9(1B,3d)

11

1

21375926

1

142111

51572923233761230232469217115124889(3B)2

112

1

1128322271322661191242

111111

1

1

1

2

1

12113121H21

112211

12(1H)

1

11

111

1

2

1

1H

1112111(1d)

11H113

11

11110(2d)

12(1d)2(1B)2(1B)

1114112

14722(1d)341131643156(1d)

1

(1d)1H2113

1

11(1d)

1

31223354132344(1d)5(1d)35(1B,3d)3

11

12

1

141327

11123

1

1

1

1

13

1

1

1111212

2

11B13(1d)1(1d)212213211229(1d)

21421212111531(1d)173
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　第63表－２　小堀原遺跡のグリッド別貝塚時代後期層出土貝類の最少個体数

G10G９G８G７L８K８K７J８J７J６I６H６G６J５J４I５I4I２H５H４H３H２G５G４F５E６出土地

海産貝類：複足網 bbbbRRRRRRRRRccccccccccｃcａ

1I-2-cクロフモドキ

1Iイモガイ科不明

I-2-cウシノツノガイ？

1I-2-cナツメガイ

11 I-2-aオオタカノハ

2131311I-1-aエガイ

I-2-aオオミノエガイ

1 1 II-1-bカリガネエガイ

1202(1d)12(1d)2(1d)2(1d)121II-2-cリュウキュウサルボオ

Ｉ-1-aリュウキュウヒバリ

21(1d)2211I-4-aクロチョウガイ

II-2-bアコヤガイ

1851I-1-aミドリアオリ

46(3d)42111II-2-bシュモクアオリ

III-1-aマクガイ

I-2-aミノガイ

I-2-aサンゴナデシコ

18(1d)1(1d)(1d)2(1d)(1d)(2d)3(1d)I-2-aメンガイ類

I-2-aシャコガキ

31I-1-aオハグロガキ

2421231II-1-bニセマガキ

21511II-1-bオハグロガキモドキ

(1d)4(1d)4(1d)2(1d)9(2d)1II-2-cウラツキガイ

1(1d)111I-2-cヒメツキガイ

1241(1d)21II-2-cカブラツキガイ

I-4-aシロザル

11Iキクザル類

976(2B,4d)11528(1d)35(4d)20(4d)101(2d)23(2d)8(3d)１II-2-cカワラガイ

218(1BD,2d)4(2d)1(2d)112(1d)21611(1d)(1d)I-2-aシラナミ類

1711(1d)1(1d)11(1d)113(1d)I-2-cヒレジャコ

278(2B,2d)12111(1d)1(1d)9359(1d)51I-2-aヒメジャコ

131121111I-2-cシャゴウ

11363(1H)721II-2-cリュウキュウバカガイ

22124II-1-cタママキ

1II-2-cユキガイ

329356(1d)1518729952I-1-cイソハマグリ

2I-1-cナミノコマスオ

51114111I-1-cリュウキュウナミノコ

1II-2-cニッコウガイ

12111II-2-cヒメニッコウガイ

9313131943(1d)541II-1-cリュウキュウシラトリ

1(1d)2(2d)Ｉ-2-cモチヅキザラ

1III-1-cヘラサギ

II-1-cサメザラモドキ

3(1d)511711110(2d)51II-1-cリュウキュウマスオ

8312026743(1d)133II-1-cマスオガイ

146(2B)4181731562III-0-cシレナシジミ

15112111d2(1d)217(1d)11１II-2-cヌノメガイ

Ｉ-2-cアラヌノメガイ

65115316(1d)11Ｉ-2-cホソスジイナミ

1014608645151351113(1d)32III-1-cアラスジケマンガイ

12(1B,1d)51108(3d)1027(1d)2(1d)１II-2-cユウカゲハマグリ

3111(1d)513(1d)１II-2-cオイノカガミ

II-2-cリュウキュウアサリ

2212II-2-cヒメリュウキュウアサリ

11112II-1-cヒメアサリ

181713671328111II-1-cスダレハマグリ

1II-2-cウスハマグリ類

II-2-cハマグリ類

11III-1-cダテオキシジミ

Ⅳ-5イガカノコ

(1h)Ⅳ-6ベニオカイシマキ

Ⅳ-5フネアマガイ

 V-10マダラヒラシイノミ

111Ⅳ-6マルタニシ

1231329114761Ⅴ-8オキナワヤマタニシ

1Ⅳ-5,6トウガタカワニナ

Ⅳ-6ヌノメカワニナ

Ⅳ-6スグカワニナ

1Ⅳ-6ヨシカワニナ

Ⅳ-5,6カワニナ

9431412 V-8シュリマイマイ

123233(1d)121 V-7カツレンマイマイ

 V-8シラユキヤマタカマイマイ

1 V-7アマノヤマタカマイマイ

131614113 V-8パンダナマイマイ

11 V-8オキナワウスカワマイマイ
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図版117　貝類遺体１（巻貝：Ｔはタカラ貝科を示す）
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図版１１８　貝類遺体２（巻貝）



－346－

第四章　第３節

図版119　貝類遺体３（上：Ｒは陸産貝を示す・下：二枚貝）
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図版120　貝類遺体４（二枚貝）
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図版121　貝類遺体５（二枚貝）
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第４節　小堀原遺跡出土の植物遺体

札幌大学　高宮広土

札幌大学古食性分析室　千田寛之

１）遺跡の概要

　ａ：遺跡の所在　沖縄県中頭郡北谷町字桑江

　ｂ：遺跡の名称　小堀原遺跡

　ｃ：調査の機関　北谷町教育委員会

　ｄ：調査担当者　中村愿　

　ｅ：発 掘 期 間　平成18年２月～平成21年６月

　ｆ：文　　　化　貝塚時代後期文化　グスク時代初期文化

　ｇ：遺跡の年代　11世紀～12世紀

２）バックグラウンド

　小堀原遺跡は沖縄県中頭郡北谷町字桑江に所在し、平成17年度から21年度にかけて発掘調査が実

施された。その結果、貝塚時代後期およびグスク時代初期の文化層が確認された。今回分析した植

物遺体はグスク時代に属するものである。グスク時代の出土遺物にはカムィヤキ、滑石製品、白

磁、羽口および鉄滓などが含まれている。また遺構では、掘立柱建物址、高床式建物址、炉址およ

び溝状遺構などが検出されている（北谷町教育委員会　2009）。今回北谷町教育委員会により280の

柱穴などの遺構（第64表）からサンプリングされた土壌がフローテーションによって処理され、そ

の結果得られた浮遊物が植物遺体分析のために高宮の方へ送付されてきた。土壌サンプルの合計は

少なくとも1042.1lで、フローテーション処理により少なくとも432.94gの浮遊物が回収されてい

る。

　小堀原遺跡における植物遺体の回収およびその分析は、グスク時代初期における植物利用（特に

栽培植物の有無という点）で大変意義のあるものであると思われる。昨今話題となっている喜界町

に所在する城久遺跡群山田中西遺跡（高宮　2008）および山田半田遺跡（高宮　2009）からは、イ

ネやオオムギなどの栽培植物が食されている事が明らかとなった。果たして、ほぼ同時期である小

堀原遺跡の人々の食性はどのようなものであったのであろうか。

３）検出された植物遺体

　浮遊物を分析した結果、以下の12種の植物遺体が確認された。 

イネ　Oryza sativa L.

　イネ穎果が計２（粒）確認されると共に、その破片が計12（片）検出された。写真１のイネ頴果

のサイズ（高さ×幅×厚さ）は3.3mm×2mm×1.5mmである。また、イネの小穂軸も２（片）回収され

ている。写真２のイネ小穂軸のサイズ（高さ×幅×厚さ）は0.9mm×0.7mm×0.8mmであった。このほ

か、イネ頴果と思われるが保存状態が悪く断定できないものをイネ？とし、１（片）をそのカテゴ

リーに含めた。

第四章　第４節
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コムギ　Triticom　aestivum L.

　コムギ穎果の破片が計１（片）確認された。写真3の残存部のサイズ（高さ×幅×厚さ）は1.4mm

×1.5mm×1.3mm。

オオムギ　Hordeum vulgare L.

　オオムギ穎果が計２（粒）とその破片が計６（片）回収された。写真４のオオムギ頴果のサイズ（高

さ×幅×厚さ）は4.6mm×3mm×2.3mm。

ムギ類

　穎果の保存状態が悪く、一部分しか残存していないためコムギ・オオムギの分類が困難な計13

（片）をムギ類に分類した。

アワ　Setaria italica (L.)Beauv.

　アワ穎果が計102（粒）とその破片が計108（片）検出されている。そのうち計測可能な頴果４

（粒）で、平均サイズ（高さ×幅×厚さ）は1mm×0.9mm×0.7mmであった（表２）。このほアワ頴果

だと思われるが保存状態が悪く断定できないものをアワ？とし、計13（片）をこのカテゴリーに含

めた。写真５のアワ頴果のサイズ（高さ×幅×厚さ）は1.2mm×1.2mm×1mm。

キビ？　Panicum miliaceum L. ?

　種子のサイズや胚の形状からキビ穎果と思われるが、保存状態が悪く種皮の特徴を観察できない

ためキビ？とした。J-10グリッド、遺構番号SP789（LF No.248）より出土した１（片）をこのカテ

ゴリーに含めている。写真6の種子のサイズ（高さ×幅×厚さ）は1.3mm×1.2mm×1.1mm。

ミレット

　アワまたはキビだと思われるが、それ以上の分類が不可能な計３（片）をこのカテゴリーに含め

た。

タデ科　Polygonaceae

　タデ科痩果が９（粒／片）確認された。種子の断面はほぼ三角形状を成している。写真７の痩果

のサイズ（高さ×幅×厚さ）は0.8mm×0.7mm×0.7mm。

シマサルナシ　Actinidia rufa

　シマサルナシ(別名ナシカヅラ)の種子が１（片）回収された。種子の形状は長楕円形で、側面観

は狭線状長楕円形をしており、種皮は円形をした細かな凹点による網目模様で覆われている。写真

８の種子のサイズ（高さ×幅×厚さ）は1.6mm×0.8mm×0.7mm。

マメ科　Fabaceae

　マメ科の豆果片が計５（片）出土した。写真9の種子残存部のサイズ（高さ×幅×厚さ）は2.6mm

×1.2mm×2mm。
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ナス科　Solanaceae

　ナス科漿果を計13（粒）検出した。種子の形状は横広卵形をしており、種皮には円形の浅く細か

な凹点による網目模様が存在する。写真10の漿果のサイズ（高さ×幅×厚さ）は0.9mm×1.1mm×

0.8mmである。

カヤツリグサ科　Cyperaceae

　カヤツリグサ科の痩果が計３（粒/片）確認された。種子は広倒卵形で側面観は半広卵形。種皮

には縦方向に細かな隆状線がいくつも確認できる。写真11の痩果のサイズ（高さ×幅×厚さ）は

1.6mm×1.1mm×0.7mm。

不明種子

・不明種子Ａ　LF5より１（粒）回収した。種子は楕円形で側面観は勾玉の様な形状をしている。種

皮には浅い隆線によって構成された網目模様らしきものが存在する。なお、これと同種と思われる

種子が屋部前田原貝塚遺跡でも検出されている（千田2010）。写真12の種子のサイズ（高さ×幅×厚

さ）は0.9mm×0.7mm×0.6m。

・不明種子 Ｂ　LF59より１（粒）出土している。種子の形状は横楕円形をしており、側面観は扁平

な両面凸レンズ状を成す。種皮には微細な乳頭状突起が無数に存在する。写真13の種子のサイズ

（高さ×幅×厚さ）は0.9mm×0.8mm×0.6mm。

同定不可能

　保存状態が極めて悪く同定不可能であった計1142（片）をこのカテゴリーに含めた。

３）まとめと考察

　1,000リットル以上の土壌サンプルをフローテーション処理し植物遺体の回収を試みたが、土壌

サンプル量の割には検出された植物遺体は計1,441（粒／片）と多くはなかった。その内約８割は保

存状態が悪く、同定が不可能なものであった。しかし、同定が可能であった約２割の植物遺体は、

グスク時代初期の植物利用を理解する上で大変貴重な情報を提供している。まず、イネ、コムギ、

オオムギ、アワ、およびキビらしきものが検出され、さらにその数は野生種を上回るものであった。

この結果は、グスク時代のはじめから栽培植物が主な食料源であった事を示唆するものである。こ

の解釈は、ほぼ同時期の屋部前田原貝塚の植物遺体分析結果（千田　2010）からも支持されるもの

と思われる。さらに、屋部前田原貝塚および今回の結果は、山田中西遺跡（高宮　2008）や山田半

田遺跡（高宮　2009）等の城久遺跡群とほぼ同時期に沖縄本島でも農耕が営まれていた事を明らか

にした。

　今回検出された栽培植物の中では、アワが最も多かった。前述の城久遺跡群の分析においてはア

ワも出土しているが、他の栽培植物よりは少ない数であった。まだまだ、十分なデータはそろって

いないが、喜界島と沖縄本島では農耕システムが異なっていた可能性がある。また、北谷町の南隣

である宜野湾市森川原遺跡（高宮・呉屋・千田　2010）からもアワが多く検出されている。このこ

とは、この地域ではアワが農耕システムの中心であった可能性を示唆するものであるが、一方では
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最終的な分析が行われている北谷グスク出土の植物遺体においては、コムギが多い傾向を示してい

るようである。今後のデータの蓄積が必要であるが、少なくともイネはアワやコムギなどの雑穀よ

り重要ではなかったと思われる。

謝辞

　このような機会を与えてくださった北谷町教育委員会中村愿氏、山城安生氏、および島袋春美氏

に心より感謝申し上げます。また、本研究の一部は文科省科研費（課題番号21101225）の助成を受

けて行った。

　なおパリノ・サーヴェイ株式会社に出土したアワ、イネおよびオオムギの年代測定を依頼した結

果，以下の結果を得た（第66～68表）。
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　第64表－１　小堀原遺跡出土の植物遺体

合
計

同
定
不
可
能

不
明
種
子

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

ナ
ス
科

マ
メ
科

シ
マ
サ
ル
ナ
シ

タ
デ
科

ミ
レ
ッ
ト

キ
ビ
？

ア
ワ
？

ア
ワ

ム
ギ
類

オ
オ
ム
ギ

コ
ム
ギ

イ
ネ
小
穂
軸

イ
ネ
？

イ
ネ

浮
遊
物
量
（
ｇ
）

土
壌
サ
ン
プ
ル
量
（
渥
）

層
位

遺
構
番
号

グ
リ
ッ
ド

Ｌ
Ｆ
謂

片粒/片粒/片粒片片粒/片片片片片粒片片粒片片片片粒
00.523.5SP726 - 1I71
010.376SP677H82
034.537.52SP708I83
169113112.794.5SP697L104
4111130.789SP706 - 2I85
64110.132SP584 - 2G86
00.489.5SP660 - 2I87
00.126SP730G78
2110.36121 , 2SP805G99
01.487.5SD318H710
00.334.5SD43 - 2H1011
00.129SP745H712
2110.276.5SP592 - 1G813
01.275.5SP706 - 3I814
1331131311.1210SP771I815
2110.920.5以下SP61H616
00.196SK49H817
00.2713SP292I718
01.47SK48K1019
05.651以下SP292I720
00.8114SP292I721
9815.32.54SP292J722
110.412.5SK48K1023
2110.2235SP292I724
00.240.56 , 7SP292I725
00.2423SP292I726
6612.224(~10cm)SP292I727
03.612.54SP292I728
00.0215SP292I729
0N / A14SP292I730
00.250.54SP292I731
110.111SP292I732
0N / A1以下SP292I733
00.111SP292I734
110.694SP292I735
00.062SK49H836
0SP292I737
00.051以下SK49H838
550.491SP292I739
00.111.5SK48K1040
220.272SP292I741
00.051以下SP292I742
6511.952.5SP292I743
00.081以下SP292I744
00.073.5SK49H845
00.011以下SP292I746
00.011以下SP292I747
00.011以下SP292I748
00.071以下SP292I749
00.341以下SP292I750
00.861以下SP292I751
110.118SK49H852
00.2414 下部SP292I753
00.141SP292I754
00.451SP292I755
110.172SP292I856
00.031以下SD44H1057
00.141SP292I758
110.246SK48K1059
00.1591SK46G960
00.0891SD43 - 3粘H1061
00.11SP292I762
110.051SP292I763
00.830.5SP292I764
00.341以下SP292I765
00.161以下SP292I766
00.11.5SP292I767
00.151以下SP292I768
00.372SP292I769
00.011以下SP292I770
00.761以下SP292I771
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　第64表－２　小堀原遺跡出土の植物遺体

合
計

同
定
不
可
能

不
明
種
子

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

ナ
ス
科

マ
メ
科

シ
マ
サ
ル
ナ
シ

タ
デ
科

ミ
レ
ッ
ト

キ
ビ
？

ア
ワ
？

ア
ワ

ム
ギ
類

オ
オ
ム
ギ

コ
ム
ギ

イ
ネ
小
穂
軸

イ
ネ
？

イ
ネ

浮
遊
物
量
（
ｇ
）

土
壌
サ
ン
プ
ル
量
（
渥
）

層
位

遺
構
番
号

グ
リ
ッ
ド

Ｌ
Ｆ
謂

片粒/片粒/片粒片片粒/片片片片片粒片片粒片片片片粒
00.151以下SP292I772
00.031以下SP292I773
00.141SP292I774
00.161SP292I775
00.111SP292I776
00.071以下SP292I777
110.215SP292 - 1I778
00.021以下SP292 - 1I779
00.184SD31 = SD48I880
111.134SD31 = SD48I881
110.161以下SD12 - 2H882
00.181以下SD12 - 1H883
110.1810SD43 -1H1084
00.063SK49H885
00.064SK49H886
00.086SK49H887
00.041以下SP292 - 2I788
110.061以下SP292 - 2I789
00.021以下SP292I790
0N / A1以下SP292I791
0N / A1以下SP292I792
0N / A1以下SP292I793
0N / A1以下SP292I794
0N / A1以下SP292I795
0N / A1以下SP292I796
0N / A1以下SP292I797
00.063SP292 - 1I798
110.033SP292 - 1I799
0N / A1以下SP292I7100
00.011以下SP292I7101
0N / A1以下SP292I7102
110.021以下SP292I7103
0N / A1以下SP292I7104
00.021以下6SP443I8105
00.0842SP634H8106
3210.532SP782 - 2J10107
24163414.056SP762J10108
3210.134SP700G7109
1710122110.739SP7083I8110
13911110.78N / ASP585G8111
53110.817SP585G8112
110.031.5SK43G6113
110.083.5SK43G6114
2110.727SP803 - 5J10115
882.016SP801J10116
00.174~ -5cmSD38G9117
110.178SK46 - 1G9118
00.329.5SD43 - 3砂H10119
00.110SD43 - 3粘H10120
00.127.53(~26cm)SP567F6121
00.1372(~53cm)SP567F6122
220.8262SP590I・J8123
00.075SP783 - 4J10124
6510.7410SP581 - 2G8125
4220.5481SP625G7126
00.031以下1SP590I・J8127
121110.215SP16H8128
221.184SP761 - 2J10129
00.13~ -5cmSD38G9130
3634228SP584 - 2G8131
00.172SP582G8132
521110.256SP581 - 2G8133
00.154SP595 - 1G8134
110.134SP595 - 1G8135
00.556SP786J11136
446.634SP778 - 2J11137
00.174SP790J11138
3525111520.5810SP583 - 1G8139
110.044SP588G8140
00.476SP590I・J8141
03.813SP751I9142
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　第64表－３　小堀原遺跡出土の植物遺体

合
計
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Ｌ
Ｆ
謂

片粒/片粒/片粒片片粒/片片片片片粒片片粒片片片片粒

01.714SP751I9143

220.856SP763J10144

220.29N / ASP784J10145

171311111.037SP579G8146

330.465SP690H8147

220.372SP579G8148

28141443111.277SP623G7149

20171110.55SP770J10150

3210.225SP650H8151

770.294SP791J10152

108110.116SP734G7153

440.355SP787J11154

00.473SP802 - 2J10155

00.624SP752H9156

04.815SP779 - 1J11157

221.523SP661I8158

019.64SP661I8159

03.52N / A1SP620G9160

155821.025SP316G7161

1711422.084SP316G7162

110.254SP661J8163

220.685SP661I8164

2110.359SP651H8165

1171212.0910SP639H8166

112.079SP661I8167

3426440.639SP584 - 2G8168

4316.868SP661I8169

2720123118.987.5SP641 - 1H8170

44345411.062SP789J10171

770.123SP680H8172

116414.993SP706 - 1I8173

117130.875SP766J10174

31262210.596.5SP580 - 1G8175

330.6610SP587G8176

121020.684SP706 - 1I8177

330.177SP564F6178

110.2671(~50cm)SP567F6179

35321110.66SP580 - 1G8180

121110.274SP581 - 2G8181

330.275SP81 - 2G8182

00.064SP588G8183

117311.389SP585G8184

40401.4910SP758J10185

131212.029SP771J10186

78607101110SP584 - 2G8187

440.276SP585G8188

262510.154SP580 - 1G8189

22181211.356SP803 - 4J10190

110.77.5SP788J11191

2520142.0112SP316G7192

00.381SP782 - 1J10193

220.190.5SP789 - 5J10194

2110.111SP802 - 1J10195

00.050.5SP789 - 1J10196

110.220.1SP781 - 1J10197

990.771SP782 - 3J10198

00.171SP803 - 1J10199

770.545SP660 - 2I8200

11110.385SP660 - 2I8201

00.0832SP567F6202

00.0313SP567F6203

64110.213SP584 - 1G8204

2110.678SP689H9205

5410.52SP760 - 2J10206

220.153SP580 - 2G8207

26181610.447SP583 - 2G8208

53481312.956SP773-1J10209

00.566SP733G7210

00.227SP579G8211

110.164.5SP579G8212
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　第64表－４　小堀原遺跡出土の植物遺体
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Ｌ
Ｆ
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片粒/片粒/片粒片片粒/片片片片片粒片片粒片片片片粒

110.114SP581 - 2G8213

991.125SP582 - 1G8214

191512116.67SP582G8215

5410.393.5SP582 - 1G8216

110.13SP588G8217

880.187SP588G8218

10910.976SP585G8219

11113.183SP779 - 2J11220

013SP724H9221

110.145SP764J10222

3210.925SP592G8223

550.595SP765J10224

01.231SP760 - 1J10225

4220.368SP636H8226

220.879SP636H8227

00.269SP691H8228

6516.023SP781 - 4J10229

00.134SP589G8230

63211.75SP757J10231

4220.1611SP657H8232

34292210.161.5SP660 - 1I8233

00.021以下SP627 - 4G9234

110.041以下SP627 - 1G9235

00.1642SP266H7236

69468150.828.5SP584 - 2G8237

110.487SP731G7238

00.021以下?G9239

02.493?I9240

440.091.5SP785 - 1J10241

770.23SP581 - 1G8242

1513110.276SP580 - 1G8243

00.12.5SP589G8244

00.071SP567,568F6245

00.021以下5(~50cm)SP 567F6246

00.771SP707 - 1I8247

28261122.174SP789 - 3J10248

1413196.14.5SP781 - 3J10249

31281110.465SP 584 - 2G8250

440.895SP 611I8251

440.686SP 661I8252

00.042SP 567F6253

110.044SP 567F6254

220.032SP 567F6255

119110.355SP 586 - 1G8256

7311111.076SP 582G8257

00.151SP 637 - 2G9258

119111.4110SP 633 - 2H8259

11830.9510SP 634 - 1H8260

3210.251SP 627 - 3G9261

00.070,4SP 627 - 5G9262

161421.485SP 634 - 1H8263

5410.315SP 694G7264

9810.399SP 726 - 1I7265

6511.025SP 706 - 1J8266

0N / AN / Aクワ跡北西区267

330.856SP 582 - 2G8268

8710.514SP 782 - 4J10269

3227230.945SP 799J11270

0N / AN / Aクワ跡2 No.7271

0N / AN / Aクワ跡2 No.1272

0N / AN / Aクワ跡2 No.2273

0N / AN / Aクワ跡2 No.3274

0N / AN / Aクワ跡2 No.4275

0N / AN / Aクワ跡2 No.5276

0N / AN / Aクワ跡2 No.6277

0N / AN / Aクワ跡2 No.8278

0N / AN / Aクワ跡2 No.9279

0N / AN / Aクワ跡2 No.10280

14411142231351931131081021362121122－－合 計
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　第65表　アワのサイズ（mm） 第66表　測定試料一覧

　第67表　放射性炭素年代測定結果

　第68表　暦年較正結果

厚幅高

0.60.81LF 9

0.50.70.8LF 161 

11.21.2LF 192

0.50.80.9LF 263

0.7 0.9 1.0 平均

地区・層位分類遺跡名試料名

SP584-2G8アワ小堀原遺跡穀類1

SP789J10

SP584-2G8

S 582G8

SP660-1I8オオムギ穀類2

SP584-2G8イネ穀類3

測定機関番号
測定年代
BP

δ13Ｃ
(‰)

補正年代
BP

試料の質地区・層位試料名

IAAA-102661670±20-9.93±0.57920± 20炭化種子表I参照のこと穀類1（小-アワ）

IAAA-1026621,040± 30-25.59±0.371,030± 30炭化種子SP660-1Ｉ8穀類2（小-オオムギ）

IAAA-102663970± 30-26.13±0.39950± 30炭化種子SP584-2Ｇ8穀類3（小-イネ）

1）年代値の算出には、Libbyの半減期5,568年を使用。

2）BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3）付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

Code No.相対比暦年較正年代（cal）
補正年代
(BP)

試料名

IAAA-102661

0.617  855-  905BPcal1,095ADcal-1,045ADcal

σ
920± 24穀類1（小-アワ）

0.266  809-  830BPcal1,141ADcal-1,120ADcal

0.118  793-  803BPcal1,157ADcal-1,147ADcal

1.000  780-  919BPcal1,170ADcal-1,031ADcal2σ

IAAA-102662

1.000  928-  958BPcal1,022ADcal-992ADcalσ

1,028± 28穀類2（小-オオムギ） 0.0281,034-1,049BPcal  916ADcal-901ADcal
2σ

0.972  910-  983BPcal1,040ADcal-967ADcal

IAAA-102663

0.252  901-  920BPcal1,049ADcal-1,030ADcal

σ

948± 25穀類3（小-イネ）

0.553  826-  867BPcal1,124ADcal-1,083ADcal

0.195  799-  814BPcal1,151ADcal-1,136ADcal

0.265  891-  925BPcal1,059ADcal-1,025ADcal
2σ

0.735  795-  888BPcal1,155ADcal-1,062ADcal

1）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0（Copyright1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を使用

2）計算には表に示した丸める前の値を使用している。

3）1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を丸めていない。

4）統計的に真の値が入る確率はσは68%、2σは95%である。

5）相対比は、σ、2σのそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。
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第５節　小堀原遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　小堀原遺跡は、沖縄本島中部の北谷町に所在し、現在の北谷町役場の北西側に位置する貝塚時代

後期から近世にわたる遺跡である。本調査区からは、グスク時代とされる掘立柱建物址、高床式建

物址、土坑墓などが検出されており、泥炭が堆積する流路も確認されている。

　本報告では、調査区流路内から採取された植物遺体や遺構や遺物に伴う炭化物を対象に放射性炭

素年代測定を行い、調査区流路内に認められた泥炭層などを対象に花粉分析、微細物分析を行い、

遺跡年代観と遺跡周辺の古環境の検討を行う。また、カムィヤキ（第123図24）内の土壌を対象とし

て、花粉や植物珪酸体などの微化石や微細な動植物遺体の産状を確認し、土壌の理化学性や残存す

る脂質、有機物の分析により内容物の検証を行う。木棺墓の存在が想定される遺構についても、採

取された植物遺体の分析を実施し、遺構、遺物に関わる情報を得ることとする。

Ⅰ．古環境と時代時期の検討

１．試料

　土壌試料は、流路内東側深堀地点の泥炭層（第４図）、流路内の泥炭層に認められる地震の可能

性が想定される段差部分西側の泥炭層（第５図）、流路内の段差がみられる泥炭層下部の泥炭層（第

５図）、下層確認トレンチの泥炭層下の、計４点である。これら全４点について、花粉分析、微細

物分析を実施する。また、流路内東側深堀地点（第４図）より検出された種実遺体、下層確認トレ

ンチの泥炭層下より検出された木材、Ⅵ層の自然流路内の流木、３号土坑墓、５号土坑墓出土した

滑石やカムィヤキなどより回収された炭化物の計７点について、放射性炭素年代測定を実施する。

２．分析方法

（１）放射性炭素年代測定

　土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波

洗浄などにより物理的に除去する。その後HCｌにより炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHにより腐植

酸等アルカリ可溶成分を除去、HCｌによりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去を

行う（酸・アルカリ・酸処理）。

　試料をバイコール管に入れ、１ｇの酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管

内を真空にして封じきり、500℃（30分）850℃（2時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタ

ノールの温度差を利用し、真空ラインにてCO2を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製し

たCO2と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で10時間以上加熱し、

グラファイトを生成する。

　化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径１mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオ

ン源に装着し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置

（NEC　Pelletron　9SDH-2）を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）か

ら提供されるシュウ酸（HOX-Ⅱ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に

13C/12Cの測定も行うため、この値を用いてδ13Cを算出する。

　放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした

年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68％）に相当する年代である。なお、暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を用
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い、誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

（２）花粉分析

　試料約10ｇについて、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛，比重2.3）による有機

物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処

理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣

をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査

し、出現する全ての種類について同定・計数する。同定は、当社保有の現生標本や中村（1980）、島

倉（1972）、藤木・小澤（2007）等を参考にする。

　結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本

花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とし

て、百分率で出現率を算出し図示する。

（３）微細物分析

　土壌試料中から植物遺体を分離するために、一定容積（50～200cc）の土壌を水に浸し、粒径0.5mm

の篩を通して水洗した。篩内の試料を粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、同定

が可能な種実をピンセットを用いて抽出する。同定は、現生標本と石川（1994）、中山ほか（2000）

等との対照より実施し、個数を数えて一覧表で示す。なお、広葉樹の葉、木材、炭化材、植物のト

ゲ、蘚苔類、昆虫類、骨・貝類は、一覧表の下部に一括してまとめ、プラスで表示する。分析後は、

種実遺体を70%程度のエタノール溶液を入れた容器中で保存する。

３．結果

（１）放射性炭素年代測定

　測定結果を第69表に示す。試料の測定年代（補正年代）は、流路内東側深堀地点のNo.1が1,470±

30BP、下層確認トレンチの泥炭層下が2,530±30BP、自然流路内流木が、1,100±20BP、３号土坑墓

が960±20BP、５号土坑墓が940±20BP、滑石付着炭化物が1,070±20BP、カムィヤキ内炭化物が940

±20BPの値を示す。なお、流路内東側深堀地点のNo.1の種実遺体は、同定の結果コナラ属アカガシ

亜属であり、自然流路内流木は、ムクノキであった。　

　暦年較正とは、大気中の14 Ｃ濃度が一定で半減期が5,568年として算出された年代値に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14 Ｃ濃度の変動、及び半減期の違い（14Ｃの半減期

5,730±40年）を較正することである。暦年較正は、CALIB 6.0のマニュアルにしたがい、１年単位

まで表された同位体効果の補正を行った年代値を用いて行う。暦年較正は北半球の大気中炭素に由

来する較正曲線を用い、測定誤差σ、2σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値が68%の確率で

存在する範囲、2σは真の値が95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、2σの

範囲をそれぞれ１とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

較正された暦年代は、将来的に暦年較正曲線等の改正があった場合の再計算、再検討に対応するた

め、１年単位で表された値を記す。

　測定誤差をσとして計算させた結果、流路内東側深堀地点のNo.１はcalAD 572-622、下層確認トレ

ンチの泥炭層下はcalBC 783-568、自然流路内流木がcalAD892-980、３号土坑墓がcalAD1,025-1,148、

５号土坑墓がcalAD1,034-1,152、滑石付着炭化物がcalAD906-1,015、カムィヤキ内炭化物が

calAD1,033-1,151である。
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（２）花粉分析

　結果を第170表、第174図に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区

別が困難なものを示す。いずれの試料からも花粉化石が豊富に産出するが、保存状態は良好と言え

ない。

　流路内東側深堀地点のNo.１～No.３は、花粉化石群集が概ね類似しており、木本花粉とシダ類胞子

が多産し、草本花粉の割合は低い。木本花粉ではコナラ属アカガシ亜属とシイ属が多産する。その

他ではマツ属、エノキ属－ムクノキ属、ウラジロエノキ属、ジャケツイバラ属、アカメガシワ属、

ウルシ属、イボタノキ属等を伴う。特にジャケツイバラ属は、No.１で顕著に認められる。一方、草

本花粉は少ないながらも、オモダカ属、イネ科、クワ科、バラ科、マメ科、トウダイグサ科等が検

出される。下層確認トレンチの泥炭層下も、流路内東側深堀地点と花粉群集組成が類似し、木本花

第174図　花粉化石群集

Code No.
暦年較正年代(cal)補正年代 

（暦年較正用）
BP

δ13Ｃ
(‰)

測定年代
BP

処理
方法

種類
地点名/遺構/
試料番号/層位 相対比cal BPｃａｌ BC／AD誤差

IAAA-112235

0.3981,029-1,058BPcal  921ADcal-  892ADcal
σ1,100±20

(1,102±23)
-26.98±0.491,130±20AAAムクノキ木材

自然流路内 
流木

0.602  970-1,006BPcal  980ADcal-  944ADcal

1.000  961-1,059BPcal  989ADcal-  891ADcal2σ

IAAA-101346
1.0001,328-1,378BPcal  622ADcal-  572ADcalσ1,470± 30

（1,467±25)
-26.85±0.431,500± 20AaAアカガシ亜属種実

流路内東側
深堀地点No.1 1.0001,307-1,395BPcal  643ADcal-  555ADcal2σ

IAAA-101347

0.3192,698-2,732BPcal  749BCcal-  783BCcal

σ

2,530± 30
（1,525±28)

-29.05±0.692,590± 30AAA－木材
下層確認トレンチ
泥炭層下

0.2182,615-2,636BPcal  666BCcal-  687BCcal

0.4122,541-2,591BPcal  592BCcal-  642BCcal

0.0522,517-2,526BPcal  568BCcal-  577BCcal

0.3082,677-2,742BPcal  728BCcal-  793BCcal

2σ 0.1882,607-2,642BPcal  658BCcal-  693BCcal

0.5042,491-2,602BPcal  542BCcal-  653BCcal

IAAA-112234

0.401  904-  925BPcal1,046ADcal-1,025ADcal

σ
960±20
(962±22)

-21.47±0.42900±20AaA－炭化物３号土坑墓

0.468  829-  859BPcal1,121ADcal-1,091ADcal

0.132  802-  810BPcal1,148ADcal-1,140ADcal

0.355  893-  930BPcal1,057ADcal-1,020ADcal
2σ

0.645  796-  874BPcal1,154ADcal-1,076ADcal

IAAA-112236

0.212  899-  916BPcal1,051ADcal-1,034ADcal

σ940±20 
(941±24)

-27.67±0.51990±20AaA－炭化物５号土坑墓
0.582  824-  869BPcal1,126ADcal-1,081ADcal

0.206  798-  815BPcal1,152ADcal-1,135ADcal

1.000  795-  921BPcal1,155ADcal-1,029ADcal2σ

IAAA-91569

0.0741,039-1,044BPcal  911ADcal-  906ADcal
σ

1,070±20 
(1,067±24)

-20.60±0.301,000± 20AaA－炭化物
滑石付着
炭化物

0.926  935-  979BPcal1,015ADcal-  971ADcal

0.1761,029-1,053BPcal  921ADcal-  897ADcal
2σ

0.824  930-1,007BPcal1,020ADcal-  943ADcal

IAAA-101202

0.224  900-  917BPcal1,050ADcal-1,033ADcal

σ
940± 20 
(944±22)

-25.02±0.28940± 20AaA－炭化物カムィヤキ内炭化物

0.575  825-  867BPcal1,125ADcal-1,083ADcal

0.202  799-  814BPcal1,151ADcal-1,136ADcal

0.246  891-  922BPcal1,059ADcal-1,028ADcal
2σ

0.754  795-  887BPcal1,155ADcal-1,063ADcal

第69表　放射性炭素年代測定結果

1）処理方法は、酸処理－アルカリ処理－酸処理(AAA処理)で、アルカリ濃度が1Ｎ未満の場合はAaAと表記している。
2）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用した。
3）BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
4）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。
5）暦年の計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を使用した。
6）暦年の計算には、補正年代に()で暦年較正用として示した、一桁目を丸める前の値を使用している。
7）年代値は、1桁目を丸めることが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された際の再計算や比較が容易なように、暦年較正用年代値の1桁目を丸めていない。
8）統計的に真の値が入る確率はσは68%、2σは95％である     
9）相対比は、σ、2σのそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。
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粉ではアカガシ亜属、シイ属が多産し、アカメガシワ

属、ウルシ属、ウコギ科、エゴノキ属等を伴う。草本

花粉では、キンポウゲ科、マメ科、キク亜科等が認め

られる。

（３）微細物分析

　微細物分析結果を第71図に示す。土壌試料からは、

木本14分類群（木本のアカガシ亜属、ブナ科、ウラジ

ロエノキ?、シマサルナシ、キイチゴ属、アカメガシワ

属、ヤンバルアカメガシワ、イヌザンショウ亜属、カ

エデ属、モチノキ属、ショウベンノキ、イイギリ、エ

ゴノキ属、クサギ属）41個、草本６分類群（イネ科、

アカザ科、ウリ科、ニワトコ属、ナス科、キク科）７個、

不明367個の種実が検出された。このうち、流路内東

側深堀地点（No.1）より検出されたアカガシ亜属の果

実破片2点を年代測定対象としている。

＜木本＞

・アカガシ亜属(Quercus subgen. Cyclobalanopsis）

　ブナ科コナラ属

　果実の破片が検出された。黒灰褐色、破片は果実頂

部にある輪状紋の部分で、大きさは最大5mm程度。全

体の形状は球体または卵体。果皮外面は平滑で、微細

な縦筋が目立つ。

　沖縄島に分布するアカガシ亜属は、オキナワウラジ

ロガシ(Q. miyagii Koidz.)とアラカシ(Q. glauca Thunb. 

ex Murray)があるが、破片から両種を判別するには至

らなかった。

・ブナ科(Fagaceae)

　花柱は灰褐色、大きさ１-２mm程度。花柱は３本で、

外側に開く。柱頭先端は舌状。

・ウラジロエノキ(Trema orientalis (L.) Blume)?

　ニレ科ウラジロエノキ属

　核は黒灰褐色、径５mm程度の歪な球体。基部は嘴状

に尖り、基部から稜が一周する。核は骨質で堅く、表

面には粗い網目模様がある。

・クワ属(Morus)　クワ科

　核は灰褐色、長さ2.0mm、幅1.3mm、厚さ１mm程度三

角状広倒卵体。一側面は狭倒卵形で、他方は稜になり

やや薄い。一辺が鋭利で、基部に爪状突起を持つ。表

面には微細な網目模様がありざらつく。本地域に分布

するクワ属は、ヤマグワ(M. australis Poir.)と栽培種

第70表　花粉分析結果

下層確認流路内東側深堀地点

トレンチ 種　類

泥炭層下No.3No.2No.1試料番号　

木本花粉

2--1マキ属

--26マツ属複維管束亜属

1222マツ属（不明）

-1--ヤマモモ属

--1-クマシデ属－アサダ属

38558824コナラ属アカガシ亜属

100918479シイ属

4413エノキ属－ムクノキ属

-7-3ウラジロエノキ属

1112イスノキ属

13-43ジャケツイバラ属

-1--コクサギ属

2---キハダ属

---1ミカン属

---1ミカン科

-1--センダン属

7291113アカメガシワ属

164-7ウルシ属

---1モチノキ属

-3-1ニシキギ属

-112カエデ属

-1--イジュ属近似種

-113グミ属

---3サガリバナ属

918-ウコギ科

-1-1クチナシ属

--2-ハイノキ属

134-5エゴノキ属

5428イボタノキ属

3111トネリコ属

--1-クサギ属

-13-サカキカズラ属

35-2ガマズミ属

草本花粉

1---ガマ属

--1-オモダカ属

123-イネ科

1---カヤツリグサ科

1---テンナンショウ属

--2-クワ科

1---アカザ科

3--1キンポウゲ科

-1-2バラ科

3118マメ科

---3トウダイグサ科

11--セリ科

2---キク亜科

41365037不明花粉

シダ類胞子

1--3イノモトソウ属

52680283155他のシダ類胞子

合　計

205222209212木本花粉

145714草本花粉

41365037不明花粉

52780283158シダ類胞子

746307499384総計（不明を除く）
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のマグワ（M. alba L.）があるが、核の実体顕微鏡下観察による判別は困難である。

・シマサルナシ(Actinidia rufa (Sieb. et Zucc.) 

　Planch. ex Miq.)マタタビ科マタタビ属

　種子は灰褐色、長さ2.3mm、幅1.3mm程度のやや偏平な楕円体。基部は切形でやや突出する。種皮

表面は、横長楕円形等不定形の凹点が密布し網目模様をなす。

・キイチゴ属(Rubus)　バラ科

　核(内果皮)は灰褐色、長さ1.8-2.2mm、幅1.2-1.5m程度の偏平な半倒卵体。腹面方向にやや湾曲す

る。表面には大きな凹みが分布し網目模様をなす。

・アカメガシワ属(Mallotus)　トウダイグサ科

　種子は灰黒褐色、径3.5mm程度の歪な球体。破片は腹面基部近くにあるＹ字状の稜に沿って割れ

ており、大きさは2.2mm程度。種皮表面には瘤状突起が密布し、断面は柵状組織が内側に湾曲する。

アカメガシワ(M. japonicus (Thunb.) Muell. Arg.)の種皮表面の瘤状突起よりもやや粗い。

備考
下層確認
トレンチ
泥炭層下

流路内東側深堀地点
分類群

No.3No.2No.1状態部位

木本

年代測定2破片果実アカガシ亜属

2破片花柱ブナ科

2破片核　ウラジロエノキ?

11完形種子シマサルナシ

222破片

1完形核　キイチゴ属

11破片種子アカメガシワ属

2破片種子ヤンバルアカメガシワ

1破片種子イヌザンショウ亜属

クスノハカエデ?1完形果実カエデ属

1完形核　モチノキ属

1完形種子ショウベンノキ

221破片

12完形種子イイギリ

21破片

5破片種子エゴノキ属

11破片核　クサギ属

草本

1完形果実イネ科

1破片種子アカザ科

トウガン近似1完形種子ウリ科

11完形種子ナス科

タイワンソクズ?1ニワトコ属

1完形果実キク科

不明

イラクサ科?65237563完形A

2022513破片

イラクサ科?33102完形B

42破片

アコウ?213124完形C

121破片

22完形D

725完形その他

31破片

++広葉樹の葉

++++木材

+++炭化材

+++植物のトゲ

++蘚苔類

++++昆虫類

+骨・貝類

200cc100cc50cc100cc分析量

333.2g113.6g69.5g155.4g

第71表　微細物分析結果
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・ヤンバルアカメガシワ(Melanolepis multiglandulosa (Blume) Rchb.f. & Zoll.)

　トウダイグサ科ヤンバルアカメガシワ属

　種子は黒色、径４-５mm程度の歪な球体。基部にはＹ字形の稜がある。破片は大きさ２mm程度。

種皮は厚く硬く、断面は柵状で内側では湾曲する。表面には径不同で円形の深い窪みが散在する。

・イヌザンショウ亜属(Zanthoxylum Subgen. Fagara)　ミカン科サンショウ属

　種子は黒色、長さ3.5mm、幅3.0mm、厚さ1.5mm程度のやや偏平な非対称広倒卵体。腹面正中線上に

広線形の臍がある。種皮は厚く硬く、表面には粗い網目模様があるが、カラスザンショウ(Z. 

ailanthoides Sieb. et Zucc.)の網目よりもやや浅く縦長である。

・カエデ属(Acer)　カエデ科

　果実は暗灰褐色、長さ８mm、幅６mm、厚さ３mm程度の楕円体。頂部から鋭角に開く果翼の先端部

を欠損する。翼を含めた長さは１cm程度。基部は切形で２翼果の合着面は平ら。両面の正中線上に

鈍稜がある。果皮表面には葉脈状の隆条模様がある。

　本地域に分布するカエデ属は、常緑高木のクスノハカエデ(A. oblongum Wall. subsp. itoanum 

(Hayata) Hatussima)１種であることから、出土果実はクスノハカエデの可能性が高い。

・モチノキ属(Ilex)　モチノキ科

　核が検出された。灰褐色、長さ3.5mm、径1.5mm程度の倒卵体。背面は丸みがあり、腹面の正中線

上は稜をなす。横断面は広扇形。表面には大きな凹みによる葉脈状網目模様が縦列する。

・ショウベンノキ(Turpinia ternata Nakai)　ミツバウツギ科ショウベンノキ属

　種子は黄灰褐色、径５mm、厚さ３mm程度の歪な広倒卵体でやや偏平。背面は丸く、腹面は稜状。

基部にやや斜めにつく臍は横楕円形で深く凹む。臍の上縁は嘴状。種皮は硬く、表面には微細な粒

状網目模様がある。

・イイギリ(Idesia polycarpa Maxim.)　イイギリ科イイギリ属

　種子は灰黒褐色、長さ1.8mm、径1.5mm程度の広倒卵体。頂部に円形の孔がある。頂部から基部の

臍にかけて１本の縦隆条がある。種皮は海綿状で表面には微細な網目模様がある。

・エゴノキ属(Styrax)　エゴノキ科

　種子は暗灰褐色、長さ１cm、径８mm程度の卵体。破片は最大８mm程度。頂部から基部にかけて３

本程度の縦溝と縦隆条がある。基部は斜切形、灰褐色の着点がある。種皮は硬く断面は柵状、表面

には粒状網目模様がある。

・クサギ属(Clerodendrum)　クマツズラ科

　核（内果皮）は灰褐色、長さ５-5.5mm、幅4-4.5mm、厚さ３mm程度の広卵体。破片は大きさ４mm程

度。側面観は三日月形。背面は丸みがあり、腹面は平らで腹面方向にやや湾曲する。腹面の一端に

は裂け目状の発芽口がある。内果皮は厚く硬い。背面には大きな網目模様があり、腹面表面は粗

面。

４.考察

（１）遺跡の年代観

　下層確認トレンチの泥炭層下より検出された木材は2,530±30BP、流路内東側深堀地点の泥炭層

（No.1）より検出された種実遺体は1,470±30BP、自然流路内流木は1,100±20BPの測定年代（補正

年代）が得られている。これまでの年代測定結果では、流路で1,800?1,900年前頃の年代値が得られ

ているが(パリノ・サーヴェイ株式会社,2009)、今回流路内で確認された植物遺体は、約2,500～

1,１00年前頃の年代値を示す。この流路は長期間にわたり継続していた可能性が示唆される結果と

第四章　第５節
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なったが、流路がグスク時代とされるⅣ層の下位であることを考慮すると矛盾する値ではない。自

然流路内の流木１点は広葉樹のムクノキに同定され、種実遺体はアカガシ亜属と同定された。

　土坑墓に関係する年代は、３号土坑墓の炭化物は960±20BP、５号土坑墓は940±20BPであり、３

号土坑墓と５号土坑墓は、年代測定結果から見るとほぼ同時期の遺構と考えられ、その年代は、11

世紀初頭から12世紀中頃までの間に収まる。

　遺物に関する年代では、カムィヤキ内の炭化物が11世紀半ばから12世紀半ばの年代値を示し、こ

れまでの調査成果と概ね調和する値である。一方、滑石に付着する炭化物については、10世紀初頭

から11世紀初頭を示し、一般的な遺物の年代的位置づけよりやや古い、今後の検討課題である。こ

れらの年代は、沖縄では貝塚時代後期終末からグスク時代に相当する。この頃は「グスク時代前夜」

とも言われ、貝塚時代後期とグスク時代の複合遺跡であることを象徴する結果であると言える。

（２）遺跡周辺の古環境

　花粉群集組成についてみると、いずれの試料においても木本花粉とシダ類胞子が多産する傾向が

見受けられる。保存状態は良好と言えないものの、風化に強い種類が多産するような偏った組成で

ないことから、当時の植生を概ね反映していると考えられる。下層確認トレンチの泥炭層下の木本

類を見ると、シイ属が最も多く産出し、次いでコナラ属アカガシ亜属が多く認められる。これら

は、どちらも暖温帯性常緑広葉樹林の主要構成要素であり、その他にもイスノキ属、アカメガシワ

属等の常緑広葉樹林構成要素や、ウルシ属、ウコギ科、エゴノキ属、イボタノキ属等の林縁要素が

認められる。種実遺体においても、シマサルナシ、キイチゴ属、ヤンバルアカメガシワ？、カエデ

属、ショウベンノキ等、常緑広葉樹林構成要素・林縁要素が認められる。草本類では、少ないなが

らもキンポウゲ科、マメ科、キク亜科等の花粉化石、アカザ科、ウリ科、ナス科、タイワンクソウ

ズ？等の種実遺体が検出される。これらはいずれも明るい場所を好む種を含む分類群である。よっ

て、約2,500年前頃の本遺跡周辺は、シイ属、アカガシ亜属を主体とし、イスノキ属やヤンバルアカ

メガシワ等からなる常緑広葉樹林が分布しており、林縁等にはシマサルナシ、キイチゴ属、ウルシ

科、カエデ属、ウコギ科などが生育しており、アカザ科、キンポウゲ科、マメ科、ウリ科、ナス科、

タイワンクソウズ等の草本類も林縁などの明るい林床に生育していたと思われる。なお、ガマ属な

どの水湿地性植物も認められることから、周囲に水湿地の存在も窺える。

　流路内東側深堀地点の花粉群集組成は、いずれの試料も類似しており、木本類ではシイ属、アカ

ガシ亜属が多産し、マツ属、ジャケツイバラ属、アカメガシワ属、ウルシ属、ウコギ科、エゴノキ

属、イボタノキ属等を伴う。種実遺体では、アカガシ亜属、ブナ科、ウラジロエノキ？、シマサル

ナシ、アカメガシワ属、イヌザンショウ属、モチノキ属、ショウベンノキ、エゴノキ属、クサギ属

等が認められる。草本類ではイネ科、クワ科、バラ科、マメ科、ナス科、キク科等の草本類に由来

する花粉・種実遺体も検出される。これらは、いずれも暖温帯性常緑広葉樹林の構成要素や林縁部、

臨床などの植生を反映する種類であることから、約1,500年前頃にかけての周辺域では、シイ属、ア

カガシ亜属を主体とし、豊富な樹種構成からなる常緑広葉樹林が形成されており、約2,500年前から

大きく変化していなかったと推測される。また、No.2からは、水生植物のオモダカ属が認められる。

No.1で多く認められるジャケツイバラ属には、マングローブ後方のやや陸化したところに生育する

ナンテンカズラが含まれる他、マングローブ上流の河川湿地帯に生育する種を含むサガリバナ属等

が検出される。種実遺体でも、湿潤で肥沃な場所に生育するショウベンノキ、イイギリ等が認めら

れることから、泥炭層が形成された流路内や周辺の適湿地に、これらの木本・草本類が生育してい

たと推測される。

第四章　第５節
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　宜野湾市及び北谷町に所在する新城下原第二遺跡では、約6,000～5,500前頃の堆積層において自

然科学分析が実施されており、花粉ではシイ属を主体としてヤマモモ属、アカガシ亜属、アカメガ

シワ属等の暖温帯性常緑広葉樹林を主体とした群集組成が得られている（パリノ・サーヴェイ株式

会社，2006）。同層準からは、オキナワウラジロガシ、ヤマグワ、カジノキ属、シマサルナシ、イス

ノキ、アカメガシワ属等の種実遺体も検出されており、遺跡後背の丘陵上～低地部にかけて、シイ

属、アカガシ亜属を主体とした豊富な樹種構成からなる常緑広葉樹林が成立していたとされている

（パリノ・サーヴェイ株式会社，2006）。このことから、約1,500年前頃になっても、周辺の丘陵部

やその縁辺部に、シイ属、アカガシ亜属を主体とする常緑広葉樹林が分布していたことが窺える。

Ⅱ．カムィヤキ内土壌と内部付着物の検討

１．試料

　試料は、グスク時代のカムィヤキの壺中の土壌（右底）とされた１点で、黄褐色を呈する砂質の

土壌である。また、赤外分光分析の試料は、カムィヤキ内の付着した有機物と想定されるものであ

る。

２．分析方法

（１）花粉分析

　前掲の分析方法を参照。

（２）植物珪酸体分析

　湿重５ｇ前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン

酸ナトリウム，比重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやす

い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレ

パラートを作製する。

　400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体

（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）、およびこれらを含む珪化組織片を近藤（2004）の分類に基づいて

同定し、計数する。

　結果は、検出された分類群とその個数の一覧表で示す。

（３）微細物分析

　前掲の分析方法を参照。

（４）炭化材同定

　試料を自然乾燥させた後、木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断

面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特

徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を

同定する。

　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）やWheeler他（1998）を参考にする。また、

日本産木材の組織配列については、林（1991）や伊東（1995,1996,1997,1998,1999）を参考にする。

（５）土壌理化学分析

　リン酸含量は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸比色法、カルシウム含量は硝酸・過塩素

酸分解－原子吸光法、腐植含量はチューリン法（土壌標準分析・測定法委員会,1986）でそれぞれ行っ

た。以下に各項目の操作工程を示す。
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１）分析試料の調製

　試料を風乾後、土塊を軽く崩して２mmの篩でふるい分けをする。この篩通過試料を風乾細土試料

とし、分析に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕し、0.5mm篩を全通させ、粉砕土試料

を作成する。風乾細土試料については、105℃で４時間乾燥し、分析試料水分を求める。

２）リン酸、カルシウム含量

　粉砕土試料1.00ｇをケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸（HNO３）約５mlを加えて加

熱分解する。放冷後、過塩素酸（HClO４）約10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で

100mlに定容して、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計に

よりリン酸（P２O５）濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後

に原子吸光光度計によりカルシウム（CaO）濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水

分量から乾土あたりのリン酸含量（P２O５mg/g）とカルシウム含量（CaOmg/g）を求める。

３）腐植含量

　粉砕土試料0.100～0.500ｇを100ml三角フラスコに正確に秤りとり、0.4Ｎクロム酸・硫酸混液 

10mlを正確に加え、約200℃ の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.2％フェニルアントラニ

ル酸液を指示薬に0.2Ｎ硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた

水分量から乾土あたりの有機炭素量（Org-C乾土%）を求める。これに1.724を乗じて腐植含量（％）

を算出する。

（６）脂質分析

　分析は､坂井ほか（1996）に基づき､脂肪酸およびステロール成分の含量測定を行う｡試料が浸る

に十分なクロロホルム：メタノール（２:１）を入れ､超音波をかけながら脂質を抽出する｡ロータ

リーエバポレーターにより､溶媒を除去し､抽出物を塩酸-メタノールでメチル化を行う｡ヘキサン

により脂質を再抽出し､セップパックシリカを使用して脂肪酸メチルエステル､ステロールを分離

する｡脂肪酸のメチルエステルの分離は､キャピラリーカラム（ULBON,HR-SS-10,内径0.25mm,長さ30

ｍ）を装着したガスクロマトグラフィー（GC-14A,SHIMADZU）を使用した。注入口温度は250℃､検出

器は水素炎イオン検出器を使用する｡ステロールの分析は､キャピラリーカラム （J&W SCIENFIC,DB-

1,内径0.36mm､長さ30ｍ）を装着する｡注入口温度は320℃ ､カラム温度は270℃ 恒温で分析を行う｡

キャリアガスは窒素を､検出器は水素炎イオン化検出器を使用する｡

（７）赤外線分光分析

１）赤外線分光分析の原理

　有機物を構成している分子は、炭素や酸素、水素などの原子が様々な形で結合している。この結

合した原子間は絶えず振動しているが、電磁波のようなエネルギーを受けることにより、その振動

の振幅は増大する。この振幅の増大は、その結合の種類によって、ある特定の波長の電磁波を受け

たときに突然大きくなる性質がある。この時に、電磁波のエネルギーは結合の振動に使われて（す

なわち吸収されて）、その物質を透過した後の電磁波の強度は弱くなる。

　有機物を構成している分子における結合の場合は、電磁波の中でも赤外線の領域に入る波長を吸

収する性質を有するものが多い。そこで、赤外線の波長領域において波長を連続的に変えながら物

質を透過させた場合、さまざまな結合を有する分子では、様々な波長において、赤外線の吸収が発

生し、いわゆる赤外線吸収スペクトルを得ることができる。通常、このスペクトルは、横軸に波数

（波長の逆数cm-1で示す）、縦軸に吸光度（ABS）を取った曲線で表されることが多い。したがって、

既知の物質において、どの波長でどの程度の吸収が起こるかを調べ、その赤外線吸収スペクトルの
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パターンを定性的に標本化し、これと未知物質の赤外線吸収スペクトルのパターンとを定性的に比

較することにより、未知物質を同定することも可能である（山田，1986）。

２）赤外線吸収スペクトルの測定

　微量採取した付着物をダイヤモンドエクスプレスにより加圧成型した後、顕微FT-IR装置（サーモ

エレクトロン（株）製Nicolet Avatar 370,Nicolet Centaulus）を利用し、測定を実施した。なお、

赤外線吸収スペクトルの測定は、作成した試料を鏡下で観察しながら測定位置を絞り込み、ATR法

（Geクリスタル）で測定した。得られたスペクトルはCO除去、ATR補正、正規化などのデータ処理を

施した後、吸光度（ABS）で表示している。測定条件及び各種補正処理の詳細については、FT-IRス

ペクトルと共に図中に併記しているので、そちらを参照されたい。

３．結果

（１）花粉分析

　結果を第72表に示す。花粉化石は１個体も検出されず、シダ類胞子

が10個体程度検出されるのみである。また、残渣中に微細植物片など

の植物残渣はほとんど検出されなかった。

（２）植物珪酸体分析

　結果を第73表に示す。植物珪酸体が極めてわずかに検出されるに過

ぎず、短細胞珪酸体に由来するダンチク型および機動細胞珪酸体に由

来するファン型が検出されるものの、種類の同定には至らない。

（３）微細物洗い出し分析

　結果を第74表に示す。土壌250cc（327.06g）からは、炭化した栽培種のイネの穎１個、炭化材0.01

ｇ未満（最大径2.4mm）が検出された。イネ（Oryza sativa L.;イネ科イネ属）の穎（果）は、炭化し

ており黒色。完形ならば長さ６-7.5mm、幅３-４mm、厚さ２mm程度。基部に斜切状円柱形の果実序

柄と１対の護穎を有し、その上に外穎（護穎と言う場合もある）と内穎がある。外穎は５脈、内穎

は３脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合してやや偏平な長楕円形の稲籾を構成する。破片は果実序

柄の部分で、大きさは0.7mm程度。果皮は薄く柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。

（４）土壌理化学分析

　結果を第75表に示す。壺内土壌

は、腐植含量が0.26%、リン酸含量が

0.25mg/g、カ ル シ ウ ム 含 量 が

1.72mg/gといずれも低い値である。

第72表　カムィヤキ内土壌

の花粉分析結果

壺(右底)
種　　類

カムィヤキ

シダ類胞子

10シダ類胞子

合　計

 0木本花粉

 0草本花粉

10シダ類胞子

10総計

第75表　カムィヤキ内土壌の理化学分析結果

CaO
(mg/g)

P2O5
(mg/g)

腐植
含量(%)

土色土性試料名

1.720.250.262.5Y5/3　黄褐SL壺(右底)　カムィヤキ

注．(1)土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，1967）による。

　　(2)土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，1984）の野外土性による。

　　　　　　 S…砂土（粘土0～5%、シルト0～15%、砂85～100%）

　　　　　　SL…砂壌土（粘土0～15%、シルト0～35%、砂65～85%）

第73表　カムィヤキ内土壌の

　　　　植物珪酸体分析結果

壺(右底)
種　　類

カムィヤキ

イネ科葉部短細胞珪酸体

1 不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

1 不明

合　　計

1 イネ科葉部短細胞珪酸体

1 イネ科葉身機動細胞珪酸体

2 総　計

第74表　カムィヤキ内土壌の微細物洗い出し分析結果

備考
壺(右底)

状態部位種類
カムィヤキ

植物遺体

<0.01g1個炭化破片(基部)穎イネ

<0.01g炭化破片炭化材

最大径2.4mm

7.09g残渣

250cc分析量

327.06g
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（５）脂質分析

　脂肪酸、ステロールともに未検出である。

（６）赤外線分光分析

　FT-IRスペクトルを第175図に示す。付着物のFT-IRスペクトルでは、1410cm-1の強い吸収帯のほ

か、2514cm-1、1799cm-1、1091cm-1、872cm-1、715cm-1の吸収帯が特徴的である。このうち、1410cm-1、

872cm-1、715cm-1の吸収は無機炭酸塩によるものである。また、他に観察された弱い吸収も無機炭酸

塩に基づく吸収であり、有機物の存在を示唆する吸収は確認されていない。

４．考察

（１）壺内土壌について 

　花粉および植物珪酸体の微化石分析では、内容物の手がかりとなるような結果は得られなかった

といえる。土壌理化学分析および脂質分析からは、いずれも内容物を示唆するような結果は得られ

なかった。一方、微細物分析では、わずかながら穀物のイネが検出されたが、現時点では、穀物を

貯蔵したとまでは言うことはできない。今後の類例の蓄積が必要であろう。

（２）付着物について

　検出された付着物は、無機炭酸塩であり、有機物の存在は認められていない。図中には最も一般

的な炭酸塩である炭酸カルシウム、CaCO３の化学式で表されるCalcite［石灰岩］とAragonite［珊

瑚］の実測スペクトルを併記しているが、CalciteとAragoniteは結晶構造を異にするため、やや吸

収帯の出現位置が異なり、付着物はCalciteと同様な波数に吸収を有している。Calciteである可能

性は高く評価されるが、FT-IRのみで無機化合物を限定することは危険であるため、今後、無機塩の
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定性分析やX線回折分析による化合物同定を行い、特定することが望ましい。

Ⅲ.木棺墓の検討

１．試料

　試料は、木棺墓があったと想定される土壌から洗い出された83点である。これら全点について種

実遺体分析を実施する。なお、これらの試料のうち、試料番号314から１点、試料番号290から３点

の炭化材を抽出した。大きさは、試料番号314が９×８×５mm程度、試料番号290は一番大きいもの

で５×５×３mm程度である。この計４点について炭化材同定も併せて実施する。

２．分析方法

（１）種実遺体分析

　前掲の微細物分析の同定方法を参照。

（２）炭化材同定

　試料を自然乾燥させた後、木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断

面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特

徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を

同定する。

　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）やWheeler他（1998）を参考にする。また、

日本産木材の組織配列については、林（1991）や伊東（1995,1996,1997,1998,1999）を参考にする。

３．結果

（１）種実遺体分析

　結果を第76図に示す。洗い出し済試料からは、木本２分類群（クワ属、キイチゴ属）５個、草本

22分類群（イネ、アワ近似種、オオムギ、コムギ、オヒシバ、エノコログサ属、イネ科、カヤツリ

グサ科、ナデシコ科、アカザ科、カタバミ属、スナジタイゲキ近似種、エノキグサ、ツボクサ近似

種、セリ科、クマツヅラ属、ナス科、ニワトコ属、タカサブロウ、センダングサ節、アキノノゲシ？、

キク科）461個、不明24個の種実が検出された。栽培種は、イネの胚乳１個（No.339）、穎１個

（No.327）、アワ近似種の胚乳16個（No.292,297,313,321,322,328,342,349,356,360）、オオムギの胚

乳２個（No.356,363）、コムギの胚乳４個（No.282,292,332,348）が確認され、いずれも炭化してい

る。

　以下に、草本類（栽培植物）の形態的特徴等を記す。主要な木本類については前掲の微細物分析

結果を参照されたい。

・イネ(Oryza sativa L.)　イネ科イネ属

　胚乳と穎（果）は炭化しており黒色、長楕円形でやや偏平。胚乳は長さ3.8mm、幅２mm、厚さ１mm

程度。基部一端に胚が脱落した斜切形の凹部がある。表面はやや平滑で、２-３本の隆条が縦列す

る。表面に穎の破片が付着する個体もみられる。胚乳を包む穎（果）は、完形ならば長さ６-7.5mm、

幅３-４mm、厚さ２mm程度。基部に斜切状円柱形の果実序柄と１対の護穎を有し、その上に外穎（護

穎と言う場合もある）と内穎がある。外穎は５脈、内穎は３脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合し

てやや偏平な長楕円形の稲籾を構成する。果皮は柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。破片

は基部の果実序柄が確認され、大きさは１mm程度。

・アワ近似種(Setaria cf. italica (L.) P.Beauv.)　イネ科エノコログサ属

　胚乳は炭化しており黒色、径１-1.5mm、厚さ0.8mm程度の半偏球体。背面は丸みがあり、基部正中
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第76表　種実遺体分析結果
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線上に径１mm程度の馬蹄形の胚の凹みがある。腹面は平ら。胚乳表面はやや平滑。表面に穎（果）

が付着する個体が確認される。果皮は薄く、表面には横方向に目立つ顆粒状突起が配列する。

・オオムギ(Hordeum valgare L.)　イネ科オオムギ属

　胚乳は炭化しており黒色、長さ５-６mm、径３mm程度のやや偏平な紡錘状長楕円体。両端は尖る。

腹面は正中線上にやや太く深い縦溝があり、背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸く窪む。表面

はやや平滑で、微細な縦筋がある。

・コムギ(Triticum aestivum L.)　イネ科コムギ属

　胚乳は炭化しており黒色。長さ3.5-４mm、径2.5-３mm程度の楕円体。腹面は正中線上にやや太

く深い縦溝があり、背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸く窪む。表面には微細な縦筋がある。

一部焼き崩れて発泡している。

（２）炭化材同定

　炭化材は、全て落葉広葉樹のエゴノキ属に同定された。以下に解剖学的特徴等を記す。

・エゴノキ属(Styrax)　エゴノキ科

　散孔材で、横断面では楕円形、単独または２-４個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸

減させる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、１-４細胞幅、１-

20細胞高。

４．考察

（１）木棺墓について

　木棺墓があったと想定される土壌から洗い出された単体種実試料からは、栽培種であるイネの胚

乳・穎、アワ近似種、オオムギ、コムギなどの胚乳が検出されている。また、洗い出された試料か

らは炭化材も検出されており、４点すべてがエゴノキ属に同定された。いずれも炭化していること

から、これらの栽培種や木材が利用されており、何らかの理由で火を受けていることが窺える。た

だし、これらの結果から木棺墓の存在を支持するには至らない。特にイネやムギ類などの栽培種の

出土事例を見ると、那崎原遺跡（那覇市）の貝塚時代後期後半とされた焼土遺構からイネ、アワ、

オオムギ、コムギ、ムギ類、マメ科が、前原遺跡（宜野座村）のグスク時代の畑後からイネ？、ア

ワ、ヒエなどが検出されている（高宮，1996，1999）。その他にも近年資料が蓄積されつつあるが、そ

の多くはグスク時代以降の資料が多い。よって、本遺跡でのイネやムギ類の栽培・利用を考えるた

めには、洗い出された炭化種子や木材などを対象に炭素年代測定を実施し、時代観を明確にした上

で、再検討することが望まれる。なお、栽培種以外の種実遺体では、キイチゴ属、オヒシバを含む

イネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、クマツヅラ属等、林縁などの明るい場所に生育する木本・草

本・籐本類が検出されていることから、遺跡周辺や林縁部の植生を反映していると推測される。ま

た、湿地や湿気の多い場所に生育するタカサブロウ等も検出されることから、周囲に水湿地が存在

した可能性も想定される。
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第五章　まとめ

　小堀原遺跡は本町区画整理事業に伴う発掘調査で平成17年度から平成21年度まで実施した。その

成果を前章までに述べてきたが、本章では本遺跡の立地やその変遷、各期の遺構・遺物について再

度整理し、まとめとしたい。

・遺跡の立地

　本遺跡は北側に標高35～40ｍの琉球石灰岩の丘陵があり、丘陵の谷間からは湧水「ナルカー」が

遺跡の西側を海岸へ向かって流れている。丘陵麓からは10ｍ以下の低い平坦地を形成しそこに遺跡

は展開している。

　時代を遡って見ると貝塚時代後期は、北側の段丘から比較的緩やかな傾斜地ないし小丘陵が遺跡

の西側ｃ区まで延びていたと考えられる。それは、前回の確認調査で岩盤や地山が米軍によって削

平され平坦に改変された痕跡が確認されことからである。今回の調査では前回確認された岩盤や地

山が展開するａ区より東側を調査したところ次のような、立地変遷が推定された。

　先ず、貝塚時代後期前半期から中頃にかけて丘陵側に浜屋原期の生活空間が形成され、遺跡の東

西のいずれかに「ナルカー」の湧水が海へと繋がり、西は丘陵から連なるｃ区が張り出して、遺跡

全面は内湾を呈し「ナルカー」の河口が形成されていたと考えられる。その後、海浜の砂が河口域

に堆積し砂丘が形成され、後浜地に大当原期が展開し、くびれ平底期まで続いていたようである。

その間、「ナルカー」の流路が変わり大当原期頃にａ区とｂ区の合間を蛇行することによりマング

ローブ域が形成されていったと考えられる。

　貝塚時代後期終末期はｂ区からｃ区へ移動していく。そしてａ・ｂ区は、河口が砂丘の堆積に

よって海と遮断され一帯は後背湿地が形成されたと思われる。一定期間保っていた後背湿地は、再

び「ナルカー」が海岸と繋がり河口が形成され、ａ・ｂ区はグスク期初期前に干上がり土地が安定

してグスク期の集落が形成されていったのではないかと推測される。

　近世期以降は「ナルカー」の流路がスムーズで、戦前には護岸工事により流路を確保している。ま

た、遺跡一帯は集落の一部と耕作地や水田として利用され、沖縄戦を向かえ戦後は米軍基地へ接収

されていった。

・貝塚時代後期

　本期の遺構は砂層のⅥ層で、川跡、軽石ライン、土坑３基、土器集中部、柱穴、貝集積、貝集中

部が検出されている。

　川跡は調査区の北東側より北西側に向かい、そこから更に南側へ曲がり流れることが標高差より

判明した。この川跡は貝塚時代後期前半頃に上述した方角より形成され、その後、Ⅴ層が堆積し、

土壌が安定したところでⅣ層のグスク期へと移行する。川跡では川縁に貝だまりが２カ所確認さ

れ、分析した結果、貝種は内湾域に棲息するアラスジケマンガイが主体であった。この川跡は現

在、本遺跡の北西側を流れる「ナルカー」もしくは、隣接する後兼久原遺跡との間にもう１カ所、

湧水若しくは川が存在していたと推測される。川跡の層中には縄文前期の曽畑式土器、室川下層式

土器が検出されている。丘陵側またはｃ区の西側に縄文期の遺跡の存在や伊礼原遺跡、伊礼原E遺

跡などで確認された高波などによる海底堆積物の二次堆積の可能性も視野に入れ考慮したい。

第五章
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　軽石ラインはｂ区に川跡（南北側）に沿って帯状に確認されたことから、大当原期の汀線と考え

られ、生活址は丘陵側の後浜の土器集中部辺りに求められる。

　土坑は５基検出された。２基（炭化物集中部）は炭化物や焼土があることから炉址の可能性があ

り、形状は半円形と隅丸方形であった。82KSKも炉址の可能性があるが判然としない。他の土坑の

用途は不明である。また、土坑内からは乳房状尖底土器や鋸歯状の文様を施す土器、貝殻、獣骨な

どが検出されている。

　土器集中部はｂ区とｃ区で検出された。ｂ区は大当原式土器期を主体とし下限がくびれ平底土器

期で、ｃ区はくびれ平底土器期を主体としていた。特にｂ区では土器の検出状況が西から東に傾斜

して検出されたことから往時の立地の様相が窺えた。ｃ区では64KSPの柱穴が検出され形状は長楕

円形を成していた。

　貝はゴホウラの集積とシャコガイ集中が検出された。ゴホウラの検出状況から集積時の集積と埋

土状態が観察できた。２点の貝殻は殻口を露出し半分が埋まっており、露出部は風化していた。他

の貝殻は集積から崩れた状況を呈しているのが推測された好資料であった。一方、シャコガイは埋

土ではなく一カ所に集められた状況であった。本集中が確認されたのはｂ区で大当原式土器を主体

としており、共伴する貝殻の主体貝はマングローブに棲息するアラスジケマンガイであることから

イノーを棲息域とするシャコガイは加工目的に集められたと推測される。

　出土遺物は土器、骨製品、貝製品、石器、脊椎動物遺体、貝類遺体が得られている。土器の出土

量が大半を占め、グリッド別平面分布を第26・49図に示した。また、土器は次のような傾向が見ら

れた。調査区のa区は丸底や尖底など浜屋原式土器、ｂ区は乳房状尖底の大当原式土器が主で、他

に底径が小さく底厚の厚いくびれ平底土器、ｃ区は底径が大きく底が薄いくびれ平底土器が出土す

る傾向が判明した。このことから遺跡の変遷過程が窺えた。今回、注目される土器に第29図23と第

28図12、第29図14がある。第29図23は高橋式土器？、第28図12は入来式土器の可能性があり、九州

との交流を示唆している。第29図14は口縁部と肩上部に瘤状の小突起が貼付する土器で興味深い資

料で、類例資料はアカジャンガー貝塚、久志貝塚などがある。

　石器はⅣ層とⅥ層より主に出土した。石器の種類は石斧、敲石、敲石兼磨石、磨石、クガニ石、

石皿、砥石などである。また、黒曜石の楔形石器の出土も１点あった。石器の石質は21種類確認さ

れた。最も多い石材は細粒砂岩で次いで砂岩と周辺で採取できるものであった。閃緑岩やチャート

は少ない。

　骨製品はエイ、サメの脊椎の中央部を穿孔した有孔製品であった。

　貝製品は貝玉、貝輪、二枚貝有孔製品、ヤコウガイ製品、ホラガイ有孔製品が出土した。貝輪は

研磨などの加工が明瞭ではなく未製品若しくは自然か判然としない。二枚貝有孔製品は殻頂を穿孔

し、複数の打割、複孔、使用痕が認められるものである。貝種は７種でヒメジャコが最も多く、棲

息域はイノー、内湾、マングローブであった。サイズを見てみるとヒメジャコは大きめを用いてお

り、伊礼原Ｄ遺跡を比較すると時期が新しくなると小さくなるようである。ヤコウガイ製品は半月

状の未製品と奄美で出土事例のあるリング状製品に類似するのが出土している。ホラガイ有孔製品

は腹面に１孔と２孔との製品が得られている。

・グスク時代

　本期の遺構は、掘立柱建物址14棟、高床式建物址17棟、土坑墓６基、溝状遺構24基、自然流路、

ピット群が検出された。これら遺構の時期は後述する出土遺物から11～12世紀頃である。
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　掘立柱建物址は概ね長軸が東西または南東-北西方向で掘立柱建物址11のみ南北方向であった。

規模は15.6㎡～72.4㎡と大小の差があり、平均約35.3㎡となる。短軸は３～７ｍの範疇に収まり、

長軸は4～11ｍと幅がある。そのため、細長い建物となる。そこで各遺構の規模を次の通りに分け

てみた。20㎡ 以下の小型、23㎡ ～36㎡ の中型、46㎡ 以上の大型とし、中型が多い。他の遺跡を見

てみると、宜野湾市の伊佐前原第一遺跡と読谷村のタシーモー北方遺跡は中型で読谷村のウガンヒ

ラー北方遺跡と本町の後兼久原遺跡は中型と大型の両方となっている。更に喜界島の山田半田遺跡

と鹿児島県金峰町の持躰松遺跡は小型と中型が多い。山田半田遺跡は大型が見られるが大型倉庫の

可能性もある。（第176図）。

　今回の調査で明確に中柱が確認されたのは掘立柱建物址１・４・７で炉を伴うのは掘立柱建物址

４のみであった。掘立柱建物址９・12・13でも中柱と思われる柱穴が検出されたが明確には判断で

きなかった。炉と中柱を持つ掘立柱建物址４の事例は隣接する後兼久原遺跡の１号平地住居址があ

る。また、掘立柱建物址４は炉があることから平地式住居と考えられ、他も概ね同様と思われる。

掘立柱建物址11は他の住居址の柱穴数より少ないこと、高床式建物址の柱穴サイズより小さいこと

など、両遺構の特徴と差異が見られることから神アサギなど別の機能を持った施設を考慮に入れた

い。

　高床式建物址は４・６・９本柱の３種類あり、４本柱が10棟、６本柱が６棟、９本柱が１棟であ

る。類例する遺跡は隣接した後兼久原遺跡と宜野湾市の伊佐前原第一遺跡がある。更に４・６本柱

だと読谷村のタシーモー北方遺跡、ウガンヒラー北方遺跡、喜界島の山田半田遺跡があり、本島で

は西海岸側に見られる。本遺構の長軸方向は掘立柱建物址に沿っており海岸とほぼ平行である。規

模は、４本柱は最小で3.5㎡、最大で6.6㎡、平均約５㎡ である。６本柱は最小で5.6㎡、最大で20

㎡、平均約10.1㎡である。９本柱は10.5㎡である。４本柱の規模は後兼久原遺跡とウガンヒラー北

方遺跡、６本柱は伊佐前原第一遺跡が近く、９本柱は伊佐前原第一遺跡が大きい。高床式建物址の

規模は４㎡～８㎡の範囲に集中しており、本島内の各遺跡も同様である（第177図）。

　鹿児島県喜界島の山田半田遺跡は８ ㎡ 以上と大型の掘立柱建物址が多く見られる。県内の集落

の建物の規模と差が見られる。山田半田遺跡は出土遺物の内容から太宰府などの役所の出先機関的

な要素があることからその差による可能性がある。

　掘立柱建物址とのセット関係を見てみると、仲宗根求氏が提唱する「吹出原型掘立柱建物」の

①・③・④型類似が見られた。①型は掘立柱建物址２と高床式建物址10、掘立柱建物址７と高床式

建物址13、掘立柱建物址８と高床式建物址14、掘立柱建物址９と高床式建物址15で、③型は掘立柱

建物址３と高床式建物址11で、④型類似が掘立柱建物址１と高床式建物址４・５である。

　土坑墓は６基検出された。本遺構は調査区のほぼ中央部に集中し、南東に１基、北西に２基分布

している。全て土坑墓と思われるが北西部の２基は木棺墓の可能性がある。また、改葬（２号土坑

墓）が１基検出され、焼骨が埋葬されていた。木棺墓の可能性があるのは５・６号土坑墓で、木材

や木材痕は確認されていないが、両遺構は長方形で、後兼久原遺跡で検出された木棺墓の特徴に類

似する。姿勢は仰臥屈肢葬、伴出遺物は５号にカムｨヤキ、６号に滑石片が検出された。頭位は、５

号土坑墓は南東、６号土坑墓は東方を向いており、後兼久原遺跡に類似する。５号土坑墓のように

カムィヤキが検出される事例は鹿児島県徳之島の天城町の中里遺跡がある。１号土坑墓は乳児骨、

３・４号土坑墓は幼児骨で頭位はいずれも南東、南方向を向いている。２号土坑墓以外は全て埋葬

姿勢で仰臥屈肢葬であり、乳幼児骨の埋葬は後兼久原とは異なる状況を呈している。３・５号土坑

墓内の年代測定（補正年代）を行なったところ３号土坑墓は960±20BP、５号土坑墓は940±20BPの
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　溝状遺構は自然の流路からなる⑨～⑫・⑭・⑯・⑰と掘立柱建物址の雨垂れを想定させる④～⑧、

何らかの区画を意図すると思われる直線的な①～③・⑱・⑲、そして、遺跡の南北を流れる川跡の

可能性の運。その他噂・営～曳に分けられる。

　遺物はグスク土器・滑石混入土器・中国産白磁・滑石製品・カムィヤキ・羽口・鉄滓・鉄製品・

骨製品・銭貨などの人工遺物と脊椎動物遺体・植物遺体の自然遺物が出土した。

　グスク土器の出土量は僅少であった、得られた器種は壺形と甕形で、後者が多い。滑石混入土器

は底部資料が１点（第120図６）出土し底径より鍋形が想定される。また、底部資料で、外底面に葉

脈痕が見られる資料（第120図５）も出土し、クワズイモの葉を使用したと想定される。

　中国産白磁の出土は本遺跡の年代指標となる、11世紀から12世紀の資料が得られた。器種は碗の

みで玉縁口縁碗が主体となっている。他に外器面に櫛描と箆彫による櫛描文碗が得られた。この碗

の出土例は後兼久原遺跡、宜野湾市の伊佐前原第一遺跡、那覇市のヒヤジョー毛遺跡、銘苅原遺跡

があり、器形が直口口縁と外反口縁の器形が見られるが新旧は不明である。

　滑石製品は破片が多く、器形の窺える資料は得られなかった。二次加工されている資料は器本体

より割り取られた痕跡があり、更にその破片から分割する加工が成されている資料が見受けられ

た。二次加工の見られない破片は器厚が厚く、重量感があり、把手は縦位の方形を呈することから

木戸の石鍋編年試案のⅡ類－ａ－１及びａ－２に該当し、その年代は11世紀である。

　二次加工したものは、擦切り痕や平ノミ、丸ノミ痕などによる割り取りをする過程が看取され

る。また、転用品はバレン状製品や錘状製品などが得られた。バレン状製品は製品そのものと加工

途中の２種類であった。また、不明加工品の第130図47・48は類例がないため用途が判然としない。

第130図46は６号土坑墓に伴う遺物であった。頭頂部に凹みの面（内面）を向けて検出された。埋葬

に関する儀礼的な用途に使用したのか凹みの部分は黒味を帯びていた。滑石製品に付着する炭化物

の年代測定（補正年代）を行なったところ1070±20BPの値が得られている。

　カムィヤキは壺、甕、鉢、器種不明の４種が得られ、壺が主体であった。壺は無文で口縁部は大

きく屈曲するのが多く、口唇部の形状も５種類あった。５号土坑墓より短頸で直口口縁の小型壺が

検出された。壺は口縁部から胴部にかけて破損していた（第123図24）。破損部を頭部に向けて検出

されてることから何らかの意図が感じられるが民俗事例等も加味し検討する必要がある。なお、本

資料内の炭化物の年代測定（補正年代）を行なったところ940±20BPの値が得られた。

　産地不明の須恵器が5点得られている。隣接する後兼久原遺跡では器面全体に線条痕を施す壺が

検出され熊本県の下り山窯跡群の可能性が指摘されているが、その特徴とは異にするためこれらの

出自については資料の増加を待ち判断したい。

　その他の出土遺物は羽口や鉄滓・鉄製品などの鍛冶関連資料がある。掘立柱建物址や高床式建物

址周辺や調査区の南側に集中しているが鍛冶施設や遺構は確認されていない。鉄滓では磁着性のあ

るのも確認された。鉄製品は１点で平面形が縦長の台形状で断面は楔状を呈し、基部は方形の空洞

であることから、木材を差し込み使用する道具と思われる。また、骨製品が１点出土している。ウ

シかウマの橈骨と思われ、骨の両端部を一方は弧状にもう一方は水平に加工している。このような

製品は初めての出土である。銭貨は２枚出土した。破損品で表面に「開元□寶」と「開□□寶」の

文字が確認でき「開元通寶」と思われる。

　脊椎動物遺体では、ウシが主で、隣接する後兼久原遺跡においても同時期にウシと思われる足跡

が多数検出され、14世紀頃の包含層からはウシの角が出土している。また、宜野湾市の伊佐前原第
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一遺跡でも出土例がある。

　植物遺体は柱穴等の遺構からの土壌をフローテーションによって回収された浮遊物は分析した結

果、12種の植物遺体が確認された。得られた植物遺体は、イネ、コムギ、オオムギ、アワ、キビ？

が検出された。これらは野生種を上回り、グスク時代初期より栽培植物を示唆するものである。喜

界島の山田半田遺跡の城久遺跡群とほぼ同時期に沖縄でも農耕が行なわれていたようである。ま

た、アワ、オオムギ、イネの年代測定（補正年代）結果から、アワは920±20BP、オオムギは1030±

30BP、イネは950±30BPの値が得られグスク時代では最も古いことが判明した。

・近世～近・現代

　遺構は近・現代で溝状遺構、旧ナルカー、屋敷跡、石列が検出されている。溝状遺構は平坦部

（中央区・西区）で６本、丘陵部（北東区）４本検出された。SD４・５及び屋敷囲いの溝は人工的

で他は自然の様相を呈している。

　旧ナルカー（SD９）は調査区の南東側で検出され２時期確認された。古くはⅣ層を切っているこ

とからⅣ層後の時期で川幅は約2.5～5.8ｍであった。新しいのでは戦前に石積による護岸が整備さ

れている。川幅は１～２ｍであった。

　屋敷跡は中央区の南壁側中央部で検出された。SK05で石柱が検出されている。屋敷跡の周囲には

溝が「コ」の字状に検出されている。

　石列は屋敷囲いの溝の西側で長さ12ｍ、幅１ｍであった。

　出土遺物は中国産磁器、沖縄産陶器、本土産磁器、石製品、鉄製品、瓶、銭貨などが得られた。

　近世からは中国産磁器と煙管、銭貨が得られた。出土量は全て僅少である。カワニナを含み、鍬

跡が見られたことから水田や耕作地などとして利用していたと思われる。中国産磁器は青磁、白

磁、染付、瑠璃釉、褐釉陶器の５種類で碗、皿、瓶の器種が得られ15～16世紀頃であった。煙管は

石製の雁首で１点出土している。銭貨は無文で２枚出土している。

　近・現代からは沖縄産陶器（施釉・無釉）、陶質土器、本土産陶磁器、ガラス玉、石製品、鉄製

品、簪、銭貨などが得られている。沖縄産施釉陶器は碗、小碗、香炉、酒器、瓶、油壺など、無釉

陶器は鉢などが出土している。陶質土器は鍋、火炉が、本土産磁器は碗、小碗、皿などが出土して

いる。簪はジーファーが３本出土、頭部は匙型で竿は六角錐で先端は丸みを帯びる。石製品は石臼

が１対出土している。鉄製品は鉄釘、蹄鉄、斧である。木製品は２本出土、形状は人形のように見

える。ガラス瓶は12本出土し、ビールや清涼飲料用、調味料用、化粧品用、薬品用などであった。

貨幣は５枚出土している。日本の貨幣は五銭の１枚で、他は米国の１セント１枚、10セント２枚、

25セント１枚であった。また、10セントでは1917年製と1990年製が得られ米軍基地の歴史が看取さ

れる。

・まとめ

　今回の調査で、貝塚時代後期からグスク時代初期、近世、近・現代までの様相を上述してきた。そ

の成果として、貝塚時代後期は遺跡の立地の変遷が各期の土器の分布状況から窺えた。また、桑江

伊平地区における同時期の遺跡の分布は、北より平安山原Ｂ遺跡、伊礼原Ｄ遺跡、伊礼原遺跡、伊

礼原Ｅ遺跡があり、本遺跡は最も内陸側に位置しており、全面の海岸も内湾域の最も内陸側に位置

する地形であったと思われる。今後はキャンプ桑江南側の調査が行なわれれば更に詳細な地形が明

らかになるであろう。同時期の遺跡を比較してみてみると伊礼原Ｄ・Ｅ遺跡よりは古く、伊礼原遺
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跡、平安山原Ｂ遺跡と同時期頃に位置付けられる。

　グスク時代初期は前回の確認調査より更に詳しい様相が判明した。出土遺物で年代の指標となる

滑石製品の石鍋で方形の縦耳を持つものと中国産白磁の玉縁口縁碗から11～12世紀に限定された。

同時期の遺跡として後兼久原遺跡のⅢ期、読谷村のウガンヒラー北方遺跡、タシーモー北方遺跡な

どがあり、集落の構成要素も同様で再確認できた。また、本遺跡の南に北谷城が所在し、按司の拠

点としての成立過程に集落がどのような影響をもたらしたのか本遺跡や後兼久原遺跡など周辺のグ

スク期の遺跡の成果と北谷城の成果、また同時期の研究成果も含めて検討することとしたい。

　近世、近・現代を見てみると、近世期は出土遺物が少なく、鍬跡が確認されたことから耕作地や

水田として利用されていたようである。中国産磁器は後兼久原遺跡からもたらされたと思われる。

近・現代は溝状遺構や旧ナルカーが整備されていることが確認された。戦前の航空写真からもナル

カーの流路とその周辺は耕作地や水田などが確認できた。
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報　告　書　抄　録

　くむいばるいせきふ り が な

　小堀原遺跡書　 　 　 名

　桑江伊平土地区画整理事業に伴う発掘調査事業副　 書　 名

　-巻　 　 　 次

　北谷町教育委員会文化財調査報告書　シ リ ー ズ 名

　第３４集シリーズ番号

　山城安生・東門研治・松原哲志・島袋春美・上地千賀子・呉屋広江・土肥直美
　藤田祐樹・黒住耐二・樋泉岳二・高宮広土・千田寛之・珂パリノ・サーヴェイ

編 著 者 名

　沖縄県北谷町教育委員会編 集 機 関

　〒904－0192　沖縄県中頭郡北谷町字桑江226番地　ＴＥＬ　098－936－3159所　 在　 地

　2012年（平成24年）３月23日発 行 年 月 日

調査原因
調査面積

調査期間
東経北緯コードふりがなふ り が な

㎡°′″°′″遺跡番号市町村所在地所 収 遺 跡 名

区画整理事業に

伴う緊急発掘調

査

73102005． 12

～

2009． ６

127°

 45′

 45″

26°

19′

14″

473260 沖 　 縄 　 県 
おき なわ けん

 北 　 谷 　 町 
ちゃ たん ちょう

 字 　 桑 　 江 
あざ くわ え

 小 　　　 字 
こ あざ

 小 　 堀 　 原 
く むい ばる

 小  堀  原  遺  跡 
く むい ばる い せき

特記事項主　な　遺　物主　な　遺　構主な時代種別所収遺跡名

(年代測定は、補

正年代を使用)

沖縄産施釉、無釉陶器・陶

質土器・本土産陶磁器・石

製品・瓶・銭貨

溝状遺構・旧ナルカー護岸

跡・屋敷跡

近・現代

(Ⅰ･Ⅱ層)

集落小 堀 原 遺 跡

(土坑墓3号)960±20BP 

(イネ)　　 948±25BP 

(オオムギ)1028±28BP

カムィヤキ・滑石製品・白

磁・羽口・鉄滓・鉄製品・

骨製品・銭貨

堀立柱建物址・高床式建物

址・溝状遺構・自然流路・

土坑墓・ピット群

グスク

(Ⅳ層)

(川跡)  1470±30BP

土器・貝製品・石器・チャー

ト製品・骨製品・脊椎動物

遺体・貝類遺体

貝集積・貝集中部・川跡・

土器集中部・軽石ライン・

柱穴

貝塚後期

(Ⅵ層)

　小堀原遺跡発掘調査の結果、貝塚時代後期～グスク時代初頭、近世、近・現代の

複合遺跡であることが判明した。

　近世から近・現代にかけては集落の一部とその周辺が耕作地や水田の可能性があ

る。また、ナルカーの護岸遺構が検出され、耕作地や水田に利用していたと推測さ

れる。

　グスク時代初頭は掘立柱建物址・高床式建物址・土坑墓などの遺構が検出された。

出土遺物は11世紀から12世紀に限定されることからこの期間利用していたことが判

明した。また、イネやコムギなどの穀物類も検出されたことから、これらの栽培も

行なわれていたと推測される。本期の前後は一時、後背湿地が形成されていたこと

が判明している。

　貝塚時代後期は土器型式の分布状況から生活圏の変遷を追うことができた。ま

た、遺跡では旧ナルカーの流路が蛇行している状況が確認され、浜屋原式土器期は

河口域、大当原式土器期はマングローブ域を形成していたことが貝類遺体より判明

した。このように旧ナルカー流路や遺跡の変遷が把握できた重要な遺跡である。

要　 　 　 約

報告書抄録
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付篇：オオツタノハ製貝輪　－表面採集資料－
　小堀原遺跡調査中の2006年９月19

日に小堀原遺跡西側より表面採集し

たものである。完形品で、縦7.1cm、

横5.5cm、重さ15.83gのオオツタノ

ハにしてはやや小振りの貝である。

　加工の状況をみると外殻面はほぼ

全面に研磨が施されるが、部分的に

貝の色が残る。内殻は下位に外套線

が見られる。縁は内外縁とも研磨加

工が顕著であるが、内縁は上方に破

損部分が残る。

　貝輪の縁幅は下が1.4cm、上が

0.8cmで下位の部分がやや幅広で、

直線状を呈する。オオツタノハは前

面の海域及びサンゴ礁域には棲息し

ない貝（黒住1991）とされており、

別の地域から持ち込まれた可能性が

高い。

　キャンプ桑江北側地区の発掘調査

でも同種の貝が出土している（第77

表）。

　これによると貝塚時代前期から後

期に出土している。

　小堀原遺跡に近い伊礼原E遺跡で

多く得られている。

＜引用文献＞

　黒住耐二　1994　「オオツタノハの供給地」『南島考古』第14号　pp.　沖縄考古学会

付　篇

第180図　オオツタノハ貝輪採集地

出土地観察事項
横・殻長
（cm）

縦・殻高
（cm）

残存遺跡名
番
号

4-4石列遺構
近世

全面研磨・色残り－8.9破伊礼原D遺跡1

4-3淡茶褐色砂層
貝塚後期

全面研磨・色残り－－破伊礼原D遺跡2

Ⅳ
貝塚後期

内外縁研磨顕著。外殻－研磨顕著、成長
線露出。貝の状態－部分的にアバタ有。

△7.4 △9.4破伊礼原E遺跡3

Ⅳ
貝塚後期

内縁－研磨。外殻の突起部分研磨、特に下
部は顕著。幅－大2.5cm、小0.7cm。類例は
面縄貝塚。貝の状態－裏面に褐色、アバタ。

5.0 8.6完伊礼原E遺跡4

Ⅴs
貝塚前期

外縁及び内縁を切り取り後、研磨。外殻
に明瞭な研磨痕。貝の状態－色残。

4.4 6.1破伊礼原E遺跡5

Ⅴs
貝塚前期

内縁は丁寧に研磨、外縁は自然。外殻の
突起部分を研磨。貝の状態－色残。

△5.1 △7.4破伊礼原E遺跡6

Ⅴs
貝塚前期

内縁研磨、外縁若干研磨。外殻突起部分
研磨。貝の状態－風化。

6.5 9.4破伊礼原E遺跡7

第77表　キャンプ桑江北側地区　オオツタノハ貝輪観察一覧

 第181図・図版126　貝製品

「△」 →推定
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